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　ガタガタと揺ゆれる乗合馬車の中から、俺は外の景色をぼーっと眺ながめていた。

　王都を出ればすぐに、広大な田園風景が広がり、農夫たちが牛に犂すきを引かせている姿が目に入ってくる。

　山や羊ぎや豚ぶたが草を食はむ様子や、まだ幼い子供たちが、はしゃいで駆かけまわっている姿も見ることができる。

「のどかなもんだな」

　俺はそう独ひとり言ごちつつ、ふと微笑ほほえみを浮うかべる。

　俺たち勇者が、各地で魔ま王おうと戦っているのは、こういう風景を守るためなのかもな、などと根こん拠きよもない感かん慨がいにふけったりもした。

「でもそれが今や、勇者同士の内うち輪わ揉もめや、権力争いに夢中とはね。ため息も出るさ」

　俺は、実際に大きくため息をつきながら、馬車の窓の外に少しだけ顔を出す。

　馬車が進んできた街道をさかのぼれば、そのゆるやかな下り坂の先、そびえる王都の一角に、勇者学院の立派な建物を見ることができた。

　俺があそこに戻もどることは、しばらくはないだろう。

　戻ってくるとしたら、一年後──

　俺は、この旅の原因となった、昨日の出来事へと想いを馳はせていた。




　王都の勇者学院で教師をしていた俺が、勇者協会の役員サイラスの呼び出しで理事長室まで来いという指示を受けたとき、もうその段階で、嫌いやな予感はしていたのだ。

　そして残念なことに、その予感は的中してしまった。

「さて、ブレット先生。何か申し開きはあるかね？」

　理事長席に座り、権けん威いに満ちたデスクの上で偉えらそうに手を組んだ男が、その前に立たされた俺を見すえて、そんなことを言ってくる。

　この神経質そうな、老年期に差さし掛かかって白髪しらがと顔のしわが目立ち始めた年配の男こそ、勇者協会役員のサイラスである。

　そのサイラスの後ろには、体じゅうを包帯でぐるぐる巻きにして、痛いた々いたしさを演出した男子生徒が三人、俺をざまぁみろという目で睨にらみつけながら立っていた。

　こいつらは俺が教えていた生徒たちのうちの三人で、いずれも有力貴族や富ふ豪ごうの家に生まれたボンボン勇者なわけだが……。

　つまり、サイラスらが主張するシナリオは、こういったものだった。

　教師である俺──ブレットは、そこにいる三人の男子生徒に、授業中に暴行を働いた。ブレットという教師は、とんでもない暴力教師であり、教師失格だ。

　また、この男子生徒たちの親である有力貴族や富豪からも、苦情がきている。お前はこの王都の勇者学院で教える教師にふさわしいとは、到とう底てい言えない。

　ひいてはお前には、僻へき地ちの小さな村の勇者学院への異動を命じる──とまあ、そういうわけだ。要するに左さ遷せんだな。

　で、そうなった原因は何かと言えば──

　サイラスは、学院の人事権を掌しよう握あくする勇者協会の役員なのだが、俺は事あるごとに、こいつの権力まみれのやり方を批判してきた。

　それが気に食わなかったサイラスが、難なん癖くせをつけて、俺を僻地に飛ばしてやろうという腹積もりなのだろう。

　なお、とある同どう僚りようの女性教師の言うところによると、「ブレット先生は生徒想いで教育への情熱もあるし、教師としても勇者としても能力すごいけど、世よ渡わたりってものを考えないからいずれ左遷されたりしないか心配だよ」とのことだった。その心配が綺き麗れいに当たってしまったようで、俺としても口をへの字に曲げるよりほかになかった。

　ちなみに、大おお怪け我がを装って立っている金持ち家の男子生徒たちは、まだ十分な実力もないのにプライドばかりが高く、授業もまともに受けようとしないようなやつらだった。

　俺はそいつらに、今のままじゃ実力不足だからもっと頑がん張ばれ、とずっと言ってきたわけで、それが俺への恨うらみに変わったんだろうなぁとは思う。

　で、そこのところをうまいこと、サイラスに利用されてしまったんだろう。

　そのあたり、俺の指導の仕方も、もうちょっとやりようはあったのかもしれないなと反省はあるところだが……。

　ただまあ、すでにそうなってしまった以上、俺にできることはもうあまりなかった。

　権力闘とう争そうと陰いん謀ぼう劇げきが大好きな、サイラスの描えがいたシナリオだ。

　俺はこういう政治は苦手だし、外そと堀ぼりだってだいたい埋うめられているんだろう。

　だから抵てい抗こうするだけ無む駄だなんだろうな、とは思いつつも──

　一応、申し開きがどうのと言っていたから、ある程度の抗こう弁べんはしてみようと思った。

「いや、暴行と言われても、そんな大怪我をするほどの授業はやってませんよ俺。それに魔王と戦う勇者を育てているんだから、多少の荒あらっぽい授業にはなります。暴力ゼロのお花畑教育なんてしていたら、育つ勇者も育ちませんよ」

　とりあえず真っ当な意見を言ってみた。

　勇者学院は、魔王と戦う勇者を育成する学院だ。

　当然ながら、戦せん闘とう訓練を行わなければ話にならない。

　そして戦闘訓練を行えば、多少の怪我ぐらいは、どうしても発生する。

　捻ねん挫ざや打ち身、擦すり傷きず、などなどだ。

　それらの負傷を百パーセント回かい避ひしようとしたら、肉体を使った実習が一切できなくなってしまう。魔王と戦う勇者を育てる勇者学院にあって、こんなにバカバカしい話はないだろう。

　そして、俺自身が暴行を働いたのでなくとも、俺の授業で結果として負傷が発生したなら、それは教師が、そのような暴力的教育を実じつ施ししたのだと言えてしまう。

　つまりこの話は、一から十まで、とんだ言いがかりなわけだ。

　だが俺がそう答えると、部屋の脇わきで書記をしている男が、手元の紙にさらさらと何かを記入し始めた。

　それを見た俺が思ったのは、どうせあれもサイラスの子飼いだろうから、細かいニュアンスなどを向こうの都合のいいように書かき換かえられているんだろう、ということだ。

「教師ブレットは『多少の暴力ならば問題ない、むしろ必要だ』と答えた」とか何とかいうあたりだろう。

　そして一方のサイラスはというと、眼光鋭するどく俺を睨みつけてきた。

「つまりブレット先生は、この生徒たちが噓うそをついていると、そう主張するわけかね？　しかも自らの暴力授業を肯こう定ていし、反省をするつもりもないと」

　綺麗なまでの揚あげ足あし取りだなと思ったが、確かに俺の言ったことをうまく捻ねじ曲まげるとそうなる、という言い分だった。

　相手をするのも面めん倒どうなので、言こと葉ば尻じりを取られたことは無視して、素直に返事をした。

「まあ、そういうことになりますかね。そんな噓をつかれるような指導をしてしまったことに関しては、少し反省していますが。──ところでこの王都には、高位の治ち癒ゆ魔ま法ほうの使い手なんざいくらだっていますよね。仮に怪我をしたとして、こんな包帯でぐるぐる巻きにする必要はないじゃないですか。なんでこいつらこんな格好してるんです？」

　俺は暗に「痛々しさの演出のためでしょ？」という嫌いや味みを乗せてやった。

　するとそれを受けたサイラスは、チッと舌打ちをした。

　それから苛いら立だたしげに、バンバンとデスクを叩たたく。

「ブレットくん、なんだねその言い草は！　生徒たちに暴行を働いたことに対して反省の態度がないばかりか、生徒を噓つき呼ばわりするとは！　しかも暴力を振ふるっても治癒魔法で治せばいいだけだなどと、耳を疑うような暴言を吐はく！」

　そのサイラスの発言に関しても、書記がさらさらと記入していく。

　どうやらこっちが何かを言った分だけ、都合のいいように発言をピックアップされて、こっちの首が絞しまるという寸法のようだった。

　もちろん治癒魔法うんぬんは、そういう意味で言ったわけではなかったのだが、サイラスのやつは、こういうところは本当に口が回る。

　まあいずれにせよ、最初から茶番で、出来レースだ。

　あと聞いておくべきことは、何かあるかと考え──

　俺はサイラスから視線を外し、後ろの三人の男子生徒たちに目を向けて言った。

「お前たちは、本当にそれでいいのか？　後こう悔かいしないか？」

　俺のその言葉に、三人の男子生徒は、俺から視線を逸そらした。

　まあそんな一言で改心するようなら、苦労はしないという話ではあった。

　生徒たちを巻まき込こんだサイラスのやり方には反へ吐どが出るが、あいつらだっていい加減子供とも言い切れないぐらいの年ねん齢れいだ。

　自分のやることは最終的には自分が決めて、その責任は自分で引き受けるしかない。

　俺が恨んだりしなくたって、あいつらの中で、自分が作った傷きず痕あとは残り続ける。それを消してやることができないのは、教育者としては少し歯は痒がゆかったが。

　だが一方のサイラスは、そんなことを考えるつもりは、まるでないようで──

「風向きが悪くなると、今度は生徒たちを恫どう喝かつかね？　本当に見下げ果てた教師だなキミは。もう顔も見たくない、さっさと出ていきたまえ。辞令に関しては後ほど部屋まで届けさせる。受け取り次第、荷物をまとめてこの学院を去りなさい」

　そう言って、話を強制的に終わらせて、俺に退室を命じた。

　俺はため息をつきつつ、こっちこそこれ以上の茶番は願い下げだと、理事長室をあとにしようと思ったのだが──

　その前に一つだけ、捨すて台詞ぜりふを吐いておこうかと思いなおした。

　俺は理事長室の出入り口の前で立ち止まり、サイラスのほうへと振り返る。

「なあ、サイラスさんよ。勇者学院の教師ってのは、勇者を育てるのが仕事だろ。俺はどこに左遷されようが、そこで出会った勇者の卵を全力で育てる。それが俺の矜きよう持じだ。──で、あんたはいつまでそうやって、権力なんつーくだらねぇモノにしがみついてんだ？　あんたのやり方じゃ、勇者は育たないぜ」

　そう言い捨てて、俺は今度こそ理事長室から立ち去ろうとした。

　だが、そのとき──轟ごう音おんがした。

　何事かと振り向いてみれば、サイラスが拳こぶしを、理事長のデスクに振り下ろしていた。

　サイラスの勇者の力をまとった拳が、木製のデスクの天板をへし割っている。

　後ろの男子生徒たちは、サイラスの豹ひよう変へんぶりに驚おどろき、怯おびえていた。

　額に青筋を浮かべたサイラスが、俺を憎にく々にくしげに睨みつけて言う。

「いいだろう、ブレットくん。キミの教育のあり方こそが正しいと、あくまで言い張るのであれば、それを証明してみたまえ」

　サイラスも勇者協会の役員なんてやっている以上、昔は勇者学院の教師だったはず。そのわずかに残っていたプライドに、ヒビが入ったのかもしれない。

　しかし──

「証明って言われてもな」

　俺はそうつぶやく。

　証明ができるものならしてやりたいが、事実上不可能だろうと思ったからだ。

　だが俺のつぶやきを聞いたサイラスは、ニヤリと笑みを浮かべる。

「ふん、逃にげは打たせんぞ。一年後に『最強新人勇者決定戦』が、この王都で開かれるのは知っているな？　それにキミの教え子を参戦させたまえ。くくく……ろくな教育設備もない場でキミがどこまでやれるか、楽しみにさせてもらうよ」

　そう言ってサイラスは、小こ憎にくらしい顔でくつくつと笑った。

　俺はそれを聞いて、なるほどと思った。

　つまりはこういうことだ。

　一年後に王都で開かれる「最強新人勇者決定戦」に、俺の教え子を出場させる。

　それで俺の教え子が、王都の生徒たちに勝つようなら、俺の教師としての実力を認めざるを得ない──と、そういうわけだろう。

　サイラスの提案にしてはストレートで分かりやすく、俺はわりと気に入っていた。

　とは言え、こっちはまだ育てるべき教え子に会ってすらいないわけで。

　またそれを抜ぬきにしても、いろいろとハンデがあって、つまりは圧あつ倒とう的てきに俺に不利な勝負内容であり、だからこそサイラスは自じ信しん満まん々まんで提示してきたのだろう。

　しかしそこでケチをつけても、勝負から逃げる腰こし抜ぬけだの何だのと、罵ののしられるだけなのは目に見えていた。

　だったら──と思い、俺はサイラスに問いかける。

「ちなみに、その勝負に勝ったら、俺に何かいいことでもあるんですかね？」

「ふん……そうだな。万が一、キミの教え子が優勝するようなことでもあれば、キミの王都復帰だろうが何だろうが、好きに望みを言いたまえ。ただし私に向かってあれだけの侮ぶ辱じよくをしたのだ。結果を出せなかったときには、それなりの覚かく悟ごをしてもらうぞ」

　──釣つれた。

　圧倒的に不利な条件での勝負だが、だからこそサイラスも慢まん心しんをしたのだろう。

　仮にサイラスがこの約束をしらばっくれたとしても、最強新人勇者決定戦で俺の教え子が好成績を残せば、その結果は衆目のもとに晒さらされることになる。

　最強新人勇者決定戦はオープンな大会であり、年に一度、王都で開かれる祭りのようなものだ。その場で結果を出せば、サイラスとて好き勝手に事実を動かすことはできないだろう。

「分かりました。そっちこそ、自分が言った言葉をよーく覚えておいてください。──それじゃ、また一年後に」

　俺は、サイラスにそう啖たん呵かを切って、今度こそ理事長室から立ち去った。





　　　　＊＊＊






　そんなことがあった日の、翌日──つまりは今日。

　というか、つい先ほどのことだ。

　寮りよう生活で荷物も少なかった俺は、昨日のうちに必要な準備を終え、さっそく王都を出立する乗合馬車の停留場にいた。

　一方、そんな俺を見送りに来た同僚の女性教師アルマは、呆あきれたという様子で腰に手を当てていた。

「それでサイラスさんに喧けん嘩かを吹ふっ掛かけちゃったわけ？　相変わらずとんでもないことするね、ブレット先生は」

　アルマはスタイルも抜ばつ群ぐんな、妙みよう齢れいの女性教師だ。朱しゆ色いろの髪かみはポニーテールにまとめてあり、大きめの眼鏡めがねもよく似合っている。

　男子生徒どもの間ではファンクラブもあるらしいが、どちらかというと気安さが魅み力りよくのタイプと言える。俺とは軽口を叩き合う仲だ。

　俺はそんな同僚の女性教師に、言葉を返す。

「先に喧嘩を売ってきたのはあっちだ。一方的に殴なぐられるだけってのは性に合わない」

「それで、勝算はあるの？」

「さてね。まだ教える生徒がどんなやつかも分からないしな。ま、やれるだけやるさ」

　俺が肩かたをすくめながらそう答えると、アルマは大きくため息をついた。

「はぁ、無む鉄てつ砲ぽうだなぁ……でもブレット先生だからしょうがないか。──とりあえず、何かあったら通話魔法具のあたしの連れん絡らく先さきに連絡ちょうだい。相談ぐらいは乗るから。こっちからも何かあったら連絡するね」

「おう、サンキュー」

　そう言ったところで、乗合馬車が出立の時間となった。

　俺は馬車のほうへと急ぎながら、アルマに手を振る。
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「じゃあ、またいずれな、アルマ先生」

「うん。またね、ブレット先生。──あ、あと、もう一つだけ言っていい？」

「なんだよ」

「バーカ。こっちの気持ちも少しは考えてよね」

「……はぁ？　なんだよそれ。こっちは人生の一大事だぞ。いちいち同僚の教師の気持ちまで考えていられるか」

　俺がそう答えると、アルマは可愛かわいらしく「べーっ」と舌を出した。

　俺はなんのこっちゃと思いながら、乗合馬車に乗り込んだ。




　──と、そんなことがあっての今だった。

　しばらく前に王都を出た馬車は、今は農村地帯も抜け、深い森へ進もうとしている。

「……はぁ。まったく、何のための勇者学院だか」

　乗合馬車の中で、俺は再びボヤいていた。良くないなとは思いつつも、少しは吐き出さないとやっていられないとも思う。

　勇者学院は、何のために存在するのか。

　そんなものは学院創設の言葉を見れば、真っ先に書いてあるのだが、今や有名無実に成り下がってしまっているのではないかとすら思う。

　勇者学院の意義──それを語るには、「勇者」と「魔王」との関係から、あらためて確認しなおす必要がある。

「勇者」と「魔王」の戦いは、もう何百年も前からずっと続いている。

「魔王」というのは、モンスターが突とつ然ぜん変へん異いして生まれるものだ。

　魔王となったモンスターは、配下のモンスターたちを率いて人里を襲おそい、人類を滅ほろぼそうとする。

　そうした魔王に対たい抗こうする力を持つのが、俺たち──すなわち「勇者」だ。

　勇者とは、平たく言えば「常人にない超ちよう常じよう的てきな力を持った人ひと々びと」ということになる。

　勇者は人類の中に、数十人に一人程度の割合で生まれると言われている。

　勇者でない普ふ通つうの人間でも、ゴブリン程度のモンスターが相手なら戦えなくはない。

　だが魔法を行使でき、超常的な身体能力を駆く使しして戦える勇者と比べると、一いつ般ぱん人じんの戦闘能力は高が知れている。

　武器を持った常人が十人集まっても、素手の勇者一人に軽くあしらわれると言えば、勇者の実力のほどが伝わるだろうか。

　だがそれも、十分な経験を積んだ歴戦の勇者であればの話だ。

　未熟な勇者では、常人と大差ない程度の戦闘力しか持たない。

　ちなみに強さがピンキリなのは、魔王の側にも言えることだ。変異前のモンスターによって、あるいは個体によって、その強さは大きく変わってくる。

　例えば、ゴブリンが魔王になった「ゴブリンロード」などは、場合によっては未熟な勇者でも倒たおせるぐらいの相手だ。

　しかしドラゴンが魔王化した「ドラゴンロード」ともなれば、腕うで利ききのベテラン勇者が束になっても勝てるかどうかという、災さい厄やく級きゆうのバケモノになる。

　まあそんなわけで、魔王と勇者の──モンスターと人類の戦いは、世界各地で日ひ々び続いている。

　戦いはいつも「最後には」人類の側が勝ち、魔王は討うち取られる。

　またそうでなければ、今いま頃ごろとっくに人類は滅めつ亡ぼうしているわけだが──

　その「最後には」の前段階で命を落とす勇者の存在は、いつの世も尽つきることはない。

　未熟な勇者が、未熟なままに強力な魔王に挑いどみ、返り討ちに遭あう──

　そういった悲劇を極力減らすため、三百年ほど前に設立されたのが「勇者学院」だ。

　勇者学院は、人類の希望である勇者たちを大事に、安全に、かつ効率的に育成するために生まれた。

　俺はその理念に賛同し、未熟な勇者たちに対し、俺にできうる限りの教育を施ほどこしているつもりだ。

「……だっていうのによ」

　俺は外の景色を見ながら、再びボヤく。

　勇者学院の創設から長い年月がたった現代では、その理念を蔑ないがしろにするサイラスのようなやつが幅はばを利かせるという、本ほん末まつ転てん倒とうなことも起こっている。

　人間が運営する組織である以上は、どうしたって腐ふ敗はいは避さけられないってことなんだろうが──歯痒いが、それは俺にどうこうできる問題でもない。

　俺にできるのは、俺が担当する教え子たちを精せい一いつ杯ぱいに育てることだけだし、それが俺の為なすべき仕事だと思っている。

　だから俺は、これから向かう勤務地で教え子となる勇者たちに想いを馳せていた。

　それがどんなやつらで、どうやって教えるのが最も望ましいか。

　それをパターン分けして、頭の中でシミュレートしつつ──苦笑する。

「……まだ本人らと出会ってもいないのに、何やってんだかね」

　まったく、我ながら教育バカもいいところだなと思った。

　森の中へと入った馬車は、ガタガタと揺れながらも、つつがなく行路を行く。

　王都を出てから、新たな勤務先である村に着くまでには、一週間ほどかかる。

　しばらくは退たい屈くつだな、と思っていたのだが──

　王都を出立して三日目の夕刻に、事件は起こった。

　俺が乗っていた乗合馬車が、その道中でモンスターに遭そう遇ぐうしたのだ。
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　もうしばらくで次の街にたどり着くという頃ころになって、外がにわかに騒さわがしくなり、がたんと音を立てて馬車が動かなくなった。

　俺は外の様子を見るために、馬車から降りる。

　馬車が立ち往生をしていたのは、森を貫つらぬく街道だった。

　二頭立ての馬車を引く馬が、いずれも怯えて暴れ出しそうになっていて、御ぎよ者しやが必死にそれをなだめている姿が、最初に目に入った。

　そして、次に目もく撃げきしたのは──

「くそっ、来るなら来やがれってんだ。もう俺だって一人前の勇者なんだ。オーガの二体や三体、どうってことねぇ！」

　そう叫さけんで剣けんを構え、馬車を守るように前に立つ、少年の姿だった。

　乗合馬車が雇やとっている護衛の勇者だろう。街の外を行く乗合馬車は、モンスター対策として護衛を雇うのが通例になっている。

　護衛の少年は、見た目や出で立ちから察するに十六、七歳さいぐらいだろうか。

　まだ勇者学院を卒業したばかりで、独り立ちして間もないといった印象だ。

　勇者学院を卒業した勇者には、いろいろな働き口がある。

　国に仕官したり、貴族に私兵として雇われたり、フリーランスの魔王ハンターとして勇者ギルドに通ったり、あるいは勇者学院の教師になったりする。

　乗合馬車の護衛も、そうした働き口の一つだ。

　もっとも、優ゆう秀しゆうな勇者ならもうちょっと割のいい仕事に就つくから、まだあまり力のない勇者が腰こし掛かけの職場にしていることが多いと聞くが。

　そして、その護衛の少年勇者が見すえている先。

　馬車の行く手に立ちふさがる、モンスターの姿があった。

　オーガだ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ体たいを持つ人型のモンスターで、背せ丈たけは人間の成人男性の五割増しを上回るほど。肌はだは赤しやく銅どう色いろで、衣服は布切れを引っかけている程度だ。

　手には巨大な棍こん棒ぼうを持っていて、その攻こう撃げき力りよくは人間など一いち撃げきで叩たたき潰つぶしてしまえるほどだ。見た目の通り、怪かい力りきとタフネスが自じ慢まんのモンスターである。

　敏びん捷しよう性せいは高くはないが、その暴風のごとき攻撃への対処は、勇者の力をもってしてもたやすくはない。

　それでも一体だけなら、駆け出しの勇者でも、何とか対処ができる範はん囲いなのだが──

　悪いことに、馬車の行く手を阻はばんでいるオーガの数は、三体だ。

　あの護衛の少年勇者ひとりでは、荷が重い──というか、真正面からやりあったら敗北必至、あの少年は死亡確定だろう。

　それを少年自身、分かっているのかいないのか、剣を構えて馬車の前に立ちながらもその体はカタカタと震ふるえていた。

　俺はそれを見て、ひとつため息をつく。

　経験不足か、教育不足か──いずれにせよ、対応が不適切だ。

　三体のオーガは、口からよだれを垂らしながら、こちらに向かって歩み寄ってくる。

　護衛の少年勇者との距きよ離りは、オーガの足で五十歩分ほどといったところか。

「おい、少年」

　俺は、護衛の少年勇者の隣となりまで歩いていって、彼かれに声をかける。

　必死の形相でオーガを見すえていた少年は、俺のほうへチラリとだけ視線を向け、再びオーガへと注意を戻す。

　そして視線を前に向けたまま、返事をしてきた。

「あんたも、ひょっとして勇者か？　でもお客さんだよな。だったら馬車でゆっくりしていてくれ。あいつらは俺が倒してみせ──痛いたっ！」

　──スパーンッ！

　俺は少年がみなまで言う前に、その後頭部を引っぱたいていた。

　これをやるから暴力教師だとか言われるんじゃないか、とセルフツッコミが入るが。

　……いや俺、こういう自分の命を粗そ末まつにする勇者、嫌きらいなんだよ。

　ていうかこいつ、自分が今置かれている状じよう況きようを、正しく把は握あくできていないっぽい。

　一方、引っぱたかれた少年はというと、目を白黒させて俺のほうを見る。

「な、何すんだよ！」

「それはこっちの台詞だ、何してんだよお前。勇者学院、ちゃんと卒業してんだろ？」

「してるよ！　でも今そんなの関係ねぇだろ！」

「関係ある。──じゃあ問題、オーガのモンスターレベルは？」

「はぁ？　今そんな話してる場合じゃ──」

「いいから。オーガのモンスターレベルはいくつだ」

「……忘れたよ。だから何だよ」

　少年の返事を聞いて、俺はがっくりと肩を落とした。

　マジか……。オーガのモンスターレベルなんて、一年生の試験の範囲内だぞ。

　俺は呆れつつ、少年に教えてやる。

「オーガのモンスターレベルは六だ。必修項こう目もくだぞ、忘れていたなら今覚えろ。じゃあ次、お前の今年のステータス検定での認定勇者レベル、言ってみろ」

「はぁ……？　だからあんた何なんだよ！　今そんな場合じゃねぇっつってんだろ！」

「いいから。ほれ、もうオーガがそこまで来てるぞ」

「だぁあああっ！　今年のステータス検定じゃ六レベルだったよ！　だから何だよ！」

　六レベルか。だいたい予想していた通りのレベルだな。

　が、ここまで言わせて気付かないのか……？

　こいつの通っていた勇者学院の教育水準は、どうなっているんだ。

　こうなったら、基き礎そ中の基礎から教えてやるしかないが──さすがにもう、オーガたちがだいぶ近くまで来ている。

　少年もそれが気になって、俺の指導に集中できないらしい。

　……ちっ、しょうがねぇな。

「おい、少年」

「だから何だよ！　だいたい少年少年って、あんただって俺と大差ない歳としだろ！」

　……あー。また童顔のせいで侮あなどられた。

　教師に向いてねぇんだよな、このルックス。威い厳げんがほしい。

「こう見えて俺は二十三歳だ。そんなことより、あいつらを倒したら、俺の指導をちゃんと聞けよ」

「はあ……？　ってか、あんた勇者学院の教師か？　こんなときまで指導って……」

「お前の命に関わることだ。こんなときだろうが、どんなときだろうが──」

　残り十歩の位置まで近付いてきていたオーガたちが、ついに駆け出してきた。

　犬歯がむき出しになった口から、よだれをまき散らし、血走った目で俺たちのほうへと向かってくる。

「ちっ、来やがった……！　あんた学院の教師なんだろ、だったら下がってろ！」

　少年は慌あわてて剣を構え直し、迎げい撃げきの態勢を取る。

　一方で俺は、精神を集中。

　半身になって左手を突つき出だし、その左手に魔ま力りよくを集積させていく。

　そして、オーガたちが俺たちの前にたどり着く少し前に──俺は魔法を放った。

　行使する魔法は【火球フアイアボール】。

　火属性魔法が得意な勇者ならば、駆け出しを抜けたぐらいの段階で行使が可能になる中級レベルの範囲攻撃魔法だ。

　俺が放った灼しやく熱ねつのエネルギー球は、三体のオーガたちの足元に着ちやく弾だんして──

　──ドッゴォオオオオオオオンッ！

　三体のオーガをまとめて包み込むようにして、紅ぐ蓮れんの大だい爆ばく発はつを巻き起こした。

「なっ……!?」

　それを見た少年は、驚きの表情を浮かべる。

　やがて爆ばく炎えんがやめば、そこには全身を焼やけ爛ただれさせて動かなくなった、オーガたちの姿があった。

　それを確認した俺は、隣であっけに取られている少年に、ニッと笑いかけてやる。

「──教えられるときに教える。俺は教師だからな」

「……う、噓だろ……三体のオーガを、一発の魔法で全ぜん滅めつなんて……。あんた、いったい何者だよ……？」

　少年の目に、俺への尊敬の色が宿った。

　よしよし、これで教えやすくなるぞ。

　まず実力を見せてやるってのは、相手次第だけど、わりと有効なことが多いんだよな。

「何者って、お前の言ったとおり、しがない勇者学院の教師だよ」

「いや……だって普通、学院の教師なんて、実戦経験のない口だけ連中だろ……？」

「あー……」

　なるほど、そういう認識なのか。

　確かに、学院を卒業してすぐ、実戦経験を積まないまま学院の教師になるパターンも少なくないとは聞く。

　俺は学院を卒業したあと、フリーランスの魔王ハンターとして活動していた時期があるから、そのあたりに問題はないのだが。

　まあ、そんなことはどうでもいいんだ。それよりも今は──

「少年、さっきの授業の続きだけどな。自分の勇者レベルと、相手のモンスターレベルが互ご角かくの場合は、一対一での戦いが原則だ。二体以上を相手にしなきゃいけないときは戦闘を回避する方法をまず検討して、それも無理なら一対一で戦える状況を──」

　俺は護衛の少年勇者に、こんこんと教育を施していく。

　俺がこいつを見てやれるのは、この旅の間だけだろう。

　その間に、俺が教えられることは、みっちり仕し込こんでやらないとな。
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　乗合馬車に揺られること、およそ一週間。

　馬車はようやく、目的地の村の最も寄よりの街までたどり着いた。

　俺はそこから徒歩で、新しい赴ふ任にん先さきの村へと向かう。

　道中、暗くなってきたので、魔法で灯あかりをつけて進んだ。

　最寄りの街の門を出てから、三時間ほど歩いた頃、ようやく村の灯りが見えてきた。

　夜よ闇やみの中、俺は見晴らしの良い丘おかの上に立ち、その村の灯りを眼下に見る。

　畑の間に点在する住居の数は、百を少し超こえるぐらいだろうか。

　村の全体像をざっと確認し終えると、丘を下って灯りのほうへと向かった。

　やがて村の入り口にたどり着く。門番などは当然いないし、出で迎むかえもない。

　俺はひとまず、村長の家へと向かうことにした。一番大きな住居がそれだろう。

　たどり着いて扉とびらをノックすると、村長の娘むすめだという少女が出てきて中へと通された。

　学院から渡わたされた辞令を見せると、村長を名乗った老人がそれをまじまじと見る。

　そして老人は、ようやく何かを思い出したかのように、ポンと手を打った。

「おお、勇者学院の先生か。前任が何年か前にぽっくり逝いって、次が来んかったから、すっかり忘れておったわ」

　……おい。大だい丈じよう夫ぶかこの爺じいさん。

　というか、大丈夫かこの村の勇者学院。

　前任が何年も前にいなくなって、次が来ていない？　それは学院として機能していないっていうんじゃないか？

　そんな不安はさておき、俺は村長から、教員に貸たい与よされる住居の鍵かぎを渡された。

　その住居も数年使われていないというから、まずは掃そう除じからになりそうだが。

　あと校舎も見ておきたいと思ったので、その鍵も渡してくれと村長に持ちかける。

　すると村長は、予想だにしていなかった謎なぞの言葉を俺に向けてきた。

「校舎の鍵はあいておりますぞ。ただし、子こ猫ねこが三さん匹びき住んでいるので気を付けなされ」

　……子猫が、三匹？

　俺が疑問を口にしても、村長は「ふぉっふぉっ」と笑ってはぐらかすばかりだった。




　教員用の住居は、長年使われていないだけあって、家じゅうが埃ほこりだらけだった。

　住居そのものはわりと広くて、家族暮らしを想定しているのか、ベッドも複数ある。

　リビング、ダイニング、キッチン、トイレなどに加えて、浴室まで完備で、生活の場としては決して悪くはない──というか、一人暮らしをするには立派すぎるぐらいだ。

　ただ何にせよ、掃除をしなければ使い物になりそうもない。

　今日この家のベッドで寝ねるのは、あきらめたほうがよさそうだと思った。

　さてそうなると、今日の寝ね床どこはどうするか。

　この村には旅人用の宿屋などはないようで、となれば村長に頼たのんで一いつ泊ぱくだけ泊とめてもらうというあたりが現実的だが……。

　俺はそこでふと、思いつく。

　旅用の毛布は持っている。

　暖かい時期だし、どこか雨風が凌しのげる建物で、埃まみれでない場所さえあれば、そこで毛布に包くるまって問題なく眠ねむれるだろう。

　そう考えたときに、さて勇者学院の校舎はどうかと思い至った。

　鍵がかかっていないということは、校舎は何らかの用よう途とで日常的に使われているのだろうし、埃まみれということもないはずだ。

　それに加え、俺は村長が言った「子猫が三匹」というのが気になっていた。

　その好こう奇き心しんも手伝って、俺は魔法の灯りを持って、勇者学院の校舎へと向かった。

「……って、おいおい、これが校舎かよ」

　俺は思わずボヤいていた。

　村長から教えられた場所にたどり着くと、そこにあったのは、村のほかのどの家よりも小さいんじゃないかという一いつ軒けんの小さな掘ほっ立たて小屋だった。

　小規模な教室が一個、収納できるかどうかという外観。

　木窓はすべて閉まっており、中の様子を窺うかがうことはできない。

　グラウンド代わりなのか、妙みように広い庭のようなスペースはあるが……。

　俺は大きくため息をつきながら、校舎という名のボロ小屋の扉に手をかける。

　なるほど、子猫の棲すみ処かというなら、この大きさでも十分かもしれないな。

　──ギィイ。俺が取っ手をにぎって扉を押おすと、木の軋きしむ音とともに扉が開かれる。

「……子猫ちゃん、いますか～？」

　俺は魔法の灯りを小屋の中へと向け、その中の様子を見る。

　すると──いた。子猫が三匹。

　いや、違ちがう。猫じゃない。猫があんなに大きなものか。

　その小さな掘っ立て小屋の中にいたのは、三人の人間の子供だった。

　家の奥おくの壁かべ際ぎわに、三人寄り集まって転がって、一枚の毛布に包まっている。

　いや、子供と呼んでいいものか。三人とも十五歳の成人より少し若いぐらいの年齢に見える。その姿は薄うす汚よごれていて、街のスラム地区に住む孤こ児じのような風ふう貌ぼうだ。

　一方、毛布に包まっていたその子供たちも、俺が入ってきたことに気付いたようだ。

　うち一人が、バッと毛布から飛び出て、近くに転がしてあった木の棒を手に取る。

　その子は残る二人を守るように前に立つと、キッと俺を睨みつけてきた。

　少年とも少女ともつかない、黒くろ髪かみの子供だ。

「だれだ、お前！　村のやつじゃねぇな！」

　俺に向かってそう叫んでくる。声変わりする前の少年のような声。

　なるほど……あの村長に、一いつ杯ぱい食わされたか。

　これはとんだ子猫に遭遇してしまったなと思った。
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「落ち着け。俺は勇者学院の教師だ。今日この村に赴任してきた。……とりあえず、その棒を下ろしてくれないか」

　俺は敵意がないことを示すために、両手を上げてみせた。

「勇者学院の……教師……？」

　木の棒を持った子供は、訝いぶかしむような目で俺を見つめてくる。

　ちなみにその子供、最初は少年とも少女ともつかないと思ったが、よく見ればそんなことはなかった。

　間ま違ちがいなく女の子だ。なぜなら胸がしっかりと膨ふくらんでいる。ボロ布きれのような薄汚れた衣服を押し上げて、女の子であることを懸けん命めいに主張していた。

　また後ろの二人も同様に、女の子のようだった。

　一人は金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、木の棒を持った少女よりもさらに胸が立派で、腰つきやお尻しりなども子供と侮れないほどに女性的な危うさを持っている。この子はきゅっと口を結び、どこか怯えた小動物のように、木の棒の少女にしがみついていた。

　もう一人は銀ぎん髪ぱつと紫むらさき色いろの瞳ひとみを持った少女だ。かなり小こ柄がらで子供体形だが、それでも一応、腰のくびれなどに少女らしい自己主張がある。こちらも人見知りするのか、木の棒の少女の後ろに隠かくれて、こっそりとこちらの様子を窺っていた。

　……いや、お前は一体どこを熱心に観察しているんだと言われそうだが。別に俺はロリコンではない、はずだ。

　ただ、ロリコンではないはずの俺でも少し見み惚とれてしまうぐらい、三人の少女たちは魅力的だった。全身が薄汚れていて、衣服もボロだが、それでも覆おおい隠かくせないほどの魔ま性しようの魅力を三人ともが備えているように思えた。

　だがそれはそれとして、三人は俺のことを警けい戒かいしているようだ。

　木の棒を持った少女だけではなく、後ろの二人も、俺の一挙手一投足を見み逃のがすまいとじっとこちらを見つめてきている。

　んー、これはどうしたものか。できれば警戒を解いてもらいたいものだが。

　とりあえず、話でもしてみるか。

「お前ら、ここで何してるんだ？　隠れん坊ぼうではないよな？」

　俺が試しにそう切り出すと──

「……はあ？　バカじゃねぇの。オレたちがそんなガキに見えんのかよ。だいたいこんな夜中に、そんなことするわけねぇだろ」

　木の棒を持った少女は、口が悪かった。ついでに言うとオレっ娘こだ。

　まあ、子供はこのぐらいやんちゃでも可愛いもんだが。

「ふぅん、そうか。じゃあひょっとして、家出ごっこか？」

　俺がそう踏ふみ込こむと、木の棒を持った少女は、その瞳を怜れい悧りに細める。

　そしてこう返してきた。

「ここがオレたちの家だ。勇者学院の教師だか知らねぇけど、用がないなら出てけ」

　俺は驚きを隠せなかった。

　ここが、この子たちの家……？

「親はどうした」

「とっくの昔にいねぇよそんなもん。オレらの母親はバカでクズだ。あっちこっちで違う男と寝て、オレたちぽこぽこ産んで、そんで何年か前に酒の飲みすぎで死んだ」

　……うへぇ。それはまた、事実だとしたら何ともヘヴィな話だ。自分の親をバカでクズ呼ばわりするのはどうなんだと一いつ瞬しゆん思ったが、とてもそれどころの話じゃない。

　あと彼かの女じよの話を信じるなら、この三人は種違いの姉妹ってことか。

　髪の色も瞳の色も、体形も顔立ちも全部違うから、全然そうとは思わなかった。

　しかし、ということは──

「じゃあお前ら、母親が死んでからずっと、三人だけでここで暮らしてるってことか？」

「ああそうだよ。わりぃか」

「いや……大したもんだ。感心した」

　俺がそう答えると、木の棒を持った少女はきょとんとした顔になった。意外なことを言われたという様子だ。

　最近は王都で、金持ちの家のボンボンばかり見ていたから、こう逞たくましい生命力の輝かがやきを見せられると感かん嘆たんするしかない。

　──で、ここまでの話だけでも驚きだったんだが。

　その上、少女はさらに、こんなことまで言ってきた。

「つーか、あんたもオレたちに、あんまり近寄らない方がいいぞ。オレたち、呪のろわれてるらしいからな」

「はぁ……？　呪われてる？　何だそりゃ」

　まさに寝ね耳みみに水だ。

　少女は続ける。

「オレたち、母親が死んだだけじゃないんだ。父親もみんな死んでる──モンスターに食われたとか、通とおり魔まに刺さされたとか、いろんな理由でな。あとこの村に住んでた人で、オレたちの面倒を見ようとした人がいたんだけど、その人も病気で死んだ。……だからこの村のやつらは、オレたちに近付こうとしない」

　その少女の告白には、絶句するしかなかった。

　何だそりゃ……。呪いなんて、そんなことが本当にあるのか？

　モンスターの中には「呪い」と呼こ称しようされるバッドステータスを与あたえてくるものもいるが、今言っていたような内容のものは聞いたことがない。

　でも母親と父親三人、それにもう一人と合わせて五人中五人が死んでいるとなると、さすがに偶ぐう然ぜんじゃなく、何かの必然を疑いたくなるのは分かる。

　分かるが──

「……あのさ」

「あん？　何だよ、まだオレたちに用があんのか？　言っただろ、オレたちには近づかないほうが、あんたの身のため──」

「いや……その呪われてるっていうの、誰だれが言ったんだ？　そいつらが死んだのって、偶然じゃねぇの？」

「……ん？」

　少女が「どういうこと？」という様子で、わずかに首を傾かしげる。

「いやさ、俺そういう呪いとか聞いたことないし、信じる気もないから」

　俺がそう言うと、少女は啞あ然ぜんとした顔を見せた。後ろの二人も同様だ。

　そして、少しして我を取り戻した木の棒の少女は、俺に向かってこう言った。

「……あのさ。あんたアホだろ」

「そうか？」

「そうだよ。あんたみたいなやつ、ほかに見たことない」

「いや、俺に言わせれば、そんな迷信を信じて、お前らみたいなガキをこんな目に遭わせておくやつらのほうがアホだぞ」

　俺はそう言って、三人の少女に向かって歩み寄る。

　少女たちは──特に木の棒の少女はたじろいだが、特に攻撃してきたり、逃げたりすることはなかった。

　俺のこの行動も、ただの衝しよう動どうだ。深い意味なんてない。

　でも誰か大人が、こいつらの存在を肯定してやらなきゃいけないと思った。

　自分たちに近付いたら呪われるから近付くななんて、こんな子供に自己否定をさせちゃいけない。

　だから──

　俺は三人の少女の目の前まで行って、少しだけかがむと、三人をまとめて抱だき寄よせた。

　できる限り力強く、俺がお前らの全部を受け止めてやるという意志を込めて。

　それに一番慌てたのは、木の棒の少女だった。

「なっ……何してんだよお前！　そんなことしたら……！」

　彼女はあわてて身をよじって、抜け出そうとする。

　でも俺は、そんな彼女を逃がさないように、彼女らを抱く腕うでに力を込める。

「呪われねぇよ、バーカ。俺が徹てつ底てい的てきにお前らを構ってやる。それで俺が死ななかったら、お前らは呪われてないって証しよう拠こになるだろ？」

　そう言って俺は、木の棒の少女にニッと笑いかけてやった。

　俺は勇者学院の教師である前に、教師だし、大人だし、人間だ。そのつもりだ。

　だったらこんな子供たちを、放っておいちゃいけない。

　俺が救ってやるなんていうのはおこがましいが、面倒ぐらいは見てやろう。

　そう思っていると──

　木の棒の少女は、その手から木の棒を取り落とした。からん、と床ゆかに木の棒が転がる。

　そして少女は、張りつめていた糸が切れたかのように、突とつ然ぜん子供らしい表情を見せた。

　取とり繕つくろっていた強気が決けつ壊かいし、弱気を見せた彼女は、やがて瞳一杯に涙なみだをためて──

「おまっ……ぐすっ……おまえ……ほんとアホだろ……」

「そうかもな。そのアホの胸でよけりゃ、好きなだけ泣け」

「うん……泣く……うあっ……うぁあああああああああん！」

　そうして木の棒の少女が思いっ切り泣き始めると、残る二人の少女も伝染したかのように大声で泣き出し始めた。

　俺は、そんな少女たちの背中をぽんぽんと叩いて、三人が泣なき止やむまでずっと抱きしめ、見守ってやった。
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　さて、ノリだけで少女たちを抱きしめて、泣かせたまでは良かったんだが。

　ひと通り落ち着いてきたら、この状況をどうしようとなった。

　俺は、三人が泣き止んだ頃ころ合あいを見計らって、彼女らから離はなれたのだが──

　三人の少女は、寄り集まってぺたんと座り込み、所在なげにしていた。

　俺がいなければ、木の棒の──いや、木の棒を手放した黒髪ボーイッシュなあの子がリーダーシップをとるんだろうが、俺がこの場にいるとどうにも間が持てない。

　どうすっかなこの状況。

「そういえば、腹減ったな。昼から何も食ってなかったの忘れてたわ」

　俺は間を持たせるためにそう言って、ハハハと笑ってみせる。すると──

　──ぐうううぅぅ。

　俺のものじゃない、誰かのお腹なかの虫が鳴った。

　見れば、あの木の棒の少女が、恥はずかしそうにお腹を抱かかえてそっぽを向いていた。

　彼女も腹減りのようだ。しかし──

「……もう寝る。起きてると腹が減ってしょうがねぇ。あんたも自分の家に帰れ。……嬉うれしかったよ、オレたちを受けいれて、抱いてくれたのは」

　少女はそう言って、小屋にごろんと寝ね転ころがってしまった。

　残る二人の少女も、名残なごり惜おしそうに俺のほうをちらと見てから、黒髪の少女の横に寝転がって、一枚の毛布を三人でかぶる。

　えーっと……。

「お前ら、飯は？」

　俺がそう聞くと、

「今日の分はもう食った」

　黒髪の少女はそう答える。

　状況はよく分からないが、子供だけでこんなところで暮らしていて、村人たちからは呪われた子だってことで関かん与よされないとなると、食い物だって満足に食えてないことは想像に難かたくない。

　子供はちゃんと食わなきゃダメだ。育つものも育たない。

「よし、分かった。待ってろ」

　俺はそう言い残して、小屋を出ていく。

　その俺を見て、黒髪の少女ががばっと起き上がった。

「おい、待ってろってなんだよ。オレたちはもう寝るっつってんだろ」

「いいから。少し待ってろ」

　俺はそう言って、今度こそ小屋の外に出た。小屋の扉を閉める直前に、「何だよあいつ……意味わかんねぇ」という少女のつぶやき声が聞こえた。

　それから俺は、まず教員用の住居に戻って、大おお鍋なべをひとつと、食器や調理道具ひと通りを持ってくる。ちなみにこれらは、魔法で水を作って適当に洗った。

　次に村長の家に行って、お金を払はらって塩しお漬づけの豚肉といくらかの野菜、それにパンを分けてもらう。量はたっぷりで、それを大鍋に入れて小屋の前まで運んだ。

　手ごろな岩を拾ってきて、魔法と組み合わせて小屋の前に簡易のかまどを作った。

　さらに薪まきを拾ってきて、魔法で火をつけて焚たき火びを作る。

　大鍋にたっぷりの水を入れて、火にかける。そこに適当に切ったキャベツ、ニンジン、カブなどの野菜と、塩漬けの豚肉を放り込み、煮に込こんでスープを作っていく。

　頃合いを見計らって、適当にスライスした豚肉を焚き火で焼いていき、パンも軽くあぶってやる。そしてスープが適度に煮込まれ、豚肉が香こうばしく焼ける頃に、俺は三人の子猫を呼びに小屋に入った。

「おーい、できたぞ」

　俺が小屋の扉を開けると──バタバタバタッ。

　小屋の中で扉に寄りかかり、こっそり様子を窺っていたつもりだったのであろう三人の少女が、取り繕うように小屋の中で正座していた。

　木の棒の──黒髪の少女が、慌てふためいた様子で言い訳をしてくる。

「お、お、お前……！　さっきから表で何やってんだよ！　いい匂におい──じゃなかった、騒がしくて寝れやしないだろ！」

　うーん、素直じゃないなぁ。どう見ても、期待して待ってたよなお前ら？

　ここはちょっと意地悪してやるか。

「あ、お前いらない？　分かった、じゃあ後ろの二人だけでいいや。メシたっぷり作ったから、一いつ緒しよに食おうぜ」

「へっ……？」

　俺は黒髪の少女の頭あたま越ごしに、後ろの二人──金髪の少女と、銀髪の少女に声をかける。

　二人の少女は、俺のかけた誘ゆう惑わくの声にあからさまによだれを垂らし立ち上がって、ふらふらとこっちに歩み寄ってきた。

　二人は黒髪の少女の横を通り過ぎる際、彼女にひと声をかける。

「リオ……ごめんね。私、無理……こんなの、耐たえられない……」

「……リオ、ボクたちがリオの分まで食べてあげる。……リオの犠ぎ牲せいは、無駄にしない」

「あーっ！　お前ら裏切るのかよ！　──ちょっ、ちょっと待って！　オレも食う！　食べさせてください！」

　黒髪の少女は、姉妹の裏切りを受けて秒で手のひらを返した。ふっ、他た愛あいもないな。

　というわけで全員が焚き火の前に揃そろったところで、俺は大きめのお椀わんに豚肉と野菜のスープをたっぷりと注いで、各自に渡してやる。それから焼いた肉とあぶったパンも、皿に載せて渡してやった。

　三人とも、じゅるりとよだれを垂らして料理を見つめている。よし──

「それじゃ──いただきます」

「「「いただきます！」」」

　食事の挨あい拶さつをした直後、少女たちは食事にがっつき始めた。

「はふはふっ！」「んぐんぐっ」「むぐむぐ」

　三人ともすごい勢いだ。猛もう獣じゆうのような食べっぷりで料理にむしゃぶりついていく。

　うんうん。子供ってのはこうでなきゃな。

「どうだ、うまいか？」

「うまいっ！」「おいしいです！」「……神」

　さっきまで素直じゃなかった黒髪の少女も、ずいぶん素直になってるし。

　俺は食事に夢中な少女たちの顔を見て、可愛いなぁと思っていた。

　こいつらのこんな顔が見られただけでも、飛ばされてきて良かったと思った俺だった。
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「ぷはーっ、食った食った。うまかったー♪　サンキューな、兄にいちゃん♪」

「本当においしかったです。ごちそうさまでした」

「……お兄さんは神。……この世に降り立った現あら人ひと神がみ」

　三人の少女は、ぱんぱんになった自分のお腹を幸せそうになでながら、焚き火の前で俺にお礼を言ってきた。

　だが、こっちとしても満足だ。

　こいつらのこんなに幸せそうな姿を見られたんだから、こんなに嬉しいことはない。

「お粗末さまだ。やっぱ子供はそうやって、笑顔でいないとな」

「兄ちゃんホント変なやつだよな。飯食わせてもらったオレたちと同じぐらい嬉しそうな顔してるし。ってか子供っていうけど、兄ちゃんオレらとそんな歳変わんねぇだろ」

　黒髪の少女がそう言ってくる。上じよう機き嫌げんになったせいか、警戒を解いたせいか、俺への呼び方が「あんた」「お前」だったのが、「兄ちゃん」に変わっていた。

「いや、こう見えて俺は今年で二十三だ。お前ら十三とか十四とか、そのぐらいだろ？」

「えっ……？　……噓だろ。どー見ても十七ぐらいにしか見えねぇ……」

「ははっ、よく言われる。だから、お前らより十個ぐらいは上だぞ」

「うへぇ、マジか……」

　俺が少女の黒髪の上からわしわしと頭をなでてやると、少女は少しこそばゆそうにしながらも、それを受けいれた。

　メシを食わせてやったら、かなり警戒心を解いてくれた印象だ。やはり餌え付づけの力は偉い大だいだな。

　しかしこの子もほかの二人もそうだが、髪は伸のびきってぼさぼさだし、あまり衛生的とも言えない。

　風ふ呂ろに入れて散さん髪ぱつもしてやりたいが、そのあたりはさすがに明日以降か。

　と、そろそろこの辺で自じ己こ紹しよう介かいをしておくか。

「俺はブレット。さっきも言ったが、今日この村に赴任してきた勇者学院の教師だ。お前ら、名前は？」

「オレはリオ」

「私はイリスといいます」

「……ボクはメイファ。……神の名前、心に刻んだ」

　三人の少女は口くち々ぐちに自分の名前を明かす。一人表現が大げさな子がいるがさておこう。

　黒髪黒眼の、ボーイッシュな少女がリオ。

　金髪碧眼の、少し礼れい儀ぎ正しい感じの少女がイリス。

　銀髪紫し眼がんの、つかみどころのないボクっ娘少女がメイファか。

　しっかりと覚えておこう。教師にとって、子供の名前を覚えることは大事だからな。

　名前を呼ばれることで、子供たちは相手が自分をしっかり見てくれているんだなと認識する。名前を呼ぶというのは、特別感を与えるということだ。

「分かった。リオ、イリス、メイファ、よろしくな」

「うん、こっちこそよろしく、ブレットの兄ちゃん。──でもさ、ひとつ聞いていい？」

「おう。答えられることなら何でも答えるぞ」

「いやさ──兄ちゃん、なんでオレたちにこんなに良くしてくれるの？　勇者学院の教師って言ってたよな。やっぱり、オレたちが勇者だから？」

　……んん？

　今、リオはなんて言った？

「え……？　リオ、お前って、勇者なの？」

「ほえ……？　知ってたんじゃねぇの？　オレだけじゃなくて、イリスとメイファも勇者だぜ。ってか、だからこんなに優しくしてくれたんじゃないの？」

　……マジか。リオ、イリス、メイファの三人ともが勇者……？

　勇者かどうかというのは、生まれたときにすでに決まっているものだ。

　生まれつき勇者の力を持っていれば、未熟でも勇者という呼び方になるのだが──

「いや、聞いていない。今初めて知った」

「そうなんだ……。じゃあ、なんでオレらのこと、こんなに……？　──まさか、オレたちの体が目当てで」

　リオはそう言って、頰ほおを染めて自分の体を抱き、身を引くように俺から少し離れる。

　いや待て待て。くそっ、母親がアレなせいでそういう発想が真っ先に出てくるのか。

「アホか、そんなわけあるか。確かにお前らのことは可愛いとは思うが、そういうことじゃない。お前らみたいな子供が、満足にメシも食えずにいるのが嫌だっただけだ」

　それはなんというか──俺の生き方みたいなものだ。

　世界中の不幸な子供を救うことなんて俺にはできないが、せめて自分の目の前に現れた不幸ぐらいは、できるならばどうにかしてやりたい。

　それは人情ってものだと思うし、大人として当たり前の感情だとも思う。

　もちろん綺麗事の類たぐいであることは分かっているし、それをほかのやつにまで要求したり、押し付けたりするつもりもない。

　こんなのは、俺が俺のためにする、俺の勝手だ。

　だから、つまり──

「俺は、子供が好きなんだろうな」

　そうつぶやく。

　多分そういうことだ。俺は子供が不幸な目に遭っているのを見るのが嫌だし、子供が幸せそうにしているのを見るのが好きなんだろう。

　そんなことを考えていると──ふと、銀髪のボクっ娘少女、メイファと目が合った。

　メイファは俺を見て、にこっと笑う。

「……子供が好き。……つまり、お兄さんはロリコン」

「違ちげぇっ！　そういう意味じゃねぇ！」

　なんてこと言いやがる。

　子供と言っても、このぐらいの歳になると、変に色気づき始めるからなぁ……。

　などと思っていたのだが、俺は甘あまかった。大おお甘あまだった。

　メイファはふるふると首を横に振ると、少しニヤリとして、俺を真っ直ぐに見つめてこう言ったのだ。

「……隠さなくてもいい。……さっき、ボクたちの体をいやらしい目で、じろじろ見ていたのは知ってる。……特にイリスの体に、興味がありそうだった」

「「えっ」」

　リオとイリスが、慌ててメイファのほうを見た。

　それから二人は、さーっと青ざめた顔で俺のほうを見てくる。

　──一方の俺は、だらだらと良くない汗あせをかいていた。

　何も言い訳ができない。確かに最初に会ったとき、三人の体つきをしっかりと観察してしまったのは事実だ。あのときの俺の視線をメイファは鋭く感じ取っていたのか。

　なぜ俺はあのとき、あんなことを……などと俺が焦あせっていると──

　メイファはリオとイリスの二人に向かって、またにっこりと笑って一言。

「……うっそーん。……にひひ、騙だまされてやんの」

　それを聞いたリオとイリスは、「メイファお前いい加減にしろよ!?」「ホントそういう冗じよう談だんやめて！　心臓に悪い！」などとメイファに詰つめ寄よっていた。

　そのもみ合いが一段落して、リオとイリスの二人がその話から興味を失った頃、メイファが俺のもとにやってくる。

　そして、メイファはにじり寄ってきたかと思うと、俺の耳元でささやいた。

「……噓っていうことに、しておいてあげる。……ボクとお兄さんだけの秘密」

　そう言って、またにこっと笑ってきた。

　俺は──

「な、何が目的だ……金か」

「……お兄さん、発言が急に犯罪者っぽい。……別に気にしなくていい。……ボクはお兄さんのことが気に入ったから、一緒に遊びたいだけ。……お兄さんがロリコンでも、ボクは気にしない」

　メイファはそう言って、もう一度にこっと笑った。

　それがまた恐おそろしく可愛らしくて──

　俺は本当に、ロリコンなのかもしれない……そう自覚せざるを得ない夜になった。
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　その日は村長の家に泊めてもらって俺は再び、勇者学院の校舎へと向かった。

　そして三人の少女に向かって言う。

「お前らに俺の住居の掃除を手伝ってほしい。報ほう酬しゆうは食事と風呂。どうだ？」

「やる！」

「やります！」

「……やぶさかではない。……むしろロリコンのお兄さんに、入浴を覗のぞかれても構わないぐらい希望」

　約一名、不ふ穏おん当とうな発言をする者がいたが、聞かなかったことにする。

　そんなわけで、俺と三人の少女は、教員用の住居の掃除に取り掛かった。

　ちなみに掃除をしながら、三人はこんなやり取りをしていた。

「おいメイファ。兄ちゃんをロリコン呼ばわりするの、いい加減にやめろよな」

「そうだよ。お兄さんに失礼でしょ」

「……心配しなくても大丈夫。ボクはお兄さんの弱みを握にぎっている。抜かりはない」

「「……？」」

　メイファの言葉を聞いて、首を傾げるリオとイリス。

　こちらをちらっと見て、にやぁと笑ってくるメイファ。

　……あいつの口はいつか封ふうじる必要があるな。ロープでぐるぐる巻きに縛しばって山に埋めなければ。

　などという犯罪者めいた思考を巡めぐらせながら掃除をしていると、今度は別の場所の片づけをしていたリオが、その手で俺の手を引っ張って聞いてきた。

「なあ兄ちゃん、これ、どこに持ってったらいい？」

「あー、どうすっかな。──確か奥に物置があったろ。とりあえずそこに放り込んでおいてくれ」

「うん、分かった。りょうかーい」

　リオは俺に言われた通りに、荷物を物置まで運んでいく。

　それにしてもリオのやつ、昨日初めて会ったときの態度とは大違いだ。

　人ひと懐なつっこいというか、すごく気を許してくれている感じ。

　聞いたところによると、三人の中ではリオが一番年上のお姉さんらしい。

　だから警戒しなければいけない相手の前では、二人の妹を守るお姉さんを演じるのだが、本来は今見せているような、人懐っこくて屈くつ託たくのない性格のようだ。

　その一方で人見知りというか、なかなか砕くだけてくれないのが、次女のイリスだ。

　イリスは掃除の最中にたまに俺と目が合うと、恥ずかしそうにぺこりと会え釈しやくだけして、てててっとどこかに逃げてしまう。

　その人見知りぶりは、俺に何か聞かなければならないことがあると、リオを捕つかまえて間接的に聞かせようとするぐらいだった。

　リオもリオで、イリスのそういうところは分かっているようで──

「なんだよ、そんなの兄ちゃんに直接聞けばいいじゃん」

「そ、そんなの聞けないよ……リオもメイファも、どうして初対面の人に、そう気安くできるの……」

「兄ちゃんなら大丈夫だって。ほら、行ってこい」

「うわわわっ……！」

　リオに思いきり背中を押されて、イリスは俺に軽くぶつかってしまう。

「おっと。大丈夫かイリス」

「あ、お兄さん……すみませんすみません！　──もう、リオ！　やめてよこういうの！」

「にひひひっ、ごゆっくり～」

「ええええっ！　ちょっと、待ってよリオ！　助けてよ！」

　リオが隣の部屋に消えてしまい、部屋に俺と二人きりになったイリスは、はわわわっと大慌てをする。……いかん、めっちゃ可愛い。

「どうしたイリス。何か聞きたいことでもあるか？」

　俺がそう聞くと、

「あ、え、えっと……はい……その、浴室に工具入れがあったんですけど、これはどこに持っていったらいいかなって……」

「あー、それも物置かな。とりあえず分からないものは全部物置に投げ込んどいてくれ」

「わ、わかりました！　ありがとうございます！」

　イリスはぺこぺこと頭を下げると、また逃げるように部屋を出て行ってしまった。小動物みたいで可愛いなぁ。

　などと思っていると、今度はイリスと入いれ替かわりで、メイファが部屋の入り口に、にやぁっとした顔で現れる。

「……お兄さん、やっぱりイリスにご執しゆう心しん」

「その言い方やめろ。あとメイファも怠なまけてないで働け」

　メイファは何というか、掃除を絶ぜつ妙みようにサボっていた。

　リオやイリスはなんだかんだで働き者なんだが、こいつは目を離すとすぐに怠ける。

「……怠けるのが、ボクの仕事。……ボクが怠けることで、対比的にリオとイリスが働き者に見える。……これはリオとイリスへの、ボクの姉妹愛」

「そういう屁へ理り屈くつはいらんから。ほれ働け働け」

「……ちぇーっ」

　そうやって尻を叩いてやれば、まあまあちゃんとやるし、やり始めれば仕事の効率はいいんだけどな。知能犯的怠け者とでも言えばいいのか。

　そんなこんなしながら三人と一緒に掃除をしていくと、お日様が真上にのぼる少し前ぐらいには、住居の掃除がざっくりと完かん了りようした。

　俺はそこで、掃除の切り上げを宣言する。

「よし、じゃあメシにするぞ。みんなも料理するの手伝ってくれ」

「「「はーい」」」

　三人にも手伝わせて、食事を作っていく。

　メニューは昨夜とほぼ一緒だが、村長宅に行って追加でチーズや葡ぶ萄どうジャムも分けてもらって、それを昼食のアクセントにした。

　なお調理の際、リオたちに驚かれたのが、俺が魔法を使って薪に火をつけたことだ。

「すっげぇ……兄ちゃんそれ、勇者にしか使えない『魔法』ってやつ？」

「おう。【発火イグナイト】は初級魔法だから、リオたちも勉強すればすぐに使えるようになるぞ」

「マジで!?　兄ちゃん教えてくれるの？」

「もちろんだ。お前たちにいろいろ教えるために、俺はこの村に来たんだからな」

　情報収集したところによると、この村にいる勇者はリオたち三人だけらしい。

　なので俺が教えるのは、彼女らだけということになる。

　王都の勇者学院にいたときも、あるいはその前の勤務地でも、ひとりの教師が数十人の生徒を受け持って教えていたから、三人だけを手取り足取り教えられるなんて贅ぜい沢たくな教育環かん境きようは初めてだ。

　ただその代わりと言ってはなんだが、教育設備やら環境やらはまったく整っていない。トレーニング設備はともかく、初級魔法の教科書ぐらいはないと予習・復習がかなり厳しいから、そのあたりは今後なんとかしていきたいところだ。

「「「「ごちそうさまでした」」」」

　食事を終えると、全員で後片付けをする。いろいろ指示をすれば約一名を除いてちゃんとやってくれるので、そのあたり素直でいいなぁと思う。

　そして片付けも終わったら、今度は──

「よしお前ら、風呂が沸わかしてあるから、入ってこい」

　俺がそう伝えると、三人から歓かん声せいがあがった。

　リオとイリスはさっそく脱だつ衣い所じよに行って、入浴の準備を始めるが──

　ひとり、メイファが残って、俺にこんなことを言ってきた。

「……お兄さんも、一緒に入ってもいいよ。……大サービスで、背中も流してあげる」

　そう言って、にっこりと笑いかけてくる。

　……こいつはまた、俺をからかって遊んでいるな。

「ったく、大人をからかうんじゃない。そんなことやっているといつか痛い目見るぞ」

「……にひひ。……ちゃんと相手を見てやってる。……お兄さんなら、大丈夫」

「あのな……。男ってのは一皮むけばみんな狼おおかみだぞ。お前の短い人生経験で何が分かる。ほんと気を付けろよ」

　俺がそう言うと──

　メイファは何を思ったか、俺と密着するぐらいの距離まで歩み寄ってきた。

　そして、たじろいでいる俺の腰に腕を回すと──小柄な少女は、俺にぎゅっと抱きついてくる。

「……違う、そうじゃない。……お兄さんなら、ボクは大丈夫だって言った」

「お、おい、メイファ……！」

　さすがに慌てる。

　だがその俺の反応を受けたメイファは、心底嬉しそうな顔をして俺から離れた。

「……にひひ、うっそーん。……ボクの勝ち。……お兄さんは、やっぱりロリコン」

「こ、このやろう……。──ほれ、遊んでないで、さっさと風呂入ってこい！」

「きゃいんっ」

　俺に背中を押されると、メイファは嬉しそうな声を上げて脱衣所へと消えていった。

　まったく……逞しいのはいいんだが、あいつの相手をするのは苦労しそうだな。
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　浴室から聞こえてくる、三人娘のきゃっきゃとはしゃぐ声を背景音にして、俺はリビングで、今後の教育計画を考えていた。

　ペンを指先でくるくると回し、テーブル上の紙を前にして、あれこれ考える。

　的確な勇者教育に必要なのは、まず個こ々この生徒たちの特性を知ることだ。

　特性というのは、例えば攻撃魔法が得意であるとか、敏捷性に優れているとか、そういった能力適性のことである。

　勇者教育の一いつ般ぱん論ろんとしては、「長所を伸ばす」が基本になる。

　だから、あの三人はそれぞれ何が得意で、何が苦手なのか。それを知る必要がある。

　そこで俺は、風呂から出てきてさっぱりした様子のリオ、イリス、メイファの三人に向かってこう切り出した。

「よしお前ら、街に出るぞ。女子がそのボロボロの服のままだと忍しのびないから、まともな服を買ってやる。あと散髪もだ。今日はお前らを徹底的に綺麗にするから覚悟しろ」

　この俺の言葉に、三人の少女は歓声をあげた。

　こいつらだって一応は──と言ったらイリスには悪いが──女子なのだ。なにも好き好んで薄汚れた格好でいたわけじゃないだろう。

「これは……さては兄ちゃん、オレたちを惚ほれさせにきてる？」

「……さもありなん。……少なくとも、ボクたちを懐かい柔じゆうしようとしているのは間違いない。……でも、あえてそれに乗せられてやるのも、やぶさかではない」

「ちょっと二人とも！　せっかくの先生のご厚意に、失礼だよ！　──ご、ごめんなさい、本当にありがとうございます！　……でも、いいんですか？」

　比ひ較かく的てき礼儀正しいイリスは、さながら心のオアシスだ。やんちゃという意味では、リオとメイファは似たり寄ったりだからな。

　けどイリス、二人の姉妹と一緒だと普通に話せるのな、などと思いつつ──

「ああ、気にするな。俺にも下心があるからな。気き兼がねなく受け取ってくれ」

　そう言って俺は、イリスの頭をなでてやる。

　イリスは一度びくっと震えたが、すぐに受け入れて小動物のようになった。

　下心と言ったのは、衣服と散髪のプレゼントは釣つり餌えみたいなものだってことだ。

　俺の本当の目的は、街に出て三人の潜せん在ざい力りよくを測定することにある。

　まあ、あんまりみすぼらしい格好だと忍びないというのも、噓じゃないんだけどな。

　が、その言い方がよろしくなかったようで──

「……下心。ついに馬ば脚きやくを現した。ボクたちを飼いならして、最後には食べてしまおうとしている。……お兄さんは、ロリコンで鬼き畜ちく」

「えっ……兄ちゃん、やっぱりそういう……ごめん、さすがにそれは……」

　メイファはあからさまに冗談を言っている様子だったが、リオは普通にドン引きしていた。困るー。

「あー、そういう意味じゃねぇから。あとメイファ、あんまりそういうことばっか言ってると、お前だけメシ抜きにするぞ」

「……そ、そんな。……子供の虐ぎやく待たい反対。ボクは子供の権利と、言論の自由を求める」

　メシ抜きと言われたメイファは、この世の終わりだというような顔をした。

　ったく、都合のいいときだけ子供になりやがって。

　あと大人をおちょくって遊ぶ権利は、子供の権利とも言論の自由とも違うと思うぞ。




　そんなわけで俺は、リオ、イリス、メイファの三人を連れて最寄りの街へと向かった。

　村から三時間ほど歩いて、街に入る。

　王都と比べるとかなりの田舎いなか街まちだが、ひと通りの店や施し設せつは揃っているようだ。

　俺は手て頃ごろな衣服店に入って、店員に三人分の衣服を見み繕つくろってもらう。

　予算を伝えて店員にお任せすると、だいぶ待たされた後、新品の衣服に着き替がえたリオ、イリス、メイファが出てきた。

「どう兄ちゃん、似合う？　──なんちって」

　店の前の大通りでくるりと回りながらそう言うリオに、俺は「おう、三人ともよく似合うぞ」と雑に返す。

　メイファが俺を弄いじる機会を虎こ視し眈たん々たんと探っている以上、なかなか迂う闊かつなことは言えないんだが──

　正直なところ、見み違ちがえたというぐらいには三人とも可愛く綺麗になったと感じていた。

　これでボサボサの髪まで整えたらどうなってしまうのかと、不安になるぐらいだ。

　しかしここまで来て、これで終わりはないだろう。

　俺は三人を連れて、次は理髪店に入った。

　そしてこれも理髪店にお任せで、彼女たちに似合うように髪を整えてもらうよう頼んだ。

　そして、待つことしばらく──

　散髪を終えて理髪店を出てきた三人の姿を見て、俺は今度こそ息をのむことになった。

「お待たせ兄ちゃん。──どう？　だいぶさっぱりしたろオレたちも」

「あぅ……先生にはこんなに身なりを整えてもらって、なんてお礼を言っていいか……」

「……これでお兄さんも、ボクたちにメロメロ。ボクたちも可愛くなれて、ウィンウィン。……お兄さんは、いい買い物をした」

　いや、メイファの図ずう々ずうしい物言いはさておき──

　最初に見たときからダイヤの原石だとは思っていたが、実際に仕上がってみると想像をはるかに超えてきた。

　リオは、黒髪を艶つややかなショートカットにしており、服装は動きやすそうな半はん袖そで短パン。それだけ見ると男の子みたいだが、体つきが女子であることをしっかりと主張していて、ボーイッシュな魅力をこれでもかというほど前面に押し出していた。

　イリスの仕上がりは、清せい楚そさが全体のテーマであるように思える。ふわふわとした金髪は背中まで伸ばされ、白のワンピースドレスとよくマッチしている。おずおずとした様子で青い瞳が上うわ目め遣づかいにこちらを見てくるのは、反則としか言いようがない可愛さだ。

　メイファはと言えば、妖よう艶えんないたずらっ子といった雰ふん囲い気きだ。フリルをあしらった可愛らしいデザインの衣装に身を包んでおり、ギリギリ丈たけのミニスカートを含ふくめ、あざといのにすごく可愛い。輝くような銀髪はツインテールにまとめられていて、こっちを小こ馬ば鹿かにしてくるような表情も含めて、一個の芸術品のように様になっていた。

　これはもう、俺がロリコンだとかそうじゃないとか、関係ないような気がする。

　子供だろうが美少女は美少女だし、可愛いものは可愛い。そういう次元の話。

　俺がそうして、すさまじく可か憐れんに変身した三人の姿を見て絶句していれば、そんな隙すきをメイファが見逃すはずもなかった。

　メイファはニヤリとして、俺のほうへとにじり寄ってくる。

「……お兄さん、ボクたちが可愛くなりすぎて、言葉を失っている。……こんなことをされたら、ロリコンのお兄さんはもう、我が慢まんができない」

　メイファはそう言って、ひしっと俺に抱き着いてくる。

　……いや、超ちよう絶ぜつ美少女に変身しても今まで通りの動きをしてくるのは、逆に安心するんだけどな。

「あー、ほら、公衆の面前でやめなさい。俺がヤバい人に見られるだろ」

「……むしろそれが狙ねらい。……既き成せい事じ実じつを作ってしまえば、こっちのもの」

「お前は俺にどんなキャラクターを植え付けようとしてんだよ。ほれさっさと離れろ」

　俺はそう言って、メイファの脇わき腹ばらをくすぐってやる。

「……くっ……んんっ……ひ、卑ひ怯きよう者ものっ……あははははっ」

　涙目になって身をよじり、メイファはようやく俺から離れた。まったく……。

　──しかし、そうしてダイヤの原石が、美しい宝石そのものに変へん貌ぼうした姿を目まの当あたりにした俺だったのだが。

　このあと俺は、彼女らのさらなる輝きを見せつけられることとなったのである。
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　俺は街の中央通りを、三人の生徒たちを連れて歩きながら、彼女らに伝える。

「さて、村に帰る前に、勇者ギルドに寄っていくぞ」

「……勇者ぎるど？　何それ？」

　リオが聞き返してくる。イリスとメイファの二人も初耳のようで、首を傾げていた。

「ま、いいからついて来い。服を買って、散髪代も出してやったんだ。そのぐらいは付き合ってくれてもいいだろ」

「うん。もちろんいいけど……」

　そう言うリオたちを連れて、やがて俺がたどり着いたのは、一軒の建物だ。

　看板には「勇者ギルド・リンドバーグ支部」と書かれている。

　ちなみにリンドバーグというのは、この街の名めい称しようだ。

　俺は三人の教え子を連れて、勇者ギルドの扉をくぐっていく。

　ちょっとした酒場ぐらいの広さがある勇者ギルド内部は、正面に受付用のカウンターがあり、その向こう側は従業員用の仕事スペースになっていた。

　手前側には、フリーランスの勇者らしき男女が十人ほどいて、それぞれ掲けい示じ板ばんを眺めていたり、受うけ付つけ嬢じようと話していたり、数人で寄り集まって話をしたりしている。

　俺は教え子たちに説明する。

「ここは勇者ギルドの支部の一つだ。勇者ギルドは全国の街に支部を持っていて、フリーランスの勇者がここで魔王情報を得たり、魔王退治の報酬を受け取ったりするんだ」

　フリーランスの勇者というのは、魔王を退治してその報酬で暮らしている者たちのことで、別名「魔王ハンター」とも呼ばれる。

　その魔王ハンターが情報源として、また報酬の受取先として利用するのが、この勇者ギルドだ。ここで最近暴れている魔王の情報を得て、それを退治しに行くわけだ。

　勇者が手っ取り早く収入を得ようとしたら、この魔王ハンターをやるのが一番簡単だ。日ひ雇やとい感覚で報酬を得られるし、未成年は禁止ということもないので、リオたち三人にも後日やらせてみたいと思っている。

　ちなみにその三人はというと、物もの珍めずらしそうに、あるいはおっかなびっくりといった様子で周囲を見回していた。

　その一方で、勇者ギルドにいた魔王ハンターたちの多くは、俺たち四人の姿を見て、呆ほうけたようになっていた。

　いや、「俺たち四人の」というよりは「俺以外の三人の」といったほうが正確だろう。

　何しろびっくりするほどの美少女が、突然三人もまとめて入ってきたのだ。

　やがて我に返った者たちが、こちらをちら見しながらひそひそ話を始める。

「……おい、あの男、あんな可愛い子ばっかり三人も連れているぞ。何者だ？」

「ロリコンなのは間違いないな……くそっ、ロリハーレムかよ、羨うらやましい」

「兄貴と妹たちって線は……いや、ないか。全然似てねぇもんな」

「犯罪のにおいがするわね……通報したほうがいいかしら……」

　……いや、どうやら俺も含めて注目の的のようだ。

　だが、なぜ教師と生徒という関係に見てくれないのか、はなはだ遺い憾かんである。あと無実なので通報はやめてほしい。

　まあそれはともかく。

　今日ここに来たのは、当然だがリオたちの美少女っぷりを見せびらかすためではない。

　彼女らの潜在能力を測るためだ。

　勇者ギルドの各支部には、勇者の潜在力を測る魔道具が常備されていて、魔王ハンターとして登録をすれば、サービスの一いつ環かんとしてそれを使うことができる。

　俺は三人の教え子を連れて、受付カウンターに行くと、彼女らにギルド登録をさせた。登録自体は勇者としての才能さえ持っていれば可能で、三人は問題なくクリアした。

　その後、今回の目的であった、潜在力測定を始める。

　台座に置かれたオーブに、リオ、イリス、メイファの三人が順番に手をかざしていく。

　その後しばらく待っていると、ギルド職員の女性が、三人の潜在力を記した用紙を持ってきて渡してくれた。

「お待たせしました。こちらが生徒さんたちの潜在力の値になります。……あの、先に言っておきますけど、三人とも、とんでもない才能の持ち主ですよ」

　職員から三枚の記録紙を渡されるとき、そんなことを言われた。

「マジですか」

「マジマジ、大マジです。ヤバいです。──あちらのテーブルで、生徒さんたちと一緒にご覧になってください。きっと驚きますよ」

「わかりました。ありがとうございます」

　俺は手数料を職員に支し払はらうと、三人を連れて、職員に言われたテーブルへと向かった。

　ちなみに職員たちのほうからは、こんなささやき声が聞こえてくる。

「……ねぇね、あの人たち、近くの村の勇者学院の先生と、生徒たちなんだって」

「うっそー!?　ありえないでしょ。……じゃあ、あのイケメンのお兄さんが先生？」

「そうらしいよ。あとあのお兄さん、勇者学院の教師になる前は魔王ハンターをやっていたんだって。それで名前が、ブレット・クレイディル」

「えっ……？　ブレット・クレイディルって、有名な凄すご腕うで魔王ハンターの名前じゃなかったっけ？　確か、何年か前に引退したって聞いたような」

「うん。騙かたりかも分からないけど……いずれにしても、あの人たちは絶対何かあるわ。私の勘かんがそう囁ささやいている」

「そんなの誰の勘だって囁くと思うけど。それにしても……はぁ、私もあの美男美女の間に入り込みたい。そして溶とけたい」

「あんた、ときどき変なこと言うよね……」

　女性職員たちの噂うわさ話ばなしは、俺たちの個人情報が駄だ々だ洩もれだった。あとここの勇者ギルドの人たち、魔王ハンターともども内ない緒しよ話ばなしの声が大きすぎるだろ。

　さておき、三人の教え子たちの潜在力確認の時間だ。

　俺は彼女らの潜在力が記された記録紙を、テーブルに広げる。

　リオ、イリス、メイファの三人が、興味ありげにそれを覗き込んだ。

「なあ兄ちゃん、これって何なの？」

「おう。これはな、リオたちの勇者としての潜在力を示したものだ」

　俺はそう言って、例としてリオの潜在力が記された記録紙の一項目を指さしてみせる。

　ふんふんと言って、リオたちが注目する。

「例えば、この紙に書かれているのがリオの潜在力なんだが、ここに『剣：Ｓ』ってあるだろ。これはリオが、剣の才能に著しく秀ひいでていることを──」

　そこまで説明したところで、俺は首を傾げた。

　剣スキルの才能が……Ｓランク……？　マジで？

「ん……？　兄ちゃん、どしたの？　──って、おわっ!?」

　俺は慌ててリオの後ろに回り込み、彼女を抱きかかえるように確保して、その前に置かれたリオの潜在力記録紙に、素早く目を通していく。

「ちょっ、ちょちょちょっ、兄ちゃん!?　な、何してんだよ……!?」

「ちょっと待て、それどころじゃない！　──なんだこの値は……!?」

「それどころじゃないって、いきなりオレに抱きついといて何言ってんだよ!?」

「いいから、ちょっと黙だまってろ！」

　俺はなんだかうるさいリオを黙らせつつ、各項目に目を落としていく。

　驚くべきは、剣スキルのＳランクだけではなかった。

　敏捷性もＳランク。さらに筋力と打たれ強さがＡランクで、剣以外の近接戦闘スキルもＡランクだ。

　魔法方面の才能はさほどではないが、それでも火属性魔法と土属性魔法のＢランクは、並の勇者ならトップクラスの得意分野に該がい当とうする評価値だ。

「ありえねぇ……なんだこの才能、天才にもほどがあるぞ……！」

「ありえねぇのは兄ちゃんの行動だよ！」

　リオがなぜかうるさいが、それは放っておくとして──

　普通、能力値かスキルにＡランクが一項目でもあれば、天才勇者に分類される。

　Ｓランクという才能は滅めつ多たに拝むことのできない、天才の中の天才だけが持つ資質だ。

　ところがそんな才能を、複数項目にわたって持っている。

　こんな傑けつ出しゆつした潜在能力を持った生徒は、これまでの教師生活で見たことがない。

　こいつを育てたら、一体どうなる……？　とんでもないことになるぞ……！

　俺は抱きかかえていたリオを振り向かせ、その両りよう肩かたをつかんでがくがくと揺さぶる。

「リオ、お前すげぇよ！　──最高だ！」

　そしてリオのことを、正面からぎゅっと抱きしめた。

　俺に抱かれたリオは、何やらギャーギャーと叫びながらジタバタとしていたが──

「うぅ……もうどうにでもして……」

　やがて何かをあきらめたかのように、るーるーと涙を流してぐったりとするのだった。





　　　　＊＊＊






「はっ……！　い、いかんいかん」

　俺は我を取り戻した。

　あやうく才能に惚れて、リオ一人を愛してしまうところだった。

　教師たるもの、生徒の才能のいかんで愛し方に差別をしてはいけない。

　才能があろうがなかろうが、すべての生徒を全力で育ててやらなければ、教師失格だ。

　俺は反省した。ほかの二人の才能がどうであろうと、リオと同じく全力で育ててやるのだと自分の心に刻み込む。

　そしてあらためて、リオ以外の二人の潜在能力も確認することにした。

　俺は各自の記録紙に、落ち着いて、冷静に、目を通していった。



リオ


▼能力値

　筋力：Ａ　　敏捷性：Ｓ　　打たれ強さ：Ａ　　魔力：Ｃ

▼戦闘スキル

　剣：Ｓ　　斧おの：Ａ　　槍やり：Ａ　　格かく闘とう：Ａ　　弓：Ａ

▼魔法スキル

　火：Ｂ　　水：Ｃ　　風：Ｃ　　土：Ｂ　　光：Ｃ





イリス


▼能力値

　筋力：Ｂ　　敏捷性：Ｂ　　打たれ強さ：Ｂ　　魔力：Ａ

▼戦闘スキル

　剣：Ｂ　　斧：Ｂ　　槍：Ｂ　　格闘：Ｂ　　弓：Ａ

▼魔法スキル

　火：Ｂ　　水：Ｓ　　風：Ｂ　　土：Ｓ　　光：Ｓ





メイファ


▼能力値

　筋力：Ｃ　　敏捷性：Ｂ　　打たれ強さ：Ｃ　　魔力：Ｓ

▼戦闘スキル

　剣：Ｃ　　斧：Ｃ　　槍：Ａ　　格闘：Ａ　　弓：Ｃ

▼魔法スキル

　火：Ｓ　　水：Ａ　　風：Ｓ　　土：Ａ　　光：Ａ





「──ほぎゃあああああああああっ！」

　俺はひっくり返った。

　俺に抱かれていたリオも一緒に床にひっくり返った。

「ぎゃあああああああっ！」

　俺は床の上を転がる。

「うわああああんっ！　何すんだよ兄ちゃあああああん！　痛い痛い痛い痛い！　目が回るぅううううっ……！」

　俺に抱かれているリオも一緒に床の上を転がった。俺ともども、頭やら何やらをガンガン床にぶつける。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

「ううっ……何なんだよ……なんでオレがこんな目に……」

　やがて驚きも落ち着き、俺は床の上で転がるのをやめた。

　ちなみに俺の腕の中では、リオが何やら痛々しい様子で涙を流していた。

　──いやぁ、それにしても驚いた。あり得ない。マジであり得ない。

　超天才は、リオ一人ではなかったのだ。

　イリス、メイファとも、才能の種類こそ違うもののリオに匹ひつ敵てきするぐらいのド天才だ。

　中でも、特に分かりやすい才能を持っているのがメイファだ。

　魔力がＳランクに、火属性魔法と風属性魔法もともにＳランク。典型的な攻撃魔法才能型の勇者を、そのままごっそり格上げしたかのような凄すさまじい資質の持ち主だ。

　肉にく弾だん戦闘の資質はさほどではないが、それでも一部戦闘スキルに天才的な適性がある。まさに怪かい物ぶつと呼んで差し支えない。

　これに比べて地味と言えば地味なのがイリスであるが──いや、これを地味というのは、何かがものすごく間違っている。

　イリスはあらゆる資質がＢランク以上のスーパーオールラウンダー型で、特に突とつ出しゆつしているのが魔力のＡランクと、弓のＡランク。

　それに何より、水属性魔法、土属性魔法、光属性魔法がいずれもＳランクという弾はじけっぷりだ。この特性は、治癒魔法や補助魔法などに凄まじい才能を発揮するだろう。

　つまり──一言で言って、全員おかしい。

　これは何だ、姉妹全員ってことは生みの親の問題なのか？　いや、親が優秀な勇者であれば子も優秀な勇者になるという説に対しては、否定的な見解もあったはずだが……。

　まあ今はそんなことはどうでもいい。問題は、今俺の手元に、とんでもないダイヤの原石が三人も転がっているということだ。

　こいつは責任重大だぞ……。

　ていうか俺がここに赴任してこなかったら、こいつらが発見されないまま、場合によっては飢うえ死じにしていたようなこともあり得たってことか？

　ありえねぇ……。全世界の、全人類の莫ばく大だいな損失だぞそれ。

　これに関しては、俺を左遷したサイラスに、よくやったと言わざるを得ない。

　──と、そんなことを俺が考えていると。

　床の上でリオを抱いていた俺を、上からメイファとイリスが覗き込んできた。

「……お兄さん、そのロリコンっぷりは、やりすぎ。さすがのボクでも、ドン引きする」

「ね、ねぇリオ……大丈夫……？」

「お、オレ……もう……らめぇっ……」

　ふと見ると、俺の腕の中でリオが、ぐるぐると目を回していた。おや……？

「……あとお兄さん、周りを見るといい。……そして絶望して」

「んん……？」

　メイファに言われて、俺はリオを手放して立ち上がり、周囲を見回す。

　勇者ギルドにいるすべての男女が、俺のほうに注目してドン引きしている様子だった。

　ちなみに女性魔王ハンターの一人が、壁の端はしっこでこちらをチラチラと見ながら、通話魔法具に向かって話しかけていた。

「はい、はい……場所は勇者ギルドなんですけど……少女性愛者の男が一人、若い女の子三人を連れて……はい、うち一人の女の子をこの場で手て籠ごめにしようとして……」

「よし──リオ、イリス、メイファ。帰ろう」

　社会的危険を察知した俺は、教え子たちを連れて、すぐに勇者ギルドを出ようとした。

　でもギルドの職員や魔王ハンターたちに、取り押さえられた。

　そのまま縛られて、街の詰つめ所しよまで連行された。

　三人の教え子たちが呆れながらも証言をしてくれて、俺が詰所から解放されたのは、夕方を過ぎて暗くなり始めた頃のことだった……。





　　　　＊＊＊






「いやぁ、ひどい目に遭った」

　俺は、詰所からようやく解放されると、シャバの空気を思いきり吸い込む。

　夕焼けの風景が、暗くら闇やみへと染まりつつある時刻だ。そろそろ村に帰らないと。

　しかしそんな、もうお家に帰らなければならない頃合いだというのに、俺から少し離れた場所では、一人の少女が猛もう然ぜんと俺に抗こう議ぎをしていた。

「ひどい目に遭ったのはオレ！　兄ちゃんは加害者だ！」

「まあまあ、そう言うなってリオ。ほらほらこっち来い。抱っこしてやろう」

「誰が行くかバカ！　兄ちゃんのバカ！　ロリコン！」

　バカって二回言われた上に、ロリコンとまで言われた。

　メイファには散さん々ざん言われていたが、ついにリオにまでロリコン認定されてしまった。

「いや、言い訳をさせてほしい。決してやましい気持ちがあったわけじゃないんだ。ただリオの抱き心地があまりに良すぎてな。もうリオを抱いていないと落ち着かないんだ」

　そう。腕の中にリオを抱いている状態が、あまりにもしっくりきすぎてしまったのだ。

　あの状態こそが俺の完成系。否いな、俺とリオとの合体完成系なのだと確信する。

　だがそんなことを考えていた俺に、メイファのジト目が突き刺さる。

「……世間では、それをやましい気持ちと呼ぶし、ロリコンと評価する。……お兄さん、そろそろ自重しないと本当にヤバい。イリスが本気で怯えてる」

「えっ」

　見ればイリスは小動物のようにリオの後ろに隠れ、怯えた眼まな差ざしで俺を見ていた。

　その前ではリオが「ふしゃああああっ！」と猫のようになり、こちらを威い嚇かくしている。

　まずいぞ。これでは最初に会ったときの状態に逆ぎやく戻もどりではないか。

　むぅ……リオの抱き心地は名残惜しいが、仕方ない。

「──とまあ、そういう冗談はさておき、だ」

「……冗談であるようには、見えなかった」

　すかさずツッコミを入れてくるメイファは、全力でスルーする。

「村に帰る前に、もう何軒か寄っていきたい店があるんだ。三人とも付き合ってくれ」

「……うん。兄ちゃんが抱きついてこないなら、いいけど」

　リオが口を尖とがらせて言うと、その後ろのイリスもこくこくとうなずく。

　俺はものすごく信用を失っていた。

　それはともあれ、俺は三人の教え子とともに、次の店へと向かう。

　向かった先は、武器屋だ。

　そろそろ店じまいの準備をしているところに、俺は三人の少女を連れて入っていく。

「いらっしゃい！　兄さん、何をお探しで？　可愛い妹さんたちへのプレゼントには、うちの商品はちょっと似合わねぇから──やっぱ、兄さんの剣の新調ってとこかい？」

　陽気な店主が店じまいの手を止めつつ、俺が腰に佩はいた剣を見て、そう聞いてくる。

　なかなか目め端はしの利く店主のようだが──

「いえ、可愛い教え子たちへのプレゼントのほうで合ってます。剣と弓矢と槍、それぞれ小柄な勇者でも扱あつかいやすいものを、一つずつ見繕ってもらえますか」

「驚いた。そのお嬢じようちゃんたち、三人とも勇者かい？　教え子ってことは、兄さんが勇者学院の先生？」

「ええ、そうで──」

「……ううん、違う。……このお兄さんは、ただのロリコン。……プレゼントで恩を売って、あとでボクたちに良からぬことをしよ──むががっ」

「よしメイファ、少し黙ろうか」

　俺はメイファを背後から確保し、その口を手でふさいだ。

　普ふ段だんはまだいいが、人前では絶対にやめてほしいなそういうの。

　そんなこんなで、あやうく再度通報されそうになりながらも、俺はどうにか武器の購こう入にゆうに成功した。

　武器屋を出て、ひと気の少ない広場に行くと、買ったものを三人にそれぞれ一つずつ渡していく。

　リオにはやや短めの剣──ショートソードを。

　イリスには小ぶりの弓──ショートボウと、それに使う矢を。

　メイファには、身の丈ぐらいの長さの槍──ショートスピアを、それぞれ手て渡わたした。

「おお……すげぇ、ホンモノの剣だ……」

　リオは剣を鞘さやから少しだけ抜き、その刃やいばが持つ銀色の輝きに、目を奪うばわれていた。

　イリスとメイファもまた、自分に与えられた武器の手て触ざわりや、重量感などを確かめているようだった。

「なぁ兄ちゃん、これ、オレがもらっていいの？」

　リオが目を輝かせて、そう聞いてくる。

「おう。俺からのもう一つのプレゼントだ。それでさっきのことは大目に見てくれたり、何ならまた抱っこさせてくれてもいいぞ」

「や、それとこれとは別だけど……でも、ありがと。すげー嬉しい」

　リオはそう言いつつ、シャリッと音を立てて、剣を鞘から引き抜いた。

　そして、誰もいない虚こ空くうに向かって構えて──

　──ヒュンッ！　剣を振った。

　さらに──ヒュ、ヒュンッ！

　初めて手にしたであろう剣を、おそろしく鋭い身のこなしで振っていく。

　それからリオは、綺麗な動作で剣を鞘に納め、俺のほうへと振り向いた。

「──なんか、すっげぇ手に馴な染じむ。初めて持ったのに、一番いい使い方が分かるみたいだ……って、兄ちゃん、どうかした？　ぼーっとして」

「……ん？　あ、ああ、いや……」

　俺は驚いて、呆ぼう然ぜんとしていた。

　リオの剣スキルの才能がＳランクというのは見たが、それがどういうことを意味するのかは、実はよく分かっていなかったのかもしれない。

　リオのあの動き、剣を初めて持った勇者の動きとは到底思えない。

　こんな幼い少女が、剣を持った瞬しゆん間かんから、洗練された熟練の戦士のような身のこなしをする。こんなの反則もいいところだ。

　また、イリスとメイファに視線を向ければ──

　イリスは、何となく撃うったという様子の弓矢の一射を、十歩ほど離れた場所にある木の幹にいきなり命中させていたし。

　メイファはその手の槍をぶんぶんと、まるで体の一部のようにぶん回して遊んでいた。

　……まあ、この二人ぐらいの使い手ならまだ見たことがあるし、俺も剣スキルの才能はＡランクだから分かる範囲だが。

　リオの剣──あれは半はん端ぱなものじゃない。

　もちろんまだ訓練を積んでいないから、それなり程度のものではあるのだが。

　あいつが育ったら、一体どこまでいくんだ……？

　俺はごくりと唾つばをのみ込む。こんな怪物を、俺の手で育てるのか。

「……リオ」

「な、なんだよ兄ちゃん。何度言われたって、抱きつくのはもうダメだからな！」

　この才能を見てから、これまでと変わらない反応をされると、なんだか嬉しくなる。

　あー、なでたい。リオの頭をなでたい。

　ダメか。欲望丸出しで近付いたら、猫みたいに威嚇されるもんな。ちぇっ。
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　その後、俺は魔法屋に寄り、初級魔法の教科書を三冊買って、リオ、イリス、メイファにそれぞれ一冊ずつ渡してやった。

　それから、街の食堂で食事を終えると、俺たちは村への帰き途とについた。

「ふぃー、食った食った♪　お腹ぱんぱんだ」

「……お兄さんは、ボクたちに貢みついでくれるから、やっぱり神。……でもロリコンだから、ロリコン神」

　リオとメイファが、心底幸せそうな顔で、村への帰り道を歩いていた。

　こいつらが幸せそうにしているのを見れば、こっちも気分はいいんだが、メイファのやつはときどきこのまま地面に埋めたくなるな。

　そんな中、イリス一人が俺の服の袖そでをくいくいと引っ張り、少し心配そうな、申し訳なさそうな顔を見せてくる。

「……でも先生、本当にいいんですか？　私たち、こんなに良くしてもらって……先生、私たちのために、お金たくさん使ってますよね……？」

　さすがイリス、まだ子供なのに天使のような気き遣づかいだ。メイファに爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたい。

　だけど、まあ──

「あー、いいっていいって、気にするな。そのうち体で払ってもらうからさ」

「えっ……」

　俺の言葉を聞いたイリスが、ずさささっと野ウサギのように高速で俺から遠ざかった。

　あれ……？

　ちなみにリオもイリスのもとに寄って、その前で「がるるるるっ」と、今度は猛獣のようになって牙きばをむいている。

　一方、同じように距離を取ったメイファが、俺にジト目を向けてきた。

「……お兄さん、『体で払ってもらう』の意味を、詳くわしく」

　あっ。

「いやいやいやいや、お前らは何か勘かん違ちがいをしてるぞ。そうじゃない。そのうち魔王ハンターの仕事で金を稼かせいで、それで返してもらおうと思っていただけだ」

「……まあ、そんなことだろうと思ったけど」

　メイファは、はぁとため息をついた。あれ、俺、メイファにすら呆れられている……？

　俺はここまでに、三人の食事代や散髪代、衣服や武器、魔法の教科書を買う代金などのために、まあまあ大きな金額を支払っている。

　そして今後も、何らかの入り用があれば、俺が支払うよりほかにないだろう。

　ただ俺は三人の親ではないし、教師が生徒の養育費や教材費を支払うというのは、あまり健全な関係とは言い難い。

　かと言って、必要経費として協会に申しん請せいしたところで、とても通るとは思えない。

　しかしある程度の教材が無ければ十分な教育はできないし、そもそも衣食住が足りていなければ、教育どころの話じゃない。

　今のリオたちをまともに育てるには、どうしたって必要な出費というものがある。

　そこで俺が考えていたのは、ちょっとした裏技だ。

　それはリオたち三人をある程度まで育てたら、実戦訓練を兼かねて、魔王ハンターの仕事を実際にやってもらうという方法。

　これなら実戦の経験にもなり、金も稼げて一石二鳥というわけだ。

　教師である俺が後ろで目を光らせていれば、危なくなったときにすぐにもカバーに入れるわけで、危険性も限りなく小さい。

　ちなみに王都で教師をやっていたときには、協会やら保護者やらがうるさいとか、受け持っている生徒の人数が多いとかの事情で、この教育方法は実行に移せなかった。今のこの環境だからこそ実現可能だという方法になる。

　ただ、いかな天才児揃ぞろいといっても、さすがに現段階でいきなりそれをやらせるのは時じ期き尚しよう早そうだろう。

　魔王の強さはピンキリだとは言え、総じて普通のモンスターよりも手ごわい。

　群れを率いていることも多いので、弱めの魔王でも、侮ると痛い目に遭いかねない。

　まあその辺は、ある程度の基礎を教えてから、そのときの様子を見て考えよう。

　そうして、三人と一緒に夜道を歩いていると、やがて村へとたどり着いた。

　教員用の住居の前まで来ると、リオたち三人が、俺に向かって手を振ってくる。

「んじゃ、兄ちゃんまた明日な。今日はいろいろとありがと」

「先生、今日はごちそうさまでした。プレゼントも、大切にします」

「……お兄さん、また明日、遊ぼう。……今日は、楽しかった」

　そう言って三人は、校舎という名のボロ小屋方面へと去っていこうとするのだが──

「いや、ちょっと待てお前ら。どこに行くつもりだ？」

　俺は教え子たちを呼びとめる。

「ん……？　どこって、家に帰るんだけど」

　リオがそう返してきたので、俺は目の前の教員用の住居を指さした。

「や、だから。今日からお前らの家もここだって」

「「「えっ」」」

「えっ」

　あれ……？　そういえば、まだ話してなかったっけか。

「だってこの家、家族用の広さだから一人で住むのはもったいないし。朝一緒に掃除させたのは、今日からお前らの家でもあるから、綺麗にしようぜって意味だったんだが」

「でも掃除の報酬は、メシと風呂って」

　あー、そういえば、そんな方便も使ったような。

　あの段階でリオたちを動かすのには、そのほうが釣りやすいと思ったからなんだが。

「──とにかく今日からお前らも、この家に住め。あんなボロ小屋で、毛布一枚に包まって寝るより、みんなベッドで寝た方がいいだろ」

「そりゃあ、そうだけど……」

　リオはイリス、メイファの二人と顔を見合わせる。どうしようといった表情だ。

　何を迷っているんだ？　遠えん慮りよしているんだろうか。

　だったら遠慮の必要はないぞ、と言ってやろうとしたとき──

　リオが一歩前に出て、俺に向かって聞いてきた。

「あのさ、兄ちゃん」

「なんだ？」

「一緒の家で暮らして、その……オレたちに、何かしない？」

　かくん。俺はがっくりと肩を落とした。

　そこまで信用ないのか、俺……。

「あのな、そんなことするわけねぇだろ。俺は教師だぞ」

「だ、だって兄ちゃん、油断すると、また抱きついてきそうだし」

「…………」

　おかしい。否定できる要素が何もないぞ。困った。

　そのまま双そう方ほう、しばらくの睨み合いが続いた。

　そんな中、助たすけ舟ぶねを出してきたのは、メイファだった。

「……まったく、お兄さんは世話が焼ける」

　そう言ってため息をつき、銀髪の少女がとてとてと近付いてくる。

　そしてメイファは、俺の目の前まで来ると──ひしっ。

　俺の腰に腕を回し、その柔やわらかな体で不意に抱きついてきた。

「お、おい、メイファ……！」

「……ロリコンのお兄さんは、こんなことをされたら、どうする……？」

「どうするって──どうもしねぇよ」

　抱き寄せて頭なでなでしたい、などとは断じて思っていない。思ってないぞ。

　だがメイファは、ふふんとイタズラっぽい笑みを浮かべ──

　今度はその両腕を、俺の首回りへと伸ばしてきた。

「……ロリコンのお兄さん……ボクとイイコト、したい……？」

　メイファは俺の首筋にふっと息を吹きかけ、さらにその体を密着させてくる。

　まだ少女なのに、妖艶な仕草。

　俺は──

「……ああもう、何がしたいんだお前は」

　そう言って、メイファを少し強めの力で突き放した。

　どてっと、メイファが地面に尻しり餅もちをつく。

「痛たた……」

「あ……わ、悪い……」

　俺がメイファに手を差し出すと、メイファは素直にその手を取った。

「……ううん、構わない。……むしろ、予定通り」

　そしてメイファはパンパンと尻についた砂を払うと、リオたちのほうへと振り返った。

「……と、こんな感じで、お兄さんはロリコンだけどとてもヘタレだから、安全だとボクは思うよ」

　……おい。それを言うために、今の小こ芝しば居いを打ったのか。

　あとヘタレって言うな、教師の自制心と言え。

　だがそれを聞いたリオとイリスはというと──

「あー、まあ、それはそうかもな。じゃあいいか」

「そうだね。私も、できるならベッドで寝たいし……」

　なんかそれで、納得されてしまった。

　そして我が心の天使ことイリスまでが、本音に直球まっしぐらだった。

　……まあいいか。

　少し釈しやく然ぜんとしないところはあるが、大事の前の小事だ。

「よし、じゃあ三人とも、今日はもう寝ろ。明日からはビシバシ鍛きたえてやるからな」

「「「はーい」」」

　──ともあれそんな感じで。

　俺はこの日から、三人の教え子たちと、一つ屋根の下で暮らすことになったのである。
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　翌朝。俺は目を覚ますと、あくびを嚙かみ殺ころしながら伸のびをする。

　気持ちのいい朝だ。寝しん室しつの木窓をあけると、うららかな朝日が部屋の中へと飛とび込こんできた。ちゅんちゅんと小鳥の鳴く声も聞こえてくる。

「よし、行くか。──あいつらはもう起きてるかな」

　そんなことを口にしながら、寝室を出てリビングへ。

　するとリビングには、二人の先客がいた。少女たちは俺に笑顔を向けてくる。

「あ、兄ちゃんおはよー」

「おはようございます、先生。寝室とベッドをいただいたおかげで、昨夜はぐっすりと眠ねむれました。ありがとうございます」

「おう、おはようリオ、イリス。あとそりゃよかった。せっかくのベッド、余らせておいてももったいないからな」

　元気に挨あい拶さつをしてきたリオとイリスを見て、嬉うれしい気持ちになる。

　ちなみに、リオ、イリス、メイファの三人には、俺とは別の寝室を与あたえていた。俺の寝室より広い三人部屋だ。

　それはそうと、その三人のうち、あと一人の姿が見当たらない。

「メイファは、まだ寝ねてるのか？」

「はい……。メイファは昨日の夜、夜よ更ふかしをしていたみたいで……すみません」

　イリスが申し訳なさそうに言う。そんなのはまったくイリスのせいではないのだが。

　メイファのやつ、俺の天使を気に病やませるとは、けしからんやつだ。

　こうなったら俺がたたき起こしてやる。

「おい、メイファ」

　俺は教え子たちの寝室の前まで行き、扉とびらを開け放った。

　するとそこには、毛布やら何やらが乱雑に散らかったベッド（リオのものだろう）と、何もかもがきちんと折り目正しく整えられたベッド（きっとイリスのもの）と、銀ぎん髪ぱつの少女がいまだすやすやと眠っているベッドとがあった。

　俺はぐっすりな少女の前まで行って、毛布の上から彼かの女じよを揺ゆさぶり起こしにかかる。

「おいメイファ、いい加減に起きろ。リオもイリスも、リビングで待ってるぞ」

「……うにゃー……あと、五分……ううん、あと、五時間……」

　メイファはそう言って毛布の中に潜もぐり込こんでしまった。まったく起きる気配がない。

　こうなったら──

「おい、起きろメイファ。起きないなら──こうだ！」

　バサァッ！　俺はメイファが潜っていた毛布を、勢いよく引っぺがした。

　すると、そこには──

「えっ……？」

「……うにゃ……寒い……返して……」

　メイファは寝ぼけ眼まなこでうっすらとまぶたを開き、俺に向かってその華きや奢しやな両りよう腕うでを伸ばしてくる。

　……いや、それはいい、それはいいんだ。

　問題は──

　なんでこいつ、真まっ裸ぱだかで寝てるの？

　透すけるような真っ白な肌はだに、発展途と上じようの凹おう凸とつの少ない肢し体たい。

　一糸まとわぬ少女の裸ら身しんが、ベッドの上に横たわっていた。

　ちなみに彼女の枕まくら元もとには、昨日買ってやった初級魔ま法ほうの教科書が置かれているのだが──いや、今はそんなことはどうでもいい。

「……お兄さん……返して……」

「お、おう」

　俺はメイファから剝はぎ取とった毛布を、再び少女にかけてやる。

　するとメイファは幸せそうに、またすぅすぅと寝ね息いきを立てはじめた。

　考えてみれば、衣服は買ってやったし、その替かえも買ったが、寝ね間ま着きを買ってやった覚えはないな……いや、そういう問題か？
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　いずれにせよ、これは事故だ。俺は悪くない。

　きっと、多分、そうに違ちがいない。

　俺は己に暗示をかけ、リビングへと戻もどった。

「先生、メイファは起きました？」

「いや……俺は見ていない。これは罠わなだ」

「「……？」」

　リオとイリスの二人は、不思議そうに首を傾かしげていた。




　メイファが寝ぼけ眼をこすりながら起きてきたのは、俺がリオとイリスの手を借りて、朝食の準備をだいぶ進めた頃ころだった。

「……ふわぁっ……リオ、イリス、それにお兄さん……おはよう……」

　メイファはまだ眠そうだ。うつらうつらと、あるいはふらふらと、立ったままぼんやりと揺れている。

　そういえばメイファのやつ、枕元に初級魔法の教科書を置いていたな。

　夜更かしをしたというのは、ひょっとして──

「メイファ、ひょっとして昨日の夜、ずっと魔法の教科書を読んでいたのか？」

「……うにゅ？　……お兄さん、どうして知ってるの？　驚おどろかせようと思ったのに」

「い、いや。夜更かしをしていたって聞いたからな」

「……ちぇっ、リオかイリスか知らないけど、余計な告げ口を。……でも、それだけで気付くのは、お兄さん、意外と鋭するどい」

「意外とは余計だぞ、メイファくん」

「……？　……お兄さん、口調が変」

「気のせいではないかね。ハハハハ」

　心臓がばっくんばっくん鳴っていた。完全に犯罪者の心境だった。

「まあでも、勉強熱心なのはいいことだ。子供の夜更かしはどうかと思うけどな。──メイファは魔法に興味があるのか？」

「……うん。……槍やりも嫌きらいじゃないけど、魔法は、もっと面白そう」

　面白そう、ときたか。こういうところも末すえ恐おそろしいな。

　ただまあ、魔法は教科書を読んだだけで、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに使えるようになるものでもない。

　才能や学習環かん境きようにもよるが、【発火イグナイト】のような最初級の魔法でも、修得には最低で数日、長ければ一ヶ月から二ヶ月ほどのトレーニングが必要となる。

　教師から指導を受けながら試し行こう錯さく誤ごを続け、魔ま力りよくコントロールと具現化のイメージに少しずつ修正を重ねていって、その果てにようやく行使が可能になるのが魔法の力だ。

　魔法をちょちょっと使ってみせると、「魔法を使えるやつは楽でいいよな」なんて言われるのだが、その力を使えるようになるまでには、それなりの苦労があるのだ。

「兄ちゃん、薪まきの準備できたよー。火つけるのお願い」

「あいよ」

　とは言え、教え子たちの前で、使い渋しぶるつもりもない。

　彼女らには魔法に憧あこがれてもらって、魔法の勉強に精を出してもらいたい。

　何かを学ぶにあたって、一番強い力は「それをできるようになりたい」という本人自身の願望だ。それは嫌いや々いややらされるよりも、はるかに大きな学習パワーとなる。

　だから──

「……あ、お兄さん、待って。それ、ボクがやる──【発火イグナイト】」

　ボッ。

　メイファが手のひらをかざして魔法を使うと、薪に火がついた。

「…………」

　俺は指で目元を押おさえ、それから目をパチパチとしばたかせる。

　ちょっと待て……今、何が起こった……？

　メイファが……いきなり【発火イグナイト】の魔法を使った、よな……？

　すると、その俺の様子を見たメイファが、にやぁっとした笑みを浮うかべる。

「……お兄さんの、その顔が見たかった。……徹てつ夜やで勉強した甲か斐いがあった」

　メイファがそう言って、にっこりと笑いかけてくる。悪あく魔まのようとも、天使のようとも思える微笑ほほえみ。

　こ、こいつ、まさか──

　俺を驚かせるためだけに、たった一日の徹夜で、しかも独学で魔法を修得したっていうのか!?

　なんという才能の無む駄だ遣づかい……。

　ていうか、そんなのアリかよ。魔法属性の才能Ｓランクって、ここまで凄すごいのか。

「は、はははは……」

　ちょっと凄すぎて、笑うしかない。

　俺の存在、ひょっとして必要ないんじゃないかなとすら思えてくる。

　だがそんな折、メイファが俺の手を取って、またあのあどけないエンジェルフェイスで微笑みかけてきた。

「……お兄さんのためなら、ボクは頑がん張ばれる。……お兄さんが師し匠しようで、ボクは幸せ」

　きらきらきら……。メイファの笑顔から、輝かがやきがこぼれていた。

　うん……幸せそうなのはいいんだけどさ。でもそれ、「俺のため」の意味が、確実におかしいよな。

　まあでも、結果良ければ良しとするか。

　やれやれ……これは思った以上に苦労しそうだぞ。頑張れ俺、負けるな俺。
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　朝食を終えると、俺は教え子たちを連れて、校舎という名のボロ小屋へと向かった。

　はっきり言って、家で授業をしたほうが広いのだが、移動をすることで気持ちの切り替えになる。それにグラウンド相当の庭はそれなりに広いので、実習には悪くない。

　午前中はまず、ウォーミングアップの運動と、ある程度の筋トレをしてから、次に武器戦せん闘とうの指導を行うことにした。

　全員天才だから教えることなど何もないかというと、さすがにそこまでではない。

　基き礎そは教えるまでもなく、何となくできているという恐ろしさがあるのだが、技術的なこととなってくると、そこには勇者教育史が育はぐくんできた歴史がある。それは一人の天才が、いきなり凌りよう駕ができる類たぐいのものじゃない。

　だが、さすがに三人とも筋がいい。

　教えたことはすぐさまつかみ取る、天性の勘かんの良さがある。

　特にリオの剣けん術じゆつに関しては、バケモノとしか言いようがなかった。

「【二に段だん斬ぎり】ってのはこう、まず右上段からの斬り下ろしから入って、振ふり切きったときの反動を利用して、右手に切り返す技なんだが……」

「あー、なるほどね。こんな感じ？」

「ゲッ、だいたいできてる……」

「でも兄ちゃんのやったのとは、ちょっと違う感じなんだよな。少し練習してみるね」

「お、おう」

「あとこれ、ちょっと体の使い方変わってくるけど、違う形でもできるよな。左下からの斬り上げから始めるやつとか」

「そ、そうだな。ただそれ普ふ通つう、中級の技として教えるやつなんだが……」

　一いつ般ぱんに、十を教えて一を学ぶのが普通の勇者、一を教えたら一を学ぶのが優ゆう秀しゆうな勇者なのだが、リオは剣に関しては一を教えて十を学ぶ驚きよう異い的てきなセンスを持っている。

　もちろん、筋がいいのはリオの剣だけじゃない。

　イリスの弓もメイファの槍も、初めて扱あつかうにしては十分すぎるほど見事な取り回しだ。

　あともう一つ良い点があって、それは俺という一人の教師が、三人だけという少数の生徒を手取り足取り見てやれるということだ。

　王都の学院で教師をやっていたときには、一度に二十人から四十人程度の生徒を同時に見るような環境だったから、なかなか一人ひとりのペースに合わせた丁てい寧ねいな教育を施ほどこすというのはやりづらかった。

　特に優秀な生徒の教育は難しい。生徒の才能には上から下まであって、授業のレベルをそのどこに合わせたものにするかという問題がある。

　集団を相手に授業をする際には、授業のレベルは、下から三割の位置にいる生徒にとって適正なレベルに合わせるのが一般的だ。才能に劣おとる生徒を置いてけぼりにしないよう、なるべく平等に育てようとするとそうなる。

　ただこれだと、才能がある生徒にとっては、退たい屈くつで仕方のない授業になる。

　そういうときは、才能のある生徒にはいっそ教える側に回ってもらうというのも一つの手になってくるわけだが、教えることが自分の学びにもなるとはいえ、この方法だとやはり、ハイレベルな実力は身につけるのが難しくなる。

　その点、今の俺に与えられている教育環境は、ものすごく贅ぜい沢たくなものだ。

　三人だけを見ていればいいので、個こ々この特性にぴったり合った教育をしてやれる。

　──と、そんなことを考えながら三人を見ていたら、我が天使イリスから、お呼び出しの声がかかった。

「あ、あの、先生！　ちょっと見ていただきたいんですけど、よろしいでしょうか！」

　何やら緊きん張ちようをはらんだ声だった。

　俺はイリスのもとに歩み寄る。

「どうした、イリス？」

「い、いえ、その……私の弓のフォームとか、どうかなって、思いまして」

　イリスは何やら頰ほおを染めて、ちらちらと俺のほうを見てくる。

　何か気になることでもあるんだろうか。

「んー、まあまあいいと思うけどな。ちょっと構えてみてくれるか」

「は、はいっ。……こ、こんな感じで、どうでしょう」

「ああ、いいと思うぞ。……んー、でも……ちょっといいか、イリス？」

　俺は弓を構えているイリスの背後へと回り、彼女のフォームに手を添そえて、少しだけ矯きよう正せいしてやる。

「このぐらいのほうがもっといいかもな──って、どうしたイリス？」

「ふあああっ……先生の手が、ぬくもりが……ふわああああっ……！」

「おーい、イリスー？　大だい丈じよう夫ぶかー？」

「はっ……！　は、はいっ！　ご指導ご鞭べん撻たつ、ありがとうございます、先生っ！」

「お、おう」

　なんだかイリスは、指導する前よりガッチガチに固まっていた気がするが──

　まあいくら天才児といったって、微び細さいな部分まで教えてすぐにできるようになるわけじゃないだろうしな。指導したことによって逆に一時的に持もち崩くずすということはありうるし、そのあたりは本人の中で時間をかけて消化していってもらうしかない。

　と、そんな折、今度はリオからお呼びの声がかかる。

「なあ兄ちゃん、オレもちょっと聞きたいことあるんだけど」

「おう、リオ。待ってろ、すぐ行く」

　あっちからもこっちからも引っ張りダコだ。やれやれ、モテる男はつらいな、なんて。

　そうして俺がリオのほうへと向かうと、その一方では、通りすがりのメイファがイリスに何やら声をかけているのが見えた。

「……イリス、お兄さんへの態度、分かりやすすぎ。……露ろ骨こつ」

「ううう、うるさいなメイファ！　それ以上言ったら、メイファでも許さないから！」

「……にひひ、怖こわい怖い」

「だいたいメイファはずるいよ、あんな立ち位置……」

「……だったらイリスも、ボクみたいにすればいい」

「で、できるわけないでしょ！　メイファは先生に失礼！　あと破は廉れん恥ち！」

「……ふーん。……あんな風に暗にスキンシップを求めるのは、破廉恥じゃないんだ」

「なっ、なななな、何を言ってるのかなメイファは!?　そそそそんなこと、私がするわけないじゃない！」

「……ほんと、イリスは分かりやすい」

　……？　いったい何の話をしているんだ、あいつらは。

　まあ、姉妹の間でしか通じない何かがあるのかもしれないな。気にしないでおこう。
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　昼食をとったあと、午後は魔法の授業を行うことにした。

　校舎という名のボロ小屋の中で、数セットだけあった机と椅い子すを教え子たちが利用して、俺はこの教室唯ゆい一いつの教育設備である、魔法黒板を駆く使しして解説をしていく。

「──そんなわけで、魔法を学ぶときには個々の呪じゆ文もんを覚える前に、魔法全ぜん般ぱんの基礎となる理論の話をしないといけないんだが──って、メイファのやつ、早速寝やがったな」

　黒板に必要事じ項こうを書き終えて振り向いてみると、俺が授業をしている目の前で、メイファが堂どう々どうと机につっぷして、すぅすぅと寝息を立てていた。

　徹夜した上に、昼メシも腹いっぱい食べて眠くなったんだろうが──いやしかし、三人しか生徒のいないこの狭せまい教室の中で寝るとは、ホントいい度胸してるなこいつ。

「ちょ、ちょっとメイファ！　せっかく授業してくれてる先生に失礼だよ！　起きなさいってば！」

「……むにゃむにゃ……お兄さんの……おいひい……」

　イリスが慌あわてて揺さぶり起こしにかかるが、メイファは幸せそうによだれを垂らした姿で寝ね言ごとをつぶやくばかり。目を覚ます気配がまるでない。

「……あー、まあいいよ。メイファは【発火イグナイト】を使えたんだから、これから話す部分はクリアしてるはずだし、そのまま寝かせといてやれ」

「うぅ……ホントすみません……。メイファには、あとでよく言って聞かせます」

「イリスのせいじゃないさ。それに言って聞くなら苦労はしないだろ」

「そうなんですよね……」

　俺とイリスは、同時に「はぁ」とため息をつく。

　そして、そのお互たがいの仕草を見て、一いつ緒しよに噴ふき出だしてしまった。

　それを横で見ていたリオが──

「なーんか、兄ちゃんとイリス、いつの間にかいい雰ふん囲い気きだな」

　と、何の気なしという様子で言った。

　だがそれを聞いたイリスは──

「な、なななななっ……!?　ち、違うからっ！　私は、そんなんじゃ……！」

　顔を真っ赤にして大慌てし始めた。なんだ、どうした我が天使よ。

　すると今度は、そんな風にわたわたとするイリスを見て、リオがははーんという顔でニヤニヤし始める。

「そんなんじゃって、どんなんだよ。オレは『いい雰囲気だな』としか言ってないぜ」

「ううう、うるさいなっ！　ほらリオ、先生に早く謝ってよ！」

「……？　なんで兄ちゃんに謝るんだよ」

「だ、だって……私なんか、子供だし……先生に釣つり合あわないもん……そんなの、先生に迷めい惑わくだよ……」

　イリスはそう言って、真っ赤になってうつむいてしまった。

　……うーん。いったい何の話をしているんだか分からないが──

「なんだか分からんが、私語はそのぐらいにしとけお前ら。一応、授業中だぞ」

　俺がそう注意すると──リオは俺を見て、きょとんとした顔になった。

「えっ……？　……あ、あのさ兄ちゃん……え、あれ……？」

「なんだよ。俺、何かおかしなこと言ったか？」

「いや、だって、今ので分からないとか……ひょっとして兄ちゃん、『鈍どん感かん』ってよく言われたりする？」

　えっ。なんでそれ知ってんのお前。

「まあ王都の学院にいたとき、同どう僚りようの女性教師によく言われたが。でもそれが今、何か関係あるのか？」

「いや……うん、いいや。もう分かった」

　リオはがっくりと肩かたを落とすと、隣となりの席に座っていたイリスの肩をぽんぽんと叩たたく。

　イリスのほうは、何やらホッと胸をなでおろしていた。

　うぅむ、いったい何なんだろうか……。

　それはさておき、本題の魔法の授業だ。

　俺はまず、リオとイリスの二人に、魔法の基礎理論と魔力コントロールの感覚について、ひと通りレクチャーしていった。

　そして次に、初級魔法を各自に一つずつ教えることにする。

　それぞれの得意属性と、魔法の使い勝手の良さ、それに本人の希望も聞いて、リオには【発火イグナイト】の魔法を、イリスには【水作成クリエイトウオーター】の魔法をまず教えることにした。

　最初は座学で、これから覚える魔法の理論を、ひと通り学んでもらうところから。

　リオは座学が苦手なようで、すぐに集中力を切らしていたが、イリスは真ま面じ目めにこつこつと学び、俺の言うことにも一つ一つうなずいて、教えたことをぐんぐんと吸収していった。

　やがてリオがぐったりと疲つかれた頃、座学を切り上げて、庭での実習に入る。

　リオはようやく体が動かせるとばかりに張り切って、真っ先に庭に出た。

　俺とイリスが、苦笑しながらそのあとを追いかける。

　ちなみにメイファは、いまだにすぅすぅと寝息を立てたまま、揺すっても起きなかったので、そのまま教室に放置した。

　リオは庭に出ると、さっそく魔法を使おうとする。

「──【発火イグナイト】！　──【発火イグナイト】！　……あっれー、なんでできねぇんだろ」

　リオは薪に向かって手のひらを突つき出だし、一いつ所しよ懸けん命めいに【発火イグナイト】の魔法を使おうとしていたが──まあメイファじゃあるまいし、そう簡単にいくわけもない。

　リオの火属性魔法Ｂランクという素質も、凡ぼん百ぴやくの勇者であれば一番の得意分野に分類されるぐらいのものではあるのだが、凡百の勇者ならば、初学習のその日に魔法を使えるなんてことがあるはずもないわけで。

　まあそのあたりは、徐じよ々じよにフィーリングをすり合わせていくしかないところだ。リオの才能なら、一、二週間もかけて練習すれば、使えるようになるだろう。

　その一方で、注目すべきはイリスだ。

　イリスは庭に出るなり、手て桶おけの前で瞳ひとみを閉じ、祈いのるように胸の前で手を組んで、精神集中を始めていた。

　──ざわりと、ほのかな魔力の輝きが、イリスの体からあふれだす。

　背中まであるふわふわの金きん髪ぱつも、わずかながらゆらゆらと揺れ始めていた。

　だがイリスは、そのまましばらく動かなかった。

　まだ本人の中で、魔法を発動できるというイメージが整い切らないのかもしれない。

　そして、イリスのその対応は正しい。

　まずは体内で魔力を練り上げ、魔法を世界に具現化できるだけのイメージを整えるのが先決なのだ。それができていない段階で、闇やみ雲くもに魔力を放出しようとしても、魔法が成功する可能性はゼロに等しい。

　そんなことはまだ教えていないのに、センスだけでつかみ取ってくる。

　このあたり、メイファだけでなくイリスもまた、魔法の天才ということ──

「なあイリス、さっきからぼーっと突っ立って何して──むぐっ!?」

　リオがイリスの邪じや魔まをしそうになっていたので、その体を背後から確保して手で口をふさいだ。

　リオはむーむー言ってジタバタしたが、俺の全力をもって取り押さえる。

　我が天使イリスが自力で成果をつかもうとしているときに、邪魔をさせてなるものか。

　──それはそうと。

　この腕うでの中のやわらかいもの、抱だき心地がいいな。とてもしっくりくる。

　それが暴れるのをしばらく押さえ込んでいたら、そのうちぐったりして動かなくなったので、何の気なくさらにぎゅーっと強く抱きしめておく。

　ああ気持ちいい。こんな抱き心地のいい抱き枕があったら、貯金はたいてでも買うわ。

　そういえば、俺が今抱いているもの、何だっけ……。

　イリスの邪魔をしようとしていた何かだったと思うけど、忘れたぞ。まあいいか。

　それよりも、今見るべきはイリスだ。

　イリスはそのまま数分ほど、瞳を閉じた状態で、ぴくりとも動かなかった。

　まるで彫ちよう像ぞうのように、美しい姿でたたずんでいる。

　だがその内側では、魔力をコントロールし、具現化するイメージを整えるために、必死に戦っているはずだ。

　俺はその姿を、固かた唾ずをのんで見守った。

　腕の中にある、何か心地のいいものを抱きしめながら。

　そうして、そろそろ十分ほどもたつのではないかという頃になって──

　イリスが、ゆっくりと瞳を開いた。

　イリスは祈るように組んでいた手をほどき、左手で右手首を支えるようにつかんで、右の手のひらを手桶に向かって突き出すと──

「──【水作成クリエイトウオーター】！」

　幼いながらも、凜りんとした声を放つ。

　同時に、イリスが突き出した手のひらに、魔力の輝きが集まり──バシャアッ！

　少女の手から水が飛び出し、手桶に向かって注がれた。

　結果、手桶の七分目までが水で満たされる。

　しかも狙ねらい過あやまたず。手桶の周辺には、水が飛び散ったあとすらほとんどない。

「──よしっ」

　それを見たイリスが、満足そうな笑顔を浮かべた。

　その姿がとても嬉しそうで、俺も微笑ましい気分になった。

　……いやしかし、すごいわ。

　メイファだけじゃなく、イリスまで学んだその日に魔法を使えるようになるなんて。

　鳥とり肌はだが立つほどのすさまじい才能を目まの当あたりにして、俺は感動すら覚えていた。

　と、そんなとき、イリスが俺のほうをチラと見てきた。

　俺は力強くうなずいてやる。

　が──そのイリスの顔が、凍こおり付ついた。

「えっ……せ、先生……何、してるんですか……？」

「……ん？　何って──」

　最初、俺の顔を見ていたイリスの視線が、つつつっと下のほうへと動いていく。

　俺はイリスの視線を追いかけるように、自分の腕の中へと目を向けた。

「あっ」

　俺の腕の中には、お目々ぐるぐる状態でぐったりとした、リオの姿があった。

　謎なぞの教え子失神事件に、俺は恐きよう怖ふした。
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　それから、およそ一週間後。そろそろ空が赤らんでくる夕刻前。

　村の一角の、走路が十分に取れる空き地に、俺たちはいた。

　三人の少女が、地面に引いたラインの前に立って、スタートの準備をしている。

　俺はそこから百メートル離はなれた地点に引いた、もう一本のラインの横に立ち、少女たちのほうを向いて声をあげた。

「位置について──よーい、スタート！」

　──ピッ！

　俺が手元の魔ま導どうウォッチのスイッチを押すと同時に、少女たちが一いつ斉せいに駆かけだした。

　三人はぐんぐんとスピードをあげてくる。

　まだ勇者としての実力を十分に身に着けていない彼女らだが、それでも一般女子の走力とはすでに一線を画している。

　中でも圧あつ倒とう的てきに速いのはリオだ。

　イリスとメイファも十分に速いのだが、リオはそんな彼女らすらも、凄すさまじい加速力でぐんぐんと引き離していく。

　そして、あっという間にリオがゴール。

　少し遅おくれて、イリスとメイファがゴールした。

　膝ひざに手をつき、はぁはぁと息をつく教え子たち。

　そんな三人の中でも、すぐに呼吸を取り戻したのは、やはりリオだ。

「ふぅっ──兄ちゃん、どうだった？」

「おう、すごいぞリオ。十秒五だ。一週間前に測ったときより、○・三秒も速くなってるな。トレーニング頑張ってたからな」

「へへー、まあなー」

　俺がリオの頭をなでてやると、リオは嬉しそうな顔でニタニタとする。

　ああ、可愛かわいいなぁもう。抱きしめたいなぁ。

　でもリオを抱きしめてしまうとまた例の悪い病気が出るので、我が慢まん、我慢だ。

　一方、それを見たイリスとメイファも、俺のほうへとやってくる。

「先生、私はどうでした……？　その、少しはタイム伸びてますか？」

「……ボクも、わりと頑張った。……リオみたいに、ほめられた上に頭をなでられるのも、やぶさかではない」

「ああ、イリスとメイファも伸びてるぞ。二人とも十一秒六。一週間前よりも○・二秒も速くなってる。お前たちも頑張ってるよな」

「は、はい……！　まだまだ全然ですけど……でも、嬉しいです。えへへー」

「……お兄さんの頭なでなでは、クセになるコクとまろやかさがある。……油断すると手て懐なずけられそう」

　イリスとメイファも、リオと入れ替わりで頭をなでてやる。

　二人もまた嬉しそうににこにこしていた。

　この「頭なでなで」は、ここ一週間のうちに定例化してしまった感がある。

　最初はなんとなくやっていただけだったのだが、そのうちイリスを筆頭として暗に要求してくるようになり、今では事あるごとにやらなければ物足りない風になっていた。

　むしろ手懐けられているのは、俺のほうではないのかとすら思う。少女たちの恐るべき魅み力りよくに、俺もうロリコンでもいいかなと、最近は抵てい抗こうをあきらめつつあった。

　──そんなわけで、俺が彼女らの教師を始めてから、もう一週間だ。

　このわずか一週間だけでも、三人は目覚ましい成長を遂とげていた。

　全員が筋力や敏びん捷しよう性せい、魔力などの基礎能力を向上させているのはもちろんのこと。

　技術面での修得を見ても、リオは【二段斬り】【スマッシュ】という剣けん士しの初級にして基本中の基本と言える技をすでに完かん璧ぺきにマスターしていたし、魔法も昨日の段階で【発火イグナイト】を使えるようになった。

　メイファは【発火イグナイト】【風ウインド】の二つの基礎魔法のほか【炎の矢フアイアボルト】という初級攻こう撃げき魔ま法ほうまであっという間に使えるようになり、槍のスキルでは現在【二に段だん突づき】の修得に精を出しているところだ。

　イリスもメイファと似たようなもので、【水作成クリエイトウオーター】【光ライト】という二つの基礎魔法に加えて【癒しの水ヒールウオーター】という治ち癒ゆ魔ま法ほうを修得済みで、弓のスキルとしては【クイックショット】をもうすぐ修得できそう、という段階まできていた。

　もちろんこれは、尋じん常じような成長ペースではない。

　勇者が誰だれしもこんなペースで成長するようなら、俺たちも苦労はないわけで。

　俺は彼女らの仕上がり状じよう況きようを確認して満足しつつ、一つつぶやく。

「これは──そろそろ試してみてもいいかもな」

　何を試すのかといえば、以前から考えていた、魔ま王おうハンターとしての実戦訓練だ。

　もちろん、俺が後ろにピッタリついて見ているという補助付きで、だが。

　そうだな、明日には三人を連れて、街の勇者ギルドに行ってみることにしよう。

　そう考えつつ、俺はパンパンと手を叩く。

「よし。三人とも、今日はこれで切り上げだ。帰って夕食の準備をするぞ」

「「「はーい」」」

　そうして俺は、リオ、イリス、メイファの三人を連れて、夕焼け色が広がり始めた空の下、麦畑の間の道を歩いて帰宅の途とについた。

　今日の夕飯はシチューだ。

　食材は街で買い込んだものが家に置いてあるから、調理をするだけ。

　なお【発火イグナイト】や【水作成クリエイトウオーター】を教え子たちが修得して以降、食事を作る際などには、積極的に彼女らに使わせるようにしている。

　それらの魔法の習熟度に関しては、リオ以外はもう十分なのだが、魔法を日常的に使うことは魔力向上のためのトレーニングにもなるからな。

　──などと考えていたとき、プルプルプルと、俺の懐ふところに入れてあった通話魔法具が着信の音を鳴らした。

「んん……？　誰だ？」

　教え子たちが俺に注目する中、俺は懐から通話魔法具を取り出す。

　通話魔法具の相手先には「アルマ」と表示されていた。

　メイファが俺の前に立ち、背せ伸のびをして覗のぞき込こもうとしてくる。

「……お兄さん、誰から？　……さては、昔の女」

「なんでお前は今の嫁よめ風なんだ──おう、アルマ先生か、どうした？」

　俺はメイファにツッコミを入れつつ、魔法具のスイッチを押して通話を受けた。

『や、ブレット先生元気？　あたしに会えなくて寂さびしくないかと思ってかけてみたけど』

　通話魔法具から、久ひさ々びさに聞く声が流れてくる。

　王都の勇者学院時代の同僚、女性教師のアルマだ。

　俺は麦畑の間の道を、少女たちを伴ともなって歩きながら、笑って答える。

「バーカ、何言ってんだ。新しい教え子たちが可愛すぎて、めちゃくちゃ元気だよ」

『へぇ、それは良かった。でもいくら可愛いからって、教え子に手を出したらダメだよ？』

「アホか。ったく、アルマ先生は俺を何だと思ってるんですかね」

『えっと、教育バカ、ときどき暴走マンですかね』

「的確すぎて反論できないのでやめてください」

『あははははっ』

　ちなみに通話中、メイファがしきりに通話内容を聞こうとして、ぴったりと俺に寄り添ってきていた。

　俺はそれを、しっしっと手で払はらいのける。

　メイファがムッとした顔を見せたが、俺は気にせず会話を続ける。

「で、アルマ先生。そっちはどうだ？　何か変わったこととか──」

　──そのときだった。

　メイファが通話魔法具の送信口に口を近付けて、こんな言葉を口走ったのは。

「……んああっ、お兄さんの大きいの、ボクの中に、入って……ふぁあああああああっ」

　──ピッ。

　メイファが通話魔法具のスイッチを切った。

　ツー、ツー、ツー。通信が切れた。

「……おい、メイファ」

「……ふふん。……昔の女と話すなら、ボクたちの許可を取ってからに痛い痛いっ！」

「お前のやることは、ときどき冗じよう談だんにならねぇんだよ！」

　俺はメイファのこめかみをぐりぐりした。

　アルマなら説明すれば分かってくれるとは思うが……うぅっ。

　俺はメイファを折せつ檻かんしたあと、慌ててアルマへと通話をかけ直した。
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　甘あまかった。すぐにアルマにかけ直したのだが、出てくれない。

　何度もかけ直したが出てくれないので、やがて俺はあきらめた。

　終わった……。俺の人生、すべて終わった。

　こうなったら、元げん凶きようとなったメイファだけでも道連れにして山に埋うめてやろうか。

　そんなことを考えながら、自宅で教え子たちとともに夕食をとり、風ふ呂ろに入り、リビングで今後のことをぼんやり考えていたとき──通話魔法具が鳴った。

　俺は慌ててそれを取り出す。相手先には「アルマ」と表示されていた。

　俺は一も二もなく通話を受けた。

「──アルマ先生、聞いてくれ！　あれは誤解なんだ！」

『……ほーん、誤解ね。あたしを捨てて僻へき地ちに行った男が、新天地で教え子に手を出してよろしくやっていると知ったあたしは、とてもショックだったんだけど？　一応言い訳を聞きましょうか』

　アルマの声は冷たかった。

　彼女の言っている文脈が思っていたのと違う気がして、お前は俺の元カノか何かかと突っ込みたい気はしたのだが、そんなことを突っ込める雰囲気でもなく。

　俺は必死に説明した。包つつみ隠かくさず、本当のところを誠心誠意説明した。

　するとやがてアルマの声が、理解の色を帯び始めた。ふんふんと言って聞いていた元同僚女性教師は、俺がひと通り説明したあと、こうまとめてきた。

『えーっと……つまりブレット先生は今、三人の超ちよう絶ぜつ可愛い美少女な教え子たちと甘い共同生活をしていて、その子たちにメロメロであると。ただし手は出していないと、そこだけは信じろと、そういうことですか』

「……甘い共同生活、というあたりに誤解が残っているのと、メロメロの意味合いがだいぶ違う気もするが、まあ概おおむねそういうことだ」

　俺がメロメロなのは彼女らの才能にである。そこを間ま違ちがえないでいただきたい。

　いやまあ、リオもイリスも、なんならメイファもすごく可愛いとは思うが、それはそれ、これはこれだ。教師と教え子の範はん疇ちゆうを越こえてはいない……と思う。

　そんな一方で、通話魔法具ごしのアルマの声は、何やら拗すねたような様子だった。

『ふーん。こっちは超絶美少女じゃなくてわるぅございましたね。ブレット先生は、ピッチピチの若い子じゃないと興味がないんですね』

「いや待て、んなこと一言も言ってねぇだろ。お前まで俺をロリコン呼ばわりかよ」

『けっ、ババァですみませんね』

「アルマ先生まだ二十二歳さいですよね？　っていうか、怒おこってるポイントおかしくね？」

『ふーんだ』

　通話魔法具ごしの声だけで、アルマが頰をぷっくりと膨ふくらませて拗ねている姿が、如によ実じつに想像できてしまう。

　しかしこの元同僚女性教師が、何に拗ねているのかがさっぱり分からなかった。

　俺の不徳に関して、倫りん理り的てきなことを責められるのなら分かるのだが……謎だ。

　と、そこでアルマが、声色を変えてくる。

『まあいいですけどね、信じましょう。付き合いも短くないし、話し方を聞けば今のブレット先生が噓うそをついていないことぐらいは分かるから』

「すまん、助かる。今度会ったときにでも、食事の一つも奢おごるよ」

　よかった……。やはり持つべきものは、理解ある同僚教師だ。

　今度食事ぐらいは奢って、しっかり機き嫌げんを取っておかないとな。

『ふふふ、そのデートは楽しみにしておきますね、ブレット先生。──ところで、話変えてもいい？』

「おう。そっちで何か面白いことでもあったか？」

『うーん、面白くはないかなぁ……。あのね、サイラスさんが妙みようなことを言いだしたから、伝えておこうと思って』

「──妙なこと？　サイラスのやつ、また何か良からぬことでも企たくらんでやがるのか」

　およそ半月前、王都の学院で理事長室に呼ばれて、ずいぶんと理り不ふ尽じんな茶番劇を演じさせられた、あのときのことを思い出す。

『うん。あのね、「王都の学院の生徒たちを、社会科見学に連れていってはどうか」なんて言い出したんだ。で、それがもう上の方でほとんど通っちゃってるんだよ』

「社会科見学？　何だそりゃ。現役魔王ハンターの仕事でも見学させるつもりか？」

　だとしたら、見学される側の魔王ハンターにとっては甚はなはだ迷惑な話だが、生徒たちにとっては、現場を見ることができるのは有益かもしれない。

　サイラスにしては面白いことを考えたな、などと思ったのだが──

『ううん、そうじゃないんだ。サイラスさんが生徒たちを連れて見学に行こうとしているのは──ブレット先生、あなたの職場に、だよ』

「……は？」

　何を言われたのか、よく分からなかった。

「えっと……俺の職場に、王都の学院の生徒たちが、社会科見学に来るってことは──ここに来るってことか？」

『うん、そういうこと』

　……冗談だろ？

「いや待て、そもそも何のためにだよ。だいたい王都からここまで片道で一週間もかかるぞ。往復で二週間だ。あり得ないだろ」

『ひとつずつ答えるね。まず「何のために」だけど、「いかに王都の教育環境が恵めぐまれているかを生徒たちに再確認させることで、彼かれらの学習意欲を高めるため」だって』

「…………」

　吐はき気けのするような教育理論だった。サイラスの考えそうなことだ。

「……で、わざわざ往復二週間もかけて、ここまで来るだけの意義は？」

『うん、そっちはね、日帰りツアーにする方向性みたいだよ。つまり──転移魔ま法ほう陣じんを使っての瞬しゆん間かん移動だね』

「なっ……!?」

　アホか!?　転移魔法陣を使っての瞬間移動とか、一人分の利用料で俺の月収が軽く吹ふき飛とぶぐらいの、超高級移動手段だぞ!?

　転移魔法陣──大きめの街や都市には普通、この魔法設備が必ず一つは用意されていて、それらの魔法陣同士では魔力を使った瞬間移動が可能になっている。

　それを使えば街から街へ、あっという間にひとっ飛びというわけだ。

　ただその魔法陣を起動するには、途と方ほうもない量の魔力が要求されるため、何十人もの勇者が集まって儀ぎ式しきを行い、一斉に魔力を注ぎ込む必要がある。

　その結果として、転移魔法陣を使用しての移動には、凄まじい利用料金が要求されることになるのだが──

「いやいや、そんなバカげた予算、どこから下りるんだよ」

『そりゃあまあ、サイラスさんだし？　あと金持ちの家から協賛と出資を募つのって、その家の子たちを優先して連れていくみたいだよ』

「無茶苦茶だ……」

　俺は大きくため息をついた。

　だが何となく想像はつく。サイラスや、その周辺の連中の考えることだ。腐くされたエリート意識──若いうちから、自分たちは平民出の勇者とは違うのだということを自覚させ、自じ尊そん心しんを獲かく得とくさせようとかいう狙いもあるのだろう。

　だが、サイラスの一番の狙いはといえば、おそらく──

「あいつ、そこまでして俺を潰つぶしたいのかよ……」

『そうみたいだね。ブレット先生を王都から追い出しただけじゃ飽あき足たらないみたい』

　つまりは、俺をあざ笑いに来るというのが、サイラスの一番の目的なんだろう。

　あるいは同行する生徒たちに、自分に逆らったらこうなるんだぞと、自身の権力を見せつける目的などもあるのかもしれないが──

「……はぁ。何とも執しゆう念ねん深ぶかいことで」

『本当にね。多分そっちにも、近いうちに通達が届くと思うよ』

「わかった。貴重な情報サンキューな、アルマ先生」

『いえいえ。あたしも久々にブレット先生と話せて楽しかったよ。──あ、そうだ。最後にひとつ──メイファちゃんだっけ？　その子に伝言をお願いできる？』

「……ん？　メイファに伝言？　何だよ」

　突とつ然ぜん、アルマがひょんなことを言いだした。

　俺が耳を傾かたむけていると、アルマはさらによく分からない言葉を口にする。

『うん──「負けないからね」って、そう伝えておいて』

「はぁ……？　何だそりゃ」

『ふふん、鈍感なブレット先生には内ない緒しよ。伝えれば、その子なら分かるよ。じゃあね』

「お、おい、アルマ──」

　──ピッ。ツー、ツー、ツー。

　……切れやがった。いったい何なんだ……？

　その後俺は、風呂上がりの姿でふらふらしていたメイファを見かけたので声をかける。

「おい、メイファ」

「……ん。……お兄さん、さっきの人と通話、つながったみたいで、よかったね」

「聞いてたのか。あとお前が言うなお前が。──それより、その通話の相手がお前に『負けないからね』って伝えとけって言ってたんだが、意味分かるか？」

「……ふぅん。……そう、分かった。面白い、受けて立つ」

　メイファはそう言ってにやりと笑い、そのまま自分の寝室に引っ込んでいった。

　……本当に通じたよ。わけ分かんねぇー。





　　　　＊＊＊






　翌朝。

　リビングで朝食を終えると、俺は教え子たちに伝える。

「よし、今日はこの一週間の締しめくくりとして、魔王ハンターの仕事を実際にやってもらうぞ。三人とも、心の準備はいいか？」

　俺がそう宣言すると、俺の前に立った教え子たちは、みんなごくりと唾つばをのんだ。

　それは昨日のうちに三人には伝えておいたことであり、あらためての確認だ。

　俺はさらに続ける。

「今のお前らの実力なら十分にやれると思うが、万一のときは俺が助けに入るからな。気負いすぎず、やれることをやればいい」

「「「──はい！」」」

　元気よく返事をする三人。

　ちなみにメイファなどは、普ふ段だんは俺のことをあまり尊敬しているようには見えないのだが、こういうときはしっかり生徒モードに切り替えてくるから大したものだ。

　そんなわけで俺たちは、まず最も寄よりの街へと向かった。

　街に着くと、勇者ギルドへと足を踏ふみ入いれる。

　勇者ギルドの一角には、掲けい示じ板ばんがあり、何枚かの魔王情報が貼はり出だされていた。

　俺はそれらの貼り紙をざっと見て回る。

「ゴブリンロードの情報でもあるとベストだが──ないか。なら、次点でこいつだな」

　俺は掲示板にあった貼り紙のうち一枚を手に取って、受付のカウンターへと向かった。

　教え子たちは、そんな俺の一挙手一投足を見み逃のがすまいとしている。

　特に教わらずとも、自分から学んでいこうとする姿勢は、本当に好ましい。

　こうした優秀な生徒たちには、教師はちょっと手助けをしてやるだけでいい。

　俺は三人に、手に取った貼り紙を見せてやる。

「今回、お前たちには、この魔王の討とう伐ばつに挑ちよう戦せんしてもらおうと思う」

　そう言って俺が見せた魔王情報の紙には、こんな情報が記されていた。



　魔王：オークロード

　推定モンスターレベル：八

　確認されている配下：オーク五体

　確認された場所：ファブル村の北の洞どう窟くつ

　討伐報ほう酬しゆう：金貨六十枚



　するとそれを見たイリスが、さっそく質問をしてきた。

「あの、先生。掲示板には何枚か魔王情報が貼ってありましたけど、先生は主にどこを見て、その魔王情報を選んだのでしょうか」

「お、さすがイリス。目の付け所が鋭いな」

　俺がそう言ってイリスの頭をなでてやると、イリスは「あ、あう……」とつぶやいて、顔を真っ赤にしてしまった。照れている様が天使のように可愛い。

　それはさておき、俺は質問に答えていく。

「魔王情報でまず見るべきは、『推定モンスターレベル』だな。モンスターレベルが高い魔王はそれだけ強いってことだから、実力が身についていないうちは避さけること。モンスターレベルが十以上の魔王は、最初のうちはやめておいたほうがいいな」

「ふぅん……。じゃあ兄ちゃん、この『オークロード』っていう魔王の『推定モンスターレベル：八』ってのは、結構弱いほうなの？」

　リオがそう聞いてくる。

　これに対する返答は、なかなか難しい。

「まあそうだな。歴史上で最高レベルの魔王ともなると、五十レベルを超こえるものもいるし、八レベルなら魔王としては弱いほうだ。でも今のリオたちにとっては──」

「分かってる。侮あなどってかかったりはしないって」

「よし、そうだ。それでいい」

「んっ……」

　俺がなでなでをしてやると、リオはそれを気持ちよさそうに受け入れる。

　俺の気のせいかもしれないが、最近リオが少し従順になってきているように感じる。

「……つまり、ボクたちにとっては、八レベルのオークロードは、相手にとって不足なしということ。……恐れなくてもいい、でも、油断はしたらダメ」

　メイファがそうまとめる。

　俺はメイファにも頭なでなでを敢かん行こうする。メイファは少しだけ嬉しそうな顔をした。

「そういうことだ。──で、そうやって討伐したい魔王が決まったら、魔王情報の貼り紙を持ってきて受付で手続きをする。分かったか？」

「「「はーい」」」

　三人から元気な返事が返ってきた。

　それにしても、打てば響ひびくようなこの教育環境は、本当に素晴らしいな。

　こんな環境でずっと教えていると、俺のほうが堕だ落らくしちまいそうだ。

　普通はこんなにサクサク進まないからな。

　うちの教え子たち、ちょっと可愛すぎると思うんですよね。
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　勇者ギルドでオークロード退治を申しん請せいした俺たちは、街の大衆食堂で昼食をとると、その足でファブル村へと向かった。

　ファブル村は、オークロードが潜ひそむと目もくされている洞窟の、最も近くにある村だ。

　俺たちは村にたどり着くと、まず村長の家へと向かった。

　村長宅の戸口で、街の勇者ギルドから来た旨むねを伝えると、応接室へと通される。

　応接室にいたのは、二人。

　村長と思おぼしき老人と、もう一人、腰こしに剣をさげた男だった。

　剣をさげた男は、左ひだり腕うでを包帯で吊つるしていた。怪け我がをしている様子だ。

「おおっ、あなたがたが魔王ハンターとして来てくださっ……た方かた々がた、ですよね……？」

　老人は最初、俺たちを歓かん迎げいするような声を上げたのだが、後半は疑ぎ問もん符ふへと変わる。

　まあ俺たちの姿、見た目は若造と美少女三人なので、戸と惑まどうのも無理はない。

　俺は特に気にせず、老人に向かって手を差し出す。

「街の勇者ギルドから、魔王の情報を受けてきました。村長どのとお見受けしますが──そちらの方は？」

「お、おお、そうですか。失礼をいたしました。確かに私がこの村の村長です。──そしてこちらは、我が村の守まもり手ての勇者、トーマスでございます」

「トーマスです。よろしく」

　包帯の男──トーマスは、包帯をしていないほうの右手を差し出してきた。

　ちなみに村長が言った「守り手」というのは、勇者の中でも、村などの小集落に滞たい在ざいして、その集落の日ひ々びの防衛にあたる人ひと々びとのことだ。

　集落によって、守り手のいるところといないところとがあるが、弱いモンスターによる襲しゆう撃げき程度なら、この守り手だけで即そく時じの撃げき退たいが可能なので、村人から徴ちよう収しゆうした自治会費から給料を出して守り手を抱かかえている集落も、決して少なくはない。

　俺は村長との握あく手しゆを終えると、次にトーマスとも握手をする。

「ブレットです。今は魔王ハンターが本業じゃないんですが──これが俺の今年のステータス検定の結果になります」

　外見から不安を抱いだかれている可能性を懸け念ねんした俺は、自じ己こ紹しよう介かい代わりに自分の勇者カードをトーマスに渡わたして見せた。

　勇者カードは、毎年一回行われる勇者のステータス検定試験の結果を表したカードだ。

　魔導撮さつ影えい機きで撮影した勇者の本人確認写真とともに、測定した各種ステータスや、そこから導き出される認定勇者レベルなどが記されている。

　俺の勇者カードを見たトーマスは、驚いたという様子で目を見開いた。

「なっ……!?　ど、どうしてこんな高レベルの方が、こんな案件に……」

「いや俺、さっきも言いましたけど、今は魔王ハンターが本業じゃないんですよ。勇者学院で教師をやっていまして。それでこいつらに、実戦経験を積ませてやりたくて」

　俺はそう言って横手に退しりぞき、俺の後ろに控ひかえていた三人の教え子たちを示した。

　それを受けて、イリスが慌ててぺこりと頭を下げ、リオも軽く会え釈しやくする。さらにメイファが興味なさそうにしていたのを見て、イリスが無理やり頭を下げさせた。

　それを見たトーマスは、またも驚いたという表情を見せる。

「ほ、本気ですか……？　こんな可愛い……じゃなかった、こんな幼い子供たちを、実戦に出すなんて……」

「ええ。でも勇者学院ができる前の時代には、みんなやっていたことですよ。ベテランの勇者が、未熟な勇者を実戦に同行させて、面めん倒どうを見ながら育てる。スキルの訓練や座学だけじゃ、身につかないものもありますから」

「まあ……そうですね。勇者学院を卒業していても、実戦を経験していない勇者は、危なっかしいですからね……」

　トーマスはさすがに、現場で活動している勇者らしく、俺のやり方の意義をすぐに分かってくれたようだった。

　これが勇者協会の上のほうのやつらを相手にすると、まるで通じないからなぁ……。

　と、俺はもう一つ、気になっていたことをトーマスに聞く。

「ところでトーマスさん、失礼ですが、その左腕はやはり──オークロードに？」

　俺のその不ぶ躾しつけな質問に、トーマスは神しん妙みような面おも持もちでうなずく。

「はい。恥はずかしながら、オークを討伐に向かって、そこで魔王化したオークに出で遭あって、このザマです。私の力では、命からがら逃にげてくるのが精せい一いつ杯ぱいでした」

「治癒魔法は使えないんですか？」

「はい。修得していれば便利なのでしょうが、私には適性がなくて。いずれ街に行って治癒魔法をかけてもらおうとは思っているのですが、今私がこの村を離れてしまうと、村のことが心配で」

　なるほどな。だったらちょうどいい。

「じゃあトーマスさん、その怪我、治ち療りようさせてもらっていいですか？」

「えっ……？　は、はい、もちろん助かりますが……」

「よし、それでは──イリス」

「は、はいっ！」

　俺が呼ぶと、イリスがびしっと背筋を伸ばした。

　うん、緊張しすぎである。

「聞いての通りだ。出番だぞ」

「え、で、でも……」

「大丈夫だ、何度も練習しただろ。それにどう転んだって、何も迷惑をかけることなんてない。自信を持ってやってみろ」

　俺がそう言ってイリスの頭をなでると、イリスは目をバッテンにして、耳まで真っ赤になってぷるぷるとした。

　が、やがて──

「わ、わかりました……やってみます」

　そう言って瞳に決意を宿し、トーマスの前まで歩いていった。

「あの、トーマスさん、失礼します」

「あ、ああ」

　トーマスは年とし甲が斐いもなく、少し恥ずかしそうな様子で、及および腰ごしになっていた。

　うんうん、分かるぞトーマス。イリスみたいな超絶美少女に寄られて、男として緊張しないわけがないもんな。でもダメだぞ。うちの子のことをいやらしい目で見たら、その両目をメイファの槍使って二段突きでぶち抜ぬくからな。

　という脳内での冗談はともかく──

　イリスはトーマスの前に立つと、すぅと深呼吸をする。

　そして次に、祈りを捧ささげるように両手を組んだ。

　イリスの全身を、魔力の輝きが覆おおい始はじめる。

　ちなみに、別に魔法を使う際にあんなポーズをとる必要はないのだが、あれはイリスのクセというか、彼女なりの魔法イメージの作り方なんだろうと思う。

　イリスは今、必死に頑張っているのだ。

　そんな教え子の姿を見て、俺はいてもたってもいられなくなり、彼女にエールを送る。

「イリスーっ！　お前ならできる、頑張れー！　パパは応おう援えんしてるぞー！」

「……お兄さん、うるさい。……それじゃイリスが集中できない」

　メイファからツッコミを入れられた。しょぼーん。

　一方でイリスは、俺がそんなことをしている間にも、魔法を完成させていた。

「──【癒しの水ヒールウオーター】！」

　愛らしくも凜としたイリスの声が、応接室に響きわたる。

　と同時に──ぴちょん。

　トーマスの左腕の上、空中から光り輝く水すい滴てきが落下した。

　治癒の魔力を帯びた光が、トーマスの左腕全体へと広がっていって──

　やがてトーマスは驚きの表情を見せ、さらにはその左腕をぐるぐると回してみせた。

「おおっ……！　すごい、腕が動くぞ！　それに痛みも取れている！　──ありがとう、小さな勇者よ！」

「は、はいっ。治ったなら、良かったです」

「何かお礼をしないと。そうだ、失礼かもしれないけど、通常の治療報酬でいいかい？」

「え、ええっ……？」

　イリスはトーマスから、銀貨を三枚渡された。

　困ったイリスが、どうしようという目で俺のほうを見てくるので、俺は少女に向かってうなずいてやる。

「いいよ、もらっておけ。イリスの仕事に対する正当な報酬だ」

「え、えっと……はい、分かりました。先生が、そう言うなら……」

　イリスは両手で持った銀貨をじっと見つめると、それをきゅっと握にぎりしめて、胸の前で抱いた。そして──

「えへへ─」

　イリスはとても嬉しそうに笑った。

　それは、イリスが自分の力で稼かせいだ、初めてのお金だった。
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　その後俺たちは、オークロードが発見されたという洞窟へと向かった。

　村を出て、森の木き々ぎの間を、トーマスに案内されて進んでいく。

　その道すがら、俺はオークというモンスターへの基本的な対応法について、教え子たちにレクチャーをしていった。

「さて、これから戦うオークだが──こいつはパワーとタフネスが自じ慢まんの、近接攻撃型のモンスターだ。その代わりに、動きはかなり鈍にぶい。リオたちの敏捷性なら、よく見ていけば攻撃はまず回かい避ひできるはずだ。ただし複数のオークに囲まれたら危険だから、それは注意すること。いいな？」

「「「はーい」」」

　三人からは元気のいい返事。うーん、可愛いなぁ本当。

「戦闘での注意点は、今言ったとおりだが──もっと一般的な知識として、オークがどんなモンスターか、知ってるやつはいるか？」

　そう聞くと、メイファが挙手をした。

　俺が指名すると、メイファはこくんとうなずいて答える。

「……オークは、人型のモンスター。……大きくて、太ってて、顔が豚ぶたに似ていて、肌は緑色。大きな棍こん棒ぼうを振り回して、攻撃してくる」

「ん、正解だ。よくできました」

　俺が頭をなでてやると、メイファは少し嬉しそうな顔をした。

　またそれで得意になったのか、メイファはさらに説明を続けていく。

「……オークの種族的特とく徴ちようは、その性欲の強さにある。……オークは異種族の女性を襲おそって、子供を産ませる。……下半身の棍棒の攻撃力も絶大、それを叩き込まれた女性は耐たえられな──痛いっ」

　俺はメイファの頭にチョップした。

　メイファは涙なみだ目めで、頭をさすりながら恨うらみがましそうに俺を見てくる。

「……ひどい。……お兄さんが、説明しろって言ったのに」

「メイファみたいな可愛らしい子が、そんなお下品なことを口にしちゃいけません！　パパは許しませんよ！　──だいたいお前、そんな知識どこで仕入れてきたんだよ」

「……母親が持っていた、エッチな本」

「お、おう、そうか」

　……すでにこの世にいない人の悪口を言うのもあれだが──こいつらの母親、思っていた以上にヤバいな。仮に性せい癖へきだったとしても、オークに（ピーッ）されるエロ本なんて、子供の目に触ふれる場所に置いとくなよ。

　さておき、そんな話をしながらしばらく歩いていくと、やがて俺たちはオークの根城と思しき洞窟が見える場所までやってきた。

「本当に、ここまででいいんでしょうか？　やはり私も一緒に戦ったほうが……」

　案内役のトーマスが聞いてくる。

　イリスの魔法で傷が癒いえたトーマスは、自分もオークロードの討伐に参加すると言ってきたのだが──

「いえ、先にも言ったとおり、こいつらに経験を積ませたいんで。それに保護者としては俺が付いているから大丈夫です」

「分かりました。たしかにブレットさんのような凄すご腕うでの勇者がついていれば、心配はないですね。──ではすみませんが、私はここまでで。よろしくお願いします」

　トーマスはそう言って俺に頭を下げると、村のほうへと立ち去っていった。

　──よし、それじゃあ始めるか。

　俺は三人の教え子を手招きする。

　そして俺のもとに集まった教え子たち、一人ひとりに目を合わせて言った。

「さて本番だ。リオ、イリス、メイファ──三人とも準備は良いか」

「うん、兄ちゃん」

「はい、先生」

「……少しドキドキはしてるけど、大丈夫、やれる」

　俺に向かって、真っすぐな眼まな差ざしを返してくる教え子たち、

　それを確認した俺は、オークロードの洞窟へと視線を向けた。

　俺たちが今いる場所は、洞窟から少し離れた場所にある森の中だ。

　現在俺たちは、太い木の幹の後ろに隠れていて、少し身を乗り出せば洞窟の入り口が見える位置にいる。

　ただしそれをすると、向こうからもこちらの姿が捕ほ捉そくされてしまう危険性がある。

　ちなみに「向こう」というのは、洞窟の入り口の前に立っている一体の見張りオークのことだ。

　でっぷりとした緑色の巨きよ体たいが、大きな棍棒を持って洞窟前に立っている。

　今のところ、こちらに気付いている様子はない。

「よし、お前たち。あそこにオークの見張りが立っているのは、分かっているな？」

　俺がそう聞くと、三人はみんな無言でうなずく。

　それを確認して、俺は教え子たちに課題を出した。

「じゃあ三人で、あれを倒たおす方法を考えてみろ。決まったら俺に教えてくれ」

　教え子たちは、再びこくりとうなずいた。

　それから三人は、ああだこうだと戦い方の議論を始めた。

　ただ実際のところ、選せん択たく肢しはさほど多くはない。

　三人ともできることは限られていて、この状況下なら正解と呼べる戦術はわりと明白だし、こいつらならそこにたどり着くのは簡単だろう。

　メイファは何やら搦からめ手ての提案もしていたようだが、それは確実性の点で正せい攻こう法ほうに劣るという結論で、最終的に意見が一いつ致ちしたようだった。

　戦い方が決まったようだ。リオが代表して、俺に伝えにくる。

「よし、決まったみたいだな。教えてくれ」

「うん。すっげぇシンプルなんだけど──まずイリスの弓と、メイファの【炎の矢フアイアボルト】とで遠えん隔かく攻撃を仕し掛かける。その間にオレが突っ込んで、接近戦でトドメを刺さす。──それでどうかな、兄ちゃん……？」

　少し不安そうな、テストの採点を待つかのようなリオたちの表情。

　俺の考えは──

　……まあ、それが順当だろうなと思った。

　各自の最も得意な攻撃方法で、集中攻撃を仕掛けて倒す。基本的にはそれが正解といっていいだろう。

　ただ実戦では、選択した戦術が正解かどうかに固こ執しつすると、痛い目に遭いかねない。

　決行前の段階で、見えている情報の範はん囲い内ないで正解の戦術を選んでも、その後に起こった何らかのアクシデントで、ガタ崩れするということは十分にありうる。

　俺はそう考え、三人にこう伝えた。

「よし、それでうまくいくかどうか、実際にやってみろ」

　俺がそう言うと、三人はサッと緊張した面持ちになった。

　自分たちの考えが正解かどうかを、採点してもらえると思っていたのだろう。

　……が、それだけだとコミュニケーションエラーになりそうだったので、さらに俺は自分の考えを教え子たちに話して聞かせた。

　俺は三人の決めた戦術が適確だと思ったこと、ただ俺という一人の教師の見解は絶対の正解ではないこと、正解を選ぶことよりも結果を意識してほしいということ──

　それを聞いた三人は、まだうまく吞のみ込めないようだったが、少なくとも俺が意地悪をしているわけでないことだけは、理解してもらえたようだ。

　口をへの字にして複雑そうな顔をしたメイファが、ぽつりとこんなことをつぶやく。

「……お兄さんは、ダメなロリコンのお兄さんなのか、すごくしっかりした先生なのか、ときどきよく分からない」

「ははっ、バーカ。そんなの俺にも分かんねぇよ」

　俺はメイファの頭をうりうりとなでると、次にその少女をがばっと抱きしめた。

「やーめーろー」と言ってジタバタするメイファを、可愛いなぁ可愛いなぁと思って抱きしめていると、そんな俺の脛すねをリオが軽く蹴けっ飛とばしてきた。

「……兄ちゃん、メイファばっか可愛がりすぎ。……そこはオレの居場所だし」

　拗ねたような素そ振ぶりのリオが、頰を赤く染めてそっぽを向いていた。

　……おや？
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　リオがデレ期に入ってきたような気がして、これは合法的に抱っこが許されるのではないだろうかなどとも思ったが──今は魔王退治の最中だ、真面目にやろう。

　というわけで、作戦決行だ。

「よし、じゃあ行ってこい」

　俺がそう言うと、三人はうなずいて、スタート位置についた。

　そして──三人一斉に、隠れていた木の陰かげから飛び出した。

「頼たのんだぜ、イリス、メイファ！」

　リオ一人が、そのまま足を止めずに駆けていく。

　イリスとメイファは、洞窟への射線が通る位置まで出ると、そこで足を止めて、片や弓を構え、片や魔法のための精神集中に入った。

　目標は、洞窟前にいる見張りのオークだ。

　鈍どん重じゆうなオークは、少女たちが視界に現れたのを、しばらくぼんやりと見ていたようだったが、やがて慌ててぶるぶると顔を振って臨戦態勢をとった。

　だがオークが慌てたのも、一いつ瞬しゆんのこと。

　オークはリオたち三人を、敵ではなく「獲え物もの」と捉とらえたのか、ぐひっと口からよだれを垂らして、ニタニタしながら歩み寄ってきた。

　バカめ。うちの教え子たちは、ただの可か憐れんな少女じゃないぞ。

　最初に攻撃動作が整ったのは、イリスだった。

「──当たって！」

　引ひき絞しぼったショートボウから、矢を放つ。

　矢はまっすぐにオークに向かって飛び──

　──ドシュッ！

　オークの出っ張りすぎた腹部に突き刺さった。

　激痛の叫さけびを上げる見張りオーク。だが致ち命めい傷しようにはほど遠い。

　怒いかり狂くるったオークは、イリスに向かって駆け出そうとしたが、そこに──

「……まだまだ、終わりじゃない。──【炎の矢フアイアボルト】！」

　──ボボンッ！

　メイファの魔法攻撃が炸さく裂れつした。

【炎の矢フアイアボルト】は魔力によって火の玉を作り出し、それを矢のように飛ばして敵にぶつける魔法だ。

　初級の攻撃魔法の一つだが、術者の魔力の大きさに応じて、作り出せる火の玉の数が変わるという特徴がある。

　今のメイファの魔力だと、一度の【炎の矢フアイアボルト】で作り出せる火の玉の数は二つだ。

　その二つの火の玉が、オークの巨体にたて続けに直ちよく撃げきした。

　火の玉ひとつでも、ゴブリンのような小型モンスターなら、一いち撃げきで打ち倒すだけの威い力りよくがあるのだが──

『──グォオオオオオオオッ！』

　オークはイリスの矢に加え、メイファの【炎の矢フアイアボルト】の二に弾だん直撃を受けてなお、倒れることなく天に向かって咆ほう哮こうした。

　さすがはタフネス自慢のオークだ。

　オークは猛もう攻こうを受けてふらふらになりながらも、その瞳に怒りを宿してイリスとメイファを睨にらみつけ、その口からだらだらとよだれをたらす。

　だが、そこに──

「──まだだぜ！　テメェの相手は、もう一人残ってんだよ！」

　オークの巨体に向かって猛もう然ぜんと駆け込んでいく、小こ柄がらな少女の姿があった。

　リオだ。

　オークから見て斜ななめ前方から、疾しつ風ぷうのように接近していくリオ。

　それに対しオークは、慌てて棍棒を振り上げるが──

　その棍棒が振り下ろされるよりも、リオがオークの懐に飛び込む方が早かった。

「はあっ！」

　──ザシュッ、ズバッ！

　リオは【二段斬り】によって、瞬またたく間まに二発の斬ざん撃げきを叩き込んだ。

『──グギャアアアアアアッ！』

　そのオークはついに、断だん末まつ魔まの悲鳴をあげてどうと倒れ、そのまま動かなくなった。

　戦闘終しゆう了りようだ。

　俺はメイファとイリスを連れて、洞窟前のリオのもとまで行く。

　リオ、イリス、メイファの三人は、まずは三人で手を合わせて「いえーい！」「やったね！」「……さすがボクたち」と言って互いの健けん闘とうをたたえ合った。

　そして次に──

「なあ兄ちゃん、どうだった？」

　リオを先頭にした三人は、褒ほめてほしそうな目で俺を見上げてきた。

　いや、そんな目で見られたら、もうね。

「よーしよしよし！　リオもイリスもメイファも、みんな良かったぞ！　最高だ！」

「わふっ」「きゃっ」「あう」

　俺は腕を広げて、三人まとめて抱き寄せた。

　そして猫ねこ可愛かわいがりするように、みんなをなでこなでこしていく。

「うあ……兄ちゃん、今度はオレたちまとめて抱っこかよ……まあ、いいけど……」

「ふああっ……ふわああああっ……先生に、先生にっ……！」

「……ロリコンのお兄さんが、ついに本性を現し始めた。……でも、苦しゅうない」

　ああもう可愛いなぁ、可愛いなぁ。

　三人のほっぺたにちゅっちゅしたいぐらいだが、なんとか自重。

「さてと──」

　俺は三人を解放すると、洞窟のほうを見る。そして──

「──【拡大聴覚ハイヒアリング】」

　遠くのかすかな音も聞き取れるようになる魔法を使った。

　俺を起点に、水みな面もを波紋が伝わるようにして、音のセンサーが広がっていく。

　洞窟内の反応は──ないか。

　オークが結構大きな叫び声をあげていたから、洞窟内にいるオークに気付かれた可能性を懸念したのだが、洞窟自体が結構広いのか、特に反応はないようだった。

　その俺の様子に気付いたリオが、首を傾げる。

「……？　兄ちゃん、今、何したの？」

「洞窟内の音を拾っていた」

「音……？」

「ああ。洞窟内のオークが襲撃に気付けば、飛び出してくるかもしれないからな」

「あ、そっか。さすが兄ちゃん」

「おう、もっと褒めてもいいぞ」

　本当のところを言うと、見張りのオークは声をあげさせずに倒すのが望ましかったのだが、そこまでを今の三人に要求するのは、いくら何でも無理があるしな。

　教え子たちには、適切な難易度のスモールゴールを用意してやって、着実にステップアップしていってもらいたいところだ。

　それから俺は、再び三人を集めて伝える。

「よし、次は洞窟探たん索さくだ。ここから先は臨機応変な対応が必要になるぞ。いちいち俺に答え合わせして行動していたんじゃ間に合わないから、各自で判断して動くように。いいな」

「「「はーい」」」

　さて、次は洞窟探索だ。

　引率の先生として、しっかりとお仕事をしないとな。
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　三人の少女たちは洞窟の前に立ち、緊張の面持ちで中を覗いていた。

　俺は彼女らの後ろで、様子を見守っている。

　洞窟の壁かべはごつごつとした岩いわ肌はだで、少しだけ茶色みを帯びている。

　洞窟内の天てん井じようまでの高さや道みち幅はばは、巨体のオークが根城としているだけあって、広ひろ々びろとしたものだ。高さはリオたちの背せ丈たけの倍以上もあるし、道幅はそれ以上にある。

　洞窟内の明るさは、入り口付近は陽光が入り込んでまだ明るいが、奥おくに進むにつれて真っ暗くら闇やみになっている。

　闇の眷けん属ぞくであるオークは暗視能力を持っているが、俺たち人間はそうはいかない。

　洞窟探索には、灯あかりが必要だ。

「──【光ライト】！」

　イリスが魔法を唱えた。少女が手にした弓が、まばゆく輝きを放つ。

【光ライト】は物品にかけると、その物品が照明のように明るい光を放つようになる魔法だ。

　それから、洞窟を覗き込んでいたリオ、イリス、メイファの三人は、互いにうなずき合うと、今度は後ろにいる俺のほうを窺うかがうように見てきた。

　このまま進んでいいのか不安なようだ。

「気になるところがあったら助言するから、まずは思うようにやってみな」

　俺がそう言うと、三人はこくんとうなずいて、おっかなびっくりという様子で洞窟の中へと足を踏み入れていった。

　リオが先頭になって進み、イリス、メイファが後ろについていく。

　イリスが手にした弓の灯りが、周囲の壁にゆらゆらとした影かげを作り出していた。

　俺は彼女らの数歩後ろをついていきながら、自分でも【光ライト】の魔法を使い、持っている短たん剣けんの一本を照明に変えて、鞘さやにしまっておく。

　いざとなったときに、イリスの灯りが頼たよりだというのでは、引率の先生として十分な仕事はできないからな。

　少女たちは周囲を警けい戒かいしながら、洞窟の道をゆっくりと進んでいく。

　道はしばらく一本道で、うねうねと蛇だ行こうしながら続いていた。

「ねぇ、リオ」

「なんだよ、イリス」

「【光ライト】の魔法、リオの剣にも、かけておいたほうがいいかな……？」

「あー、まあな、あると助かるかも。オレがイリスの前に立つと、前が暗くなっちまうんだよな。魔力は大丈夫？」

「うん。【光ライト】はほとんど消しよう耗もうしないから、大丈夫だと思う」

「じゃあ頼む」

「分かった。──【光ライト】！」

　俺はそんな二人のやりとりを見ていて、よしよしと思う。

　彼女らにはそうやって、自分たちで考えて動けるようになってほしい。教師の指示を受けないと何もできないような勇者には育ってほしくない。

　そんなことを思っていると、メイファがイリスの横に寄って、うりうりと肘ひじを入れる。

「……そんなこと言って、本当は、暗いとイリスが怖いだけ。……イリスは怖がり」

「ちちちち、違うもんっ！　メイファはそうやって、すぐにからかう！」

「……だったら、こうしたらいい……ごにょごにょごにょ」

　メイファは何やらイリスに耳打ちをする。

　その際に、いつものいたずら好きの顔で俺のほうをちらと見た。

　一方で、メイファから耳打ちをされたイリスは、ぼんっと顔を赤くした。

「そそそ、そんなことできるわけないでしょ！　何考えてるの、メイファのバカ！」

「……そう言いながらイリスは、まんざらでもないと思ってる」

「違うもん！　私、そんなこと──」

　そう言いながら、今度はイリスが、俺のほうを窺うように見てきた。

　それからまた顔が真っ赤になり、ぶんぶんと首を振る。

「……そんな迷惑なこと……思ってないもん……」

　そう言って、イリスはしゅんとなってしまった。いったい何なんだ。

「おいメイファ、何だか知らんがイリスが困って──」

「……そんなお兄さんに……イリスをどーん！」

「うわわわわわっ……！」

「って、イリス!?　──おっととととと」

　何を思ったか、メイファがイリスの背中を押して、俺のほうへと突き飛ばしてきた。

　俺は慌ててイリスを抱きとめる。

「っと……大丈夫かイリス」

「は、はい……。……でも、先生の胸に抱かれて、先生のにおいで、くらくらして……」

「……は？」

「はっ……！　──いいいいいえ、な、なんでもありません！」

「お、おう、そうか。それならいいんだが」

　なんか今、不ふ穏おんな言葉が聞こえたような、聞こえなかったような。

　だがそれよりも、今はあいつだ。

「おいメイファ、お前いったい何やってんだ、真面目にやれ。いつどこからオークが襲ってくるか分からないんだぞ」

　俺はメイファにそう注意する。

　もっとも、俺が【拡大聴覚ハイヒアリング】で確認している限り、まだ近くにオークがいる様子はないから実際は大丈夫なのだが、そんなことはメイファは知らないはずだ。
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　なのにふざけるというのは、緊張感が足りないからで──などと思っていたのだが。

　メイファは首を横に振る。

「……大丈夫。……まだ近くに、オークはいない」

「なんでそんなこと分かるんだよ」

「……お兄さんも、分かってるはず。……だって、さっき使ってた」

「はぁ？　お前何言って──」

　そこまで言って、俺は脳内で一つの可能性に行きついた。

　その可能性は、メイファの性格や能力と合わせて考えれば、すぐさま確信へと変わる。

　まさか、こいつ……!?

　一方でメイファは、俺の表情の変化に気付いたのか、にやぁっと笑う。

「……気付いたみたいだね、お兄さん。その顔が見たかった。頑張った甲斐があった」

　そう言って、メイファがにっこりと微笑んでくる。

　いつか聞いたような台詞せりふに、いつか見たような天使のような悪魔のような笑顔。

　間違いない、こいつは──

「メイファ、お前──【拡大聴覚ハイヒアリング】、いつの間にか修得してたのか？　それで今、使ってるってことか……!?」

「……正解。……教科書を見て、面白そうな魔法だと思ったから、勉強した」

　にこにこ笑顔で答えるメイファ。

　確かに【拡大聴覚ハイヒアリング】は初級魔法だし、メイファが特に得意とする風属性の魔法だ。

　だが初級は初級でも、【発火イグナイト】や【水作成クリエイトウオーター】【光ライト】などの基礎魔法と比べると一段階上、【炎の矢フアイアボルト】や【癒しの水ヒールウオーター】などと同レベルの初級中位魔法であり、そう易やす々やすと修得できる魔法ではないはずなんだが──

　メイファのやつ、相変わらずのバケモノっぷりだし、相変わらずの才能の無駄遣いだ。

　だがこれを頭ごなしに否定するのも良くない。

　それを修得する余力があるならこっちを覚えたほうが──なんて教師が考える最適解の押しつけをして、生徒が自ら楽しんで学ぶ芽を潰してしまっては逆効果だ。

　メイファのやつは多分、ある程度自由にやらせた方が伸びる。

　だったらこれは注意せず、放置だ。

　それはそうと──俺は自分の腕の中に収まっているイリスに聞く。

「ところでイリスはさっき、メイファから何を言われたんだ？」

「うっ……せ、先生には、内緒です……（……怖いから先生の腕に抱きつきたいなんて、言えるわけないじゃない……メイファのバカ）」

「ん……？　今ボソボソっと何か言ったか？」

「いいいいいえ！　何でもありませんっ！」

　イリスは顔を真っ赤にして、わたわたしながら全力否定した。

　俺の天使が壊こわれ気味な気がする、今日この頃である。
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　その後も俺は、三人の教え子たちのあとについて、洞窟を進んでいく。

　するとしばらく歩いたところで、メイファがぴくりと反応した。

　それとほぼ同時に、俺の【拡大聴覚ハイヒアリング】もかすかな音を拾っていた。

　のしのしと歩く足音に、ふごふごといった鼻息の音。

　メイファが俺のほうへと振り返る。

「……お兄さん、聞こえた？」

「ああ。オークだな。数は──おそらくは一体か」

「……だと思う、鼻息が一つしか聞こえない。……まだ少し、距きよ離りがある。リオ、イリス、近くまでは、静かに行こう」

　メイファの提案に、リオとイリスが顔を見合わせてうなずいた。

　三人は静かに進み始める。

　俺も彼女らのあとを、音を立てないようについていった。

　やがて、大きく曲がりくねった通路の先に、広間が見える場所へとやってきた。

　広間には一体のオークがいて、手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で、うろうろとしている。

　オークはこちらに気付いていないようだ。あれならば、洞窟の入り口にいた見張りのオークと同様、三人の一斉攻撃で片付けられるだろう。

　そう思っていたのだが──

「なあ兄ちゃん、頼みがあるんだ」

　リオが俺のすぐそばまでやってきて、小声で話しかけてきた。

「頼み？　なんだ」

「あのさ、兄ちゃん……オレ、あいつと一人で戦ってみたいんだ」

　リオはそう言った。

　俺は驚いて、聞き返してしまう。

「一人で……？　ってことは、イリスやメイファの援えん護ごなしに、リオが一対一でオークとやり合うってことか？」

「うん。さっきやってみた感じ、多分イケると思ったし、やってみたいんだ。……やっぱり、ダメかな？」

　リオは怒られるのを恐れるような、不安そうな目で俺を見つめてくる。

　うーん……

　実際のところ、俺の判断でも、それはアリなんだよな。

　俺の目から見ても、リオの実力なら、オークと一対一でやり合っても分ぶはいいと思う。それに万一があっても、致ち命めい打だを受ける前には、俺が助けに入れるだろう。

　何より、その経験をリオにさせてやりたいという気持ちが、俺の中にふつふつと湧わき上あがっていた。

　本当に危ないなら、本人がやりたいと言っても止めるのが教師の責務だと思うが、今回は俺の判断でも問題のない範囲だ。

「メイファとイリスは、それでいいのか？」

　残り二人の生徒に聞くと、彼女らもまたうなずく。

「……ボクは楽ができるなら、それに越したことはない」

「私もいいですけど……リオ、本当に大丈夫？」

「うん、やれる……と思う。ていうか、やってみたいんだ。──なあ、頼むよ兄ちゃん。やらせてよ、この通り！」

　リオはそう言って、ついには俺のことを拝んできた。

　ちなみに【拡大聴覚ハイヒアリング】の範囲内に、ほかのオークの気配もなし。

　だったら──

「よし分かった、やってみろ。でも危ないと思ったら、すぐに助けに入るからな」

「ホント!?　やったあ！　兄ちゃん大好き！」

　リオはがばっと、俺に抱きついてきた。

　俺は脊せき髄ずい反射的にリオの背中を抱き寄せて、その少女の頭をなでこなでこする。

「よーしよしよし、リオは可愛いなー」

「えへへー、兄ちゃん大好きー」

　お互いにひとしきり、そんな動作をしたあたりで──はて、と気付く。

　あれ……？　リオって、こんなキャラだっけ？

　一方のリオのほうも、はたと何かに気付いたようだ。慌てて俺から離れていく。

「……あー、こほん。……んじゃ、行ってくるな、イリス、メイファ。──あと兄ちゃん、あんまりそうやって、気安くオレに抱きついてくるなよな」

　リオは耳まで真っ赤に染めながら、俺のことを指さしてそんなことを言いつつ、剣を抜いて、そのままてってとオークのほうへ向かって走っていった。

　んん……？　いや、今のはリオのほうから抱きついてきた気がするんだが……。

　そう首を傾げる俺のかたわらでは、イリスとメイファのやり取り。

「ねぇメイファ。リオ、どうしたんだろ？　言ってること変だったよね？　ていうか、いつもあんなに素直に先生に懐なついてたっけ？」

「……リオも、複雑で多感なお年頃。……分かってあげよう」

　メイファひとりが、うんうんと分かったような顔をしてうなずいていた。

　何だか分からないが、複雑で多感なお年頃ならしょうがないな。

　──なお結果を言うと、リオはオークを相手に、見事に完かん封ぷう勝利した。

　持ち前の素早い動きで鈍重なオークを翻ほん弄ろうし、相手がバランスを崩した隙すきに【二段斬り】を叩き込む。

　タフなオークはそれだけでは倒れないが、リオはまったく慌てない。

　ダメージを負ったオークが、怒り狂ってぶんぶんと棍棒を振り回してくるところを、リオは闘とう牛ぎゆう士しのように華か麗れいにさばいて、さらに二回の【二段斬り】をぶち込んだところで、オークはついに倒れて動かなくなった。

　ちなみにだが、オークというのは、決して弱いモンスターではない。

　一般人が戦う場合、武器を持った大の男が数人で束になってかかっても、犠ぎ牲せい者しやを出さずに勝つのは難しいぐらいの相手だ。

　それをリオは、一人で圧倒した。

　まだ子供と呼んでも差し支えないぐらいの少女が、たった一週間の訓練で、すでに勇者としての頭角を現しつつあるのだ。

　まったく──何度も言うようだが、末恐ろしいことこの上ない。

　なお勝利したリオは、にひっと満足げな笑みを浮かべて俺に向かってＶサインを見せてきて、ありていに言ってめちゃくちゃ可愛かった。
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　入り口の見張りオークを撃退し、洞窟の中ほどにいた、はぐれオークもリオが打ち倒し、快かい進しん撃げきを続けていく三人の少女勇者たち。

　彼女らはさらに、洞窟を進んでいく。

　そして、ついに──

「……いた、ボス。……あれがオークロード」

　メイファがいつになく、真しん剣けんな声色で言う。

　リオとイリスもそれぞれの武器を構えて、メイファ同様に前方を見すえていた。

　そこは洞窟の終点にして、ほかのどの広間よりも広大な大広間だった。

　広間の入り口にリオ、イリス、メイファの三人が立ち、後ろには俺がつく。

　一方で、部屋の奥には四体のオークがいた。

　オークたちは相変わらずの巨体で、対する少女たちと比べると、大人と幼児ぐらいのサイズ感なのだが──

　その四体のオークのうちの、一体。

　大広間の一番奥で、不敵に笑っているそのオークこそ、魔王オークロードだった。

　体の大きさも造形も、普通のオークと大きく違った部分はない。

　だがそいつは、どす黒い瘴しよう気きを全身にまとわせていた。

　ゆらゆらと揺れる闇の力の波動が、力を誇こ示じするように周囲にまき散らされている。

　体の大きさは同じでも、その存在感、威い圧あつ感かんが段だん違ちがいなのが魔王だ。

　その魔王オークロードの姿を見て、三人の天才勇者見習いたちは、一様に険しい表情を見せ、額からは汗あせをたらしていた。

「気を付けろ、イリス、メイファ。あいつ……強い」

「うん、分かってる。ていうか……」

「……ちょっと、無理ゲーのにおいがする。……あいつだけならまだしも、ほかにも三体のオークとか……」

　リオ、イリス、メイファの三人とも、オークロードの強さを的確に感じ取っているようだった。

　勇者の才覚の一つとして、敵の強さを肌感覚で察知する能力がある。

　優秀な勇者は、対たい峙じしただけで強敵を嗅かぎ分わける。

　その三人の感覚が、オークロードを今の自分たち一人ひとりより格上の存在として受け取ったのは、正しい感性だ。

　そして俺も、ちょっとこのバランスは無理があるよなぁと思っていた。

　メイファの言い方が、ほぼそのまんま妥だ当とうだ。

　オークロード単体ならまだしも、それに加えて取り巻きのオークが三体もいるとなると、三人だけで戦うのはあまりにも危険だ。

　これはまあ、引率の先生の出番だろうな。

　俺は三人の横手まで進み出て、教え子たちに伝える。

「ちょっと戦力バランスが悪いから、俺も戦うことにするよ。オーク三体は俺が相手をするから、リオ、イリス、メイファの三人はオークロードな」

「えっ……でもいくら兄ちゃんでも、一人でオーク三体も相手するのはさすがに……」

　リオがそんなことを言ってきた。

　えー、俺ってその程度だと思われてたのか。ちょっとショック。

　いやまあ、そうなるように力を隠していたからではあるんだが。

　俺は隣にいるリオの頭に手を乗せて、わしわしとなでてやる。

「わふっ……な、なんだよ兄ちゃん！　ふざけてる場合かよ！」

「いやぁ、リオも一丁前に俺の心配をするようになったかと思ってな。でも俺はお前たちの先生だぞ。お前たちは、自分たちの戦いのことだけを考えていればいい」

「で、でも……！」

　それでもリオは、不安そうな顔を俺に向けてくる。

　うーん、俺のことが気になって、リオたちが自分の戦いに集中できないのは困るな。

　しょうがない、ならこうするか。

「分かった。じゃあリオたちは、しばらくそこで待機な」

「へっ……？」

「先に俺の仕事を片付けてくるよ」

「ちょっ……！　ちょっと待って、何言って──兄ちゃんってば！」

　俺はリオの頭をもう一度わしわしとなでると、彼女たちの前に進み出て、腰の鞘から剣を引き抜いた。

　そしてのんびりと、オークたちのほうへと歩いていく。

　その俺の姿を見て、オークたちは、バカにされたと思ったのかもしれない。

『──グァオォオオオッ！』

　魔王オークロードは、俺を指さして、配下のオークたちに命令を下したようだ。

『『『──グァルァアアアアアッ！』』』

　配下の三体のオークが、棍棒を振り上げて襲い掛かってきた。

　猛然と駆けてきたオークたちは、俺の目の前まで来ると、その手に持った棍棒を一斉に振り下ろしてくる。

　俺はその場で動かず──

「兄ちゃん！」「先生!?」「お兄さん！」

　教え子たちの悲鳴が、背後から聞こえてくるが──

　──ガギィイイイイイインッ！

　三本の巨きよ大だい棍棒が、俺の頭上で止まった。

　俺は一振りの剣で、オークどもの棍棒の一撃を、まとめて受け止めていた。

「あんまり学校の先生をなめるなよ」

　俺が持っている剣は、現役魔王ハンター時代に入手した、まあまあの階級の高品質武器だ。オークの攻撃程度で折れたりはしない。

　そして無論、たかだか三体のオークを相手に、俺自身がパワー負けをするなどということもなく。

　ちなみに言うと、避ければいいだけの話でもあったのだが、このあたりはちょっと強いところを見せてやりたかったパパの親心だ。

「よっ──と」

　俺は腕に軽く力を込めて、オークたちの棍棒をまとめて勢いよく押し返した。

　どすどすと巨体をよろめかせる三体のオーク。そこに──

「──【疾しつ風ぷう剣けん】」

　俺はオークたちのもとに一歩踏み込むと、無差別の連続斬撃を放った。

　トータル十二発の斬撃を瞬間的に打ち込むと、剣を鞘に納める。

　一瞬の後、全身を切り刻まれた三体のオークが、血を噴き出しながら倒れていった。

「……ふぅ」

　よし、職務完かん了りよう。

　最近まともに実戦してなかったから、いい運動にはなったかな。

　そして、それを見た教え子たちは──

「すっげぇ……兄ちゃんすげぇ！」

「先生……カッコイイ……」

「……驚いた。……ただのロリコンのお兄さんじゃ、なかった」

　などと、思い思いの感想を口にしていた。

　よしよし、もっと尊敬してくれてもいいぞ。特にメイファな。
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　だがその一方で──

『──グォルァアアアアアアアッ！』

　ついに大ボス──魔王オークロードが、怒りの形相で棍棒を振り上げ、俺に向かって襲い掛かってきた。

　通常種のオークとは段違いの、相当な猛もうスピードで突とつ進しんしてくる。

　魔王となった個体は、配下を統率する能力を持つほか、攻撃力、防ぼう御ぎよ力りよく、敏捷性、魔力のいずれもが、通常種よりも大おお幅はばに増大するのだが──

「そう慌てるなって。お前の相手は俺じゃねぇ──よっ」

　俺はオークロードが振り下ろしてくる棍棒を【パリィ】のスキルを使って剣で受け流すと、目の前の巨体のどてっ腹に蹴りを叩き込んだ。

『グォオオオオオオッ……!?』

　オークロードの巨体は広間の奥へと大きく吹き飛んで、ごろごろと地面を転がった。

　ちなみに、派手に吹き飛ばしたものの、なるべくダメージはないように蹴っておいたので、このあとの戦闘に大きな影えい響きようはないはずだ。

　俺は教え子たちのほうへと戻ると、呆ぼう然ぜんとする三人に手を出させ、ひとりずつに手を合わせていく。

「バトンタッチだ。リオ、イリス、メイファ──行ってこい」

「「「──は、はい！」」」

　よし、いい返事だ。

　俺は三人の後方のポジションにつくと、腕を組んで戦せん況きようを見守るモードに入った。

　さ、ここからが本番だぞ。頑張れ、我が教え子たちよ。

　お前たちならやれる。パパはいつでも応援してるからな。

　いや、心の中で応援するだけじゃなく、声に出して応援したほうがいいな。よし──

「フレーッ、フレーッ、リオ！　頑張れ頑張れイリス！　負けるな負けるなメイファ！　わぁあああああっ！」

「……ああいうところがなければ、本当にカッコイイのに。……お兄さんは、いつも締まらない」

　メイファが俺を見て、ため息をついていた。あれれぇ……？
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　俺からバトンタッチされた三人の少女勇者たちは、武器を構えて広間の奥へと視線を向ける。

「よし、やるか」

「うん。あいつ一体だけなら」

「……それでも、大変そうだけど。……働きたくないけど、仕方ない」

　三人の視線の先にいるのは、憎にく々にくしげにこちらを睨みつけながら立ち上がる、どす黒い瘴気をまとったオークロードの姿だ。

　ちなみにだが、魔王となったモンスターはただひたすらに暴力で敵対者を屈くつ服ぷくさせようとするだけで、逃げたり降参したりする魔王は確認されたことがない。

　暴力・支配・征せい服ふくへの欲求が、生存本能をも上回るという異常性。それもまた魔王の特徴の一つだ。

　そんなオークロードの様子を見ながら、リオが妹たちに向かって言う。

「洞窟の入り口のときと、やり方は一緒でいいな？　オレらの得意技をぶつけて、ぶっ飛ばす！」

「うん、それしかないもんね」

「……バカの一つ覚え。……もっと芸を覚えたいけど、今はないものねだりをしてもしょうがない」

　少女たちは互いにうなずき合う。そして──

「じゃあ行くぜ！　二人とも、援護任せた！」

　リオがオークロードに向かって駆け出した。

　ただリオは、真っ直ぐには進まない。

　緩ゆるやかな弧こを描えがくように斜めから切り込んで、イリスとメイファの遠隔攻撃の邪魔にならないようにする。

　そのリオが開けた射線を使って、最初に攻撃を仕掛けたのはイリスだった。

「──いけっ！」

　イリスは引き絞ったショートボウから、矢を放つ。

　放たれた矢は、ギュンと風を切ってオークロードへと向かうが──

　フッと、オークロードが身を反らした。巨体からは想像しづらい俊しゆん敏びんな動きだ。

　イリスが放った矢は空を切り、洞窟の奥の壁へとぶつかって弾はじかれた。

　オークロードがにぃと笑う。

「そんな……!?　よけられた!?」

「……でも、まだ──【炎の矢フアイアボルト】！」

　そこにメイファが魔法攻撃による追つい撃げきを放つ。

　メイファのそばの空中に生まれた二つの火の玉が、二条の燃え盛る矢となって発射され、オークロードへと迫せまる。

　オークロードはそれも、鋭い反応速度で横に跳とんでかわそうとした。

　だが【炎の矢フアイアボルト】には、緩やかながら追つい尾び性せいがある。

　オークロードの俊敏な回避行動によって一発は外れたものの、もう一発は直撃した。

　しかし──

「……あんまり、効いてない」

　結果を見たメイファの、不満そうな声色。

　燃え盛る火か炎えんの一撃は、オークロードの体を覆う瘴気のバリアによって大部分がかき消され、本体にはさほどのダメージを与えていないようだった。

「──はあああああっ！」

　そこにリオが切り込んでいく。

　オークロードがメイファの魔法攻撃に対応した隙をついて、懐にもぐり込み──

「──【二段斬り】！」

　リオ得意の連続攻撃を叩き込んだ。

　それは二発とも、オークロードの胴どう体たいを綺き麗れいに捉えるが──

　──ギャリッ、ギャリリッ！

　金属を削けずったような音とともに、リオが振るったショートソードが弾かれた。

「なっ……！　硬かってぇ！」

　魔王の瘴気バリアと皮ひ膚ふの硬かたさとで、オークロードは高い防御力を誇ほこる。

　リオの攻撃力では、たやすくは突とつ破ぱできないようだ。

　リオは慌ててバックステップし、オークロードから間合いを取ろうとする。

　しかし──

「んなっ……！」

　そのリオを、オークロードが猛然と追いすがった。

　通常種のオークとは、まるでレベルの違う速さ。

　オークロードはにぃと笑い、棍棒を横よこ薙なぎに振る。

　ごうと唸うなりを上げてリオに襲いかかる、巨大な棍棒の一撃。

「くっ……！」

　回避は間に合わないと悟さとったリオが、体の前で両腕をクロスした。

　さらにとっさに後方へと跳ぶ。

　リオの体が吹き飛ばされた。

「──うぁあああああっ！」

「ちょっ、リオ……うげっ」

　吹き飛ばされたリオの体は、ちょうどメイファにぶつかった。

　二人は絡からみ合あい、ごろごろと地面を転がる。

「痛いてて……つぅ─、効いた─。でもメイファのおかげで、少し痛くなかったな」

「……その分、ボクが痛い。……あとリオ、重いから、早くどいて」

「あ、わりぃわりぃ。それにしてもメイファ、なかなか育たねぇよな」

「……ムカッ。どこに手を置いて言ってる」

「ちょっと二人とも！　じゃれてる場合じゃないでしょ！」

　イリスの叱しつ責せきに、えへへっと笑って立ち上がるリオとメイファ。

　俺はそれらの様子を見て、顎あごに手を当てて考える。

　ふむ……一瞬ヒヤッとしたが、あいつらのテンションを見た感じ、大丈夫そうだな。

　いや、オークロードの攻撃力って、まあまあヤバいはずなんだけどな。

　普通のオークの攻撃でも、一般人なら一撃で致命傷レベルだし、そこに魔王補正も加わっているのだから、オークロードのパワーは相当のものになる。

　でもリオの勇者としての打たれ強さに加えて、自ら後方に跳んで衝しよう撃げきを逃がすといったとっさの立ち回りの巧うまさもあって、どうやら大ダメージには至らなかったようだ。

　あの様子なら、このまま見ていても大丈夫そうだが──

　まあでも、一応本人たちにも聞いておくか。

「おーい三人とも、大丈夫か？　ギブアップなら代わるが」

「へっ、このぐらいどーってことねぇよ、兄ちゃん」

「……これからが、ボクたちの反はん撃げき。……ここで代わられたら、お兄さんを恨む」

「先生、大丈夫です。もうだいたい分かりました。あれなら──勝てると思います」

　リオ、メイファ、イリスから頼もしい言葉が返ってきた。

　ん、引率の先生の出番は、もうなさそうだな。

「よし──じゃあやってみろ」

「「「はい！」」」

　三人は元気よく返事をして、散開した。

　リオがまた、オークロードに向かって駆けていく。

　一方でイリスとメイファは、互いにうなずき合うと、タイミングを合わせて弓と魔法の準備を始めた。

「──はっ！」

　イリスが、引き絞った弓から矢を放つ。

　オークロードはそれを、にやりと笑って先と同じように回避するのだが──

「……それを、待ってた──【炎の矢フアイアボルト】！」

　先ほどと違ったのは、メイファが魔法攻撃を放ったタイミングだ。

　一いつ拍ぱく、早い。

『──ッ!?』

　──ボボンッ！

　オークロードが困こん惑わくの表情を浮かべたのと、メイファが放った二弾の火炎の矢がオークロードに直撃したのが、ほぼ同時だった。

　それを確認したイリスとメイファが、ニッと笑い合う。

　なるほどな。二人の攻撃のタイミングを絶ぜつ妙みように合わせることで、オークロードがイリスの矢への回避行動をとった瞬間に、メイファの【炎の矢フアイアボルト】が直撃するようにしたわけだ。

　それでももちろん、瘴気のバリアに阻はばまれて、大ダメージは与えられないのだが──

「うわぁ、やっぱり硬いね……でも」

「……うん、まったく効いてないわけじゃない。……一発で大ダメージを与えられないなら、連発して大ダメージにするだけ」

　イリスとメイファは、再び攻撃の準備を始めた。

　よし、それでいい。一撃で大だい打だ撃げきを与えられずとも、へこたれずに何度でも攻撃するというのは、魔王退治には必要な考え方だ。

　そして、それに続くのはリオだ。

　メイファの【炎の矢フアイアボルト】が二弾直撃しても怯ひるんだ様子のないオークロードに、猛もう烈れつな速度で突進していく。

　リオが手にした剣には、勇者の力の発現たる青い燐りん光こうが宿っている。

　それは【二段斬り】ではない、彼女がもう一つ修得しているスキルの輝き──

「これならどうだよ──【スマッシュ】！」

　ズシャアッ！

　リオの剣がオークロードの脇わき腹ばらを切きり裂さいて、そのまま敵の後方まで切り抜けた。

　連れん撃げきを仕掛ける代わりに一撃の威力がわずかに落ちるという【二段斬り】は、普ふ段だん使づかいには便利なんだが、防御力が高い敵に遭そう遇ぐうすると途と端たんに手も足も出なくなる。

　一方の【スマッシュ】は、一撃ながら威力の高い攻撃を放つ技だ。

　防御力が高い敵には【二段斬り】よりも有効打が出せる。

　もちろん、一撃で致命傷になるようなものでもないが、かすり傷というほど小さなダメージでもない。

「うっし、通った！」

　嬉しそうなリオの声。

　だが慢まん心しんしたわけではない。

　リオはすぐに振り返ると、ぶんと振るわれた棍棒の一撃をバックステップで回避。

　そしてさらにもう一撃、オークロードが小さな勇者を叩き潰さんと、猛烈な勢いで頭上から振り下ろした棍棒を──

「たしか、兄ちゃんがやってたのは──こう！」

　──ガギンッ！

　リオはショートソードを、振り下ろされる棍棒の横っ腹に叩きつけ、その軌き道どうを見事に逸そらしていた。

　ずぅんと地鳴りのような音を立てて、棍棒がリオのすぐ横の地面へと突き刺さる。

　それを見た俺は──

「う、噓だろ……？」

　驚きを隠せず、そうつぶやいていた。

　あれはどう見ても、【パリィ】の動き。リオにはまだ教えていないスキルのはず。

　まさか──さっきの俺の戦いを見ただけで、動きを盗ぬすみ取とったっていうのか……？

　もちろん完璧な再現ではないのだが、実用できるレベルでいきなり使いこなしただけでも、十分に意味が分からない。ていうか、本当に意味が分からない。

　そして、オークロードがリオにばかり構っていれば──

「魔王さん──背中がお留守！」

「……もっと、そうしているといい──【炎の矢フアイアボルト】！」

『──グギャォオオオオオオオッ！』

　リオに夢中になっていたオークロードの背中に、イリスが放った矢と、メイファの【炎の矢フアイアボルト】とが、たて続けに突き刺さる。

　オークロードは苦く悶もんの叫び声をあげ暴れ回るが、リオはその動きを冷静に見切り、振り回される棍棒を的確に回避していく。

　それらを見ていて、俺は思った。

　……あー、これはもう、勝負ついたな。

　そんなわけで、俺はあとは安心して、教え子たちの立ち回りを見守るモードに入った。

　リオ、イリス、メイファの猛攻で、次つぎ々つぎとダメージを負っていくオークロード。

　逆にオークロードの攻撃はなかなかリオを捉えることができず、たまに攻撃が命中しても、リオへのダメージがかさんでくれば、イリスが【癒しの水ヒールウオーター】で治療してしまう。

　戦闘こそ長引いたものの、やがてオークロードの生命力も尽つきる。

　三人の猛攻を受け続けた魔王は、ずぅんと音を立てて、ついには倒れた。

　敵が動かなくなったのを確認して、リオは地面にばったりと大の字に倒れ、イリスとメイファもへなへなとその場に崩れ落ちる。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……ようやく……倒した……」

「つ、疲れた……」

「……も、もうやだ……働きたくない……」

　ぜぇぜぇと荒あらく息をつく、三人の少女勇者。

　俺はそんな教え子たちのもとに歩み寄って、ねぎらいの言葉をかける。

「お疲れさん──よくやったな、リオ、イリス、メイファ」

　俺がそう言うと、三人は少し笑って、申し合わせたように全員Ｖサインを見せてきた。

　うちの教え子たちは、何をやっても最高に可愛いなぁと思った俺だった。
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　倒したオークロードの肉体は、しばらくすると崩れていき、やがてサラサラとした灰のようになった。

　俺は、洞窟の床ゆかに積もった灰の中を探り、一つの宝石を見つけ出す。

　片手でどうにか握れるぐらいの大きさの、紫むらさき色いろの宝石だ。

　その俺の様子を、横たわったまま見ていたリオが、がばっと上半身を起こし、興味ありげに聞いてくる。

「兄ちゃん、その宝石みたいなの、何？」

　イリスとメイファも興きよう味み津しん々しんという様子だった。

　俺は三人に向かって講義をする。

「これは『魔ま石せき』と呼ばれるものだ。魔王を倒すとこうして手に入る。これを勇者ギルドに持っていくと、魔王を討伐した証になって賞金がもらえるわけだが──ほれ、リオ」

「うわっ──ととと」

　俺が放ったオークロードの魔石を、リオが慌ててキャッチする。

　そのリオのもとに、イリスとメイファも寄っていく。

　三人はリオの手に収まった魔石を見て、不思議そうな顔をしていた。

　まだ実感が湧かないのかもしれない。

「それはお前たちが、自分たちの力で魔王を倒した証だ。誇っていいと思うぞ」

　俺がそう言ってやると、ようやく実感が湧いてきたようだ。

「これが、オレたちが魔王を退治した証……」

　三人は目をキラキラと輝かせて、リオの手にある魔石を見つめていた。




　オークロードを倒して洞窟を出た頃には、空はすっかり夕焼け色に染まっていた。

　村へ戻って魔石を見せ、魔王退治完了の報告をすると、トーマスや村長、それに村の人たちから次々と感謝の言葉を向けられた。

　それは村を脅おびやかす魔王を打ち倒し、村を救ったことに対する感謝の言葉だった。

　俺は教え子たちを矢や面おもてに押し立て、少女たちに感謝の雨を浴びさせる。

　三人は終始照れくさそうにその言葉にさらされていたが、やがて耐えきれなくなったのか、イリスなどは俺の後ろに逃げ込んで隠れてしまった。小動物チックな動きが、とても可愛かった。

　その後は村を出て、街へと戻り、勇者ギルドに魔王退治の報告をする。

　受付で、リオが代表してオークロードの魔石を見せると、鑑かん定ていのためにしばらく待たされた後、報酬が支し払はらわれた。

　金貨六十枚。黄こ金がね色いろの貨か幣へいの山を前に、リオたちがごくりと唾を飲んでいたので、俺はそれを小さな布ぬの袋ぶくろに入れて、リオに渡してやった。

　ちなみに金貨六十枚というのは、街で暮らす人々の二ヶ月分の給料に相当する、結構な額の大金だ。

　リオは金貨の詰つまった袋を受け取って呆然としていたが、そのうちぶんぶんと首を横に振って、俺に金貨袋を突き返してきた。

「これ、受け取れない。オレたちはまだまだ半人前だろ。兄ちゃんがいなかったら魔王退治だって全然無理だった。だから──これは兄ちゃんが受け取って」

　またイリスも、それに同意する。

「私もリオに賛成です。それに先生、前に言ってたじゃないですか。私たちにはいずれ、体で払ってもらうって──あっ」

　イリスが言ってから、慌てて手で口をふさぐ。

　ざわっと、勇者ギルドの内部が騒そう然ぜんとなった。

　ま、まずい……。

　奥にいる女性ギルド職員たちのほうから、こんな声が聞こえてくる。

「……前のときは誤解だって言ってたけど、やっぱりあの人……」

「でもロリコンでも、あんなイケメンなら……美青年と美少女たちが、教室という誰も来ない密室でイケナイことを……あっ、鼻血が」

「うん、分かった。あんたも一緒に通報しないといけないみたいね。ピポパっと……」

「ぎゃーっ、待って待って！　次のコミックフェスで出す薄うすい本の妄もう想そうをしてただけじゃない！」

　そんな女性ギルド職員たちのやり取りを耳にした俺は、とりあえず教え子たちを引っつかんで、勇者ギルドから逃とう走そうした。逃走は成功した。

　なお結局、魔王退治の報酬は俺が預かり、リオたち三人にはお小こ遣づかい制で月つき々づき幾いく分ぶんかの銀貨を渡すことに決まった。

　そうして勇者ギルドで報酬受け取りを終えたら、あとは村に帰るばかりなのだが。

　俺はひとつ、せっかく教え子たちが困難を乗り越えて、彼女らなりの偉い業ぎようを成し遂げたのだからと、ねぎらいのパーティーをしようと考えた。

　というわけで、街でパーティーのための食材の買い出しをしてから帰ることにした。

　そんな折、街角でメイファが俺の服をくいくいと引っ張ってきた。

　何かと思えば、こんなことを言ってくる。

「……お兄さん、ボクたちのお祝いなら、ボクはお酒を飲んでみたい」

　メイファは露ろ店てんで売られている果実酒を指さして、キラキラと目を輝かせていた。

　一般にお酒は、成人である十五歳になってからだ。

　聞いたところによれば、リオが十四歳、イリスとメイファはまだ十三歳らしく、本来ならば彼女らの飲酒はＮＧである。

　でもまあ、少量なら体に悪影響はないだろうし、保護者が見守る中で子供のうちに経験させておいた方がいいという考え方もあるしな。

「よし分かった、今日だけ許してやる。でも一いつ杯ぱいだけだぞ」

「やった！　……話の分かるお兄さんは、好き。……お礼にロリコンのお兄さんがしてほしいこと、少しなら、してあげてもいい」

　そう言ってメイファが俺の腕にへばりついてきたので、俺はメイファの脇腹をくすぐってやる。メイファは楽しげに身を悶もだえさせながら、俺から離れた。

「……くっ……くすぐりとは、卑ひ怯きような」

「何度も言うが、そういう大人のからかい方をするな。いずれ痛い目を見るぞお前」

「……大丈夫。……お兄さんにしか、やらないから」

「だからそれも大丈夫じゃないんだって……」

　俺は大きくため息をつく。お兄さんの自制心がもつうちにやめてくださいね？　ホントお前ら、冗談にならんぐらい可愛いんだから。

　と、そんなやり取りをしつつ、その露店で甘めの葡ぶ萄どう酒しゆを購こう入にゆう。

　パーティーの食材もたんまりと買って、村へと帰った。

　それから自宅で、みんなで食事を作って、リビングのテーブルに並べる。

　いつもより料理の品数は多めで、豪ごう勢せいな食しよく卓たくができあがった。

　葡萄酒はリオやイリスも欲しがったので、各自小さめのコップに一杯だけ注いでやる。

「「「「いただきまーす！」」」」

　四人で料理の前で手を合わせて、パーティーの開始だ。

　少女たちは、がつがつはぐはぐと、あるいはむぐむぐもきゅもきゅと、色とりどりの料理と格かく闘とうを始める。

「あーっ、この鶏とり肉にくのソテーまじうめぇ！　ヤバい、無限に食える！」

「リオはもっとサラダも食べないと。あとこのパンも香こうばしくておいしいよ」

「……シチューも、いつもと一味違う。バターをふんだんに使った、堕落の味がする」

　俺はそんな教え子たちの様子を微笑ましげに眺ながめながら、自分も食事をする。

　子供がたくさん食べているのを見ていると、心が温かくなるよな。

　……と、そこまでは良かったのだが。

　誤算だったのは、彼女ら三人が三人とも、あまりにも酒に弱かったことだ。

　少女たちは葡萄酒を、食事の間に恐る恐る、ちびちびとなめていたのだが、少量の一杯を飲み終える前に、目がとろんとし始めた。

　そしてさらに困ったのは、三人が甘え上じよう戸ごで、絡み上戸で、抱きつき上戸だったということだ。

　完全にできあがってしまった頃には──

「えへへー……あのね、オレ兄ちゃんに抱きつくのも、兄ちゃんに抱っこしてもらうのも、本当はすっごい気持ちいいんだー」

「先生……私、先生のにおいが好きなんです……落ち着いて、くらくらして……こんな変態な女の子、先生はやっぱり嫌いですか……？」

「……ロリコンのお兄さんは、こうしてボクたちに抱きつかれると、我慢ができなくなる。……ボクたちに襲い掛かって犯罪者になるのも、時間の問題。……そんなお兄さんを受け入れる準備は、できてる」

　そんな風に言いながら、三人とも俺にへばりついてきていた。

　……もう途と中ちゆうあたりから、全員口から出てくる言葉がおかしすぎて、俺は彼女らの言うことは片かたっ端ぱしから右から左に聞き流していたわけだが。あーあー、聞こえなーい。

　それにしても、どうしようかこの事態……。

　この場面を誰かに見られたら、俺の社会的生存が瀕ひん死しになることは間違いない。

　なんて思いながら、適当に三人の相手をしていたのだが、そのうち三人とも、俺にへばりついたままくぅくぅと寝ね入いってしまった。

　……まあ、今日は疲れただろうからな。仕方がない。

　俺は三人を寝室の各自のベッドにどうにか寝かせると、パーティーの片づけを一人で終わらせた。

　本当は片付けも全員でやるべきなんだが、三人がたくさん頑張った今日だけは特別だ。

　そして片付けが終わった頃には眠ねむ気けが襲ってきたので、俺も自分の寝室で床とこについた。

　今日は本当、俺も疲れたわ……。




　そうして、教え子たちの初めての冒ぼう険けんが終わった、その数日後。

　俺のもとに、勇者協会から一通の通達が届いた。

　それは俺の元同僚教師アルマが言っていた、サイラスたちの社会科見学を伝える通知だった。
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　勇者協会から来た通達は、こんな内容のものだった。

　曰いわく──王都の勇者学院から生徒が十八名、貴校を見学に向かう予定です。日取りと時間はいついつですので、その時間は教師・生徒とも校舎在中のこと。

　なお勇者協会の役員サイラスと、王都の勇者学院教師アルマの二名が引率します。特別授業などを行う場合は、引率の二名と相談の上行ってください。以上。

「……はー。まったく、自分の虚きよ栄えい心しんを満たすために生徒たちを巻まき込こむなんざ、教育関係者の風上にも置けねぇやつだ」

　俺は手紙をその日の夕方に受け取って、リビングでぼんやりと眺ながめていた。

　と、そこにエプロン姿のイリスが現れて、首を傾かしげる。

「あれ、先生。そのお手紙は……？」

「あー、大人の事情」

「はあ……。ところで先生、今日は先にごはんにしますか？　それともお風ふ呂ろにします？」

　幼な妻といった様相のイリスが、にっこりと笑ってそんなことを聞いてきた。

　こらこら、ちょっとドキッとしちゃうだろうが。

　最近では、家事全ぜん般ぱんはリオ、イリス、メイファの三人で行うようになり、俺は家ではリビングでのんびりしていればいいというルールが出来上がりつつある。

　俺に対して特に強く恩義を感じているらしいイリスが言い出したことなのだが、リオもメイファも意外と反対せず、採用されてしまった。

　イリス曰く、「先生は私たちのために全部をやってくれました。だからこれからは私たちに、先生の身の回りのお世話ぐらいはやらせてください」とのことなのだが──

　俺は独り立ちしてからはずっと一人暮らしで、身の回りのことは全部自分でやってきたもんだから、最初は落ち着かなかった。

　しかし人間、慣れというものはあって、だんだんそんな環かん境きようにも馴な染じんできている俺もいて──まあなんというか、堕だ落らくしそうな今日この頃ごろだ。

「ん……俺には気を使わなくていいよ、イリス。自分たちで好きなように決めてくれ。俺は風呂とか、空いてる時間に適当に入るから」

「そうはいきません、先生が最優先です！　私たちのことは、先生の奴ど隷れいぐらいに考えてください！」

　……ときどきイリスは、ナチュラルに危険な発言をする。

　我が天使、ここにも少し教育が必要かもしれない。

「ですから、その……もし先生がどうしてもと言うなら、一いつ緒しよに入る覚かく悟ごだって……」

　もじもじしながら、そんな爆ばく弾だん発言まで追加してきた。

　うん、イリスまでメイファみたいなことを言わないでほしいな。

「あー、分かった分かった。じゃあ俺は、風呂はあとで入るよ。通話魔ま法ほう具ぐで連れん絡らくしなきゃいけない相手もいるしな」

「分かりました。じゃあお食事の準備を先にしますね」

　そう言って、エプロン姿のイリスは、パタパタと台所に駆かけていった。

　が、台所に消えようとしたところで、壁かべ際ぎわからぴょこっと顔を出して、こんなことを聞いてくる。

「その、先生……通話魔法具で話す相手は、先生の昔の彼かの女じよさんですか……？」

「ああ、昔の彼女でも何でもないが、多分イリスが想像している相手で合ってる」

「そうですか……。その……先生は、まだその人のこと、好きなんですか……？」

「イリスさん。人の話、聞いてましたかね？」

「はうっ！　すみませんすみません！　出過ぎた真ま似ねを！」

　イリスはぺこぺこと頭を下げて、今度こそ台所に逃にげ込こんだ。

　ううむ……あれはきっと、言葉が通じてないな……。

　さておき、俺は通話魔法具を取り出して、通話先の番号をダイヤルする。

　呼び出し相手は、王都の勇者学院時代の同どう僚りよう教師アルマだ。

　何コールかすると、相手が出た。

『もしもし～。みんなのアイドル、アルマ先生ですよ。ブレット先生お久しぶり』

「おう、久しぶり。そっちは相変わらずのようで何よりだ」

『いやぁ、案外そうでもないんだけどね。──ところでブレット先生、今日かけてきたのは、やっぱり例の社会科見学の件？』

　俺が特に何を言ったわけでもないのに、アルマはそう切り返してくる。相変わらず察しがいいな。

「おう、それな。通達きたけど、引率の教師にアルマ先生の名前が書いてあったからさ」

『そうなんだよねぇ……。もうね、サイラスさんにも──いや、ほかに誰だれも聞いてないからいいか──サイラスのやつにも困ったもんだってわけですよ』

　そう言って、アルマは通話魔法具越ごしに、大きくため息をついた。

　ちょっと予想外の反応だ。何かあったんだろうか。

「どうした。アルマ先生も、サイラスから何か嫌いやがらせでも受けてるのか？」

『うーん……嫌がらせというか、逆に気に入られてしまったことに嫌けん悪お感かんを隠かくせないとでも申しましょうか』

「んん……？　よく分からないな。もう少し詳くわしく」

　俺がそう聞き返すと、アルマは再び大きくため息をついた。

『……だからね、サイラスのやつ、どうも最近あたしのことを狙ねらっているようなのですよ、男と女的な意味で。……あのクソジジイ、会うたびにべたべたセクハラしてきやがって。何度その場でぶっ殺してやろうかと思ったことか』

　それを聞いた俺は、さすがにカチンときた。怒いかりが言葉ににじみ出てしまう。

「……チッ。ホントあの野や郎ろう、どこまでもクソなやつだな。……で、アルマお前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『まぁね、今のところどうにか。長い物には巻かれろって、自分で選んだ道だからしょうがないんだけど、いい加減この生き方もやめたくなってきたよ。ブレット先生を見習おうかなって』

「ははは、俺の生き方も人に勧すすめられたもんでもねぇけどな。貧びん乏ぼうクジ引きまくりだ」

『でも、自分の信念に従って生きているから、毎日が楽しい──そうでしょ？』

　鋭するどい切り込み。さすが短くない付き合いだけあって、俺のことを分かってやがる。

「ま、実際は幸運に恵めぐまれてるってのもあるけどな」

『新しい教え子たちのことかな。そういえばあれからどう？　メイファちゃんたちとはよろしくやってる？』

「その言い方やめれ。まあいろいろあるが、それなりに楽しくやってるよ。三人ともバカスカ成長してるしな」

『バカスカって……まだ教え始めて二週間ぐらいでしょ？』

「バケモノなんだよ三人とも。教えたそばからぐんぐん吸収していきやがる」

『本人がバケモノみたいなブレット先生に言わせるんだから、それは相当だね』

　あははと笑うアルマ。

　まあ俺も、バケモノみたいは言い過ぎにしても、自分は勇者としてそこそこの実力をもっているほうだとは自認しているが、それにしても──

「おう、あれは俺なんて目じゃないね。誇こ張ちよう抜ぬきにして、あいつらなら世界最強の勇者になることだって夢じゃない」

『べた惚ぼれですねぇ、ブレット先生。……いいなぁ、若さと才能のある子たちは、ブレット先生に構ってもらえて。こっちなんてサイラスだよ、サイラス』

「ひょっとして、例の社会科見学の引率に選ばれたのも、それが関係してんのか？」

『だと思うよ。ブレット先生とあたしが恋こい仲なかだと思ってるみたいだよ、あいつ。だから自分の権力を目の前で見せつけて、あたしに心変わりさせたいんじゃないの？　あーやだやだ、反へ吐どが出る』

「なんだそりゃ。前提から何からめちゃくちゃだな。そもそも俺とアルマ先生は、ただの同僚教師だってのにな。男と女が仲いいとすぐに男女関係だと思うやつとか、ホント困るよな」

『そーですねっ！』

　アルマは俺の言葉に、投げやりな同意をしてきた。何でそこ投げやりなんだ。

　が、そこでアルマは声色を変えてくる。

『でも、おかげでブレット先生と久ひさ々びさに会えるのは嬉うれしいかな。そこはサイラスのクソジジイのことを評価してやってもいい』

「ははは、俺もアルマ先生に久々に会えるのは楽しみだ。──あ、そうだアルマ先生、ついでに一つ頼たのまれてもらってもいいか？　こっちの街で売ってないものがあって、王都で買ってきてほしいんだが」

『ん？　なになに、いいですよ。お姉さん、ブレット先生のためだったら喜んで小間使いに走りますよ』

「ああ。とある魔ま道どう具ぐなんだがな──」

　──とまあ、そんな話をして、俺はアルマとの通話を終しゆう了りようした。

　いやぁ、久々に長話をしたな。

　俺は椅い子すに座ったまま、体を捻ひねって身をほぐそうとして──そいつらの存在に、そこでようやく気付いた。

「「「じぃー……」」」

「うぉっ!?　な、なんだお前ら、いつからそこに」

　いつの間にか三人の教え子が、俺の後ろで見張っていた。

　アルマとの会話に夢中で、全然気付かなかった……。

「兄ちゃん、楽しそうだった」

「先生、私たちと話をするときには、こんなに気を許してくれないのに」

「……意外と手ごわい。……いずれ、決着をつけないといけない」

　三人はそんなことを口走りながら、とてとてと台所のほうに消えていった。

　……えっと、若干怖こわいんだが？

　教え子たちがときどき謎なぞの挙動をするので、少し不安になったりもする俺なのである。
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　それから、さらに一週間ほど後。

　勇者協会の重じゆう鎮ちんサイラスが、王都の生徒二十人ほどを連れて、俺たちの住む村までやってきた。

　うららかな午後のひと時だ。

　校舎の庭では、教え子たちが武器を使ったトレーニングをしていて、俺がそれを指導したり、稽けい古こをつけているところに、ぞろぞろと団体さんが現れたという次第だった。

「やれやれ、こんな交通の便も悪い辺へん鄙ぴな村に勇者学院とは。貴重な予算の無む駄だ遣づかいとも思えますな、ブレット先生？」

　王都の生徒たちを引き連れたサイラスは、開口一番、あたりを見み渡わたしてそう言った。

　いや、知るかよそんなの。ここに勇者学院を作ったのは俺じゃないし、そもそもここに俺を送り込んだのはお前だろうが。あとここまで転移魔ま法ほう陣じんを使って社会科見学に来るとかいう予算無駄遣いの極みをやっているお前に言われたくはねぇよ。

　……などなど、思ったことを口に出してもどうせ面めん倒どうなことになるだけなので、俺は顔をしかめるだけで黙だまっていた。

　ちなみに、サイラスの後ろにぞろぞろといる王都勇者学院の生徒たちは、いずれも見覚えのある、裕ゆう福ふくな貴族や大商人の家の勇者たちだ。

　彼かれらの多くは、サイラスに同調するように「サイラスさんの言うとおりですよ」「国民の支し払はらう血税を何だと思っているんだか」などと適当なことを口走っていた。

　数十人に一人の割合で生まれると言われている勇者なので、当然ながら、貴族や大商人の家に生まれる勇者もいる。

　そうしたエリート社会の中に生まれたエリート勇者は、たいてい蝶ちようよ花よと大事に育てられ、王都の勇者学院に入学して形だけでも卒業すれば、その後は魔ま王おうハンターなどの現場を経験することなく、勇者協会や国家の防衛部門の重要ポストに就つくことになる。

　そのあたりはまさに、人間社会の腐ふ敗はいの極みといったところなのだが、そういう平和ボケを支えているのが、現場で必死に魔王を退治している勇者たちなのだと思うと、なんとも複雑な気持ちになる。

　ただ──そんな平和ボケ社会に支えられたエリート勇者たちの中にもまた、一定の割合で逸いつ材ざいは現れる。

　どんな環境にあろうと、育つやつは育つ。それを知らしめるような存在が、サイラスの後ろでへらへらと笑っている少年少女たちの中に、三人だけいた。

〝剛ごう剣けん〟アドルフ。

〝女王〟ドロシー。

〝賢けん狼ろう〟ジェイク。

　現在の王都勇者学院の生徒では、実力トップスリーと呼ばれる三人だ。

　その三人だけは、特にあざけるでもなく、静かに場の様子を窺うかがっていた。

　ちなみにそうした生徒たちの後ろには、げっそりと疲つかれた様子のアルマがいて、俺に向かって力なく手を振ふっていた。

　多分ここまで来る間に、いろいろと苦労があったんだろう。

　何しろ金持ちのボンボン勇者ばかりだし、サイラスはまともに役に立たないだろうし、事実上一人で引率してきたようなものなら、さぞ大変だっただろう。

　俺はアルマとアイコンタクトを取り、惜おしみない同情の念を込めてうなずいた。

　アルマは「分かってくれる？」とばかりに、眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみをうるうるとさせていた。

　それはさておき。

　あたりを見回していたサイラスは、不思議そうに言う。

「はて……？　ブレット先生、勇者学院の校舎はどちらですかな？　村長から、こちらにあると聞いてきたのですが」

　わざとなのか、それとも本当に分からないのか、サイラスはそんなことを言ってきた。

「そこの小屋が校舎で、ここがそのグラウンドですよ」

　俺がそう答えると、それを聞いたサイラスは、思いきり噴ふき出だしてみせた。

「ぶふっ！　ちょっとブレット先生、本気で言っているのですかな？　これが学院の校舎で、これがそのグラウンド？　いやはや、こんなところで勤務しているとは。さすが教育熱心な先生は違ちがいますな。こんな環境でも教育をあきらめない。いやぁさすが、教師の鑑かがみだ」

　サイラスが芝しば居いがかった様子でそう言うと、後ろにいた生徒たちがドッと笑った。

「おい、聞いたかよ。あれが校舎だってよ」

「ぷぷっ。貧乏な勇者って、すごいところで勉強しているのね」

「熱血教師ブレット先生には、お似合いの環境だな」

　生徒たちがくすくすと笑い始める。

　あー……すげぇなこれ。

　こっちに落ち度は何もないのに、なんか俺たちの問題みたいになってるぞ。

　これを問題だというなら、どっちかっていうと全国の勇者学院への予算配分を決めている勇者協会の問題だと思うんだが、まったくもって見事な印象のすり替かえだ。

　相変わらずサイラスの野郎、こういうところは口が回るんだよな。

　──と、そう思っていると。

　俺の隣となりに歩み寄ってきたリオが、くいくいと俺の服のすそを引っ張ってきた。

「なあ兄ちゃん、こいつらが王都の勇者学院のやつら？」

「ああ、そうだ。悪いがリオ、ちょっとだけ付き合ってくれないか」

「いや、それはいいんだけどさ──あの三人以外、全員すっげぇ弱そうだなって思って。兄ちゃんみたいに、力が見えないようにしてるわけでもねぇんだろ？　なんでこいつら弱いのに、偉えらそうに威い張ばってんの？」

　そのリオの言葉は、純じゆん粋すいに思ったことを口にしただけだったのか、それとも意図的な挑ちよう発はつだったのか。

　いずれにせよ、少女の発した言葉は、王都の生徒たちの間にどよめきを走らせた。

　ちなみに「あの三人」というのはもちろん、実力トップスリーの三人のことだ。そのあたり、リオの実力を測る目に狂くるいはない。

　そしてそこに、もう二人。イリスとメイファが、リオの横に並び立つ。

「そうだねリオ、それは私も思ってた。特にあそこの、先生のことをバカにしたやつとか、雑ざ魚こ雑魚の雑魚でしょ」

「……分かる。……能のないバカほど、よく吠ほえる」

　メイファはともかく、イリスまで口が悪かった。……何だか分からないけどイリスさん、目が据すわっていますよ？

　というか、よく見ればリオとメイファも、闘とう争そう本能をむき出しにして、王都の生徒たちを睨にらみつけているようだった。

　あー、こんなボロ屋でも、自分たちの学校をバカにされて火がついちゃいましたか。

　そして当然ながら、リオたちの挑発を受けた王都の生徒たちも、色めきだっていた。

「チッ、あいつら貧乏勇者のくせに、勘かん違ちがいしやがって」

「なによ、ちょっと顔がいいからって、庶しよ民みんの勇者が調子に乗って」

「おい、やっちまおうぜ。ああいうクソ生意気なメスどもは、一度ワカらせてやらねぇとよ？」

「ははは、いいねぇ。やっちまうっつーか、ヤッちまうか？　なぁに、いざとなったらパパに揉もみ消けしてもらえば」

　……あー、困った。あいつらサイラス色が全身にまで回ってやがる。

　あと、こういう展開になる可能性も予想はしていたが、思っていたよりも早い。

　これは今のうちに、あれを受け取っておいた方が良さそうだ。

　俺はその場で手を上げると、王都の生徒たちの後ろにいる引率の先生に声をかける。

「おーい、アルマ先生。ちょっとこっち、来てもらえますか？」

「あ、はい、ブレット先生。なんですか？」

「頼んでおいたブツを受け取っておきたくて」

「あ、はいはい。今渡わたしますね」

　俺はアルマを呼び寄せて、購こう入にゆうを頼んでおいた魔道具を受け取り、代金を支払う。

　一方でサイラスは、そんな俺とアルマの動きを憎にく々にくしげに見つめていた。
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　俺がアルマから頼んでいた魔道具を受け取っていると、こちらを睨みつけていたサイラスが、嫌いや味みたらしくこんなことを言ってきた。

「ブレット先生、アルマ先生、社会科見学といっても授業中ですよ。私わたくし事ごとは別の機会にしてもらえませんかな？」

　一応の正論。

　が、そのサイラスの顔には憎にくしみの表情が浮うかんでいたので、授業中だからやめろというのは方便だろう。

　俺はアルマに耳打ちをする。

「なあアルマ先生。サイラスのやつ、何をあんなに腹立ててんだ？」

　するとアルマもまた、俺に耳打ちを返してくる。

「あたしが自分の思い通りにならないから、ムカついてんじゃない？　ブレット先生のみすぼらしいところを見せたのに、それでもあたしがブレット先生と仲良くしてるのが気に入らないんじゃないかと」

　おい、さらっとみすぼらしいとか言うな。人間の価値はそんなところで決まらんわ。

　などと思ったが、それでだいたい分かった気がした。

　サイラスの予定では、人間の価値はそんなところで決まるはずだったんだろうな、と。

　王都勇者学院のエリート教師コースから追い出された俺が、この僻へき地ちの村で慎つつましく教師をしている姿をアルマに見せたら、アルマが俺のことを価値のない人間と思って、見限るとでも考えていたんだろう。

　だが残念ながら、アルマがそんなタイプのキャラなら、最初から俺と気が合ったりなんてしていない。

　アルマはしたたかなところはあるが、根は結構純粋なやつなのだ──というのはまあ、俺の中でのアルマ像だが。

　そして、アルマはさらにもう一つ、俺に耳打ちをしてくる。

「なんなら恋こい人びとっぽく腕うででも組んで、もっと嫌がらせしてやるっていうのは……どう？」

「あのなぁ……。それこそ生徒たちの前だろうが」

「へへっ、冗じよう談だんだよ、冗談」

　アルマはぺろっと舌を出して、てってってと元いた位置──すなわち王都の生徒たちの後ろに戻もどっていった。

　その姿を見て、俺はひとつため息をつく。

　あいつにファンクラブができるのも分かるよなぁ……。アルマみたいな美人にあんな態度取られたら、そりゃあ男子はイチコロだろうよ。

　ま、それはさておき本題だ。

　俺とアルマ、サイラスという教師陣がバチバチやり合った横では、リオ、イリス、メイファの三人と、王都の生徒たち十五人ほどとが、互たがいに睨み合いを続けていた。

　一いつ触しよく即そく発はつ、両者今にも飛とび掛かからんという様子で、クールダウンは難しそうだ。

　ただ王都陣じん営えい、例の実力トップスリーの三人だけは、我関せずといった様子で静観していたが。

　俺はサイラスに向かって言う。

「ねぇサイラスさん。サイラスさんたちが、うちの勇者学院をバカにしたせいで、うちの子らがいきり立っちまいました。ここはひとつ、サイラスさんがうちの子らに謝罪して、場を収めてもらえませんかね？　そうじゃないとこいつら、殴なぐり合あってどっちが上かケリを付けないと、収まりませんよ」

　と、一応切り出してみる。

　しかしサイラスは、「謝罪する」という行こう為いを、蛇だ蝎かつのごとく嫌きらう男だ。

　こんな要求に従うとは到とう底てい思えないので、本当に言ってみただけレベルだった。

　そして一方のサイラスはというと、ニヤリと笑ってこう切り返してきた。

「いやいや、それでしたらブレット先生、生徒たちの気が済むようにしてあげたらよろしいのではありませんかな？　競争心、大いに結構ではありませんか。そういった生徒たちの気持ちこそが、強い勇者へと育つ力になるのです。生徒たち同士、互いに力の限りぶつかり合う──そういったことも勇者教育には必要でしょう」

　いけしゃあしゃあと、そんなことを言ってきた。

　……いやいやいやいや。

　お前、俺を王都から追い出した理由は何だったよ？

「えっと……それはサイラスさんの言う『暴力授業』と、どう違うんです？　生徒たちが大おお怪け我がをする原因になると思うんですが」

「ブレット先生、そういう教育者同士の授業観に関する議論は、生徒たちがいない場で行うことにしましょうよ。今は生徒たちの成長を、一番に考えるべきときでしょう？」

「はあ……」

　いや、すげぇなサイラス。屁へ理り屈くつと議論すり替えの引き出しの数が半はん端ぱじゃない。

　そして王都の生徒たちも「さすがサイラスさんだ。正論すぎる。勉強になるな」「それに引ひき換かえブレット先生は……」などと言って、サイラスの意見に賛意を示していた。

　いや、まあいいけどな。

　こっちもこうなった以上、生徒同士でぶつかり合わせることに異論はないし。

「分かりました。じゃあマッチメイクはどうします？　こっちの生徒は三人しかいないんで、そっちも三人ってことになるかと思いますが」

　俺はそう聞いておきながら、サイラスの返事は間ま違ちがいなくこれだろうなというのは分かっていた。

　敗北の汚お辱じよくを嫌うサイラスのことだ。当然、実力トップスリーのあいつらを使うに決まっている。

　……と思っていたのだが、サイラスの返事は、俺の予想の斜ななめ上から攻せめてきた。

「いやいやブレット先生、そういう固定観念はよくありませんな。そちらが三人だからこちらも三人。そういうお決まりのルールに縛しばられないことも、ときには必要でしょう」

「は……？」

　え、こいつ何を言いだそうとしてんの……？

　俺が呆あつ気けに取られている中、サイラスは揚よう々ようと続ける。

「ブレット先生の教え子たちは、こちらの生徒たちを『雑魚』だの『能無し』だのと罵ののしったのですよ？　それは本来許されないことです。その言葉で、うちの生徒たちはとても傷つきました。──ならば彼女たちに、その責任を取ってもらいましょう。彼女たちの言うところの『雑魚』で『能無し』の十五人全員と戦ってもらおうじゃありませんか」

　そんなことをさらりと言ってきた。よくもまあ臆おく面めんもなくそんなことが言えるな。

　ちなみに王都の生徒たちは全部で十八人いるので、十五人というのは、例の三人を除いてということになるわけだが。

　まああの三人は、俺も王都で教えていたから知っているが、そんな集団リンチには加担しないだろう。サイラスもその辺りのことは分かっているってことか。

　一方、そのサイラスの言葉を聞いて、ほかの王都の生徒たちは「おお、サイラスさんの言うとおりだ！」「私たちはすごく傷ついたのよ！」「責任を取って十五人対三人だ！」「これは俺たちの当然の権利だ！」などと言い始めた。

　すげぇな……。プライドの無さもここまでくると、もはや感動すら覚える。

　ていうか、こっちも散さん々ざん傷つけられるようなことを言われた気がするんだが、そこはノーカウントなのな。

　ちなみにアルマのほうを見ると、やれやれといった様子で肩かたを竦すくめていた。だよなー。

　──さて。

　普ふ通つうに考えれば、そんな集団リンチみたいな条件を受けられるわけがないのだが──

「──ということなんだが、お前ら、どうする？」

　俺はリオたち三人にそう問いかけていた。

　それは俺の中で、ある目算が立っていたからだ。

　勇者は強敵との激げき闘とうを経験することによって、劇的な成長を遂とげるものだ。

　リオたちはすでに一度、それを経験している。あのオークロードとの戦いを経て、リオ、イリス、メイファとも、その能力を飛ひ躍やく的てきに向上させていた。

　つまり──先天的な才能の差だけではないということ。

　経験の密度もまた、王都でぬるま湯に浸つかっている連中とは、段だん違ちがいなのだ。

　一方ではリオが、俺に向かって聞き返してくる。

「えっと……兄ちゃん、それって……」

　リオが手招きをするので、俺は少し屈かがんで、教え子の言葉に耳をそばだてる。

　リオは俺の耳元で、小声でささやきかけてきた。

「……あいつら、十五人いればオレたちに勝てるつもりってこと？」

　リオのその言葉に、俺はにこっと笑って、その少女の頭をなでてやる。

　するとリオもにひっと嬉しそうに笑って、イリスとメイファにも耳打ちをしにいった。

　そして次には三人とも、俺に向かってぐっと親指を立ててきた。──よし。

　俺はサイラスに向かう。

「分かりました、サイラスさん。それでいきましょう。うちの教え子たちも『雑魚』とか『能無し』とか言った責任は取りたいと、そう言っています」

　俺はそう言って、口元をつりあげてみせた。

　サイラスは怪け訝げんそうな顔をしたが、さすがに自分で提案した条件をひっくり返そうとはせず、そこが合意点となった。

　そうして、三対十五という一見めちゃくちゃな条件の勇者対決が実現したのである。
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　校舎という名のボロ屋の庭は、多少広めではあっても、二十人近くが入り乱れるにはさすがに手て狭ぜまだ。

　そこで俺たちは、村を出て少し歩いた場所にある、川のほとりへと移動した。

　そこはちょっとした広場になっている。

　足元には大小の砂利が敷しかれていて多少足場は悪いが、スペースだけは十分にあった。

　川のせせらぎの音と、小鳥の鳴く声を背景にして──

　今、三人の少女と、十五人の少年少女たちとが向かい合っていた。

　右手側には川が流れ、左手側には森の木き々ぎが立ち並んでいる。

　俺の前にはリオ、イリス、メイファの三人が、俺に背を向ける形で立っていた。

　その向こう側、三人のいる場所から二十歩ぐらいの位置には、十五人の少年少女がぞろぞろと、それぞれ武器を持って立っている。

　武器は形状こそ剣、槍やり、斧おのなどと多様だが、いずれも木造の武器の打だ撃げき部ぶに布が巻きつけられたものだ。

　これは勇者学院の稽古で使う模も擬ぎ戦せん用の武器で、うちもしばらく前に三人分を購入して常備していたが、先方も今回の社会科見学にあたって、ご丁てい寧ねいなことに人数分持参してきていたようだ。

　その十五人の少し後方では、サイラスと三人の生徒が高みの見物を決め込んでいた。

　対たい峙じする二組の勢力の間に立っているのは、引率のアルマ先生だ。

　朱しゆ色いろの髪かみをポニーテールにした美人教師が、両チームにルールを説明していく。

「敵対チームの攻こう撃げきで有効打を受けた人は退場ね。有効かどうかは審しん判ぱんであるあたしが判定します。魔法は、直接相手に怪我をさせるような攻撃魔法は禁止。ほか意図的な顔面への攻撃など危険行為も当然禁止。いいね？」

『はーい』

　両チームの生徒から声が上がる。それを確認して、アルマは横手へと下がった。

　そして両チーム準備ができたのを確認すると、アルマは「はじめ！」と言ってその手に持った旗を上げた。

　が、両チームともすぐには動かなかった。

　そんな中で、最初に動きを見せたのは、王都チームの中ほどに立っていた少年だ。

　少年は二歩ほど前に進み出ると、木ぼつ剣けんを肩に担いでニヤニヤしながら、リオたち三人に語り掛けてくる。

「よお、生意気な庶民のメス犬勇者ども。泣いて謝るなら今のうちだぜ？　この人数差が見えてるよなぁ？　着ている服を全部脱ぬいで、『申し訳ございませんでしたご主人様。お望みのままにご奉ほう仕しいたしますので、どうかお許しください』って言って土下座したら、まあ俺たちも鬼おにじゃねぇ。王都に連れ帰ってペットとして可愛かわいがってやるからよぉ？」

　少年がそう言うと、その後ろでドッと笑い声が上がった。

　……ああいう下品なの、どうも金持ちジョークらしいんだよな。社交界では若者の間でバカウケらしくて、王都にいた頃に教師として注意しても直りやしなかった。

　ふとアルマのほうを見ると、彼女も顔をしかめていた。俺の視線に気付くと、こっちに向かって小さく肩を竦めてくる。

　まあ、反則ってわけでもないし、審判の立場でどうこうもないか。

　が、そこに──

「えっと……【クイックショット】？」

「ぐわあああああっ！」

　イリスが弓から放った木の矢が、先頭に立った少年の左胸に当たって、少年はもんどりうって倒たおれた。

　それを見た審判のアルマが、有効と退場を言い渡す。

　イリスが少し不安そうな顔で、俺のほうへと振り返ってきた。

「あの、先生……もう試合始まってるから、撃うっちゃってよかったんですよね？」

「あ、ああ、大丈夫。イリスは間違ってないぞ。あれはな、油断というんだ」

「そうですよね……。あんまり無防備すぎるから、ルール違い反はんなんじゃないかと不安になっちゃいました」

　イリスはホッと安心して、また敵チームと向き合った。

　いや、なんだ。あいつら模擬戦の授業とか、真ま面じ目めに受けてこなかったしな……。

　で、その王都チームの様子はというと、

「なっ……！　卑ひ怯きようだぞ！」

「口上を無視して攻撃するなんて、なんて下品な！　こっちも撃ち返すわよ！」

　そう言って、慌あわてて攻撃を始めた。

　王都チームの弓手は三人だ。思い思いに弓を引ひき絞しぼり、矢を放ってくる。

　それらはみな、イリスを狙ったようだったが──

　まず一人目、弓を引く過程で矢を取り落とした。落とした矢をあわあわと拾う。論外。

　二人目、どうにか矢を飛ばしたが、明後日あさつての方向に飛んでいって、ぽちゃりと川に落ちた。ド素人しろうとレベル。

　三人目、唯ゆい一いつまともな矢がイリスのほうに飛んできたが、イリスはその軌き道どうを悠ゆう々ゆうと見切って、半身になってよけた。ん、頑がん張ばったけど、相手が悪かったな。

　それらを見た俺は、大きくため息をつく。

　あいつらあれでも、二年生、三年生の生徒なんだよなぁ……。

　イリスと比べるのは酷こくと言ったって、イリスはまだ弓をにぎって三週間だぞ。お前らもうちょっとちゃんと授業受けておけよと小一時間説教したい。

　そして、飛んできた矢をよけたイリスは、すぐさま次の矢を構えて──

「──【クイックショット】！」

「ぁ痛いたっ！」

　唯一イリスのほうに正確に矢を飛ばしてきた女子生徒を狙い撃ちして、さっそく二つ目の有効と退場をもぎ取っていた。

　撃たれた生徒は悔くやしそうに、戦場から抜け出していく。

【クイックショット】は速射性に優れた弓の基本技だ。威い力りよくは高くないが使い勝手がいいので、たいていの弓使いが最初に修得する技の一つである。

　もっとも王都のボンボン勇者勢では、今イリスに撃ち抜かれた一番マシな生徒でも、そうした初級技を覚える段階にまで到とう達たつしていないのだが……。

「──くそっ！　あの弓の女が向こうのエースだぞ！　全員で取とり押おさえろ！」

　そんなイリスに、慌てた王都の生徒たちが一いつ斉せいに向かっていく。

　と、その横合いから──

「……ボク、参上。……ほいっと【二に段だん突づき】」

「は……？　ぐえっ」

「よ、横からだと!?　──ぐわああああっ！」

　颯さつ爽そうと駆け寄っていたメイファが放った木槍の【二段突き】が、王都勢の二人の少年の脇わき腹ばらを綺き麗れいに捉とらえた。

　これも当然有効で、二人の少年は退場を言い渡される。

「なっ……!?　このガキ、死角からとは卑怯な……！」

「……そんなこと言われても、そっちの死角が多すぎる。……あと、ボクやイリスに構っている場合じゃない。……ボクたちは、武器戦せん闘とうでは一番の小者」

「な、何を言っている……！　お前たち以上の使い手がいるというのか!?」

「だから……本命、あれ」

　メイファはそう言って、ある方角を指さした。

　そこにいたのは、最初と変わらない立ち位置で無造作に木剣を肩に担いだ、黒くろ髪かみショートカットのボーイッシュな少女の姿だった。

　少女──リオは陽光の下、暇ひまそうにあくびをしていた。

　周りで起こっている騒そう動どうに、まるで興味がなくなったというように。

　リオは俺のほうへと振り向いて言う。

「なあ兄ちゃん。こいつらいくらなんでも、これはなくね？」

　俺はため息をついて答える。

「リオ、一応戦いの場だぞ。勇者の礼れい儀ぎ、ちゃんとしろ」

「えーっ、こいつらだって礼儀とか、全然ちゃんとしてねぇじゃん」

「まあ、そりゃそうなんだが……」

　俺は渋しぶい顔にならざるを得なかった。

　相手がどんな態度を取ろうが、こちらは礼儀を守る。

　それは善よき勇者の理想ではあるんだが──

　勇者だって人間だし、リオたちにいつでも理想的な勇者であれと言えるほど、俺も勇者ができちゃいない。

　……まあいいか。今日は相手も悪いんだし、ある程度は目をつぶろう。

「分かった、好きにしろ。でも手加減だけは忘れるなよ」

「はーい」

　リオは気のない返事をすると、ぐっ、ぐっと体を捻って軽いストレッチをする。

　それからぴょんぴょんとその場で跳はねて調子を確認すると、ニッと強気の笑みを浮かべて、呆ぼう然ぜんとしている王都の生徒たちに向かって、こう声をかけた。

「じゃ、残り全員、まとめてかかってきな。──遊んでやるよ」

　その凜り々りしい少年チックな声の響ひびきを聞いて、俺はこう思った。

　キャーッ、うちの子カッコイイ、可愛い、抱だきしめたい、などなど。

　でもそれを口に出すと、アルマあたりに思いきり蔑さげすんだ目で見られそうなので、俺はその想いを、心の宝石箱にそっとしまっておくことにした。
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「残り全員……まとめてかかってこい、だと……？　まだこっちには十人以上いるんだぞ。分かっているのか……？」

　王都の生徒たちは、リオの言葉にざわりと色めきだった。

　だがリオは、それにも動じる様子はない。

「おう。イリスが二人、メイファが二人倒したから、残り十一人だろ。ってかいいから早くかかってこいよ。それとも、それだけ人数がいてもオレ一人にビビるような腰抜けチキン野郎しかいねぇの？　ならオレたちの不戦勝ってことにしてもいいけどさ」

　ビキッ、ビキビキッ……！

　リオが一つ発言をするごとに、王都の生徒たち──特に男子生徒たちの額に、青筋が浮かんでいく。

　女子生徒たちの中には、「ねえ、やめたほうがいいんじゃない？　あの子すごく強そうよ」なんて言って止めようとしている者もいたが、男子どもはもう退ひけないようだった。

「このクソアマぁ……もう許さねぇ！　ぶちのめして裸はだかにひん剝むいてやる！　行くぞテメェら！」

「「「おおおっ！」」」

　四人の男子生徒が武器を振り上げ、リオに向かって一斉に襲おそい掛かかった。

　動機はともあれ、気き迫はくだけはたっぷりだ。

「オラァッ、ボコボコにしてやらあっ！　──食らえやああああっ！」

　少年たちが一斉に武器を振り下ろす。

　その先には、武器の軌道をぼんやりと眺めるリオの姿があって──

　そのリオが、ふっと動いた。

「って、あれ……？　あのクソアマ、どこいった？」

　王都の生徒たちが武器を振り下ろした先に、少女はいなかった。

　リオの姿を見失った少年たちは、きょろきょろとあたりを見回す。

　が、まるで見けん当とう違ちがい。

「ふぅん。やっぱ全然見えてねぇんだな」

「こ、声……！　どこだ!?」

「下だよ、下」

　王都の男子生徒たちは慌てて自分の足元を見る。

　リオは四人の少年たちの懐ふところ、すぐ目の前の足元に、にひひっといたずらっ子の笑顔でしゃがみ込んでいた。

「なっ……!?　い、いつの間に──ぐえっ」「ぎゃっ」「ぐわっ」「うげっ」

　リオが木剣で素早く連続突きを放ち、少年たちのみぞおちに軽く一いち撃げきを入れていくと、少年たちは次つぎ々つぎと地面に倒れた。

　倒れる少年たちと入れ替わりで、しゃがみ込んでいたリオが立ち上がる。

　それを呆然と見ていたアルマが、慌てて旗を振り上げた。

「あっ……ゆ、有効四発！　四人退場！」

　ざわっ……！　残る王都の生徒たちの、ほとんどが動どう揺ようした。

　だが王都陣営にも、多少ながら骨のあるやつがいる。

「──【大地の手アースハンド】！」

「お……？」

　立ち上がったリオの足元の地面から、砂利を押しのけて二本の土の手が生えてきて、少女の足首をつかんだ。

　土の手はそのまま土くれに戻り、リオの足を地面に縫ぬいつけてしまう。

　見れば王都陣営の後衛に、魔法を行使した姿で手のひらを向けている男子生徒がいた。

　お、あの男子生徒は覚えがあるぞ。

　あいつはだいぶちゃんと授業を受けていたほうだし、そのぐらいはやってくるか。

「はっ！　攻撃魔法がダメとは言われたが、魔法を使うなとは言われてないぜ！」

　男子生徒は勝かち誇ほこったように言う。

　ああ、そのとおり。これはルール違反でも何でもなく、真っ当な戦術だ。

　そして身動きが取れなくなったリオに、もう一人、別の剣けん士しの少年が襲い掛かった。

「よくやった！　これでちょこまか動けねぇだろ──くらいやがれ、【幹から竹たけ割り】ぃ！」

　こちらもある程度まともに授業を受けていた生徒の一人だ。

　剣の初級技である【幹竹割り】を使いこなせるあたり、ほかの連中とは一味違う。

　だが【幹竹割り】は、相手の脳天へと剣を振り下ろす技だ。

　決まれば威力は高く、振り下ろしの剣筋も鋭いのだが、今回の試合のルールである「意図的な顔面攻撃禁止」に引っ掛かる危険技でもある。

　まあ厳密には「頭部」への攻撃なので、アルマが「顔面」攻撃禁止と言った以上、一応のグレーゾーンではあるのだが、いずれにせよ危険な攻撃であることには違いない。

　生徒の優ゆう秀しゆうさと人格とは、必ずしも一いつ致ちしないということだ。

　アルマが目を見開いたが、制止は間に合いそうになかった。

　それを見て、俺はあらかじめ拾っておいた石ころをぶつけてやろうかと思ったが──

　やめた。リオの動作が見えたからだ。

「──【パリィ】！」

「なっ……!?」

　──カンッ。リオの木剣が、相手の木剣を横から弾はじき、軌道を殺した。

　剣筋を斜めに受け流された相手は、バランスを崩くずし、たたらを踏ふむ。

　その少年の胸に、リオが木剣の柄つかを叩たたき込こんだ。

「うげっ……！」

　少年は胸を押さえて、ばたりと倒れ込む。

「ゆ、有効！　退場！」

　アルマが慌てて判定の旗を上げる。

　ちなみに、アルマは退場と言ってはいるが、リオが倒した生徒たちは全員いまだにダメージから復帰できず、地面に転がって芋いも虫むしのようにうずくまっていた。

　リオも手加減はしているんだろうが、元もと々もとのパワーがかなり上がってるからな。

　そして──

「ふんがっ！」

　──バキッ、バキッ。

　リオは自分の足首をつかんでいる土くれを、脚きやく力りよくだけで力ずくで引きはがした。

　自由を取り戻したリオは、残った六人の王都の生徒たちのほうを見て、にひっと笑う。

「なんだよ、少しはやるやつもいるじゃん。わりぃわりぃ、ちっと見くびってたわ。──で、それはいいんだけど、お前らまだ続ける？」

　リオがのんびりとそう聞くと、残る六人の生徒たちは全員ぶんぶんと首を横に振った。

　そうして、残る王都の生徒たちは全員降参をして、勝負は決着した。

「「「いえーい！」」」

　リオ、イリス、メイファの三人は集まって、笑顔でハイタッチ。

　そして三人とも、子犬のように駆け寄ってきて、無む邪じや気きな目で俺を見上げてくる。

「ねぇ兄ちゃん、どうだったオレたち？　結構強くなったんじゃねぇ？」

「もう、リオ。調子に乗ったらダメだよ。先生と比べたら、私たちなんて全然まだまだなんだから。……ですよね、先生？」

「……相手がへっぽこすぎて、よく分からなかった。……ロリコンのお兄さん的には、ボクたちの体の具合はどう？　むがっ」

「いやぁ、めちゃくちゃ成長してると思うぞ！　リオもイリスもメイファも、しばらく前とは見み違ちがえるようだ。よーしよしよし！」

　微び妙みように危険な発言にシフトしてくるメイファの口をふさぎつつ、三人を一人ずつ抱き寄せてなでこなでこ。

「えへへ」とはにかんでくるリオやイリスの可愛さを堪たん能のうしつつ、俺は三人のことをたっぷりと称しよう賛さんしてやった。

　それをアルマが半笑いで、光こう彩さいを失った目で見ていたような気がしないでもないが──いや、このぐらいは教師と教え子の普通のスキンシップだよな……？

　──その一方。

　王都の生徒たちは、サイラスのまわりに集められ、叱しつ責せきを受けていた。

「なんというザマだ！　これだけの人数がいて、こんな貧乏村のたった三人の小こ娘むすめ勇者に惨ざん敗ぱいだと!?　映はえある王都勇者学院の生徒として恥はずかしくないのか！　だいたい貴様らなぜ降参した！　骨の一本や二本折られてでも私に恥はじをかかせないことをなぜ選べない!?　全員減点だ！　覚悟しておけよ！」

　サイラスは苛いら立だちを生徒たちにまき散らし、唾つばを飛ばしていた。

　そして生徒たちも、「ま、待ってくださいサイラスさん、減点だけは……！」などと、すがるようにしてサイラスに取り入っていた。

「減点」というのがどういう意味かは知らないが、あの生徒たちの反応から察するに、おそらくは将来の人事にでも関わる話なのだろう。

　ちなみに俺の目から見ると、イリスに向かって矢を正確に飛ばした弓使いの女子生徒と、【大地の手アースハンド】で一時とはいえリオの足止めに成功した男子生徒の二人ぐらいは、それなりの評価をしてやってもいいんじゃないかと思ったのだが、サイラスの評価基準はそういうところにはないようだ。

　などと俺が思っていた、そのとき。

　サイラスの横で事態を静観していた三人のうちの一人が、動いた。

「まあまあサイラスさん、そう慌てることもないでしょ」

　それは〝賢狼〟の異名を持つ、ジェイクという名の男子生徒だった。
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「おお、ジェイクくん！　やってくれるのかね！」

　サイラスは一転、喜色満面へと変わった。

〝賢狼〟ジェイクに、揉み手をするようにすり寄っていく。

「そう、そうだよ。最初からキミたちにやってもらえばよかったのだ。いや、下の者たちにもチャンスをやらねばと思ったのだが、予想以上に不ふ甲が斐いなくてね。キミたちの手を煩わずらわせなければならないとは」

「いやぁ、親父に言われてついてはきましたけど、もともと出で張ばるつもりはなかったんですがね。ちぃと気が変わりまして。……あんな極上の獲え物ものを見ちまっちゃあね」

　ジェイクはそう言って、その理知と獣じゆう性せいの両方を宿した目をこちらへと向けてきた。

　ジェイクは王都の勇者学院の三年生で、リオたちと比べると一つか二つ年上だ。

　ひょろりとした体格ながら、体にはしっかりと筋肉がついており、ぼさぼさの長い銀ぎん髪ぱつは背中まで伸のばされている。

　その切れ長の鋭い視線が、こちらを見すえてきたのだが──ジェイクの視線の先にいたのは、厳密には一人だ。

　リオは、視線を受けてびくりと反応した。

　慌てて振り向いて、その悪寒の元げん凶きようを探し、ジェイクの鋭い視線へとたどりつく。

　リオとジェイクの視線が、真っ向からぶつかった。

「テメェ……なんかオレに用かよ」

「ひひひっ、雑魚の相手だけじゃ退たい屈くつだったろうと思ってな。どうだお嬢じようちゃん、俺と一戦ヤらねぇか？　たっぷり気持ちよくしてやるぜぇ？」

「はっ！　……上等だ」

　リオが俺のもとから離はなれて、前に進み出ていく。

　ジェイクもまた、獣けもののように前ぜん傾けい姿勢になりながら、のしのしと歩み出てきた。

　俺はそれを見て、思案していた。

　元より子供の喧けん嘩かみたいな模擬戦だったが、これ以上続ける意味があるのか。

　それに、何より──

　いや、それは仕方ないとしても、一応体てい裁さいは確認しておこう。

　俺はサイラスに声をかける。

「サイラスさん、まだ続けるんですか？　ひとまずの決着はついたかと思いますが」

　その俺の問いかけに、サイラスはニヤニヤしながら返答してくる。

「いやいやブレット先生、若者たちの情熱はまだまだ逬ほとばしっておるようです。私たちがその火を消してはいけませんよ。彼らの想いのままにぶつからせてやりましょう」

　相変わらず綺麗事がすらすらと出てくるやつだ。

　とは言え、特にケチをつける理由もない。あとは確認事じ項こうだ。

「わかりました。それで、今度は団体戦でなく、一対一ということですか？」

　俺がそう聞くと、サイラスは隣にいた二人の生徒──〝剛剣〟アドルフと、〝女王〟ドロシーに何やら声をかけた。

〝剛剣〟アドルフ──十五歳さいとは思えないほど立派な体格をした少年は、腕を組んだまま、その彫ほりの深い顔に浮かぶ表情を変えずに言う。

「俺は出る気はない。まだ俺が食うに値する獲物ではないからな」

　また〝女王〟ドロシーも、少女とは思えない妖よう艶えんな仕草で、紅べにを引いた唇くちびるに薄うすく笑みを作って言う。

「私もとりあえずパスねぇ。でもジェイクぅ、せっかくのおいしそうなオモチャなんだから、簡単に壊こわさないでよぉ？」

　そして、それを受けたサイラスが、俺に向かって言ってくる。

「ということです。やる気のある生徒同士で競わせるのがよろしいでしょう」

「わかりました。リオとジェイクの一対一ですね」

　というわけで、次の戦いはリオ対ジェイクのカードで行われることになった。

　俺の横についたイリスとメイファが、緊きん張ちようした面おも持もちで俺のほうを見てくる。

「先生……あの、ジェイクっていう人……」

「……あいつ、強い。ほかの雑魚とは、レベルが違いすぎる。……でも、今のリオなら」

　そうした二人の評価を聞いて、俺は口をへの字に曲げていた。

　確かにジェイクは強い。王都で教えていた頃、あいつらの実力を見ているから分かる。

　だが──

　それをリオに言うべきかどうか、俺は迷っていた。

　そうこうしているうちに、リオとジェイクが互いに真っ向対峙する位置に立つ。

　ジェイクが、そうした様子をぽかんと見ていたアルマに向かって言った。

「アルマ先生、審判頼むぜ。しっかり見ていてくれよ。ボンクラどもの戦いとはわけが違うからよ」

「あ……う、うん、分かりました。──ルールはさっきと一緒。くれぐれも、危険な攻撃は禁止だからね。さっきの【幹竹割り】みたいなのは、絶対ダメだからね」

「大丈夫だって。そんなにカリカリしないでよアルマ先生。それにほら見てよ、俺の得え物ものは剣じゃない。【幹竹割り】みたいなしょぼいレベルの技を使う気もないしさ」

　そう言ってジェイクは、何も持っていない両手を広げてみせる。

　ジェイクの白兵戦スタイルは、剣でも斧でも槍でもない、徒と手しゆ空くう拳けんの格かく闘とう術じゆつだ。

「そういうことを言ってるんじゃなくて！」

「はははっ、冗談だって。ムキになっちゃうアルマ先生も可愛いなぁ。今度デートしてよ。夜中までしっぽりとさ」

「お断りします。そういうことばっかり言ってると、審判やらないよ」

「ごめんごめん、冗談だから怒おこらないで。俺、アルマ先生に嫌われたら、ショックで学校に行けなくなっちゃう」

「元々ほとんど出席してないくせに、よく言うよ」

　ジェイクの人を食った物言いで、アルマはすっかりペースに乗せられてしまっていた。

　しかもジェイクは、さらにこんなことまで言う。

「でも俺、弱い女に興味ないからなぁ。今はまだアルマ先生のほうが上だけど、すぐにぶち抜いちゃうだろうし。そうしたら興味なくなってポイ捨てしちゃうだろうから、やっぱ俺、アルマ先生とは付き合わないほうがいいわ」

「──ッ！」

　アルマの表情に動揺が走ったのが分かった。

　だがジェイクは、そんなアルマの様子など気にした風もなく、自分が今、対峙している相手へと向き直る。

　すなわち──リオに。

「へへっ……その点、お前はいいよ。才能の匂においがぷんぷんする。あっちの二人も匂いはするが、今はお前だ。そそるんだよ……ちょっとフライングだが、食っちまいたくてしょうがねぇ」

　ジェイクはそう言って、長い舌を出してべろりと舌なめずりをした。

　一方、対するリオは──

「キモイんだよテメェ。──イリスにもメイファにも手は出させねぇ。テメェはオレがぶっ潰つぶす！」

　そう言って、木剣を構えた。重心を低くして半身になる。

　先の十五人を相手にしていたときよりも、よほど本気の構え──俺と稽古をするときに取る構えだ。

「ひひひっ、いいねぇ。──そうこなくっちゃあ面白くない」

　ジェイクのほうも構えをとる。リオと似たような構えだが、今にもつかみかからんとするように両手を前に出した、これまた独特の姿勢だ。

　リオの立ち位置からジェイクまでは、十数歩程度の距きよ離りがある。

　しかし二人の踏み込みの力と速さを考えれば、そう大きな間合いではない。

　ジェイクが、リオから視線を外さずに言う。

「ほら、アルマ先生。ぼーっとしてないで、試合開始の合図を頼むよ」

「あ……ご、ごめん。それじゃ──始めっ！」

　我に返り、横手へと引いたアルマが、試合開始の声とともに旗を上げる。

　リオとジェイク、両者が同時に地面を蹴けった。
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　木剣を片手に、リオが疾しつ走そうする。

　野生の動物もかくやというしなやかさをもって、自分よりも頭一個ぶんも大きな少年に向かって、果か敢かんに立ち向かっていく。

　相手──ジェイクのほうも、大型の銀ぎん狼ろうを思わせる、獰どう猛もうな敏びん捷しよう性せいでリオに駆け寄ってくる。その顔には、余よ裕ゆうの笑み。

　常人の十数歩分の間合いなど、一いつ瞬しゆんで詰つまった。接せつ触しよくの瞬しゆん間かん。

「もらった──【二に段だん斬ぎり】！」

　リオの剣が先に振るわれた。得意の二に連れん撃げき。

　それを見たイリスとメイファが拳こぶしをにぎる。

「よし！」

「……とった。……リオの勝ち」

　二人の目は優秀だ。あのタイミングで、あの間合いで放たれた剣は、ジェイクの敏捷性をもってしても回かい避ひできない。

　だから、あれで決まりだ──そう見えたのだろう。

　だが、実際に起こったことは違った。

「──おっと」

「なっ……!?」

　ジェイクはその攻撃を回避し、リオは驚おどろきの声を上げていた。

　だが、すぐにジェイクの手がぬるりと伸びてきたので、リオは慌ててバックステップで回避する。

　両者少しの間合いをとって、再び対峙する形となった。

　ジェイクはへらへらと余裕の笑みを崩しておらず、リオは汗あせを浮かべている。

　その出来事に驚いているのは、戦っているリオ本人だけではなかった。

「そ、そんな……」

「……どうして。……あんなの、よけられるはずない。今、ありえない動きをした」

　イリスとメイファもまた、驚きを隠せずにいた。

　必殺の間合い、必殺のタイミング。

　リオとジェイクの敏捷性はほぼ互ご角かくで、むしろリオのほうが少し速いぐらいなのだから、あれを回避できるはずがない──

　そう思い込んでいるから、二人は真相にたどりつけない。

　俺はイリスとメイファに、解説をしてやる。

「別にそう難しい話じゃない。──ジェイクのほうが速いんだよ、それも相当な」

　その俺の言葉に、イリスとメイファが驚いて俺の顔を見る。

「そんなはずは……だってあの人、私たちと同じぐらいか、少し下ぐらいの強さで……」

　イリスがそう言いながら、ハッと何かに気付いたような顔をする。

　メイファもまた、考えがそこに行き着いたようだ。

　俺は手に持った小石をいじりつつ答える。

「そういうことだ。三人とも、俺の強さは正しく見み抜ぬけなかっただろ。つまり──ジェイクはそのレベルに到達してるってことだよ」

　ある一定以上の実力を持った勇者は、「自らの真の実力を隠すスキル」を獲かく得とくするのが一いつ般ぱん的てきだ。

　このスキルは特に意識していなければ、常に働く。

　ゆえに、上級の勇者の実力を、初見で見抜くのは困難だ。

　そして、傍はたで見ている上に俺から解説を受けたイリスとメイファはともかく、ジェイクと目の前で戦っているリオがそれに気付くことは、より難しいだろう。

「くっ……！　どんな魔法使ったのか分かんねぇけど、奇き跡せきだったら二度はねぇだろ！」

　リオは再び、ジェイクに突っ込んでいく。

【二段斬り】【スマッシュ】と、持っているスキルを駆く使しして果敢に攻めていくが、ジェイクはそれをひょいひょいとよけ続ける。

　そしてリオが、何度目かの【二段斬り】を放とうとしたとき、そのタイミングと起点を見切ったジェイクの手が、木剣を持ったリオの右手首をがしっとつかんだ。

「ひひひっ、捕つかまえたぁ」

「くそっ……！　なんでだよ……!?」

　リオは空いている左手で拳をにぎりジェイクに殴りかかろうとするが、それも同じように、ジェイクのもう一方の手でつかまれ押さえ込まれてしまった。

　ジェイクはべろんと舌を出して、リオに詰め寄っていく。

「さあ、どうするお嬢ちゃん？　このままじゃ狼おおかみさんに食べられちまうぜぇ？」

「くっ……放せっ！」

　今度は蹴りを繰くり出だそうとしたリオだが、それよりもわずかに速く放たれたジェイクの足あし払ばらいによって、リオは仰あお向むけに転ばされてしまった。

「なっ……あぐっ！」

「ひひひっ、クライマックス突とつ入にゆうぅ～」

　倒れたリオに、のしかかるようしてマウントをとったジェイク。

　尖とがった歯の並んだ口から、長い舌を出して、ゆっくりと顔を近付けていく。

「さあいよいよピンチだ。頑張って抜け出さないと、大変なことになるぜぇ？」

　──と言っても、あの状態からリオの力で、抜け出せるわけもない。

　筋力においても、ジェイクのほうが格上だ。

　勝負は決まりだ。

　俺は、啞あ然ぜんとした様子で見ていたアルマに目配せをする。

　それでハッと気付いた様子のアルマが、慌てて旗を上げた。

「し、勝負あり！　ジェイクの勝ち！　両者離れて！」

　だがその審判の判定を聞いたジェイクは、不服そうに口を尖らせる。

「えーっ、有効打が入らないと決着じゃないんだろ。まだ打撃入ってないじゃん。アルマ先生、それって嫉しつ妬と？」

「屁理屈言わない。審判のあたしが勝負ありって言ったら勝負ありなの。さっさと相手から離れて」

「はーい。ちぇっ、いいトコだったのにさ」

　しぶしぶといった様子で、ジェイクはリオから離れていく。

　そして去り際に、砂利の上に横たわったままのリオを尻しり目めに、一言。

「じゃ、またいつか遊ぼうぜ、子こ猫ねこちゃん。そんときは最後までヤりたいね。ひひひっ」

　そしてジェイクは、ひらひらと手を振ってリオのもとから去っていった。

　ジェイクはそのまま、サイラスのもとへと向かう。

　サイラスはさっそくジェイクをほめ称たたえた。

「いやぁ素晴らしい！　さすがはジェイクくんだ。キミのような者こそ、勇者の中の勇者だよ。お父上にも、キミの功績をしっかりと伝えておくことにしよう」

「そりゃ助かりますね。何しろうちはまあまあの貧乏貴族なんで、家庭教師に優秀な勇者をつけてもらうだけでも大変なんすよ。勇者学院の授業なんてレベルが低すぎるか──たまに優秀な教師がいても、勇者精神ブレイバーシツプがどうのとうるさいですし。力こそがすべてというサイラスさんの考え、俺は好きですよ」

　そう言ってジェイクは、俺のほうをチラとだけ見てきた。

　サイラスはそれに、気付いているのかいないのか、「うむうむ、そうだろう、そうだろう」などと、機き嫌げんよさげにうなずいていた。

　俺はそれをぼんやりと見ながら、自分は自分の仕事をする。

　リオのもとまで歩み寄る。

　川のほとりの砂利の上に、負けた姿のまま横たわったリオは、腕で顔を隠すようにしながら、泣いていた。

「リオ、立てるか」

　俺はそう言って手を差し出すが、リオはひっくひっくと泣いたまま動かなかった。

　イリスとメイファも心配そうにリオの姿を見つめていたが、さすがの妹たちも、何を言っていいか分からないという様子だった。

　俺は、少し卑怯かと思いつつも、その言葉を口に出す。

「リオ──強くなりたいか？」

　するとリオは、腕で顔を隠したままの姿で、こくんとうなずいた。

　生徒に失敗や敗北の経験を積ませることの是ぜ非ひは、一いち概がいには決めつけ難がたいものがある。

　それまでに成功体験をどれだけ積んでいるかや、あるいは本人の負けん気の強さなどによっても、それがプラスに働くかマイナスに働くかは、大きく変わってくるだろう。

　でも俺は、リオならこの経験をバネにできるだろうと信じた。

　……いや、本当は「信じた」なんて格好いいモノじゃない。半分は成り行きだ。

　俺は最後までリオに、ジェイクのほうが格上で、戦ってもまず勝てない相手だということを伝えるかどうか迷っていた。

　それを伝えていたら、リオはどうしていただろうか。

　戦うのをやめていたか、それとも──

　だがそんな「もしも」の過去は、もう存在しない。

　あとはもう、未来に向かって進むだけだ。

「分かった。俺がリオを──リオたちを今よりもずっとずっと強くしてやる」

　俺はそう言って、もう一度リオに手を差し出した。

　リオも今度は、ためらいながらも、その手を伸ばしてくる。

「……あいつよりも……？」

「ああ、ジェイクよりも、あいつらよりもずっと──この世界の誰よりも強い、世界最強の勇者にリオたちを育ててやる」

「……本当に？」

「本当だ」

「本当の本当に？」

「本当の本当に、だ」

「……分かった。オレ、兄ちゃんにオレの全部を渡すから。だから兄ちゃん──オレを強くして。誰にも負けないぐらいに、強く」

　リオが俺の手を取って、つかんだ。

　瞳いっぱいに悔くやし涙なみだをためた顔で、俺を見つめてくる。

　俺はリオを引っ張って立たせた。

　立ち上がったリオは、ぐしぐしと服の袖そでで涙をぬぐう。

　一方、イリスとメイファも、リオの隣に立って俺を見上げてきた。

「先生……私も、お願いします！」

「……ボクも、黙っているつもりはない。……バカにされた分は、やり返す」

　二人の瞳にも、闘とう志しが宿っていた。

　俺は二人にも、うなずいてみせる。

「分かった。イリスもメイファも、俺が全員まとめて面倒を見てやる。手取り足取り特訓してやるから、三人とも覚悟しておけよ！」

「「「はい！」」」

　少女たちの元気のいい返事。

　その日、川のせせらぎの音を背景に、俺たちは熱血していたのだった。
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　それからしばらくの後。サイラス率いる王都勢は、帰き還かんの途とにつくことになった。

　だが河原かわらから立ち去ろうとする際、サイラスは一度振り向き、わざとらしい口調でこんなことを言ってきた。

「そういえばブレット先生、およそ一年後に王都で開かれる最強新人勇者決定戦ですが──ひょっとして、出場するのはその子たちですかな？」

「……ええ、そうですね」

　一ヶ月前に王都を去る日の前日、サイラスとそんな話をしたなと思い出す。

　正直なところ、こっちに来てからの日ひ々びが楽しすぎて、すっかり忘れていた。

　最強新人勇者決定戦での、教え子を通したサイラスとの勝負。

　それは今考えれば、自分のためにリオたち三人を利用するような話だが──

　しかし今となっては、逆にそっちのほうがいい口実だ。

　リオたちに、ジェイクらともう一度ぶつかる機会を、用意してやれるのだから。

　リオたちとほぼ同年代の勇者では、あの三人──〝剛剣〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、そして〝賢狼〟ジェイクが、おそらくはこの国の最強だろう。

　そしてあの三人は、今年で勇者学院を卒業する。

　リオたちをあいつらと戦わせてやれる機会は、次の最強新人勇者決定戦を逃のがせば、ほかにないかもしれない。

　俺がそんなことを考えている一方で、サイラスはぺらぺらとまくし立てる。

「ブレット先生、その子たちもそれなりに腕は立つようですが……今日の結果を見れば分かるでしょう。出場させたところで、生徒たちに恥をかかせ、その身に再び敗北の刻印を打つことになるだけです。それはこの国のすべての勇者を想う立場としては、見ていていささか忍しのびがない」

「…………」

「ですのでブレット先生、先生の功績が認められなくて悔しいのは分かりますが……ここはひとつ、往生際よくあきらめられてはいかがですかな？」

　やれやれ、言いたい放題言ってくれるな。

　そもそも俺にその条件で勝負を望んだのは、サイラスのほうだったはずだ。

　今日の出来事で溜りゆう飲いんをさげたから、もういいということなんだろうか。

　そんなことを思いつつ、俺は反論を口にしようとしたのだが──

　そのとき、俺のかたわらにいた教え子たちが、先に声を上げた。

「兄ちゃんは、そんなんじゃねぇ！」

「そうです！　先生は、誰からも見捨てられていた私たちを、何の打算もなく救ってくれた人です！」

「……まあ、理想の先生かどうかで言えば、ちょっとロリコンすぎるかもだけど。……少なくともお前よりは、五千兆倍いい先生。……功績だとか何とか、そういう風にしか見れないのは、お前の卑いやしさを自じ己こ紹しよう介かいしているだけ」

　メイファがサイラスを指さして言うと、サイラスは「ぐぬぬ……」と言って顔を真っ赤にした。子供たちに言い返されるとは、思っていなかったのかもしれない。

　ただまあ、三人の中で俺がちょっと美化されすぎている気がしないでもなく、そのあたり俺はもうちょっと俗ぞく物ぶつですよとツッコミを入れたくはなるのだが……でも先生、ちょっと感動したよ。

　俺は三人のあとを継ついで、サイラスに言ってやる。

「ご心配には及およびませんよ、サイラスさん。こいつらのことは、俺がこれから世界最強の勇者に育てますんで。一年後……いや、もう十一ヶ月後ですか、楽しみにしていてください。その頃には、そこの三人だって凌りよう駕がしていますよ」

　と、見事に大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてしまう俺。

　いや正直なところ、俺もリオたちみたいな怪かい物ぶつを育てた経験なんてないから、たった十一ヶ月でどこまで伸びるかなんて、やってみないと分からないんだけどな。

　それにジェイクたち三人だって成長期だ。十一ヶ月もあれば、今よりもさらに力を上げてくるだろう。

　だがそれでも俺は、リオたちを信じたかった。教師が教え子の可能性を信じてやらなかったら、伸びるものも伸びなくなるのだから。

　一方で、俺の言葉を聞いた王都最強の三人の生徒は、いずれも獰猛な笑みを浮かべた。

〝剛剣〟アドルフと〝女王〟ドロシーが、「ほう」とか「へぇぇ、それは楽しみだわ」などと言ってほくそ笑む。

　そんな中、俺に向かって口を開いたのは、〝賢狼〟ジェイクだ。

「面白いことを言いますね、ブレット先生。俺たちを凌駕する？　世界最強？　それ、本気で言ってるんですか？」

「ああ、本気だぞ。お前らも大したもんだが、俺は今、この三人にべた惚れなんだよ」

　俺がそう言ってやると、ジェイクは肩を震ふるわせて笑い出した。

「くっ……くくくくくっ……！　面おも白しれぇ、ブレット先生、あんた面白れぇよ。──じゃあこうしましょうよ。その決定戦で負けたほうは、勝ったほうの言うことに一日絶対服従ってことで。俺、そいつらをキャンキャン鳴かせながら蹂じゆう躙りんしてやりたくて仕方ないんですよ。うちの地ち下か牢ろうでたっぷり躾しつけてやりますよ。ね、いいでしょ？」

　ジェイクはそう言って、べろりと舌なめずりをした。

　だが──俺はそれには、渋じゆう面めんを作らざるをえなかった。

　ジェイクのモラルの無さは、俺が王都で教えていた頃から何も変わっていないようだ。

　そして、いくら教え子たちを信じると言ったって、そんな無茶苦茶な約束はできるわけがない。

　だから俺は、ノーを言い渡そうと思ったのだが──

　そこに口を挟はさんできたのは、サイラスだった。

「それは素晴らしい提案だ、ジェイクくん。私も賛成するよ。年に一度、せっかくの祭りだ。そうやって想いを強くして、どんどん盛り上げていこうじゃないか」

「ちょ、ちょっとサイラスさん！　それはいくらなんでも──」

　アルマが横から抗こう議ぎの声を上げる。

　だがサイラスは、どこ吹ふく風だ。

「いいではないですか、アルマ先生。……なぁに、こんな辺鄙な村のクズ勇者が三人程度使い物にならなくなったところで、この国に勇者の代わりなど、ほかにいくらでもいますよ。クズどもがジェイクくんたちのような優秀な勇者の糧かてとなるのであれば、万ばん々ばん歳ざいではありませんか」

　サイラスはぎろりと、リオ、イリス、メイファの三人をねめつける。

　先の三人の反はん抗こうがよほど癇かんに障ったのか、それともこの場にいる者しか聞いていないから多少の暴言ぐらいは揉み消せると油断したのか──あるいはその両方か。

　いずれにせよ、サイラスには珍めずらしい、分かりやすい大暴言だ。

　聞いているこっちとしては非常に不ふ愉ゆ快かいだが──あれを回しておいて正解だったな。

「サイラスさん……それ、本気で言ってるの？」

　サイラスを見るアルマの目が据わっていた。ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたという様子。

　それを見たサイラスは、おどけたように引いてみせる。

「おっと失礼、言葉が過ぎましたかな。……しかしアルマ先生、まだ子供といっても、礼儀を欠くことは許されませんよ。私のような立場にある者に暴言を吐はけばどういうことになるか、彼女らには身をもって思い知ってもらう必要があります。そうでしょう？　──そしてそれは、先生のような大人であればなおさらのこと。ブレット先生と違い利口なアルマ先生なら、分かりますね？」

「……そうですか。分かりました」

　アルマは瞳を閉じて、それ以上何も言うことはなかった。

　アルマが何を考えているのかは分からないが、あれは相当怒っているなと感じた。

　あいつ、怒らせると怖いからなぁ……。何やらかすか分かったもんじゃねぇ。

　ま、それはともあれ。俺はサイラスに言葉を返す。

「サイラスさん、いずれにせよその提案は吞のめませんね。そんな非道徳的な約束、教師として黙もく認にんできるわけがないですよ」

「おや？　ブレット先生の話では、そこの三人の野の良ら猫ねこ勇者が、ジェイクくんたちのような優秀なエリート勇者を凌駕するという話ではありませんでしたかな？　非道徳的というなら、ブレット先生の教え子が勝って道徳的な命令に服従させればよいだけでは？」

「だとしてもです。俺は教師として、教え子たちをそんな趣しゆ味みの悪い賭かけ事ごとに巻き込みたくはありません」

「……やれやれ。大口を叩いたかと思えば、大きいのは口だけで、本当は自信がないのですね。暴力教師の上にホラ吹きで臆おく病びよう者ものとは、付ける薬がありません。教師がそれでは、教え子たちがどうしようもないのもうなずけます」

　そう言ってサイラスが肩を竦めると、王都の生徒たちがドッと笑った。

　やがてサイラス率いる約二十人は、俺たちへの嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつの言葉を駆使しながら、ようやく立ち去っていった。

　台風一過だ。俺はほうと一つ息をついて、三人の教え子たちに言う。

「……今日は変なもんに付き合わせて、悪かったな」

「ううん、兄ちゃん。オレ、全然へっちゃらだし」

「私もあんなの全然平気です。今すぐ全員射い殺ころしてやりたいなんて、全然思ってませんでしたから」

「……お兄さん、ボクに早く、煉れん獄ごくの炎ほのおですべての敵を焼やき尽つくす魔法を教えてほしい」

　若干二名、物ぶつ騒そうなことを言う子がいたが、スルーしておいた。

　──と、そこに王都勢の中から一人、こちらへと駆け寄ってくる姿があった。

　その女性教師──アルマはパタパタと走ってくると、俺の前まで来て聞いてくる。

「ブレット先生。さっきのサイラスの暴言って、ひょっとして録とれてたりする？」

　ああ、その話か。アルマには用よう途とまで伝えてあったしな。

「おう、バッチリだ。俺もまさか、あそこまでのものが録れるとは思ってなかったけどな──うちの口の悪い教え子の手て柄がらだ」

　俺がそう言って取り出したのは、アルマに王都で買ってきてもらって受け取っていた魔道具、「魔ま導どう録音機」だ。

　何かサイラスのやつをぎゃふんと言わせられる材料を用意できないかと思って、やつとの会話を録音しておいたのだが、予想以上の録れ高だった。

　これを使って、どうにかあいつをコテンパンにできないもんかと思うのだが──

　そこでアルマが、ニッコリ笑顔で手を差し出してくる。

「ブレット先生が良かったらでいいんだけど、それ、あたしに任せてくれない？」

「何か考えがあるのか？」

「まあねー。ちょっと大変だけど、もうあたしも腹が据わったわ。ふふふ……あのクソ狸だぬき、なんとしても社会的にぶち殺してやる。絶対に許さない」

「お、おう、そうか」

　俺はアルマに魔導録音機を渡した。これはアルマに任せておいたほうが良さそうだ。

　それを受け取ったアルマは、にやぁっと薄く笑った。怖いよー。

　そして最後に、アルマはメイファのほうへと向き直る。

「キミがメイファちゃんだね。挨あい拶さつが後になったけど、会うのは初めまして」

「……こちらこそ初めまして、お兄さんの、昔の女の人」

　ガッチリと握あく手しゆを交わす二人。そしてバチバチと視線が交こう錯さくする。

　なんだかよく分からんが、長き戦いを繰り広げる宿敵同士が出会った場面のような、熱い何かを感じた。

　あとメイファ、何度も言っているが、昔の女と違うからな。俺とアルマはちょっと仲がいいだけのただの元同僚だぞ。

　そしてアルマは、メイファだけでなくリオ、イリスにも視線を向け、何やら「うぐっ」とうめいた。

「くぅっ……さ、三人とも、可愛すぎる……！　反則でしょこんなの……。そりゃブレット先生じゃなくたってやられちゃうよ……これは強敵どころじゃないぞ……」

　その言葉を聞いた俺は、嬉き々きとしてアルマの手を取った。

「──だろ!?　な、可愛いだろ!?　俺の言ってたこと間違ってないだろ!?」

「あ、ごめん。ブレット先生は今、黙っててもらえる？」

　何か分からないけど、バッサリ斬きられた。理り不ふ尽じんだ……。

　しょんぼりする俺を尻目に、アルマとメイファは互いにこつんと拳をぶつけ合う。

「でもま、ひとまずは、一時休戦ってことで」

「……同意する。……あいつらをぎゃふんと言わせるのが、先」

　そして再び、二人はがっちりと握手をした。

　さらにリオとイリスまでもが、そこに手を重ねていく。

　そんななんだか分からない契ちぎりのような何かが結ばれる中、俺一人が蚊か帳やの外で、しょんぼりとその場に突っ立っていたのだった。
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　とまあそんなこんなで、俺とリオ、イリス、メイファの新たな特訓生活が始まった。

　それはとても厳しく、そして苦しい戦いの日々だった。

　その生活のすべてを述べることは難しいが、例をあげるならばこんな感じだ。




　それはある日のこと。俺とリオは二人きりで、他に誰もいない森の奥へと来ていた。

「リオ……いいのか？」

「うん、兄ちゃん……。オレ、大丈夫だから……きて」

「分かった。リオ、いくぞ──」

　──ズドンッ。俺の一撃が、リオにめりこんだ。

「あぐっ……！　……はぁっ、はぁっ……へへっ、やっぱ兄ちゃんのは、すげぇな……」

「リオ、痛いか？　無理するなよ」

「う、うん。少し痛いけど、大丈夫だから……もっと、もっときて」

「……分かった」

　健けな気げなリオに、俺はさらなる攻撃を加えていく。二発、三発、四発……。

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

「リオ、少し休むか？」

「ううん……大丈夫、だから……兄ちゃん、優しくしてくれるし……」

「優しすぎても意味ないんだけどな」

「へへっ……じゃあ、もっと強くしても、いいよ……」

「何度も言ってるけど、無理はするなよ。じゃあもう一発、いくぞ」

「うんっ」

　──ズドンッ！　布を分厚く巻いた俺のパンチが、リオのお腹なかに叩き込まれる。

　リオは腹筋に力を入れ、歯を食いしばり、俺のパンチに耐たえていた。

　打たれ強さを強化する訓練は、なかなか酷なものがある。

　だが勇者たるもの、常に無傷で戦うというわけにもいかず、強敵相手にギリギリのところで踏ん張れるかどうかは打たれ強さにかかってくる。どうしても訓練は必要だ。

「うぐっ！　はぁっ、はぁっ……まだまだっ、兄ちゃん、もっとオレにぶち込んで！」

「よし、さすがリオ、いいガッツだ」

　俺が頭をなでてやると、リオは「えへへっ」とはにかむ。

　こんな可愛い子をいじめなければいけないのは少し心苦しいが、ここは心を鬼にしてやらねばならぬ。

「ていうかオレ、だんだん気持ちよくなってきたかも……」

「おいおい、ドＭかよ」

「兄ちゃん相手のときだけだって」

「こいつめ。可愛いこと言いやがって」

「えへへー」

　一緒の時を長く過ごすにつれて、リオもだんだん小こ悪あく魔まチックになってきた。

　うちの子たち、小悪魔と天使が同居しすぎていませんかね？




　また、こんなこともあった。

　それは俺とイリスが、二人きりでトレーニングをしていたときだった。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……せ、先生っ……私っ……もう……」

「どうしたイリス。もうダメか？」

「だ、だって……はぁっ……はぁっ……こんなの……無理……」

「もうへばったか？　このぐらい耐えられなくて、このあとどうするんだ。激しくしてほしいって言ったのはイリスだよな？」

「ううっ……そ、そうですけど……先生のが、すごすぎて……」

「まだまだこんなもんじゃないぞ。本番はこれからだ」

「そ、そんな……」

　俺の言葉に顔を青ざめさせるイリス。体操服姿でグラウンドにへたり込んでしまう。

　インターバルトレーニング──運動と短い休息、あるいは強い運動と弱い運動を小刻みに繰り返すトレーニング法は、特に持久力を鍛きたえるのに有効だと言われている。

　今イリスにやらせていたのは、十五秒間の全力ダッシュと一分間の歩行とを交こう互ごに繰り返す種類のインターバルランニングだ。これはかなり負荷の強い運動で、しばらく続ければ勇者といえどもまあしんどくなってくる。

　ちなみにイリスは優等生なので、最初は頑張ってやる気を見せるのだが、苦しくなってくるとわりとすぐに音を上げるタイプなのだと分かってきた。

　何事にも完かん璧ぺきな子など、そうはいないのだ。

　そしてもう一つ、気付いたことがある。

　イリスは疲れてくると、かなりの甘あまえん坊ぼうになるようだ。

「あの、先生……」

「なんだ、イリス」

「私、先生がご褒ほう美びを約束してくれたら、頑張れるかも……」

「分かった。やり切ったら、今度街に行ったときスイーツ買ってやるよ」

「そ、それもいいですけど、その……ごにょごにょ」

「イリス、言いたいことがあるならはっきり言え。俺にできることならやってやるから」

「その、だから……全部やり切ったら、先生の胸に抱っこしてほしいです……ぎゅううううって……あと、たくさん頭なでなでしてほしい……」

　顔を真っ赤にしてうつむいて、消え入りそうな声で言うイリス。

　きゅううううううん。俺のハートはガッチリつかまれた。

「よし分かった！　トレーニングが終わったらイリスを抱きしめて、たくさんなでなでしよう！　約束する！」

「ほ、ホントですか!?　やります！　私、絶対やり遂げます！」

　目をキラキラとさせて立ち上がり、再びやる気を見せるイリス。

　この後俺は、頑張ったイリスをめちゃくちゃ抱っこして、めちゃくちゃなでなでした。




　また、あるいはこんなこともあった。

「……はぁっ、はぁっ……こ、ここまで来れば、お兄さんも、追ってこれまい……」

　村の中を俺から逃げ回ったメイファは、とある民家の裏で荒あらく息をついていた。

　ときどき怯おびえるようにキョロキョロと周囲を見回しては、誰もいないことを確認してホッと安あん堵どする。

「……お兄さんが、まさかあそこまでの鬼き畜ちくとは、思わなかった。……ボクには、あんなの無理。……リオみたいな、体力バカを基準にされたら、ボク、死んじゃう……」

　メイファは俺の課すトレーニングから、日々逃げ回っていた。

　最初の一日だけはやる気のあったメイファだが、こいつはイリスなど比ひ較かくにならないほど一瞬で音を上げた。

　捕まえて見張っていれば、渋しぶ々しぶといった様子でトレーニングをするのだが、少し目を離すとすぐに逃げ出してしまう。

　なので、リオやイリスのトレーニングにかかりきりになった後は、いつもメイファとの追いかけっこに興じることになったのだが──

「ふぅ……ふぅ……よ、ようやく少し……回復してきたかも……」

　メイファがそう言って、自分の胸に手を当てる。少し落ち着いてきたようだ。

　それを見た俺は、メイファの「頭上から」声をかける。

「よし、じゃあそろそろ続きいけるな」

「ひぃいいいいいいっ！」

　──びくんっ！　メイファが跳ね上がった。

　メイファは恐おそる恐る、自分が寄りかかっていた民家の上を見上げてくる。

　俺はその民家の屋根の上から、メイファに向かって片手を上げてみせた。

「よっ、メイファ。今日は結構回り道してきたな」

「……あ、あ……ど、どうして……」

「そりゃあメイファと毎日追いかけっこしてりゃあな。行動パターンも分かってくるさ」

　俺は屋根の上から跳とんで、地面に下りた。

　俺に怯えて尻しり餅もちをついたメイファが、必死に後ずさりをする。

「……や、やだ……待って、お兄さん……あんな地じ獄ごくみたいな訓練は、もう……」

「大丈夫大丈夫。死にやしないって」

「……噓うそだ……お兄さんは、ボクたちを殺す気……」

「メイファが思っているより、メイファは強い子だから大丈夫だ。さ、校舎に戻るぞ」

「……いやっ、いやああああっ……助けて、助け、むぐっ」

　俺は四よつん這ばいで逃げようとするメイファを抱きかかえると、手でその口をふさいで校舎にお持ち帰りした。

　途と中ちゆうでご近所の奥おく様さまに会ったが、俺が笑顔で会え釈しやくをすると、向こうも「こんにちは先生。今日も大変そうですね」などと笑いかけてくる。

　日々の出来事なので、もはやみんな慣れっこだ。

　ちなみにこの頃には、メイファたちを呪のろわれた子だと思う村人は、ほとんどいなくなっていた。

　ボロを着た姿が、不気味さを助長するみたいな部分もあったのかもしれない。

「んむうううううっ、むぐぅうううううっ！」

「ほらメイファ、ご近所に迷めい惑わくだから静かにしような」

「んぅううううううっ……！」

　そんな感じでメイファを校舎へと連れ帰ると、俺はメイファにめちゃくちゃ訓練した。

　一日のトレーニングが終わった頃には、メイファはぐったりしてびくんびくんと震えるばかりになっていたが、別に家出するようなこともなかったので、メイファも根っこの部分ではやる気があったのだろう。

　まあそんなこんなで、十一ヶ月という長いような短いような時間は、あっという間に過ぎ去った。

　もちろんこの間に行ったのは、村での基き礎そ能力トレーニングやスキル、魔法の修得だけではない。

　月に一度か二度ぐらいの頻ひん度どで魔王退治も行い、実戦経験もバリバリ積ませていた。

　そうして俺に鍛えられた、三人の教え子たちはというと──

　ちょっともう、なんか、よく分からないぐらいに成長していた。

　まだ教え始めてたった一年だよ？　いいのこれ？　ヤバくね？　みたいな感じ。

　そうして、王都での新人勇者決定戦が近付いてきた頃、俺はリオ、イリス、メイファの三人を連れて乗合馬車に乗り、王都へと向かった。

　三人の教え子たちは、馬車から見える初めての景色に目を輝かがやかせながら、王都までの旅のひと時を楽しんでいたのだった。
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　ガタゴトと乗合馬車に揺ゆられること、およそ一週間。

　長い旅路の果て、夕焼け空の下に、ついに王都の姿が見えてきた。

「うわぁ、すっげぇ……！　ほら、見てよ兄ちゃん！」

「すごい……今まで見てきたどんな街よりも大きい……」

　リオとイリスが馬車の窓から身を乗り出して、キラキラと目を輝かがやかせる。メイファも感動を口にこそ出さないが、窓から見える景色に目を奪うばわれている様子だった。

　俺も久ひさ々びさに見る王都の姿に、少しだけ郷きよう愁しゆうのようなものを感じていた。

　この丘おかから緩ゆるやかな下り坂の街道を進んでいけば、王都の城門へとたどり着く。

　王都は人口十万人を超こえる規模の巨きよ大だい都市だ。城じよう壁へきにぐるりと囲われた街区は、南門から北門まで歩けば一時間以上もかかるほどの広大さである。

　その王都を南北に貫つらぬくメインストリートと交差するように、東西に走る大きな川が街並みを二つに分けている。

　俺たちがこれからたどり着く予定の南門を見れば、その前にはたくさんの人ひと々びとが渋じゆう滞たいをつくって並んでいた。門番による入市チェック待ちの行列だろう。
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　最強新人勇者決定戦は、一年に一度だけ行われる国をあげたお祭りなのだから、この王都の賑にぎわいぶりも当然のことだ。

「はわわわ……あれだけのたくさんの人が見ている中で、私たち戦うんですか……？」

　イリスが久々に、怯おびえた小動物のような様子を見せていた。すごく可愛かわいらしい。

　俺はそんなイリスの頭に手を置いて、軽くなでてやる。

「イリスたちなら、大だい丈じよう夫ぶだよ。緊きん張ちようすることないさ。気楽にやってこい」

「はうぅぅ……そう言われても……あうあう……」

　カタカタカタカタ……。イリスは小刻みに震ふるえていた。

　可愛いなぁもう。なでなでなでなで。

「あうぅぅ……せ、先生……そんなになでなでされたら、私、ダメになります……」

「よーし、もっとダメになっちまえ。うりゃうりゃうりゃうりゃ」

「ふああっ……ふわああああっ……」

　俺がイリスの肩かたを抱だき寄よせてもっとたくさんなでなですると、イリスは耳まで真っ赤にして、頭のてっぺんからぽひーっと湯気を噴いた。

　そんな俺とイリスの様子を、メイファは呆あきれた様子で、リオは微笑ほほえましげに見ていた。

　やがてお姉ちゃんであるリオが、イリスに言う。

「大丈夫だってイリス。だってオレたち、兄ちゃんにたくさん鍛きたえてもらったんだぜ。自信もっていこうぜ」

「そ、そうだね……！　私たち、先生に鍛えてもらったんだし。うん、自信もとう！」

　ぐっと、拳こぶしをにぎって意い気き込ごむイリス。

　それを聞いていたメイファが、ふっと瞳ひとみから光こう彩さいを失った。

「……うん……地じ獄ごくだったよ、この一年間……。……ボクは怠なまけたいのに、怠けさせてもらえなかった……。……ボクは自由の翼つばさをもがれて地を這はうしかない、檻おりの中で飼い殺された、無様な鶏にわとりだった……」

　馬車の窓の外、空のかなたを見上げるメイファ。口からは今にも魂たましいが抜ぬけ出でていきそうだった。

　ちなみにメイファ。こんなことを言ってはいるが、ここ一年間、家では学校での借りを返さんとばかりに、毎日のように俺をいじって遊んでいた。

　ある日は風ふ呂ろ上がりの真まっ裸ぱだか同然の姿で俺にへばりついてきたり、ある日は俺の寝しん室しつに潜もぐり込こんできたり、ある日は俺にキスしようと迫せまってきたり……。

　本当にもうね……パパも大変だったよ。何度言ってもやめないんだもんこいつ。俺の理性は本当によく頑がん張ばったと思う。

　ま、ともあれ──

「そうそう。お前らもあれだけ頑張ったんだから、自信もっていいぞ」

　俺はイリスだけでなく、リオとメイファの頭にも手を置いて、わしわしとなでていく。

　二人とも、こそばゆそうな、嬉うれしそうな顔をして、少しだけ頰ほおを染めていた。

「へへっ、でもオレ、ちょっとワクワクしてきたかも」

「うん、そうだね。今の私たちにどれだけやれるか、試してみよう」

「……あれだけつらい想いをしたんだから、少しははっちゃけないと、やってられない」

　三人ともやる気満まん々まん。良いコンディションだった。




　その後俺たちは、門の前でしばらく待たされはしたものの、やがてつつがなく王都に入ることができた。

　俺は教え子たちを連れて、夜の暗がりが魔ま法ほうの灯あかりで照らされるメインストリートを練り歩き、一足早く出ている出店で買い食いを楽しむなどした。

　明日はそれどころじゃないのだから、今のうちにお祭り気分を堪たん能のうしておかないとな。

「兄ちゃん、豚ぶた焼やき買って豚焼き！」

「すごい……ふわふわのパンに、果物と甘あまいシロップがたっぷり……幸せ……」

「……お兄さん、ボクはそろそろ歩き疲つかれた。おんぶしてほしい。……よいしょ」

「あーっ、メイファずるい！　……じゃなかった、先生に迷めい惑わくでしょ！　やめなよ！」

「いや、別に大丈夫だぞ。なんならイリスもおんぶしてやるか？　メイファと二人だと場所狭せまいけど」

「えっ、ほ、ホントですか……？　そ、それじゃあ……よいしょっと。……えへへ」

「あ、兄ちゃんオレもオレも。でも背中空いてないから、前でいいか。とりゃっ」

「ぐえっ。さすがに三人は」

　……とまあ、何やかんや、あれやこれやあって大変だった。

　そうして子供たちが遊び疲れた頃ころ、俺は三人を連れて宿を取り、翌日の本番に備えて子供たちを就しゆう寝しんさせた。

　三人があどけない天使のような寝ね顔がおで、ベッドですぅすぅと寝息を立てるのを確認して、俺自身も床とこに就つく。

　そして翌朝、ついに最強新人勇者決定戦の幕が開かれるときとなり、俺は三人の教え子たちを連れて会場へと向かったのだった。
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　最強新人勇者決定戦の会場は、王都の一角にある大型の競技場だ。観客席の収容人数は、一万人をゆうに超える。

　俺と教え子たちは朝に宿を出て会場入りし、開会式を終えるとすぐに控ひかえ室しつへと通されて、今日の大会スケジュールを渡わたされた。

　ひとつの控え室は、四校が合同で使うことになっている。

　俺たちが通された少し広めの控え室には、すでに二校の生徒と教師──合計で十名がいて、それぞれが部屋の隅すみで試合の準備をしていた。

　俺は教え子たちを連れて控え室の一角を陣じん取どり、渡された大会スケジュールを眺ながめる。

「うちの初戦は第四試合か。わりとすぐに出番だな」

　リオ、イリス、メイファの三人はほとんど俺にへばりつくような体勢で、俺の手にある大会スケジュールの小冊子を、興味深そうにのぞき込んでいた。

　学校対たい抗こうである最強新人勇者決定戦には、この国全土の勇者学院から毎年二十校から三十校程度が参加する。今年の参加校は、どうやら二十七校のようだ。

　大会スケジュールにはトーナメント表も付いており、それによれば俺たちの勇者学院こと「リット村勇者学院」の一回戦は、第四試合とのことだった。

　試合はトーナメント形式で行われる。全二十七校のうち、シードを受けている五校を除いた二十二校による、トータル十一試合が一回戦として行われる。

　二回戦は、一回戦で勝ち上がった学校に加え、シード校も参加しての八試合。三回戦が準じゆん々じゆん決勝で四試合。四回戦が準決勝で二試合。そして五回戦が決勝だ。

　大会に参加する勇者学院は、どこも強きよう豪ごう校こうだ。稀まれに例外はあるが、普ふ通つうはある程度まで勝ち抜ける自信がなければ、最強新人勇者決定戦には参加してこない。

　ゆえに参加校は、大都市などにある大規模の勇者学院がほとんどになるわけだが──

　するとそこに、控え室にもう一校、別の勇者学院の生徒たちが入ってきた。

「おや、ブレット先生ですか？　お久しぶりです」

　そう声をかけてきたのは、生徒たちを引率する教師だった。

　俺はその姿を見て、懐なつかしい想いに駆かられる。

「お、レナード先生じゃないですか。元気してましたか──って、また瘦やせてません？　ちゃんと食ってます？」

「ははは、よく言われますが、そう会うたびに瘦せていたら骨だけになってしまいますよ。ブレット先生も相変わらずのようで何よりです」

　レナードは四角い眼鏡めがねをかけた、長ちよう身しん瘦そう軀くの男性教師だ。

　歳としは俺より少し上、今は二十五歳さいぐらいか。

　学がく者しや肌はだの勇者で、俺とは以前に勤務していた勇者学院での旧知の仲である。

　レナードが連れている生徒は、男子が二人、女子が二人だった。

　うちはそもそも三人しか生徒がいなかったから三人での登録だが、普通の出場校はレギュラー選手三名と補欠選手一名を加えた選手四名でエントリーする。

「ブレット先生のところは、女子三名での参加ですか？　というかブレット先生、王都に転勤したと聞いていましたが」

「いやあこれが、ひょんなことでまた転勤になりまして。一年前からリット村って小さな村の勇者学院で、こいつら相手に教えてるんですよ」

「ほう……」

　レナードは何かを思ったようだったが、それは口に出さずに飲み込んだらしい。

　代わりに俺に耳打ちで、こんなことを言ってきた。

「それにしてもブレット先生、これまたえらい美少女揃ぞろいですね。まさか、手出ししたりしてないでしょうね」

「おうこらレナードてめぇ俺のことなんだと思ってんだ表出ろや」

「ははは、冗じよう談だんですよ」

　俺に胸むな倉ぐらを摑つかまれても、やわらかい笑顔でかわすレナード。相変わらず食えんやつだ。

「ったく……。けどレナード先生、ここにいるってことは、レナード先生のところも最強新人勇者決定戦に出場するってことですよね？」

　レナードの勤務地は大会常連の強豪校というわけではなく、わりと小規模な都市の勇者学院だったはずだ。普通だったら参加はしてこないところだが──

　俺の言葉を聞いたレナードは、指先でくいと上げた眼鏡を光らせつつ、ニヤリと笑う。

「ええ、もちろん。ふふふ……今年のうちの子たちは強いですよ。大方の予想を覆くつがえす、大おお番ばん狂くるわせを見せて差し上げましょう」

「ほう。そりゃ頼たのもしい」

「そう言うブレット先生のところはどうなんです？　教え子たちに世界のレベルを体感させるために敢あえて参加させる、なんてこともブレット先生ならやりかねませんが」

　レナードがそんなことを言ってくるので、俺もニヤリと笑って返してやる。

「ま、それは実戦を見てのお楽しみってことで。ただ、ひとつだけ言っておくと──めちゃくちゃ強いですよ、うちのやつら」

「ほほう、ブレット先生がそう言うなら相当のものなのでしょう。これは侮あなどれませんね」

「ふふふ、ぶつかったときには、お互たがい勇者精神ブレイバーシツプに則のつとって正せい々せい堂どう々どうと戦いましょう」

「ええ、もちろんです」

　ごごごごごっ……！

　俺と眼鏡、もとい、俺とレナードが額を突つき合あわせ、気き迫はくをぶつけ合う。

　手では握あく手しゆをしているが、要は宣戦布告だ。

　ちなみに教え子たちはと見ると、もうちょっとのんびりした様子だった。

　うちの三人は、イリスが持ち前の人見知りを発揮してリオの後ろに隠かくれ、メイファも何となく矢や面おもてに立つのを嫌いやがってリオの後ろに隠れ、つまりはリオが前面に立つことになっていた。

　一方の相手方の生徒たちはというと、リーダーらしき少年が前に出て、リオに握手を求める。

「やあ、キミがチームのリーダーかな？　僕はアレックス。今日は正々堂々と戦おう」

「おう。オレはリオ。こっちは妹のイリスとメイファだ」

　リオは握手を受けながら、後ろに隠れた二人のことも紹しよう介かいする。

　少年──アレックスは驚おどろいた顔をした。

「えっ……姉妹？　そうは見えないな……いや、確かにみんな可愛らしいけど」

　アレックスがそう言うと、彼かれの後ろからひとりの少女がアレックスの後うしろ膝ひざを蹴けった。

「痛っ！　何するんだよヘレナ」

「うっさい！　なぁにが『やあ、みんな可愛らしいね』よ。色目使っちゃって。あーやだやだ」

「別に色目を使ったつもりは……それに僕の言った台詞せりふと微び妙みように違ちがう……」

「うるさい！　アレックスのバカ！」

「ふっふーん、今日も二人はお熱いですなぁ」

　さらに後ろから、別の少女が茶ちや々ちやをいれに入った。そして向こうのチームの生徒たちで、ワイワイと始めてしまう。

　それを見た俺は、ふっと微笑ましい気分になり、レナードに向かって言う。

「いい子たちですね、レナード先生」

「ええ、自じ慢まんの教え子たちですよ。ブレット先生のところは、大人しい子が多いのかな」

「いやぁ、こう見えて本当はやんちゃなんですよ。……ほら、こんな風に」

　そう言った俺の腕うでには、メイファが恋こい人びとのような仕草でしなだれかかり、抱き着いてきていた。

　そしてメイファは俺に向かって、にやぁっと笑う。

　よし、来やがったな？

　俺はそんなメイファの首根っこを引っつかまえて、猫ねこのようにして持ち上げた。

　メイファはジタバタにゃーにゃーと暴れる。

「……ううっ、屈くつ辱じよく。……お兄さんのボクへの対応力が、上がっている」

「どれだけ一いつ緒しよにいると思ってんだよ。慣れもするわ」

　油断も隙すきもあったもんじゃねぇけどな。

　メイファのやつは、隙あらばこっちの社会的立場を殺しに来る。静かなる殺し屋サイレントアサシンメイファって二つ名でも付けてやりたくなるわ本当。

　ちなみに、それを見たレナードはハハハと乾かわいた笑いを浮うかべており、向こうの生徒たちは目を真ん丸くして俺たちのことを見ていた。はいはい、見み世せ物ものじゃないからな、散った散った。

　──とまあ、そんなやり取りをしながら、俺たちは試合の時間を待った。

　ちなみにリオたちはＡブロックで、レナードの教え子たちはＢブロックなので、決勝まで行かないと当たらない組み合わせだ。お互いどこまでやれるか、だな。

　そして、ついにリオたちの出番がやってくる。

　主役はリオたち三人だが、俺もセコンドとしてついていく。

　競技グラウンドへと続く石造りの廊ろう下かを、教え子たちのあとについて歩いていった。
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　カツ、カツ、カツ……。俺は教え子たちの後ろについて、競技場のグラウンドへと続く石造りの廊下を歩いていく。

　この廊下を歩いていると、昔のことを思い出す。

　今この場の主役は、俺の前を歩くリオ、イリス、メイファという三人の教え子たちだ。

　でも八年前にここを主役として歩いていたのは、俺自身だった。

　当時は個人戦だった最強新人勇者決定戦で、俺はその年の優勝者となった。

　その後さまざまなスカウトを断って、俺はフリーの魔ま王おうハンターになった。

　だが魔王ハンターとしていくら活かつ躍やくしても、俺はあまり満たされなかった。

　それよりも、俺が勇者学院の生徒だった時代に俺の面めん倒どうを見てくれた先生の印象が強く残っていて、俺も教師をやりたくなって、三年ぐらいで魔王ハンター業をやめて勇者学院の教師になった。

　それから五年ほどが過ぎて、今に至るわけだが。

　俺の面倒を見てくれた先生ほど、俺はできた教師にはなれていないと思う。

　まだまだ未熟で、俺が憧あこがれた先生には、到とう底てい及およばない。

　でも、それでも──それなりに、多少は、うまくやれているだろうか。

　いずれにせよ、今度は見守る立場だ。

　自分が戦うのではなく、教え子たちの戦いを見守るだけというのは、どうにもむず痒がゆい。先生も、俺のことをこんな気持ちで見守っていたんだろうか。

　俺は自分の前を歩く三人の教え子たちの、一年前よりも少しだけ伸のびた背せ丈たけを見ながら、そんな感かん慨がいにふけっていた。

　やがて教え子たちは、重厚な扉とびらの前へとたどり着く。

　リオが扉に手をかけて振ふり向むいてくるので、俺は鷹おう揚ようにうなずいてやった。

　リオが扉を押おし開あける。薄うす暗ぐらい廊下に、まばゆい光が広がる──

　──ワァアアアアアアアアッ！

　一万を超える観客席から、大だい歓かん声せいがリオたちに降りかかった。

　イリスがびくりと怯え、メイファもそわそわとして、リオはごくりと唾つばをのんだ。

　リオたちは恐おそる恐る、競技場のグラウンドへと足を踏ふみ出だしていく。

　俺はその後を、三人の背中を守るような気持ちでついていった。

　視界が開ける。

　競技場のグラウンドは、相変わらず広かった。百メートル走のトラックを、直線でゆうに確保できるほどの広さがある。

　グラウンドの周囲にはすり鉢ばち状じように観客席が広がっていて、とてつもない数の観客がリオたちを見下ろしていた。

　朝と昼の間ぐらいの時刻だ。

　空いっぱいの晴天、とまではいかないものの、遠くのほうに見える暗雲を除けばほとんど快晴で、まばゆい太陽の光がグラウンドじゅうに降り注いでいる。

　それはリオたちを祝福しているようにも見えたが──

　実際には、この場の主役はリオたちだけではない。

　グラウンドの向こう側、対面の出入り口からは、相手校の生徒たちが進み出てきた。

　男子生徒が四人と、引率の男性教師が一人。

　補欠と思おぼしき一人の生徒と引率の教師が横手に退しりぞくと、三人の男子生徒がそのまま前に出てくる。

　相手校の男子生徒たちは、いずれもその顔にニヤニヤへらへらとした笑みを張りつかせており、端たん的てきに言って、リオたちのことを甘く見ているように思えた。

　一方で俺も、自分の教え子たちを送り出す。

「リオ、イリス、メイファ。何度も言ったが、お前たちは強い。自信をもっていけ」

「「「はい！」」」

「よし、行ってこい！」

　言葉で背中を押してやると、それを受けた三人はグラウンドの中央へと歩み出ていく。

　俺はそれを見送り、グラウンド脇わきのほうへと退いた。

　リオたち三人、それに相手校の選手たちのもとに、大会の係員がそれぞれ駆け寄っていって、全員にいくつかの魔ま道どう具ぐを装着する。

　それらは装着者の魔ま力りよくを抑おさえる魔道具や、防ぼう御ぎよ力りよくを高める魔道具などなど、勇者同士の戦いで危険な事故が起きないようにするためのものだ。

　そうした準備がすべて終わると、やがて相手校の男子生徒三人と、リオたち三人とがグラウンドの中央付近で向かい合う。

　両者が近付いたとき、相手校の男子生徒たちから「ひゅう」と口笛があがった。

　両者が所定のポジションまでたどり着いたとき、男子生徒たちが口を開いた。

「いやぁ、無名の村の勇者学院っていうから、どんな芋いも臭くさい雑ざ魚こ勇者が出てくるのかと思ってたけどさ。実際見た目は超ちよう可愛いじゃん。──ねぇキミたち、この戦いが終わったら、あとで俺たちとデートしようよ？　そしたらこの戦いも、その後のベッドの上の戦いでも、優しくしてやるからさ」

「バカお前ｗ　こんな場所で言うことかよｗｗｗ」

「ありえねーっｗ　バッカでぇこいつｗｗｗ」

「「「ギャハハハハハハッ！」」」

　男子生徒はゲラゲラと笑いだした。

　……はぁ。

　新人勇者のモラルとか、年ねん々ねん下がっている気がするのは俺だけだろうか。

　勇者精神ブレイバーシツプの教育を指導要よう綱こうから削さく除じよしようという指針が、勇者協会の方面から流れてきていて、それに賛同する学院ではすでに取り入れているという今日この頃ごろ。いかがなもんかと思うんだよなぁ。

　まあ学院で指導しようとしたところで、生徒によってはすでに手て遅おくれみたいなこともあるし、「倫りん理りや道徳に縛しばられない自由な教育を」などと言えば聞こえも良いわけだが。

　いやね、男子のああいう悪ノリするところは分かるんだよ。

　分かるんだけど、でもなぁ……。もうちょっとこう、勇者たるもの清せい廉れん潔けつ白ぱくにだなぁ。

　などと俺が思っていると、観客席の一角にある勇者協会の役員席のほうからは、

「いやはや。なかなか自じ由ゆう闊かつ達たつで、元気のいい勇者たちですな」

「分かります。ああいう若い感性を、潰つぶさないようにしていかないといけませんね」

「ああいった若者たちのあり方こそ、次世代を担う勇者の姿なのかもしれませんな」

　というような適当な言葉が聞こえてきた。サイラスと、その取り巻きたちだ。

　それにしてもあいつら、それっぽい言葉でそれっぽく飾かざるの、本当に巧うまいよな。

　ちなみに勇者協会の役員の中には、サイラスとは違う派は閥ばつの人たちもいる。

　俺から見ると「良識派」と思える人たちだ。

　見ればその人たちは、今のやりとりに眉まゆをひそめているようだった。

　だが勢力で言って、七対三か八対二ぐらいの割合でサイラスの派閥のほうが優勢で、彼らではサイラス一派の横暴に、なかなか対抗できないというのが現状のようだ。

　それでもよっぽどの好機でもあれば、両者の天てん秤びんがひっくり返ることもあるのだろうが──さておき。

　審しん判ぱんはさすがに、男子生徒たちに注意をした。口を慎つつしめ、という指導である。

　それを聞いた男子生徒たちは「へーい」「はいはい、分かりましたよ」「お堅かたいことで」などと、いい加減な返事をしているようだった。

　一方で俺は、リオたちに声をかける。

「おーい、リオ、イリス、メイファ。相手校の男子の悪ノリに付き合うことないぞ。無視していいからな」

　すると三人の教え子たちからは、こんな声が返ってきた。

「うん、兄ちゃん。バカの相手とかする気ないから大丈夫」

「先生のほうこそ気にしないでください。こんな連中、瞬しゆん殺さつして終わりですから」

「……下品な下ネタは、好きじゃない。……いじりに美学がない。不ふ愉ゆ快かい」

　……あー、うん。

　口では「大丈夫」とか「気にしないでください」とか言っているけど、どうやらリオもイリスもいい感じにご立腹のようですね。あとメイファは論点がおかしい。

　そして相手校の男子生徒たちも、リオたちの言葉を聞いて色めき立った。

　審判が間に入って制止するが、今にも襲おそい掛かからんといった雰ふん囲い気きだ。

　やがて審判は、手に負えないと判断したのか、試合をさっさと始めてしまおうと両者に礼を促うながした。

　合計六人の男女が放った『よろしくお願いします』という声は、いずれも険けんのある敵意にあふれたものだった。

　審判が横手へと下がる。ざわついていた観客席が、にわかに静まり始める。

　審判は旗を構えると──

「──始め！」

　その旗を、頭上へと大きく振り上げた。
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　試合が始まった。

　相手校の三人の男子生徒たちは剣けん、槍やり、斧おのといった思い思いの木製武器を手に、リオたちを威い嚇かくするように見下し、睨にらみつける。

「おい、田舎いなか女ども。こっちが優しくしてやったらつけあがりやがって。舐なめてんのか、ああ？」

　三人のリーダーらしき男子生徒は、剣を肩に担いだ姿勢で啖たん呵かを切る。

　勇者というか、ただのチンピラだなありゃ。

　しかし相手校は確か、最強新人勇者決定戦に毎年出場しているぐらいの強豪校だ。

　その中でレギュラーを勝ち取ったのなら、人格はともかく実力はかなりのもののはず。

　なのだが──

　あいつ試合が始まって余よ裕ゆうぶっこいてるけど、あの位置はすでにリオの間合いなんだけどな……。

　リオたちも、実力を隠すのが結構うまくなったからなぁ。

「おーい、リオ。分かってないみたいだから、一発挨あい拶さつしてやれ」

「うん、分かった兄ちゃん」

　リオは俺の声に、そう応えると──

　──ヒュッ！　一いつ瞬しゆんだけ身を沈しずめてから、風のように動いた。

　それを見た相手校のリーダー格が、目を丸くして慌あわてる。

「は……？　あ、あいつ、どこに消え──」

「目の前だよ、バーカ」

　リオはあっという間に、相手の懐ふところに飛び込んでいた。

「なっ……!?」

　きょろきょろと周囲を探していた相手選手は、いつの間にか眼下にいたリオを見てぎょっとする。

　まあ厳密にはリオも直進したわけではなくて、一度横手、斜ななめ前方に走って相手の視界から逃のがれての移動なので、周囲を探したのも完全な見けん当とう違ちがいではないのだが。

　でもそれがコンマ二秒も遅おそいんじゃ、まったく意味がないんだよな。

「じゃ、挨拶ってことで──【二に段だん斬ぎり】！」

「ぐわあああああっ！」

　ズババッ！　リオの木ぼつ剣けんが二度閃ひらめくと、相手の体が数メートル吹き飛んだ。

　そのままグラウンドの地面をごろごろと転がって、止まる。

　そして──ビーッ、ビーッ！

　グラウンドに横たわった相手の体から、警報音が鳴なり響ひびいた。

『ノックアウト。ノックアウト。被ひダメージが規定値をオーバーしました。退場です』

　それは、男子生徒が装着した魔道具が発した魔ま導どう音声だった。

　最強新人勇者決定戦では、装着者の肉体が一定以上のダメージを受けるとこの音声が発信され、その生徒は敗退となる。

「「「へっ……？」」」

　それに驚きの声を上げたのは、相手校の残る男子生徒二人と、もう一人。

　攻こう撃げきを仕し掛かけたリオ自身だった。

　ちなみに観客席も、概おおむね静まりかえっている。

　何が起こったのか、見ていた人たちも認識が追い付いていないという様子だ。

「えっ……ちょ、ちょっと待って兄ちゃん。これで終わりなの？」

　リオは俺のほうに振り返って聞いてくる。相当意外だったようだ。

　俺はリオに答えてやる。

「おう。もしリオが本物の剣を使っていたら、相手は今の一手で戦せん闘とう不能になってる。そういうダメージだよ」

「え、でも……マジで？」

　なお実際には、相手選手は「痛いってぇ……」などと言って頭を振って起き上がろうとしているが、それはリオが使っているのが模も擬ぎ戦せん用の木剣だからだ。

　大会で選手が装着する魔道具は、選手たちの安全を確保しつつ、なるべく実戦をそのままシミュレートできるように設定されている。

　これが真しん剣けんを使った実戦なら、リオが放った【二段斬り】のダメージは、相手勇者の打たれ強さを一瞬で突とつ破ぱして、即そく座ざに戦闘不能に追い込んでいたことだろう。

　ようやく観客席も沸わき上あがり始めた。ワーワーと、大興奮の歓声が巻き起こる。

　俺は自身の力に呆ぼう然ぜんとしているリオに、再び声をかける。

「リオ、まだ二人残ってるぞ。油断しすぎてやられるなよ」

「う、うん。分かった兄ちゃん」

　リオは気を取り直して、残りの二人と向き合った。

　一方で気を取り直せないのは、相手校の残る二人の男子生徒だった。

「な……なんだったんだ、今の……」

「魔道具の、故障か……？」

「……お、おおおおっ、それだよそれ。じゃなきゃランドルのやつが田舎勇者の【二段斬り】一発でノックアウトなんて、あるわけねぇし」

「でも、あの田舎女……動きも信じられないぐらい速かった気がするけど……」

「速いだけなら魔法で撃うち落おとしゃいいんだよ！　見てろ──食らいやがれ、【炎の矢フアイアボルト】！」

　ボッ、ボッ！

　二つの火の玉が片方の男子生徒の周囲に浮かび、それがリオに向かって発射された。

【炎の矢フアイアボルト】は──というより攻撃魔法全ぜん般ぱんの話だが──弓矢並みの高速の投射速度に加えて、緩やかな追つい尾び性能まで持っているため、一いつ般ぱんに武器攻撃よりも命中する確率は高めになる。

　だから「敏びん捷しよう性せいが高い相手には魔法で攻撃」というのは、戦術としては一応正しい。

　ただ、問題は──

　そういう細かな戦術って、「実力差が圧あつ倒とう的てきな場合」には、あまり意味ないんだよな。

「──よっと」

　案の定、リオは【炎の矢フアイアボルト】が自分に命中する直前のタイミングに素早く横手に跳とんで、飛んできた二つの火か炎えん弾だんを難なくかわしていた。「緩やかな追尾性能」ぐらいは、あってなきが如ごとしである。

　トンと、軽やかに着地したリオがつぶやく。

「こんなもんか。この弾速で、しかもたった二連だと、【ディフレクション】とか全然必要ねぇな」

【ディフレクション】というのは、敵が放った射しや撃げきや魔法攻撃を、勇者の闘とう気きをまとわせた武器で弾はじく防御技だ。

　イリスやメイファを相手にした模擬戦では、リオが頻ひん繁ぱんに使う技なのだが、そもそも通常の回かい避ひで事足りてしまえば使う必要がない。

「そ、そんな……魔法でも、あんなにあっさり……速すぎるだろ……田舎勇者が、どうしてこんな……!?」

「くそっ、だったら──【風の刃ウインドカツター】！」

　もう一人の男子生徒が、今度は風属性の魔法を放ってくる。

　黄緑色の魔力で薄うすく色づいた風が二に陣じん、リオを切きり裂さこうと襲い掛かる。

【風の刃ウインドカツター】は【炎の矢フアイアボルト】よりも威い力りよくに劣おとるが、より弾速が速く、命中性能に優れた初級攻撃魔法だ。

　だが、それも──

「だから、当たんねぇって」

　リオはひょいと横っ飛びで回避してしまう。まるで歯し牙がにもかけないという動きだ。

「なっ……あ……そん、な……」

「【風の刃ウインドカツター】まで、一発も当たらないなんて……そんな、バカな……」

　驚きよう愕がくのまなざしでリオを見つめる、二人の男子生徒。

　それに対してリオは、んーっと考える仕草をして、次に後ろへと振り返った。

「なあメイファ、お前の【炎の矢フアイアボルト】も見せてやったら？」

「……心得た」

　リオは戦いを、メイファへとバトンタッチした。

　メイファは一歩前に出て、魔力を高めていく。

　小こ柄がらな少女の全身から、薄く輝く魔力がゆらゆらと立たち昇のぼった。

「……ボクの究極奥おう義ぎ、お見せしよう。──【炎の矢フアイアボルト】」

　メイファがそう言って、右手を開いて前に突き出だすと──

　──ボッボッボッボッボッ。

　メイファの右手の周囲に五つの火の玉が生まれ、それがぐるぐると回り始めた。

　ちなみにメイファのやつはノリで「究極奥義」とか言っているが、その実態は何の変へん哲てつもない、普通の初級攻撃魔法である。

　ぐるぐる回っているのは、ちょっとコントロールが巧くなったせいで、メイファが変な演出をしているだけだ。

「なあっ……!?　【炎の矢フアイアボルト】が……五連!?　魔力どんだけだよ!?」

「う、うそだろ……!?　ちょっと待て、ストップ、ストップ！　降参す──」

「……ふっ。恨うらむなら、己おのが下品さを恨むがいい。……えいっ」

「「ぐわわわーっ！」」

　──ちゅどどどどどーん！

　メイファの可愛らしい声とともに放たれた火炎弾は、二人の男子生徒たちに高速で降り注いで、白はく煙えんを巻き起こした。

　やがて煙けむりがやむと、そこにはぷすぷすといい感じに焼き上がった少年たちの姿が。

　ちなみに、そのうち一人からは「ノックアウト」の音声が鳴っていたが、もう一人は辛かろうじてダメージが規定値に達していないようで、よろよろと立ち上がろうとしていた。

　と、そこに──

「えっと、【クイックショット】？」

「ぎゃふんっ！」

　イリスが疑ぎ問もん符ふの付いた声とともに放った木矢が当たって、最後の一人が撥はねとんだ。

　ばたりと倒たおれ込こんで、「ノックアウト」の魔導音声が鳴り響く。

「し、試合終しゆう了りよう！　勝者、リット村勇者学院！」

　審判の判定の声とともに、大歓声が巻き起こる。

　それらの声は間ま違ちがいなく、リオ、イリス、メイファの三人を称しよう賛さんしていた。

　が、当のリオたちはというと、俺のもとに戻もどってきて、しきりに首をひねる。

「えっと……兄ちゃん、本当にこれでいいの？」

「なんだか思っていたより、すごく弱かった気がするんですけど……」

「……というか、相手が弱すぎて、戦いになってない」

　三人とも欲求不満、不完全燃焼という様子だった。

　だがその三人の様子を見て、俺は一人ほくそ笑む。

　ふっふっふ……そうだろうそうだろう。だがそれでいいんだ。

　俺は首を傾かしげる三人を引っ張って、控え室に戻っていく。

　それじゃ、次行ってみよう。
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　選手控え室に戻ると、レナードとその生徒たちが迎むかえてくれた。

「ブレット先生、結果はどうでしたか？」

「あー、まあ楽勝ですね。うちの子たち強いんで」

「ほう、言いますね。相手校はなかなかの強豪だったかと思いますが」

「並の強豪校じゃ、こいつらは止められませんて」

「ふふふ、これは恐ろしい」

　完全に本音なのだが、レナードは大口の類たぐいと受け取ったようだ。

　ちなみに子供たちのほうでも、

「へぇ、一回戦を勝ち抜いたんだ。すごいな。これは僕たちも負けていられないね」

「んー、つっても、すげぇ弱かったけどな」

「結構言うじゃない。小さな村の勇者学院っていうから、記念に参加しただけかと思ってたけど。てことは相手のこと、けちょんけちょんにやっつけちゃったわけ？」

「……ムカッとしてやった。後こう悔かいはしていない」

　などとレナードの教え子たちとも仲良く話していた。それを見た俺は、ちょっと微笑ましい気持ちになった。

　しばらくすると、レナードの教え子たちの出番が来た。

　エールを送って見送ると、十分ほどで戦いを終えて戻ってきた。

「レナード先生、どうでした？」

　俺が同じ質問を返すと、レナードはぐっと親指を立てる。

「勝ちましたよ。何しろうちの子たちは強いですからね」

「おっ、おめでとうございます」

「……が、さすがに国じゅうの勇者学院から猛も者さが集まっているだけあって、相手校も手て強ごわかったですよ」

「ですよね」

　普通はそういうもんだよ。うちの子らは異常。

　ちなみにレナードの教え子たちは、「ヘレナの援えん護ごのタイミングがバッチリだったからな」「ううん、アレックスが敵の前衛をしっかり抑えてくれたから」「熱い～、熱いよぉ～。ラブラブ熱にあてられて焼け死ぬ～」などと和気あいあいの感想戦をやっていた。頑張れ焼け死にそうな子。あと話に混ざれなくてモジモジしている補欠の子も頑張れ。

　まあともあれ、そんな感じで試合は進んだ。

　リオたちは二回戦、三回戦とも楽勝ペースで勝ち抜いたし、レナードの教え子たちもまた、二回戦は突破した。

　異変が起こったのは、三回戦のレナードの教え子たちの試合──すなわち準々決勝の第四試合だった。

　相手校は、王都の勇者学院。

　参加選手はもちろん、〝剛ごう剣けん〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、〝賢けん狼ろう〟ジェイクの三人だ。

　俺はリオたち三人を連れて、観客席まで試合を見に行ったのだが──

　それは一方的で、なおかつ残ざん虐ぎやくといっても過言でない試合内容となった。

　三対三で、試合開始の礼をして始まった戦い。

　まずは初手、〝賢狼〟ジェイクが放った魔法によって、戦局が大きく傾かたむいた。

「くくくっ……さぁ、抵てい抗こうしてみろよ──【大地の束縛アースバインド】」

　それは【大地の手アースハンド】の上位魔法で、大地から伸びた多数の土の手が複数の対象を同時に拘こう束そくする中級魔法だ。

　ジェイクが放った【大地の束縛アースバインド】で、レナードの教え子たちのうちリーダーの少年と、もうひとり別の少女が大地に足をつかまれた。

「くっ……こんなもの……！」

　リーダーの少年アレックスは、すぐに力ずくで束縛を抜け出そうとしたが、その少年の前に立ったのは〝剛剣〟アドルフだ。

　アドルフは、アレックス少年よりも頭一個高い背丈から、相手を興味なげに見下ろし、その手の木剣を高たか々だかと振り上げ、振り下ろした。

「──【斬ざん岩がん剣けん】」

　威い圧あつ感かんのある声とともに、技が放たれる。

　アレックス少年は慌てて【パリィ】で弾こうとしたが、アドルフの剣けん撃げきは鋭するどく、防御は及ばなかった。

　アドルフが振り下ろした木剣は、アレックス少年の左ひだり肩かたへと振り下ろされ──

　木剣が少年の肩へとめり込み、メキッ、ボギッと、何か決定的な音がした。

「──うああああああああああっ！」

　アレックス少年は苦しみの声とともに地面に倒れ、のたうち回った。

　ビーッビーッと警報音が鳴り、アレックス少年が装着した魔道具がノックアウトを伝える。

　それを〝剛剣〟アドルフは、依い然ぜん冷たい目で見下ろし、舌打ちをした。

「雑魚が。この程度で俺の前に立つな」

「──アレックス！　ねぇアレックス、しっかりして！　お願い──【月光治癒ムーンライトヒール】！」

　重傷を負ったアレックス少年に、【大地の束縛アースバインド】をかろうじて回避していた少女が心配そうに駆け寄って、しゃがみ込んで患かん部ぶに手をあて、治ち癒ゆ魔ま法ほうを行使する。

　月光のような柔やわらかい光が少女の手から生まれ、アレックス少年の肩の重傷を癒いやそうとしたのだが──

　その少女の腹部に、アドルフの蹴りがめり込んだ。

「が、はっ……！」

　少女はもんどりうって倒れる。

　彼かの女じよは苦しげにお腹なかを押さえて、芋いも虫むしのようにうずくまり、のたうち回った。

「うえぇっ、げほっ、げほっ……！」

「……貴様は何をやっている。ここは戦場だ。その男はもう死んでいる。貴様も死にたいのか？」

　少女の前に立ち、それを冷然と見下ろすのはアドルフだ。

　お腹を押さえてうずくまった少女は、苦しげにしながらも、それでもアドルフを見上げて懇こん願がんする。

「お、お願い……このままじゃアレックスの腕が……今ならまだ……」

「知ったことではない。戦場に出て敗北して、何も失うものなく帰らせろなどという甘ったれが。貴様も──死ね」

「──うぶっ！　うげぇぇっ……！」

　さらに一発、二発とアドルフの蹴りが少女の腹部に叩たたき込こまれた。

　やがて少女の魔法具からも、警報とノックダウンを伝える音声が鳴った。

「う……あ、あ……」

「……ふん。くだらん」

　アドルフは力なくうずくまった少女を、興味なさそうに一いち瞥べつした。

　観客席から、「ひどい」「あんまりよ」などと言って、目を背ける人々が出始める。

　それを見ていたリオやイリスも、俺に嚙かみついてくる。

「兄ちゃん！　なんで審判は止めなかったんだよ！　あんなの……！」

「そうです、あんなのひどすぎます！　先生！」

　リオたちに言われるまでもなく、俺も歯嚙みしていた。確かにあれはやりすぎだ。

　だが──俺は絞しぼり出だすように、教え子たちに言う。

「ルールの範はん囲い内ないだ。それにアドルフは、別に間違ったことを言ってるわけじゃない」

　あれはレナードの教え子のミスだ。

　アレックス少年には今、救護班が駆け寄ってグラウンド脇に運び出され、治癒魔法がかけられている。あのダメージなら、少なくとも後こう遺い症しようが残ることはないだろう。

　つまり、あのヘレナという少女は、戦いを続けるべきだった。

　戦闘不能とジャッジされた仲間に、敵の前に無防備を晒さらして治癒魔法をかけるという行こう為いは、人の優しさとしては理解できても、戦士としては不適切だ。

　魔王の前で同じことをしたら、死ぬ。

　それが分かっているから、引率教師のレナードもまた、拳をにぎりしめながらも耐たえていた。

　また、それだけではない。

　戦場ではもう一組、なぶり殺しにも近い事態が起こっていた。

「──アレックス！　ヘレナ！　くぅっ……！」

「あはははははっ！　他人の心配をしている場合かしらぁ？　さあ、もう一つ行くわよ──【風刃の嵐ウインドストーム】！」

「うわぁあああああああっ！」

　レナードの教え子のうち、戦場に残ったもう一人の少女の足元から嵐が吹きすさぶ。

　それは少女の髪かみを舞まいあげ、荒あれ狂くるう風の刃やいばで彼女の衣服や肌はだをずたずたに切り裂きながらも──しかし、少女に致ち命めい的てきなダメージは与あたえていなかった。

　あえて魔力を弱めにコントロールして、魔法を放っているのだろう。

　その魔法を行使しているのは、〝女王〟ドロシーだ。

　ドロシーは、ジェイクの【大地の束縛アースバインド】で足をつかまれた少女に、すでに何度目かの風の魔法を放っていた。

　やがて嵐がやみ、全身をボロボロにされたレナードの教え子の少女は、青あお息いき吐と息いきでドロシーを睨みつける。

「はぁっ、はぁっ……あんた、わざと魔法を弱くして、あたしを嬲なぶってるでしょ……！」

　一方でドロシーは、それを愉ゆ悦えつと嘲あざけりの表情で見下ろす。

「あらぁ、バレちゃったぁ？　何なら降参してもいいのよぉ？」

「ふざけるな……！　あんたたち全員、ぶっ殺してやるんだから！」

「あら怖こわぁい。でもあんまりいつまでも意地を張ってるとぉ、ストリップショーになっちゃうわよぉ？　そぉれ、【風刃の嵐ウインドストーム】♪」

「──うわあああああああっ！」

　ドロシーの放った風の魔法が、再び少女を嬲っていく。

　すでにボロボロだった少女の衣服が、風の刃に次つぎ々つぎと切り裂かれ、用を為なさなくなっていった。

　だが少女は、それでもあきらめない。

「くぅっ……はぁっ……はぁっ……降参なんて、絶対にするもんか……！　お前たちは、絶対にあたしが……！」

　もはやほとんど下着だけという姿になりながら、闘とう志しだけは失わない少女。

　それをニヤニヤと見つめるのは〝女王〟ドロシーと、〝賢狼〟ジェイクだ。

　一方で〝剛剣〟アドルフは、その少女の姿に、少し感心したという様子を見せた。

「ほぅ、いい気迫だ。──ならば貴様には、気持ちだけでは戦いには勝てんということを教えてやらねばならんな」

　アドルフは、木剣を片手に少女に歩み寄っていく。

　少女はアドルフを睨みつけるが、いまだに【大地の束縛アースバインド】をひきはがせずに、アドルフが迫ってくるのを為すすべなく待っていることしかできなかった。

　少女はアドルフに向かって吠ほえるように牙きばをむき、拳をにぎる。格かく闘とう戦せんが彼女の得意分野なのかもしれない。

　だが──だとしても、結果は見えている。

　アドルフが少女の前にたどり着く前に、一人の教師の声が戦いを止めた。

「──降参です。もうやめてください」

　それは、これまでずっと黙だまって見ていたレナードだった。

　その引率教師の言葉に、悲鳴のような声で抗こう議ぎしたのは、当のいたぶられていた少女だった。

「レナード先生！　あたしはまだ負けてない！　こいつらをぶち殺さないと、あたしは……！」

「ダメです、シンシア。勇者が怒いかりと憎にくしみのために戦ってはいけません」

「──っ！　でも、先生……！」

「ダメです」

　レナードに頑がんとして言われて、言葉を失う少女。

　そして少女は、瞳いっぱいに涙なみだを溜ためると──

「ひぐっ……うわああああああああん！　うわぁあああああああっ！」

　そう、声の限りに泣なき叫さけんだ。

　──そうして準々決勝、第四試合の戦いは、少女の号泣とともに決着となった。

　王都の三人──〝剛剣〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、〝賢狼〟ジェイクが、勇者協会の役員席に向かって礼をして去っていく。

　それに役員席のサイラスは、満足げな表情で鷹揚にうなずいていた。

　一方、俺の隣となりで試合を見ていたリオ、イリス、メイファの三人は──

　救護班に運ばれていくレナードの教え子たちと、それを嘲あざ笑わらうような態度で見ながら退場していく王都の生徒たちとを、強い視線で見つめていた。
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　リオたち三人を連れて医務室に行くと、そこではレナードの教え子たちのうち二人が寝しん台だいに横たわり、すぅすぅと寝息を立てていた。

　その脇には、椅い子すに腰こしかけて子供たちの様子を見守るレナードと、補欠の子、それに先の試合で最後まで戦おうとしていた少女がいた。

　少女はすっかり泣なき腫はらしており、背中に毛布を掛けた姿で床をずっと見つめていた。

　補欠の子はずっとおろおろしており、レナードはだいぶ疲れている様子だ。

　俺はレナードのもとへ行って、そっと声をかける。

「お疲れ様です、レナード先生。生徒たちの容体はどうです？」

「ありがとうございます、ブレット先生。……身体面での容体は問題ありません。今は体力を消しよう耗もうして眠ねむっていますが、しばらくすれば元気になるということです」

「それは良かった。……ところで不ぶ躾しつけかもしれないですが、レナード先生。あの子のことは、叱しかります？」

「ヘレナですか……」

　レナードの言葉に、俺はうなずく。

　ヘレナというのは、試合の場でアレックス少年の負傷を癒そうと、無防備な姿でしゃがみ込んで【月光治癒ムーンライトヒール】を使った少女のことだ。

　今は寝台で眠っているが、彼女が起きてきたあとのレナードの対応が、俺は少し気になっていた。

　だがレナードは、首を横に振る。

「……難しいですね。あれを魔王の前でやられたら彼女自身の命にかかわることですから、叱りたいのは山やま々やまなんですが……そうしたところで、今のヘレナが受け入れられるとも思えません。頭ごなしに叱るよりは、腰をすえてゆっくりと本人の話を聞いて、彼女の考えを肯こう定ていしてやるところからでしょうね」

　そのレナードの言葉を聞いて安あん堵どする。余計な口出しはしなくて大丈夫そうだ。

　俺はレナードの肩をぽんぽんと叩いて、「お疲れ様です。いずれ機会があったら、また飲みにいきましょう」と、もう一度ねぎらいの言葉をかけた。

　レナードはげっそりとしていて、すっかりやつれてしまったようにも見えたが、瘦せっぽちなのは元もと々もとなので、気分の問題かもしれない。

　一方でリオたち三人は、泣き腫らした様子の少女を前に、どう声をかけていいか分からず困っている様子だった。

　リオは腫れ物に触さわるような様子で、不自然に明るい声を出して少女に語り掛ける。

「ははは、残念だったな、もうちょっとだったのによ。──にしてもあいつら、ひでぇよな。勇者の風上にもおけねぇよ。勇者精神ブレイバーシツプがなってねぇ。とんでもねぇやつらだ」

　リオは俺から教わった、にわか仕じ込こみの勇者精神ブレイバーシツプという言葉を使ってみせた。だが根っこにあるのは、彼女本来の正義感だろう。

　一方、毛布をかぶった少女は、そのリオの言葉に首を横に振る。

「……ううん。もうちょっとなんてこと、全然なかったよ。あのときは頭に血が上って、あいつら全員ぶっ殺してやるなんて言ったけど……先生が止めてくれなかったらあたし、あいつらから、どんなひどい目に遭あわされていたか……」

「…………」

　落ち込んだ少女の言葉に、どう返していいか分からないという様子のリオたち。

　少女はさらに、想いを連ねる。

「……結局全部、あたしたちが弱かったせいだよ。弱いあたしたちは、強いあいつらに嬲られて、蹂じゆう躙りんされるしかなかったんだ。……この世の中、そういうものなんだよ。だから勇者精神ブレイバーシツプなんて、全部噓うそっぱち」

　その少女の言葉に、誰だれもすぐには答えることができなかった。

　勇者精神ブレイバーシツプというのは、平たく言えば勇者が守るべき倫理・道徳のことだ。

　勇者たる者、人に優しくあれ。

　勇者たる者、人々の模も範はんとなる人格者であれ。

　勇者たる者、善よき存在であれ。……などなど。

　まあ勇ひ者とによっては、煙けむたいといえば煙たい内容だ。

　ただ──俺たち勇者は、勇者精神ブレイバーシツプがなければ、「力」を持っただけのただの人間だ。

　そして「力」を持っているからこそ、それを悪用したら大変なことになるわけで。

　口うるさいようだが、勇者精神ブレイバーシツプってのは勇者が子供のうちから最低限教えておく必要はあるよな、実際それが本人のものになるかどうかはともかくとして──とまあ、俺はそのぐらいに捉とらえている。

　しかし、勇者協会の影えい響きよう力りよくが強い王都の勇者学院では、そのあたりの教育がすぽんと抜け落ちているのだ。

　有力貴族や豪ごう商しようのような富ふ裕ゆう層そうにとっても、「力あるものは人格者でなければならない」なんて教えは煙たいわけで、勇者精神ブレイバーシツプの教育には否定的な声が大きい。

　そんなわけで、王都の選手たち──〝剛剣〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、〝賢狼〟ジェイクのような人格キヤラクターができあがる。自分の愉悦に素直だったり、自分さえ良ければ他人のことはどうでもいいと考えたり、そういう風に育つわけだ。

　いや、あいつらに十代半ば近くになって今いま更さら勇者精神ブレイバーシツプとか説いたところで、聞きやしなかったという話でもあるのだが。

　というわけで、俺としても少し耳が痛い話ではある。

　一方でリオたち三人は、どちらかというと俺の理念がそのまま伝わっている子たちだ。

　というより元々の個性の問題で、何だかんだ三人とも正義感とか強くて、勇者精神ブレイバーシツプとの相性が良かったという話なんだが。

　その一人であるリオが、ふとこんなことを言いだした。

「……やだ」

「は……？」

　リオの言葉に、自じ嘲ちよう気味に勇者精神ブレイバーシツプを否定した少女が、疑問の声を上げる。

　リオはそんな傷心の少女に、こう言ったのだ。

「オレは……嫌だ。兄ちゃんが教えてくれた勇者精神ブレイバーシツプが好きだから──オレは、それを噓になんてしたくない！」

「え、ええ……？」

　少女もまさか、「嫌だ」とわがままを言われるとは思っていなかったようで、戸と惑まどいを隠せない様子だった。

　リオはそんな少女の肩をつかんで迫る。

「なあ、オレたちがあいつらに勝ったら、勇者精神ブレイバーシツプは噓っぱちなんかじゃないって思うよな!?」

「え、えぇ……？　そ、それは……ちょっと違わない？」

「違わない！」

「あ、はい……」

　リオに迫られ、勢いで押されて、傷心だった少女はつい頷うなずいてしまった様子だった。

　そして彼女は、次には、「ぷっ」と噴き出す。

「あははははっ、リオって変な子だね」

　目に涙を浮かべつつも、くすくすと笑う少女。

　それにリオは、胸を張って答える。

「そりゃあ、オレは変な先生の兄ちゃんに育てられてるからな。なー、兄ちゃん？」

　そう言ってリオは、俺に同意を求めてきた。

　……いや、それ俺にどうしろと。

　一方、レナードの教え子の少女は、リオに淡あわい笑顔を向ける。

「……でも、ありがとリオ。少し元気出たわ。あー、リオが男の子だったらあたし、今のでリオに惚ほれてるな～」

「んなっ……へ、変なこと言うなよ……」

　リオは頰を染めて、恥はずかしそうにする。

　それを見た相手の少女は、愛いとおしげにリオに微笑みかける。

「ふふふっ。じゃあ、愛しのリオちゃん──あたしたちの敵かたき討うち、頼むね」

「おう、任せろ。あいつら、ぜってーぶっ飛ばしてやる！」

　レナードの教え子の少女とリオとが、こつんと拳をぶつけ合う。そして二人で笑った。

　それからリオは、後ろにいた妹たちへと向きなおる。

「ってわけで、イリス、メイファ。あいつら必ずぶっ倒すぞ」

「うんっ。……でもリオ、女の子にモテモテだね」

「……リオはいざというとき男前だから、しょうがない。……お兄さんがいなかったら、ボクも……ん、んんんっ！　……な、なんでもない」

　メイファがちらと、俺のほうを見てくる。

　いまいち何だか分からんが、いろいろと複雑そうだな。

　ま、ともあれ──

「よし。じゃあリオ、イリス、メイファ──悪い勇者を倒しに行くか」

「「「はい！」」」

　──その後、試合は進んだ。

　リオたち三人は順調に準決勝を勝ち抜き、王都の三人もまた、その圧倒的な力で準決勝の相手を蹴け散ちらした。

　そして、ついに決勝戦。

　リオ、イリス、メイファの三人と、〝剛剣〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、〝賢狼〟ジェイクの三人との対決の時がやってきたのだった。
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　超満員の観客席から、大歓声が降り注いでいた。

　俺は競技場グラウンドの隅、選手たちの邪じや魔まにならない場所に陣取って、もうすぐ始まろうとする戦いの様子を見守っている。

　選手たち──リオ、イリス、メイファの三人と、〝剛剣〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、〝賢狼〟ジェイクの三人とが、グラウンドの中央付近で向かい合って立っていた。

「それでは決勝戦、王都グランドル勇者学院と、リット村勇者学院の試合を始めます。選手一同、礼」

『よろしくお願いしまーす』

　審判の指示で、六人の男女は挨拶の声とともに頭を下げる。

　試合開始の合図はまだだ。

　ざわついた観客席からは、こんな声が聞こえてくる。

「リット村勇者学院……なんなんだあいつら……。あんな可愛い子たちだし、聞いたこともないからすぐに負けるだろうと思ってたけど、ついに決勝戦まで来ちまった……」

「いやでも、いくら何でも、王都のあの三人に勝つってことはないだろ」

「分からねぇぞ。ここまでの戦いぶりはお前も見てただろ。余裕で勝ち抜いてきてる」

「ああ。自分で見てきても、目を疑うよな……。でも俺、あの子たちのファンになるかも。超可愛いし、最強勇者アイドルユニット誕生だな」

「分かる。ライブとかあったら超見に行く」

「それな」

　……あぁん？

　俺は観客席の声のほうを見て、そこにいた男の観客二人を全力で睨みつけた。

　俺の殺気に気付いた二人の観客は、「ひっ……!?」と悲鳴を上げて、俺に向かってぶんぶんと首を横に振った。

　まったく。うちの子たちを不純な目で見るんじゃありません。あいつらはこれから世界最強の勇者になるんだから、アイドル活動なんかしてる暇ひまないっつーの。

　その一方で、グラウンド中央で対たい峙じする二組の陣じん営えいの選手たちは、互いに因いん縁ねんの言葉をぶつけ合う。

　口火を切ったのは、〝賢狼〟ジェイクだ。

　ぼさぼさの長い銀ぎん髪ぱつを携たずさえた少年は、舌なめずりをしながらこう切り出した。

「よぉ子猫ちゃんたち、ここまでの戦い見てたぜ？　うまそうに育ってくれて俺ぁ嬉しいよ。たっぷりと嬲ってから食らってやるから、楽しみにしとくんだな。ひひひっ」

　それに続いたのは、〝女王〟ドロシーだ。

　ドレス姿の戦せん闘とう服ふくに身を包んだ金きん髪ぱつ縦ロールの少女は、くすくすと笑って言う。

「うふふ……私ね、強くて可愛らしい子をいたぶって、悲鳴を上げさせるのがだぁい好きなの。あなたたちは今まで出会った勇者たちの中でも、最高の獲え物ものよ。今日はたくさんいい声で鳴いてちょうだい？」

　そして最後に言い放つは、〝剛剣〟アドルフだ。

　十五歳とは思えない恵めぐまれた体格からリオたち三人を見下し、彫ほりの深い顔立ちをわずかに愉悦の表情で染めつつ、口を開く。

「ふっ……このときを待ちわびたぞ、強き雌めす犬いぬども。俺は強者をへし折り、その顔を絶望に染めることにこそ、無上の悦よろこびを覚えるのだ。さあ雌犬ども、俺に貴様らの強さを見せてみろ。貴様らの肉体も矜きよう持じも自信も、すべてを打うち砕くだいてやろう」

　その王都の三人組の言葉を離はなれた場所で聞いていた俺は、あらためて思った。

　……あー、うん。相変わらずあいつら、ド変態だな。

　なぜか才能あるやつらって変なやつが多いんだよな。まともなのは俺ぐらいのもんだ。

　ただあの三人の変態っぷりは、その倫理観の無さや社会的地位や才能とも相まって、非常にはた迷惑だ。

　ああいう変態は、もっとひっそりと、他人に迷惑をかけないようにしていてほしい。俺も決して人格者じゃないから理解はするが、もうちょっとこう、な？

　一方で、リオ、イリス、メイファの三人も、それに対して言い返す。

「あのさ、お前ら相変わらずキモイ。兄ちゃんの爪つめの垢あかでも煎せんじて飲んどけ」

「リオの言う通りだよね。自分が強いからって何してもいいと思ってるとかサイテー。先生から教わってた時期あるんでしょ？　先生みたいにカッコ良くなろうとどうして思えないの？　一言で言うとね、ダサいのよあなたたち」

「……お兄さんもロリコンだけど、いいロリコンだから嫌きらいじゃない。……悪い変態はやっつけないといけない。覚かく悟ごして」

　それを聞いたアドルフ、ドロシー、ジェイクの三人が、一いつ斉せいに俺のほうを見てきた。

　俺はつい、いたたまれなくなって視線を外してしまう。

　……あれ、おかしいな。どうしてうちの子ら、三人とも俺を引き合いに出すのか。

　ていうか、なんか俺が勇者のお手本みたいになってない？　あいつらの中で俺、神格化されてない？

　一方、それを聞いた〝賢狼〟ジェイクが、ハッと鼻で笑う。

「なるほどな。お前ら全員、ブレット先生にぞっこんのラブラブってわけだ。禁断の師弟愛とは、お前らもなかなかじゃねぇか」

　いや、その言い方はおかしい。

　と思ったが、それを聞いたリオとイリスが、びくーんと跳ね上がった。

「ちちちちちちげぇよっ！　今そういうこと言ってねぇだろ！　に、兄ちゃんとは先生と教え子の関係で、そ、そういうんじゃ……」

「わわわっ、私が誰を好きでも、あなたには関係ありませんーっ！　ちちち違うんですよ先生っ、この人がいい加減なこと言って……あ、いや違いはしないんですけど、あ、いやいやいや、そうじゃなくて……！」

「……リオ、イリス、落ち着いて。……二人とも、分かりやすすぎる。あとシリアスな空気が台無し」

　カオスだ……。何か知らんが、話がわけの分からん方向に向かっている。

　呆れた顔をした審判が「両校、私語は慎んで」と注意を促す。

　ジェイクが肩をすくめ、それをリオやイリスがぐぬぬぬっという様子で睨みつけるが、審判がもう一度視線を向けると、両者大人しく試合のスタート位置に向かった。

　ちなみに審判は独身っぽい男性だが、「チッ」と舌打ちをして、ちらりと俺を睨みつけてきた。……えっ、待って、俺が悪いの？

　──ともあれ、一瞬流れた混こん沌とんとした空気も、ひとまずは落ち着いた。

　試合の開始地点に立った男女六人の選手たちは、それぞれに準備運動やストレッチをしたり、瞑めい目もくをしたり、へらへらと笑ってリラックスをしたりしている。

　対峙する両陣営間の距きよ離りは、およそ三十歩分だ。

　やがて全員が武器や素手を構え、敵チームのほうを見すえて戦闘態勢を整えると──

「それでは決勝戦──始め！」

　審判が旗を振り上げ、それと同時に両者が動いた。
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　試合開始早そう々そう、戦いは三組に分かれた。

「あの剣けん士しの雌犬は、俺がもらおう」

「あのデカブツはオレが！　イリスとメイファは残りの二人を！」

　まず一組目は、〝剛剣〟アドルフと、リオの組み合わせ。

　そして二組目は──

「なら私は、あの綺き麗れい事ごとが好きそうな小こ娘むすめちゃんをもらうわぁ。どんな悲鳴をあげるのか、今から楽しみだわ。うふふふ」

「もらうとか何とか、人を物みたいに！　ホント不愉快な人たち！」

〝女王〟ドロシーと、イリスの少女対決。

　最後の三組目は──

「しょうがねぇな。リオちゃんのこと今度こそ食っちまいたかったけど、二度目はアドルフの旦だん那なに譲ゆずるわ。こっちの小生意気なチビもうまそうだしな」

「……うぇっ、吐はき気けがする。……汚お物ぶつは消毒しないと」

〝賢狼〟ジェイクと、メイファの組み合わせとなった。

　それぞれに戦闘を開始する三組。観客席からは、大きな歓声が巻き起こった。




　ジェイクは開始早々、遠距離からメイファに攻撃魔法を放つ。

「まずはお手並み拝見だ──【炎の矢フアイアボルト】！」

　ジェイクが伸ばした左手の前に、三つの火の玉が浮かび上がり、それがすぐさまメイファに向かって発射された。

　三条の火炎弾がメイファに向かって殺さつ到とうする。

「……そんなもの。……【風かざ車ぐるま】！」

　メイファは槍を前面に突き出し、それをくるくると高速回転させる。

　闘気を帯びて回転する槍は、メイファに迫りくる三つの炎ほのおをすべてかき消した。

　しかし──

　防御を終えたメイファの目と鼻の先には、自らが放った魔法を追って駆け寄ってきていたジェイクの姿があった。

「……っ!?」

「ハッ、【炎の矢フアイアボルト】は囮おとりなんだよ、バーカ！」

　ジェイクの両手が次々と伸び、メイファにつかみかかろうとしてくる。

「……くっ……！」

　メイファはそれを、後退しながら最初の一手はどうにかかわし、次の一手も槍で弾いたが、三手目四手目で両の二の腕をつかまれてしまった。

「ひひひっ、捕つかまえたぁ。──さあどうする、子猫ちゃん」

「……んっ、ぐっ……！」

　メイファは力ずくで引きはがそうとするが、腕わん力りよくはメイファの苦手分野だ。

　ジェイクのそれには及ばず、振りほどくことができない。

　そうしている間に、ジェイクは長い舌でべろりと舌なめずりをして、メイファに顔を近付けていく。

「ひひひっ。ここまでの戦い、見てたからよぉ？　お前って魔法が得意なタイプの勇者なんだろ？　白兵戦が苦手なお前は、こうやってつかまれちまったらどうする？　どうしようもねぇよなあ？　……さあお楽しみの時間だ。ひひひひっ」

　ジェイクがメイファに迫る。

　メイファは為すすべもなく、されるがままに見えたが──




　一方の〝女王〟ドロシーと、イリスの対決。

　先に動いたのはドロシーのほうだ。

「それじゃあ楽しい舞ぶ踏とう会かいを始めましょう？　──【火炎[image: ]フレイムウイツプ】！」

　──ボォオオオッ！

　ドロシーの左手に、長い炎の鞭むちが現れる。

　彼女は右手には槍を持っているので、これで両手に武器を持った形になった。

　イリスはそれを、冷ややかな目で見つめる。

「……〝女王〟だから鞭？　ＳＭ趣しゆ味み？　私、マゾの趣味はないつもりなんだけど」

「大丈夫よぉ？　ちゃんとこれから躾しつけてあげるわぁ。可愛い悲鳴を上げながら、ご主人様、もっと、もっとぉって、懇こん願がんするようにしてあ・げ・る☆」

「ふん、付き合い切れない。──【……】」

　イリスがぼそっと小さく呪じゆ文もんを唱えた。魔法の輝きがイリスの全身を覆おおう。

「あらぁ？　何の魔法を使ったのかしれないけど、補助魔法なんて使ってる余裕あるのぉ？　今の隙に、攻撃でもしていたほうがよかったんじゃないのかしら」

「生あい憎にくだけど、私は補助魔法が得意なの。得意分野で戦うのは基本だって、先生が教えてくれたから」

「あらそう。じゃあ──その大好きな先生の教えと一緒に、心中なさいな！」

　ドロシーは右手の槍を、イリスに向かって投とう擲てきした。

「──っ！」

　イリスはそれを見切り、横にステップして回避する。

　だが──

「はぁい引っ掛かった。こっちが本命なのよぉ？」

「……っ!?」

　一いつ拍ぱくだけ遅おくれて、炎の鞭がイリスに襲い掛かる。

　着地前のタイミングを狙ねらわれたイリスの体に、炎の鞭が巻き付いた。

「ぐっ……うぁあああああああっ！」

　両りよう腕うでごと炎の鞭に巻き込まれたイリスが、天に向かって絶ぜつ叫きようするような悲鳴をあげる。

　しかしそのイリスの体を、彼女が直前に使った魔法の輝きが膜まくとなり、覆っていた。

　我が天使、意外と人が悪いようである。




　一番の問題は、リオだ。

　リオと〝剛剣〟アドルフは互いに駆け寄って、木剣を打ち合わせていた。

「てぇやあああああああっ！」

「ぬぅっ……！」

　──カンッ、カカカカカンッ、ガンッ、ガガンッ！

　両者凄すさまじい速度で剣を振るっていく。

　数秒の間に十合も二十合も打ち合わされるような戦いが始まり、観客席からどよめきの声が上がる。

「お、おい……お前、あれ見えるか……？」

「いや、何となく……？　特に女の子のほう、目で追えねぇよ……速すぎる……」

「女の子のほうが、少し押してる……かな？」

「あ、ああ、多分……だってほら、また一いち撃げき入った」

　観客たちの言うように、一見ではリオが優勢に見えた。

　リオは圧倒的な敏捷性を活かし、四方八方から縦じゆう横おう無む尽じんにアドルフを攻せめたてる。

　対するアドルフは棒立ち、かつ防戦一方で、しかもリオの猛もう攻こうを完全には防ぎきれずにいた。ときおり弱い一撃がヒットし、多少ながらダメージを受けていく。

　だが──

「ふっ……いいぞ雌犬！　貴様は素晴らしい！　俺が食うに値する強者だ──ふんっ！」

「ぐっ……うぁああああっ！」

　アドルフがたった一撃放った横よこ薙なぎの攻撃が、リオの体を、受け止めた木剣ごと数メートル吹き飛ばした。

　リオは地面をごろごろと転がるが、途と中ちゆうでアクロバティックに身を翻ひるがえして立ち上がる。

　どうにか姿勢を持ち直したリオは、服の袖そでで額の汗あせを拭ぬぐって、相手の大おお柄がらな少年を睨みつける。

「はぁっ、はぁっ……くそっ、強つえぇ……！　攻めきれねぇ……！」

「どうした、強き雌犬よ。貴様の強さはこの程度のものではあるまい。もっと抵抗してみせろ」

　アドルフはリオに向かって、悠ゆう然ぜんと歩み寄っていく。

　その姿はさながら、すべてを蹂躙しなぎ倒す竜りゆうの如しだ。

　──〝剛剣〟アドルフ、〝女王〟ドロシー、〝賢狼〟ジェイク。

　現在の王都勇者学院で三強と呼ばれるこの三人だが、その実、ほかの二人とこの〝剛剣〟アドルフとの間には、大きな実力の開きがある。

　圧倒的に最強なのは、アドルフただ一人だ。

　ほかの二人と並び称しようされているのは、それ以外の生徒と比べてあの三人のレベルがかけ離れすぎているから、というだけのことにすぎない。

「くそっ──【炎の矢フアイアボルト】！」

　リオが苦くるし紛まぎれに魔法を放つ。

　リオの手の前に現れた火の玉が、迫りくるアドルフに向けて発射されるが──

「ふんっ……」

　三つの火炎弾は、興味なげに振るわれたアドルフの木剣によって、まとめてかき消されてしまった。

　防御技の【ディフレクション】だが、アドルフにとってはほとんど無意識で使っているレベルなんだろう。

「くだらん真ま似ねはやめろ、雌犬。貴様の本質は剣だ。雑魚相手ならばそんな小細工も通用するのだろうが──俺相手には無意味だ」

　アドルフの歩みは止まらず、ゆっくりとリオに向かって迫ってくる。

　リオの額から、一筋の汗が流れ落ちた。
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　時間をしばらく遡さかのぼる。控え室でのことだ。

　俺はリオ、イリス、メイファの三人に、決勝戦での戦い方をレクチャーしていた。

「──ってわけで、ジェイクやドロシーはまだ何とかなるとして、問題は〝剛剣〟アドルフだ。はっきり言うが、こいつはお前ら三人のうちの誰よりも強い」

　俺はそう言って、大会スケジュール冊子の裏紙に書いた「アドルフ」という名前に、ペンで丸を付けてみせる。

　それを見た教え子たちは、みんな一様に難しい顔をした。

　そのうちの一人、リオが不服そうに口を尖とがらせて言う。

「でも兄ちゃん、そんなの実際にやってみなきゃ分かんなくね？　試合見てた感じ、あいつオレより速いって気はしなかったし」

「そうだな。敏捷性だけなら、俺もリオのほうが上だと思う」

「だったらさぁ」

「だが僅きん差さだ。そして腕力と打たれ強さは、リオよりもアドルフのほうが格段に上。剣の技量もある。やれると思うならやってみるのは構わないが──その後どうするかだ」

　俺の言葉を聞いて、リオはぶーたれるように口をへの字に曲げていた。

　するとメイファが「……はい、お兄さん」と言って挙手をした。

　指名してやると、メイファは名案を発表するような口ぶりで言う。

「……一対一で勝てないなら、三対一でやればいい。……ほかの二人をさっさと倒して二人が加勢に入る。……それで、勝てる」

　メイファは得意げに、ふふんと鼻を鳴らす。

　しかしそれには、リオが不満そうに口を挟はさんだ。

「でも三人で一人を倒すのって、なんか勇者として卑ひ怯きようじゃねぇ？　魔王相手ならともかく、相手も一応勇者だろ。なんかそれって勇者精神ブレイバーシツプに反してる気がする。それじゃオレたちも、あいつらと変わんなくなっちまわねぇ？」

「……そんなことない。……元々は三対三、何も卑怯じゃない」

「うん。リオの言ってるのも分かるけど、団体戦なんだし、そういうものだと思うな」

　メイファとイリスに畳たたみかけられて、リオはまた面白くなさそうに口を尖らせる。

　俺はそれを見て、ふと口元を綻ほころばせていた。

　理り屈くつではメイファやイリスの言うとおりだが、リオの真っ直ぐな気持ちも微笑ましい。

　まだ納得がいかないという様子のリオが、俺に向かって聞いてくる。

「なあ、兄ちゃんはどう思う？　勇者が三対一って、卑怯だと思わねぇ？」

　俺は少し考えてから、リオに向かって答えた。

「まあ……そうだな。卑怯に見えるかもしれないし、勇者精神ブレイバーシツプに反していると言ったら、考え方によってはそうかもな。卑怯な勇者になりたくないなら、三対一で倒す案はやめておいたほうがいいかもしれない」

「だろ!?　ほーら見ろよ。兄ちゃんだってこう言ってんじゃん！」

　得意げになるリオと、ムッとするメイファ。

　イリスは「まあまあ」と言って二人をたしなめるポジションだ。

　今度はメイファが、ぷーっと膨ふくれた様子で俺に聞いてくる。

「……じゃあ、どうやって勝つの、お兄さん。……三対三でまとまって戦ったって、三人同時に倒さなきゃ、どうせ最後には一人になる。……そんなことまで気にして、戦っていられない」

　フィーリングで物事を捉えがちなリオと比べて、メイファは理り屈くつ屋やだ。

　言っていることは、ほぼ全面的に正論。

　俺はメイファに向かって答える。

「いや、メイファの言うとおりだと思うぞ。勝つためには、ほかの二人を先に倒して、三人がかりでアドルフを相手にするのが最良なんじゃないか？」

「……？？？　……お兄さん、そういう二枚舌は、どうかと思う。……リオにはリオが正しいって言って、ボクにはボクが正しいって言うのは、ズルい」

　メイファが怪け訝げんそうな顔で、俺を見つめてくる。

　俺はそんなメイファの頭に手を乗せ、わしわしとなでてやる。

「よしよし。メイファは賢かしこいな」

「……ふにゅっ。……お兄さん、そういう誤ご魔ま化かしも、ボクはどうかと思う」

　メイファが頰を染めながらも、恨みがましそうな上うわ目め遣づかいで俺を見上げてきた。

　俺はメイファをなでながら言葉を返す。

「いや、誤魔化したつもりも、二枚舌を使ったつもりもないぞ。俺は、少しでも卑怯な勇者になるのが嫌ならリオの言ったとおりにすればいいし、勝ちたいならメイファの言うとおりにすればいいって、そう言ったんだ。何もおかしくないだろ？」

「「「？？？」」」

　今度はリオ、イリス、メイファの三人ともが首を傾げた。

　少し考えこんでから、イリスが聞いてくる。

「えっと……それって、卑怯でもいいから、勇者精神ブレイバーシツプに反してもいいから勝てってことですか？」

「いや？　俺はお前たちが、どっちでも好きなほうを選べばいいって思ってる」

「ええ……？　先生、言っている意味が分かりません。じゃあ負けたほうがいいってことですか？」

「お前たちがそうしたいんならな」

「んんんんっ……！　うあああっ、もう、先生が何を言いたいんだか分かんないよぉ！」

　イリスが頭を抱かかえて悶もん絶ぜつした。

　俺はハハハと笑って、イリスの頭をなでてやる。イリスは「はうぅ……」と言って、顔を赤くして小っちゃくなってしまった。

　俺はイリスを解放してから、三人に向かって言う。

「どの道を選んだって、望む結果全部を得られないときはあるってことだよ。そういうときは、何を選ぶのかを自分たちで決めて、その結果を引き受けるしかない。三人で話し合って、どうするかを決めてくれ。ここまで来たら、俺はもう口出ししないからさ」

　そう言って、俺はあとのことは三人の決断に任せた。

　サイラスとの勝負のことは伏ふせておいた。

　サイラスとの勝負の内容は、俺の教え子たちが優勝したら王都復帰でも何でも好きな望みを聞いてやる、ただし結果が出せなければ覚悟しておけよ──だったか。

　まあサイラスのやつが律りち儀ぎに約束を守るともあまり思えないし、それでなくても、三人の決断に俺の事情を混ぜたくはないんだよな。

　俺はもう──何となくだけど、満足していた。

　こいつらをここまで連れてこられただけで、だいぶ満足だ。

　もう俺がいなくても、こいつらは生きていけるだろうし、俺が教えられることもだいたい教え切った……と思う。

　最初はこいつらが世界最強の勇者になるところまで、俺の手で育てたいと思っていたが──それってよく考えなくても、こいつらに俺を超えられちまうってことなんだよな。

　十歳も年下の少女たちに、目の前で自分の実力を凌りよう駕がされてなお、いっぱしの教きよう師し面づらをしていられる自信はあまりないってことに、俺は最近気付きつつあって。

　嫉しつ妬とってことはないにせよ、卑ひ屈くつにぐらいはなっちまいそうだ。

　天てん賦ぷの才能の差ってものに、天に向かって恨み言の一つも言いたくなるだろう。

　まあ、なんていうか……今手を離せば、こいつらの中で俺は一生「尊敬する先生」でいられるんだろうなって、そういう浅ましさみたいなものが俺の中にあるわけで。

　いずれにせよ、あとはこいつら自身の足で、自分の人生を歩いて行けばいいと思う。

　そのために自分の足で歩くための方法を最後に教えておきたかった──と、まあそんなところだ。

　──そして、その後。話し合いを終えた三人は、決勝戦へと向かった。

　三人がどう戦うつもりなのかは、俺はあえて聞かなかった。

　教え子たちの決断を、実戦で見せてもらおうと思ったのだ。
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　時間は再び、決勝戦の試合の最中へと戻る。

　三組の戦闘風景のうち、注目したのは〝賢狼〟ジェイクと、メイファの戦いだ。

　ジェイクに両腕をつかまれたメイファ。

　腕力ではかなわず、逃にげることもままならないまま──そんなメイファに、長い舌を伸ばしたジェイクの顔が迫っていく。

「ひひひっ、こうやってつかまれちまったら、魔法タイプの勇者は無力だよなぁ？　さあどうする、憐あわれな囚とらわれのお嬢じようちゃん。このままだと悪い狼おおかみに食われちまうぜぇ？」

　ジェイクは相手の焦あせりを煽あおる文句とともに、メイファに近付いていく。

　だが対するメイファはというと、落ち着いたものだった。

　そりゃそうだ。メイファにとっては、別段それほど困った状じよう況きようでもない。

　ときどき忘れそうになるが、メイファは魔法に関しては超が付く天才だ。

　ゆえに秀しゆう才さいクラスの勇者が想像もつかないような、意味不明な超人技を披ひ露ろうしてのけることがある。

　そんなメイファが、ジェイクに向かっておもむろに口を開く。

「……つかまれたら、魔ま法ほう使つかいは無力？　……どうして？」

「は……？」

「……思い込み、先入観、常識に囚われている。……憐れな囚われの狼さんは、そっち」

「ほ、ほぉう……？　じゃあこの状態から、どうやって逃げ出すつもりだよ。非力な魔法使い勇者が、魔法も使えずによぉ！　やれるもんならやってみろや！」

「……うん、憐れな狼さんに、見せてあげる。──【炎身セルフバーニング】！」

　──ゴォオオオオオオッ！

　メイファの全身から、彼女の体を包み込むように激しい炎が巻き起こった。

「なぁっ……!?　ぐぁあああああっ！」

　ジェイクは慌てて、メイファの腕から手を離す。

　しかしその手は、手放すまでの一瞬だけで、すでに焼けただれていた。

　慌てて飛とび退すさったジェイクに、炎を身にまとったメイファがゆらりと近付いていく。

「ば、バカな……！　どうして魔法が使えるんだよ！」

「……どうして？　……逆に聞く。……どうしてそれができないと思う？」

「はぁ!?　他人に体をつかまれた状態で、魔法の具現化イメージなんて組めるはずが──」

「……だから、それが思い込み。……ボクにとってはそんなこと、造作もない。……さあ、悪い狼さんは、退治される時間」

「ちょっ、ちょっと待て……バ、バカ、近付いてくるな！　そんなの大やけどに──」

「えいっ☆」

　全身に炎をまとったメイファが、慌てて四よつん這ばいになって逃げようとしていたジェイクに飛びついた。

「──ギャアアアアアッ！」

　メイファにしがみつかれたジェイクの全身は、あっという間に炎に焼かれていって──ビーッ、ビーッ！

　ジェイクが装着した魔法具から、警報とノックアウトの音声が鳴った。

「熱あぢっ！　熱ぢぃよぉっ！」

　炎のダメージで地面をのたうち回るジェイク。

　メイファはジェイクから離れると──

「……ふふっ、ボクに不用意にさわると、やけどする。……ボクの柔やわ肌はだにさわっていいのは、お兄さんだけ」

　大会の救護班によって治癒魔法がかけられるジェイクに向けて、そんなよく分からない決め台詞を放っていた。

　ちなみに救護班の人は、メイファと俺とを怪訝そうな目で交こう互ごに見ていた。

　ああ、また俺の社会的立場が穢けがされたよ……ううぅ。




　一方で〝女王〟ドロシーと、イリスとの対決。

　こちらはドロシーが放った炎の鞭がイリスの体に巻き付いて、外野から見れば勝負が決したようにも思える状態だった。

　一見では、あとは鞭の炎がイリスの身を焼くだけにも見えるのだが──

「──うわぁああああああああっ！　あぁあああああっ！」

「あはははははっ！　いい鳴き声よぉ？　もっと、もっと聞かせなさいな！」

　天に向かって叫ぶように悲鳴をあげるイリスと、愉悦の表情で哄こう笑しようするドロシー。

　いやぁそれにしてもイリス、演技派だなぁ……。勇者やアイドルだけじゃなく、舞ぶ台たい女優の才能もありそうだ。

　などと俺が思っていると、ようやくイリスが本性を現した。

　少女は炎の鞭に巻き付かれたまま、不意に叫び声を上げるのをやめると、ドロシーに向かってニヤリと笑いかける。

「……なーんて。どうだった、私の悲鳴は？　百点満点中の何点ぐらいかな、悲鳴マエストロの女王様？」

「……は？」

　何が起こったのか分からないという様子で呆ほうけるドロシー。

　一方のイリスは、炎の鞭を手でがっしりと摑み、綱つな引ひきのようにぐいと引っ張った。

「えっ、ちょっ、ちょっと……!?」

　思いのほか強い力で引っ張られたのか、ドロシーはたたらを踏み、つんのめって倒れてしまった。炎の鞭も手放してしまう。

　イリスって普ふ段だんの印象からは想像がつかないんだが、実際のところ能力はオールラウンダーだから、腕力もかなりあるんだよな。

　まあそんなことより、ドロシーが混乱しているのは、もっと別のことだろうが。

「さ、さっきまでの悲鳴は……演技だったっていうの……？　でも、どうして……どうして【火炎[image: ]フレイムウイツプ】に焼かれて、平気なのよ……!?」

　ドロシーが無様に倒れたまま、顔だけを上げてイリスを見る。

　その視線の先にいるのは、薄く笑って〝女王〟を見下ろすひとりの少女。

　彼女が身にまとうのは、魔法による守護の輝きだ。

「【光の守護ルミナスプロテクシヨン】──あらゆる肉体ダメージを、一定量まで肩かた代がわりしてくれる防御魔法だよ」

「はぁっ!?　光属性と土属性の、中上位合成魔法!?　学院生レベルで、そんな高度な魔法を使えるわけが……！」

「先生がとっておきとして、手取り足取り教えてくれたんだよ。得意属性だから私なら修得できるって信じて抱きしめてくれた。だから私も頑張れた。それだけのことだよ」

　イリスはそう言って、手にした炎の鞭を体操のリボンのようにくるくると操って、自分の身からほどいた。

　そしてドロシーから奪い取ったそれを、自分の手の内に収める。

「火属性とかはあまり得意じゃないし、こういう魔法は覚えてないけど──ふぅん、術者の手から離れても、しばらくは消えないんだ」

　イリスは炎の鞭を、ひゅんひゅんと振るってみせる。

　ピシッ、パシッと、炎が地面を舐めて焼く。

　イリスはふっと、ほくそ笑むように口元を緩ませる。

「あとね、ドロシーちゃん。さっき私、マゾの気けはないって言ったよね？　だから、どっちかっていうとさ──私、『Ｓ』のほうなんだよね」

「はい……？」

　地べたに横たわったまま、首を傾げる〝女王〟ドロシー。

　その周囲の地面を、イリスが操る炎の鞭が、ピシッ、バシッと音を立てて焼いていく。

「ふふっ……じゃあ、少し楽しもっか、ドロシーちゃん？」

「えっ、ちょっ、待っ──」

　──ピシッ！　パシッ！

「ああんっ！　ああっ！」

　イリスが振るう炎の鞭が、〝女王〟の面おも影かげを失ったドロシーの背中を幾いく度ども叩いていく。

　叩かれるたび、どこか心地よさそうにも聞こえる悲鳴をあげるドロシー。

　──ピシッ！　パシッ！

「ふひゃんっ！　ああんっ！」

「あははははっ！　どうしたのドロシーちゃん！　ずいぶんと気持ちよさそうだね！」
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「だって！　あんっ！　だってぇ……！」

「ほらほらっ！　まだまだこんなものじゃないよ！」

　──ピシッ！　パシッ！

　……と、そんなやり取りが、しばらく続いた後──

「あ、ああんっ……い、イリスお姉さまぁ……」

「ふふっ……いい子ね、ドロシー」

　そこには、ドロシーの顎あごをくいと持ち上げてかしずかせる、新たな〝女王〟が誕生していたのだった。

　ちなみに、イリスはそこではたと気付いたようになって、青い顔で俺のほうへと振り向いてくる。

　それから、視線をあっちこっちへと彷徨さまよわせたのち──

「せ、先生のおかげで勝ちました！　ぶいっ！」

　そう言って、俺に向かってピースサインを見せてきた。

　……いや、まあ、うん……。

　勇者もね、良識の範囲内で、いろんな趣味や嗜し好こうがあっていいと俺は思う……よ？

　俺はとりあえず、作り笑いとともにイリスに手を振っておくことにしたのだった。

　──ともあれこれで、メイファとイリスの戦いは片付いた。

　あとは──
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　問題なのは、〝剛剣〟アドルフとリオの戦いだ。

「──うぁああああああっ！」

　もう何度目になるか。

　リオは再び、アドルフの攻撃の威力を受け止めきれずに、吹き飛ばされていた。

　リオはグラウンドをごろごろと転がり、今度はすぐに起き上がることもできない。

　そこに威圧感の塊かたまりのようなアドルフが歩み寄ってくる。

　リオはよろよろと立ち上がり、苦しげな表情で迫りくる敵を見上げる。

「はぁっ……はぁっ……く、くそっ……強つえぇ……！」

「どうした雌犬。自慢の速さも鈍にぶってきているぞ。もう抵抗は終わりか？　ならば──」

「──ッ!?」

　リオの目の前まで、アドルフが一瞬で駆け寄った。

　万全の状態のリオにはわずかに及ばないが、アドルフの敏捷性もまた一級品だ。

「終わりだ──【斬岩剣】」

「くっ──【パリィ】！」

　アドルフが頭上から、木剣を力強く振り下ろす。

　すでに脚あしにガタがきているリオは、それを防御技で防ごうとした。

　──カンッ！　リオの木剣が、アドルフの木剣を横から叩く。

　だが──

「がっ……あがっ……！」

　アドルフの木剣は、リオの右みぎ肩かたに直ちよく撃げきしていた。

　リオの【パリィ】では、アドルフの攻撃の威力を削そぎ切きれなかったのだ。

　アドルフが剣を引くと、リオはがくりと膝をつく。

　少女の手から木剣が取り落とされ、からんと音を立てて地面に転がった。

「うっ、ぐ、あああああっ……！」

「ふん……非力だな」

　アドルフはその大きな左手でリオの首をつかんで、少女の華きや奢しやな体を、片手で持ち上げた。宙づりにされたリオの手足が、もがくように宙を搔かく。

「うあっ……あっ、ぐぅっ……！」

「存外に打たれ強さも鍛えているようだが、それもこれまでのようだな。では──死ね」

　アドルフはリオを地面に放り捨てる。

　そして、肩を押さえてもがき苦しむリオに向けて、木剣を振り下ろそうとするが──

　そのとき、リオが声を振り絞って叫んだ。

「た、助けてくれっ──イリス、メイファっ……！」

「……その言葉を、待ってた。……【炎の矢フアイアボルト】！」

「ぬっ……!?」

　いつでも魔法を放てる状態で待機していたメイファが、アドルフに向かってそれを放った。五つの火炎弾がアドルフに殺到する。

　アドルフはそれを反射的に【ディフレクション】で弾こうとしたが、五弾すべてをかき消すことはできなかった。二弾がアドルフの肩と脇わき腹ばらに、それぞれ命中する。

「ぐっ……！」

　それで決定打になるようなことはないが、アドルフがわずかに怯ひるんだ。

　その隙に、イリスが駆け込んでリオを抱え、アドルフの前から救出する。

「もう、リオ！　意地を張りすぎ！　見てるこっちの身にもなってよ」

「へっ……へへっ……わ、悪わりぃ……にしてもあいつ、ホント強ぇな……」

「男の子じゃないんだから。リオは強い弱いにこだわりすぎ。ほら、じっとしてて──【月光治癒ムーンライトヒール】」

「あああっ、染みるわ……はぁー、サンキュー、イリス。楽になった」

　イリスの治癒魔法ですっかり元気になったリオは、イリスが拾っていた木剣を受け取りつつ、立ち上がる。

　リオの治療を終えたイリスも、同時に立ち上がると──

　リオ、イリス、そしてメイファの三人が、〝剛剣〟アドルフを取り囲む形となった。

　それを見たアドルフは、口元を歪ゆがめて笑う。

「ほう、三対一か。……なるほど、ドロシーとジェイクを手早く打ち倒す程度の実力はあるということか。俺としたことが、見誤ったようだ」

　アドルフは周囲を見回し、自分の仲間たちが、すでに倒されていることを確認する。

　そのアドルフに対し、リオが言った。

「〝剛剣〟アドルフ──あんたやっぱ強ぇよ。でも悪りぃな。オレたちは『勝つ方』を選んだんだ」

「そうか──いや、結構だ。では戦いを再開するとしよう」

　アドルフが地面を蹴った。剛ごう速そくで、少女たちに向かって駆ける。

　彼が狙う相手はイリス。最初に回復手を潰そうという考えだろう。

　だがその前に、リオが立ちふさがる。

　アドルフが叫ぶ。

「──邪魔だ、雌犬！　貴様では俺を止められんことは、もう分かっただろう！」

「オレ一人だったらな！　──イリス！」

「うんっ、リオ！　──【大地の剛力アースマイト】！」

　イリスが放った補助魔法の効果が、リオに宿る。

　と同時に、アドルフとリオがぶつかった。

　──ガツンッ！

　アドルフとリオのパワーが衝しよう突とつし、両者の木剣が、互ご角かくの鍔つば迫ぜり合いを演じる。

　いや──厳密には、互角ではなかった。

「ぬっ……ぐぅっ……！」

「──でりゃあああああっ！」

「……っ!?」

　気合いの声を上げたリオの押し込みで、攻めたアドルフの側が押し返された。

　巨きよ軀くがよろめき、一歩、二歩と後ずさる。

　そこに──

「……悪いけど、勝たせてもらう。……右手から【炎の矢フアイアボルト】。……左手から【風の刃ウインドカツター】。……行け！」

　メイファが放った二つの魔法が、同時にアドルフに襲い掛かる。

「初級魔法の【二重行使ダブルキヤスト】だと……!?　ぐぅうううううっ！」

　五つの火炎弾と、五つの風刃。

　トータルで十の魔法弾は、うち三つがアドルフの【ディフレクション】でかき消されたが、残りの七つがアドルフの肉体を焼き、切り裂いた。

　さらに──

「いきます──【閃光フラツシユ】！」

「ぐっ……目め潰つぶしか！」

「チッ──【三段斬り】！」

「ぐぉおおおおおおっ！」

　イリスとリオの連れん携けい攻撃で、着実にアドルフにダメージを与えていく。

　さすがのアドルフも、あの三人を同時に相手にしては、到底歯が立たない。

　一方的な試合展開になっていった。

　それを見ていた観客席が、ざわつき始める。

「なんかさ……あんなの汚きたなくねぇ？」

「まあな。一対一ならアドルフのほうが強いのに、あれじゃあな……」

「でも、三対三の試合なんだから、ああいうもんだろ？」

「そりゃ分かるよ。分かるけどさ……なんかやっぱ、どうかと思うよな」

「ああ、なんつーか……勇者らしくないっていうか……集団リンチ？」

「そうそう、それな」

「なーんか、面白くねぇ試合だよな」

「あー、あれだよ。アイドルショーだと思っとけばいいんじゃねぇの？」

「そっかそっか。なるほどな。……あー、白けるわー」

　──俺はそれを、歯を食いしばりながら聞いていた。

　どいつもこいつも勝手なことばっかり言いやがって。

　リオたちがどんな想いであの決断をしたのか、知りもしないくせに。

　何より、それをけしかけたのは俺なんだ。

　観客の声は、当然リオたちにも届いているだろう。あいつらは今、どんな想いで戦っているのか。それを思うと、胸をかきむしられるような想いだったが──

　そこで、「あの男」が動いた。

　自分の子飼いの生徒たちの不利を目まの当あたりにして、ずっと苛いら立だちの様子を見せていたあの男──サイラスが、だ。

　サイラスは役員席で立ち上がり、舞台演劇をするかのように語り始める。

「おのれリット村勇者学院！　なんて卑ひ劣れつな戦いをする生徒たちだ！　信じられん！　神聖なるこの最強新人勇者決定戦を、なんだと思っているのか！」

　──チッ、あの野や郎ろう……！

　俺がサイラスのほうに視線を向けると、サイラスも俺のほうを見る。

　そして口元をニヤリと歪め、言い放った。

「リット村勇者学院の担任教師は──おやぁ、なんと問題教師として左さ遷せんされた、ブレット先生ではありませんか？　なぁるほどぉ！　問題教師の指導で育ったから、教え子たちも問題生徒になったのですな！　やれやれ、まったく嘆なげかわしい！」

　サイラスの一人舞台。

　それを耳にした観客たちが、ざわめきを増していく。

「あの担任、問題教師なのか？　はぁ～、だから生徒たちもあんな戦い方してるのか」

「なるほどな。勝てれば何でもいいって戦い方だもんな。教えてる教師のせいか」

「はぁ……そんなやつらが今年の優勝か。なんか嫌だよな……」

　そんな中、いつしかリオたちも戦いをやめていた。

　ダメージを受け続け、ボロボロの姿になったアドルフと、リオ、イリス、メイファの三人も手を止めて、サイラスと観客席の声に注目してしまっていた。

　リオが、イリスが、メイファが、観客たちに向かって訴うつたえかける。

「違ちげぇよ！　兄ちゃんはオレたちに、どうするかは自分で選べって……！　選んだのはオレたちだ！　悪いのは兄ちゃんじゃねぇ！」

「先生は問題教師なんかじゃありません！　私たちは、先生のおかげでここまで来られたんです！」

「……お兄さんのことを何も知らないのに、悪く言うな……！　……お兄さんは、お前たちの思っているような、悪い先生じゃない……！」

　だが役員席のサイラスが、そこに再び口を挟む。

「おお、かわいそうに！　何かあれば自らをかばうように躾けるなど、もはや洗脳だ！　ひどすぎる！　見てください皆みなさん、あれがブレットという問題教師による、洗脳教育の結果です！」

「うわぁ……そこまでするか……とんでもない教師ですね」

「あの子たち、かわいそうに。せっかくの輝かしい才能が、問題教師のせいで台無しだ」

　サイラスに同調するのは、彼の取り巻きの勇者協会の連中だ。

　しかしそのサクラ効果によって、サイラスの意図が観客へと伝でん播ぱしていく。

　──この状況にあって、俺はどうすればいいのか分からずにいた。

　生徒たちをかばえばいいのか？　いや、それでは俺やリオたちに向けられた偏へん見けんを拭えないだろう。

　サイラスに言い返せばいいのか？　それもダメだ。先に問題教師という先入観をばら撒まかれているのだから、普通に口論をしても圧倒的に分が悪い。

　──くそっ。どうする。どうする。どうすればいい……!?

　だが俺が手をこまねいていた、そのとき──

　一人の少年が、サイラスに向かって声を張り上げた。

　それは──〝剛剣〟アドルフ。

　獅し子しの咆ほう哮こうのような怒ど号ごうが、競技場に響きわたる。

「──うるせぇクソジジイ！　余計な横よこ槍やり入れてんじゃねぇ！　俺たちの戦いを邪魔するなら──テメェもぶっ殺すぞ！」

　びりびりと空気が震えるようなその声に、会場中が静まりかえった。
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　静まりかえった観客席で、ガタンと音がした。

　役員席の前で立ち上がっていたサイラスが、アドルフの怒ど声せいで、気け圧おされたように尻しり餅もちをついていた。

「な……何を言うのかね、アドルフくん。わ、私にそのような口をきくことの意味が、分かっているのかね……？」

　サイラスは震える声で、どうにかそれだけを口にした。

　だがアドルフは、まったく怖おじることなく応える。

「ジジイ、貴様の戦いは後にしろ。これは俺たちの戦いだ。邪魔をするな」

「なっ……」

　それでサイラスは、口をパクパクとさせて、何も言えなくなった。

　自らの子飼いのつもりだったアドルフに、反はん抗こうされるとは思っていなかったのだろう。

　アドルフはサイラスとのやり取りを終えると、再びリオたちのほうへと向き直る。

「外野は黙らせた。戦いの続きだ」

　しかし戸惑ったのはリオたちだ。

「いや、戦いの続きったってお前、もうボロボロだろ。勝負はついてんじゃねぇか」

　リオはそう言うが、アドルフはふんと鼻を鳴らす。

「なんだ、相手が弱ったらトドメを刺さすこともできんのか。よくそれで『勝つ方を選んだ』などと囀さえずれたものだな」

「…………」

「戦いは生きるか死ぬかだ。俺を叩きのめす覚悟がないなら、降参しろ雌犬。それは貴様らの弱さだ」

「……どうあっても、最後までやらなきゃ負けを認めねぇってことかよ」

「当然だ」

「チッ、分かったよ」

　リオがその手の木剣を、ひゅんと振った。

　アドルフもまた、手にした木剣を構える。

「いい覚悟だ。戦士とはそうあらねばならん。ことに強い戦士はな」

「知るかバーカ。でもあんたももうボロボロだ。オレと一対一でいいだろ」

「構わんが、仲間の補助魔法が掛かった状態で一対一というのも、面白い表現だな」

「まあな。でもどっちにしたって、勝ちの決まった勝負をする汚よごれ役やくだ。変わんねぇよ」

「ふん、雌犬が。なかなか言うものだ」

　リオとアドルフが、互いに木剣を構えて向かい合う。両者の距離は十歩ほど。

　そこにメイファが声をかけようとするが──

「……待って、リオ。……そういう汚れ役なら、ボクの仕事──むががっ」

「メイファ～。ここはリオの顔を立てるところだよ～。黙って見ていようね～」

「ふがふがっ」

　イリスがメイファの背後から口をふさぎ、取り押さえて、引きずり下げてしまった。

　あの三人のパワーバランスは、ときどきよく分からないな。

「ふっ……なかなか面白い仲間たちだな」

「ああ、自慢の妹たちだ。あんたは少し付き合うやつを考えろよ。ドロシーとかジェイクとか、あんなろくでもないやつらとつるんでねぇでさ」

「いや、俺にはあのぐらいの連中のほうがちょうどいい」

「ふぅん、そうかい──じゃあ行くぜ」

「ああ──来い、雌犬」

　緊きん迫ぱくの間。

　次いで、両者が同時に地面を蹴った。

　一瞬の後、中央で衝突する。

「はぁあああああああっ！」

「うぉおおおおおおおっ！」

　──ガガガガガッ、ガキンッ、ガンッ、ガガガンッ!!

　リオとアドルフの激しい打ち合いが始まった。

　火花が散るような激げき突とつ。およそ木剣で打ち合っているとは思えない激しい打だ撃げき音おん。

　勇者同士の戦いに相応ふさわしい、目に留まらぬ高速の打ち合いは、あっという間に十合、二十合、三十合と積み重ねられた。

　だが──戦いの形勢は明らかだった。

　万全の状態な上に、イリスからの支し援えん魔ま法ほうの影えい響きようを受けているリオ。

　対してアドルフは、ダメージが蓄ちく積せきして、パワーにもスピードにもガタがきている。

　リオはアドルフを、一合ぶつかるごとに追おい詰つめていく。

　そして──

「てぇやああああああっ！」

「ぐうっ……！」

　──カァンッ！

　下から力強く跳ね上げるリオの一撃が、アドルフの体勢を大きく崩くずした。

　アドルフの巨軀が、ふらつくように後退する。

　そこに向かって──リオが勇者の脚きやく力りよくで、高々と跳ちよう躍やくした。

　そして空中で、木剣を頭上に構える。

「くらえぇえええええっ──【斬・岩・剣】っ！」

　リオの木剣が、闘気をまとい、振り下ろされた。

「ぬうっ……！」
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　アドルフは木剣で、その一撃を受け止めようとするが──

　──バギンッ！

　リオの木剣が、受け止めたアドルフの木剣をへし折り、その肩口にめり込んでいた。

「が、はっ……」

　ずしんっ！　半ば強制的に、アドルフが地面に膝をつかされた。

　そこで──ビーッ、ビーッ！

　アドルフが装着した魔法具から、ノックアウトの警報音声が鳴り響く。

「し、勝負あり！　勝者、リット村勇者学院！」

　審判が旗を上げた。決勝戦、終了だ。

　だが観客席から歓声が沸くことはなかった。

　観客たちはこの事態にどう反応すればいいのか分からず、どよどよと戸惑いの声ばかりがあがっていた。

　しかしそれには構わず、選手たちは互いの健けん闘とうをたたえ合う。

　リオは膝をついたアドルフに、手を差し出していた。

「これで文句ねぇだろ。オレたちの勝ちだ」

「ああ……悔くやしいが、俺たちの完敗だ。──しかし最後の【斬岩剣】、あれはブレット先生から教わったのか？」

「うんにゃ、あんたのを見て盗ぬすんだ。でもオレの背丈や体重じゃ、あんたみたいなやり方は無理だと思ってさ。ジャンプしたら、いけるんじゃねぇかって」

「ふっ、技の本質を一瞬で見み抜ぬいて、自己流にアレンジしたか。無茶苦茶な雌犬だな」

　アドルフは、リオの手を取って立ち上がる。

　そこに来て観客席から、ちらほらと拍はく手しゆが鳴りはじめた。

　最初は小さかった拍手の音は、徐じよ々じよに大きくなり、やがて会場中を包み込むほどに広がって──

　だがそこに、抗議の叫び声をあげる者が現れる。

「認めん！　私はこんなものは認めんぞ……！　八や百お長ちようだ！」

　それは、役員席から再び立ち上がった、サイラスだった。
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「こんな八百長試合は無効だ！　──アドルフくん、キミはそこの問題教師ブレットに買収され、わざと負けるように言われたのだろう！」

　役員席で立ち上がったサイラスは、またいつもの演劇を始めた。

　そしてアドルフを説得するような──あるいは最後のチャンスを与えるというような様子で、こう続ける。

「今ならまだ間に合う。悪いのはそこの問題教師だ、そうだな？　アドルフくん、本当のことを話すなら今しかないぞ！　キミはそそのかされただけなのだ。今ならまだやり直せる。──さあ、本当のことを言いたまえ！」

　それはいつも通りに巧こう妙みような、人の心の隙をつくような言葉だった。

　だがサイラスも頭に血が上っているのか、相手を見誤っている。

　アドルフにそれは逆効果だ。

　案の定、アドルフは激げき怒どした。

「ジジイ、貴様……俺たちの戦いを侮ぶ辱じよくするか……！　戦士の戦いを冒ぼう瀆とくする者を、俺は何なん人ぴとたりとも許さん……それは貴様でもだ、サイラス！」

　激しい怒号。

　それを受けたサイラスは、一度はぬぐぐと呻うめくが、次には深呼吸をしてこう言った。

「そうか、アドルフくん……残念だよ。キミには期待していたのに……私は我が子に裏切られたような心持ちだよ。八百長に手を染めたりしなければ、キミはこの国の未来を背負って立つ勇者になれたはずだったのに……実に残念だ」

　サイラスは、アドルフを切り捨てる方向に、瞬しゆん時じに頭を切きり替かえたようだ。

　やつの作ったシナリオは、俺がアドルフを買収し、八百長試合をさせたというもの。

　どこまでも──どこまでも腐くさったやつだ。

　しかし俺の立場からでは、このシナリオをひっくり返せない。問題の当事者として設定された俺が何を言おうと、聴ちよう衆しゆうには言いい逃のがれとしか聞こえないだろう。

　サイラスのひとり舞台は、なおも続く。

　役員席の舞台役者は、観客に向かって演説を始める。

「今日、この大会を楽しみにして来られた皆みな様さま、まことに、まことに申し訳ございません。先ほど私のもとに告発がありまして、この決勝戦で八百長試合が行われたとのことでございます。これは私ども勇者協会の監かん督とく不行き届きにほかなりません。この通り、平にお詫わび申し上げます。つきましては後日、協会のほうで事実調査を行い、問題の人物たちには懲ちよう戒かい免めん職しよくなどの厳重な処しよ罰ばつを──」

　サイラスの舞台演劇は、完かん遂すいされるかに思えた。

　八百長をした事実などなくとも、そんなものは裏でいくらでも、でっち上げられるという具合だろう。

　組織腐ふ敗はいと、権力と、権けん謀ぼう術じゆつ数すう。

　あの勇者腐敗の象しよう徴ちようのような男を止められる者は、誰もいない。

　であるならば、あの一年前の出来事──俺がこの王都から左遷された、あの理事長室での出来事と何ら変わらない理り不ふ尽じんが、ここにまた再現されるしかない。

　もちろん俺の戦略ミスではある。

　この公おおやけの場なら、サイラスでも不実は働けないだろうと高をくくっていた。

　だが甘かった。あの男の戦い方は、大衆を前にしたときにこそ力を発揮する。

　どれだけ許せないと思っても。どれだけ真っ当なことを真っ当にやってきても。

　世の中は、組織内政治と世よ渡わたりをうまくやったやつだけが、甘い汁しるを吸う仕組みになっているのなら──

　立たち尽つくした俺は、拳を握りしめる。

　この場で暴れて、もう何もかも吹き飛ばしてやろうかとさえ思うが、もちろんそんなことは許されない。

　教師なんて言ったって、教え子たちを理不尽から守ってやることすらできないのか。

　そうであるなら、俺は──

　だがそのときだ。

　聞き覚えのある声が、会場に響きわたった。

「ちょーっと待ったぁ！　その話、そこまでだよ！」

　観客席の一角に息を切らして現れたのは、顔なじみの女性教師、アルマ。

　それに、もう一人。

「サイラス先生、もうおやめなさい。見苦しいですよ」

　アルマの隣には、五十絡がらみの女性の姿があった。

　それを見て、俺は呆然とつぶやく。

「先生……。どうしてここに……」

　それは十年ほど前、勇者学院で俺に勇者のいろはを教えて育ててくれた、担任教師の姿だった。
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　俺のつぶやきを聞いて、イリスが驚きの表情を見せる。

「先生って……あのおばさまが、先生の、先生ってことですか？」

　そう聞いてくるイリスに、俺は重要な注意点を伝える。

「あ、ああ、そういうことだ。ところでイリス、『おばさま』はいいが、『ババア』とか言ったらダメだぞ。殺されるからな」

「はあ……。そんな失礼なこと、普通は言いませんけど」

「だ、だよなー。アハハハハ……」

　蘇よみがえる、俺の学院生時代の記き憶おく。

　先生に向かって口が滑すべって「クソババア」などと言った日には、俺は運動用のマットで簀す巻まきにされて、ミノムシのように木に吊つるされたものだった。

「口のきき方には気を付けましょうね、ブレットくん？」などと言って、漆しつ黒こくのオーラに身を包んで襲い掛かってきた先生の姿は、今思い出しても恐ろしい……。

　いや待て、今思えば立派な体たい罰ばつだぞあれ。その何百倍もの愛情で育てられたから良い思い出みたいになっているが、あれは決して許してはいけない。訴えてやる。

　……とかまあ、そんな過去の思い出はさておいて。

　俺が教わっていた当時から、さらに十年ほどの月日がたち、当時行き遅れ感のある三十代だった先生も、今や四十歳を上回るナイスミディだ。

　先生の名前は、レオノーラ。

　そのレオノーラ先生が今、観客席でサイラスと向かい合っていた。

　ちなみにその横には、アルマの姿があった。

　アルマは俺に気付くと、パチッと可愛らしくウィンクを送ってくる。なおウィンクの意味はよく分からない。

　一方、呆然としているのは、先ほどまで舞台演説の主役を演じていたサイラスだ。

「レ、レオノーラ先生……なぜここに……」

　そのサイラスのつぶやきを聞いた周囲の観客が、にわかにざわめき始める。

「レオノーラ先生って……ひょっとしてあの、伝説の勇者学院教師と言われたレオノーラ先生のことか？」

「えっ、熱血授業で何人もの不良勇者を更こう生せいさせて、立派な勇者に育て上げたっていうあの伝説のレオノーラ先生!?」

　ざわざわと、観客たちが沸き立ち始める。

　レオノーラ先生は確かに、「伝説」とまで謳うたわれたほどの凄すご腕うで勇者学院教師だ。

　当時レオノーラ先生の授業を受けていた身としては、あれはそんないいものじゃないぞと抗議したいところだが。

　飴あめと鞭、愛と恐きよう怖ふを巧たくみに使い分けた、地獄の授業──それがレオノーラ先生の「伝説」の正体だ。

　最近はさすがに大人しくなったのか、俺が教師になってからこっちは、そんな噂うわさが流れてくるようなことはなかったが……。

　どこぞの辺境の街の勇者学院で、今も教師を続けているらしいという噂は聞いていたが、俺が学院を卒業して魔王ハンターになって以降は、直接会ったことはなかった。

　そう考えると俺も、ずいぶんと恩知らずな生徒だなと思うが──さておき。

　今はそんなことを考えている場合でもない。

　いったいどんな流れでレオノーラ先生がここに現れたのかは分からないが、予想できるのは、おそらくはアルマが連れてきたのであろうということだ。

　この絶体絶命の舞台に、彼女らの登場は非常に心強い。

　その一方で、「伝説の教師」レオノーラの登場に観客がざわつき始めたのを見て、「しまった」と自分の口をふさいでいるのはサイラスだった。

　人々は「名声」に後光効果を感じるものだ。

　サイラスが作り出した舞台演出をぶち破るのに、それは十分な効果を持つ。

　レオノーラ先生は、サイラスに向かって辛しん辣らつな言葉をぶつける。

「サイラス先生、またずいぶんとあくどいことをしているようですね。こちらのアルマ先生から、いろいろと聞かせてもらいましたよ」

　サイラスは、ぐっと言葉を詰まらせた。

　形勢が悪くなったことを悟さとったのか、視線をあちこちに彷徨わせてから、震える声で答える。

「レ、レオノーラ先生……何を聞いたのか分かりませんが、それはおそらく、そこのアルマ先生の妄もう想そうでしょう。彼女はどうやら私に私し怨えんを持っているようでしてな」

「ふぅん？　ではサイラス先生が、嫌がるアルマ先生のお尻しりをなでたり、胸を揉もんだりしたセクハラ行為も、すべてアルマ先生の妄想であると。そう主張されるわけですね？」

　ざわっ……！　観客席がさらにざわめき始める。

　先ほどまで形作られていた、サイラスが正義で俺たちが悪という構図が、サイラス＝悪という図式が浮かび上がったことによって一気に傾き始める。

「あのサイラスっていう役員、セクハラをするような人なの……？　だったらあの人が言っていること、最初から全部噓なんじゃ……」

「待て待て、証しよう拠こが何もない。サイラスさんは、あのアルマっていう女性教師の妄想だって言っていたじゃないか」

「でもそれを言ったら、さっきの戦いが八百長だっていうのも、証拠はないじゃない」

「それはそうだが……」

　観客の反応は、五分と五分。

　女性の観客は、アルマとレオノーラ側の主張に肩入れしている人が多いようだが、男性の観客は、もう少し慎しん重ちように見るべきだという人が多いように思えた。

　サイラスは慌てて取とり繕つくろうように、レオノーラに言葉を返す。

「そ、そうですとも。困りますなぁレオノーラ先生。自身も女性だからと、被ひ害がい妄もう想そう癖へきのある女性教師の言うことを真に受けて、このような公の場で糾きゆう弾だんに及ぶなどと。そんなことではレオノーラ先生の伝説まで地に墜おちますぞ？」

「ふ、ふふふふ……あなたは相変わらずのようですねぇ、サイラス先生？　昔っからそうやって、他人を陥おとしいれるのが大のお得意だったものね」

　あ、ヤバい。レオノーラ先生の怒りゲージが、一瞬でＭＡＸに上がった。

　ていうかあの二人、もともと何か因縁でもあるのか。そういえば同年代だし、サイラスも昔は勇者学院の教師をやっていたみたいだから、接せつ触しよくがあったのかもしれない。

　サイラスは、ここが逃げ場だと思ったのか、こほんと咳せき払ばらいをする。

「ま、まあいずれにせよ、レオノーラ先生。そのような話は、この場ですることではありませんよ。ここは生徒たちの活躍の場です。大人同士の諍いさかいの話は、また後日にいたしましょう」

　この場を切り抜け、うまいことまた密室政治に持ち込もうと企たくらむサイラス。

　だがレオノーラ先生は、逃がしはしない。

　にやぁっと笑って、こう続けた。

「だからこそですよ、サイラス先生。あなたはその生徒たちの戦いを、『八百長』などと言い張りました。そんな言いがかりを放つサイラスという人がどんな人か、この場の皆さんに知ってもらう必要があるでしょう。清廉潔白なら、逃げる必要はないですよねぇ」

「ぐっ……！」

　レオノーラ先生が、喰くらいついたら離さない蛇へびみたいな顔をしていた。怖こわい。

「アルマ先生のほかにも、あなたの悪行の被害者は、たくさんいるようですね？　──特にひどかったものの一つが、そこのブレット先生に関すること」

　レオノーラ先生は、俺のほうを指さす。

　ふっと微笑んだ表情は、この場は私に任せておけ、と言っているように思えた。

　先生は、再びサイラスへと視線を向ける。

「ブレット先生に暴力教師であるという因縁をつけて、王都から辺境に左遷したのだと聞きました。彼のことを『問題教師』などと吹ふい聴ちようしたみたいですけど、あなたがそう仕立て上げただけのことですよね？」

「ち、違う！　私は生徒たちから、実際に相談を受けて……！」

「しかもブレット先生の教え子たちを『クズ勇者』などと罵ののしり、クズの代わりなどいくらでもいる、などとも言ったそうですね？」

「え、えぇい、根も葉もないことを！　でたらめばかりを言わないで頂きたい！　レオノーラ先生と言えども、名めい誉よ毀き損そん、侮辱罪は免まぬかれませんぞ！　分かっているのですか!?」

「根も葉もないでたらめばかり言っているのは、サイラス先生のほうでしょう？」

　そこでついに、サイラスがキレた。

　いや、キレた振りなのかもしれないが、やつの丁てい寧ねい語ごが崩れる。

「ふんっ、話にならん！　そこまで言うならレオノーラ、証拠を出せ、証拠を！　ないのだろう！　あるわけがないな！　すべて根も葉もない、噓八百なのだからな！　──さあ証拠を出せ、証拠を！」

　役員席に用意されたテーブルを、苛立たしげにバンバンと叩くサイラス。

　それにレオノーラ先生は、すまし顔で言う。

「ですって、アルマ先生」

「ほいほい。じゃ、流しまーす」

　そう言ってアルマが取り出したのは、魔導録音機だ。

　それを見たサイラスが顔を青くするが、もう遅い。

　アルマは、魔法で記録された音声を再生した。

『いいではないですか、アルマ先生。……なぁに、こんな辺へん鄙ぴな村のクズ勇者が三人程度使い物にならなくなったところで、この国に勇者の代わりなど、ほかにいくらでもいますよ。クズどもがジェイクくんたちのような優ゆう秀しゆうな勇者の糧かてとなるのであれば、万ばん々ばん歳ざいではありませんか』

　録音音声であるために少しくぐもった、しかしまぎれもないサイラスの声。

　その魔道具の音声を聞いた観客たちは、さらに大きくざわめき始めた。

　観客たちの視線のほぼすべてが、サイラスを非難するものへと変わっていた。

　サイラスは慌てふためいた様子で、周囲を見回す。

「ち、違うのです！　これは……！　──お、おのれ女め狐ぎつねども！　私に似た声の持ち主を探して、このような細工をするなど！　こんな録音に証拠能力などないぞ！」

　だがそんなサイラスの主張にも、レオノーラ先生とアルマの二人は、どこ吹く風だ。

「アルマ先生、その先もいっとく？」

「そうですねー、レオノーラ先生」

　アルマは一度止めていた音声を、続けて再生する。

　最初に流れてきたのは、アルマの声だ。

『サイラスさん……それ、本気で言ってるの？』

『おっと失礼、言葉が過ぎましたかな。……しかしアルマ先生、まだ子供といっても、礼れい儀ぎを欠くことは許されませんよ。私のような立場にある者に暴言を吐けばどういうことになるか、彼女らには身をもって思い知ってもらう必要があります。そうでしょう？　──そしてそれは、先生のような大人であればなおさらのこと。ブレット先生と違い利口なアルマ先生なら、分かりますね？』

　先の音声、そしてアルマへのセクハラ疑ぎ惑わくを聞いたあとに聞くと、これらの発言の「意味」も、観客に十分に伝わる内容だった。

　自分の声を聞いたサイラスは、大声で騒さわぐ。

「やめろ！　今すぐそれを流すのをやめろ！　そんなものに証拠能力はないと言っているだろう！　名誉毀損だ！　貴様ら全員──こんなことは許されんぞ！　分かっているんだろうな！」

　だがレオノーラ先生は、サイラスのその物言いにも、冷静にこう切り返した。

「そうですね。法ほう廷ていでの証拠能力は、参考程度といったところでしょうか。私はこの場にいる観客の皆さんに、判断材料の一つを提示したまでです。あとはサイラス先生のご希望通り、後日のお話し合いにいたしましょうか」

　──結局、サイラスは最後まで喚わめいていたが、観客の反応は歴然だった。

　ほぼ一色、サイラスへの非難の目を向けるもの。

　やがてその目に耐えられなくなったサイラスは、逃げるように会場から立ち去っていった。

　ちなみに後日の勇者協会の査問委員会などで、サイラスはその役職を追われ、それによってやつは、長年かけて築き上げてきた権力基き盤ばんの一切を失うことになるのだが──まあ、それはさておき。

　現在の観客席を見れば──

「「いえーい！」」

　レオノーラ先生とアルマとがハイタッチをして、勝利を祝っていたのだった。

　……うん、あの二人は怒おこらせないようにしような。怖い怖い。




　──とまあそんなわけで、最強新人勇者決定戦はリオ、イリス、メイファの三人が今年の優勝者となった。

　大勢の観客や勇者たちの前で表ひよう彰しようされた三人は、とても照れくさそうにしていたが、とても嬉しそうでもあった。

　俺はそんな三人を、たくさん称賛し、たくさん抱きしめて、たくさんなでなでした。

　その現場をレオノーラ先生とアルマに目もく撃げきされて、社会的にも物理的にも命を落としそうになったのは、きっと気のせいだ。

　そんなこんながあって、やがてはそれも落ち着き。

　俺は三人の教え子を連れて宿へと戻り、穏おだやかで楽しい夕食の時間を過ごした。

　あとは──最後の仕事だ。

　俺は夜中、リオたち三人を連れて、宿を出る。

　そして何事か分かっていない三人を連れて、誰もいなくなった夜の競技場へと向かったのである。
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　──リオ視点──

　兄ちゃんに連れられて、イリス、メイファと一緒に宿屋を出た。

　もう夜中だ。兄ちゃんの背中を追って、夜道を歩いていく。

　それにしても兄ちゃん、オレたちをどこに連れていくつもりなんだろう？

　まさか、いかがわしいことをするための宿屋とか……。

　いやいやいや、あり得ないあり得ない。何考えてんだオレ。落ち着け。

　変なことを想像したせいで、顔が熱くなってる。

　ぶんぶんと首を横に振っていると、メイファがそそっと寄ってきて、耳打ちをした。

「……リオ。……今、いかがわしい想像をしていた」

「──っ!?　な、なんでわかるんだよ……!?」

「……にひひ、引っ掛かった。……カマをかけただけ。……リオは意外と、えっち」

「このやろう……！　う、うっせーな！　ほっとけよ！」

　まったく……。

　にしてもメイファのやつ、なんでこんなピンポイントなタイミングで、そんなカマかけを……？　そこまで顔に出てたかな、オレ。

　で、そんなオレたちのやり取りを、前を歩く兄ちゃんが少しだけ見て、ふっと笑う。

　一瞬ドキッとしたけど、小声で話していたから、話の内容は聞こえてないはず……。

　ちなみに兄ちゃんは、いつ見てもカッコイイ。めっちゃイケメンだ。

　髪はブラウンで、男性らしく短く整えられている。

　瞳も穏やかな色合いの褐かつ色しよくで、その優しい目でいつもオレたちを見守ってくれる。

　背はオレから見ると、少し見上げるぐらい。大人の男性としては普通ぐらいかな。

　太りすぎても瘦せすぎてもいない、ちょうどいい体型。体つきは引ひき締しまっていて、ほど良く筋肉もついていて、いかにもプロの勇者──スポーツ選手って感じだ。

　歳は見た目だけだと、十七歳か十八歳か、そのぐらいに見える。まさにカッコイイお兄ちゃんって感じの外見。でもそれは童顔なだけで、本当はもう二十四歳とからしい。

　ホントかよって思うけど、でもすごく大人っぽくもあるし、実際そうなんだろう。

　あと当たり前だけど、兄ちゃんはすげぇ強い。

　オレもだいぶ強くなったと思うけど、兄ちゃんにはまだ全然勝てる気がしない。

　アドルフのやつも強かったけど、あいつよりもさらに、兄ちゃんのほうが絶対強い。

　大人の勇者だから当たり前かっていうと、そうでもないみたいだ。

　兄ちゃんと会ってからの一年間で、魔王ハンターとか、村の守り手とか、たくさんの大人の勇者に会ったけど、兄ちゃんほど強い勇者は一人もいなかった。

　まあ兄ちゃん、いきなり抱きついてきて離さないとか、変なトコもあるけど……。

　ていうか最初に会ったときから、変な人だなって思った。

　村の誰からも見捨てられてたオレたちを、なんでか分かんないけど受け入れてくれて、助けてくれて、面倒見てくれて、育ててくれた。

　兄ちゃんがいなかったら、オレたちどうなっていただろうって思うと、ぞっとする。オレ一人じゃ絶対、イリスもメイファも守ってやれなかった。

　兄ちゃんはオレたちの恩人で、カッコ良くて、ちょっと変だけど──やっぱ大好きだ。

　いや、大好きなんて言葉じゃ表せないぐらい感謝しているし、もう兄ちゃんなしの生活なんて考えられないぐらい、オレもうずぶずぶに兄ちゃんにハマっちゃってる。

　オレだけじゃない。イリスやメイファもそうだ。

　二人とも、兄ちゃんのことが間違いなく大好きだし、むしろ三人の中では、オレが一番兄ちゃんに惚れるのが遅かったぐらいだ。

　で、多分だけど──兄ちゃんもオレたちのこと、好きなんだと思う。

　自うぬ惚ぼれだと思う？　でもだって、そうじゃないとあんなに抱き着いてきたり、抱き寄せて頭なでなでしてくれたりするかなって思うし。

　でも兄ちゃん大人だから、オレたちのこと子供扱あつかいするし。メイファとかすんげーきわどいアタックかけてるけど、はいはい分かった分かったって具合にいなされてるし。

　オレたちが兄ちゃんを「好き」なのと、兄ちゃんがオレたちを「好き」なのとでは、きっと「好き」の種類が違うんだと思う。

　でもそんなことは分かってて、オレたちはずっと兄ちゃんのことが好きでいる。

　兄ちゃん、いつになったらオレたちのこと、対等に見てくれるのかな。

　オレたちが兄ちゃんと同じぐらいに強くなったら、とか……？　それはまだまだ遠いよなぁ……。

　──なんて思っていたら、いつの間にか目的地に着いたらしい。

　オレはその建物を見上げる。

「ここ……今日の大会をやった、競技場？」

「おう。こっちこっち」

「う、うん、兄ちゃん」

　なんで競技場……？　イリスとメイファも首を傾げている。

　でも兄ちゃんが競技場の中に入っていくから、オレたちもそれを追いかけた。

　いかがわしい宿屋とかじゃなかったのは、安心したやら、ちょっと残念やらだけど……って待てオレ、なんで残念がってるんだよ！　今の無し、ノーカン！　兄ちゃんとそういうことするの期待したりなんか、全然してねぇし！　してねぇからな！

　って、誰に言い訳してるんだ、オレ……。だからメイファのやつに、えっちだとか言われるんだよ。あーもう。

　オレが心の中で、そんなことをモヤモヤ考えていると──

　やがてたどり着いたのは、競技場のグラウンドだった。

　兄ちゃんは、そこでオレたちに──
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　リオ、イリス、メイファの三人を連れてやってきた、夜の競技場。

　もちろん使用許可はあらかじめ取ってある。

　俺はそのグラウンドで、三人の前に立った。

「……お兄さん、ここで何をする気？　……いかがわしいことをするなら、いきなり屋外、しかも三人同時にというのは、どうかと思う」

　メイファがいつものノリで、いつも通りのことを言ってくる。

　その条件じゃなきゃありなのかよ、というツッコミをしたくなるが、そういうことをしていると話が進みそうにないので、飲み込むことにした。

　代わりに俺は、メイファたち三人に「道具」を渡していく。

　それらの道具を見た三人は、一様に首を傾げた。

「先生、これ……今日の最強勇者決定戦で使った、木製の武器と魔道具ですか？」

　イリスが聞いてくるので、俺は自らも同じものを装着しながら答える。

　この辺の道具も、あらかじめレンタルしておいたのだ。

「おう。全員装着してくれ」

「え、なんでだよ兄ちゃん。今から模擬戦でもするの？」

　今度はリオが聞いてくるので、俺は「まあそんなところだ」と言葉を濁にごす。

　リオたちは首を傾げながらも、俺の言うとおりに魔道具を装着し、武器を手にした。

　俺はリオたちから二十歩ほど離れた場所まで移動すると、三人と対峙するように、彼女たちのほうを向いて立った。

　そして俺は、教え子たちに向かって言う。

「卒業試験だ。三人がかりで俺を倒してみろ。ルールは大会のときと一緒──魔道具がノックアウトの警報を鳴らしたら退場だ」

　俺の言葉を聞いた三人は、ぽかーんとした顔で突っ立っていた。

　十秒経過。二十秒経過。三十秒経過。

　だがやがて、三人は慌てた様子で聞き返してきた。

「は……？　ちょっ、ちょっと待ってよ兄ちゃん!?　卒業試験って何だよ!?」

「せ、先生!?　え、どういうことですか……？　卒業……？」

「……お兄さん、さすがのボクも、理解が追い付かない。……お兄さんが何を言っているのか、理解できない。……ううん、理解したくない」

　三人とも驚いてはいるようだが、メイファあたりは、俺の言わんとしていることが分かってはいるようだった。

　──というわけで、俺の最後の仕事だ。

　俺が三人に出会ってから、およそ一年がたった。

　リオは一歳成長して十五歳になったし、イリスとメイファも十四歳になった。

　俺は三人を、「卒業」させることに決めた。

　三人とも学年が分からないような状況ではあるし、普通は卒業かどうかなんて一教師が決めるようなことでもないのだが──

　勇者学院は、本来は三年制だ。

　しかし三人ののみ込みが異常に早かったのと、俺が三人だけを見ていればよかったという環かん境きようもあって、その三年間で教えるべきことは、この一年間でおおむね教え切ってしまっていた。

　勇者学院の教育内容は、実習が大部分だから、さっさとできるようになってしまえばさっさと先に進めてしまうのだ。でんぐり返しができるようになった子に、でんぐり返しのトレーニングを続ける必要はないということ。

　そういう状況下にあって、三人の学年も分からなければ、あの村の勇者学院の状況では、学院としての制度もあってないようなもの。

　なら実質の話、こいつらの唯ゆい一いつの教師である俺が、どうするかを決めるべき問題だ。

　俺は三人に向かって笑顔で──多分ギリギリ笑顔を作れていると思う──こう伝える。

「いやぁ、お前らならもう、魔王ハンターをするなり何なり、自分たちだけで十分に生きていけるだろ？　だから卒業。──ってわけでさ、お前ら最後に、強くなった姿を俺に見せてくれよ。俺への感謝の気持ちだと思ってさ」

　俺は木剣を右手に持ちつつ、左手はポケットから金貨を一枚取り出す。金貨は、試合開始のサインとして投げるためのものだ。

　しかし大慌てなのは、三人の教え子たちだった。

「何でだよ兄ちゃん……！　オレたちのこと、嫌いになったの……!?」

「待ってください、先生！　お願いします、何でもしますから、卒業なんて──！」

「……お兄さん、待って、待って……！　……そんなの、おかしいよ！　……どうして、どうして突とつ然ぜん、そんなことを言うの……？」

　見捨てられた子猫たちのように、必死に訴えかけてくる少女たち。

　俺は、でも──

「だってよ、俺の左遷がサイラスの横暴だったってことになれば、俺も王都の勇者学院に戻れるかもしれないだろ。そうなりゃ給料も今より良くなるしさ。辺境のちっぽけな村からも、おさらばってわけよ」

　そんな噓をついて、偽ぎ悪あくを演じる。自分でも、なんでこんなことを言っているのか分からなくなってきた。

　三人と別れなければいけない。俺は教え子離ばなれをしなきゃいけないし、こいつらは教師離れをしなきゃいけない。そういう強い強きよう迫はく観念に俺は囚われていた。

　この三人との共同生活は、ちょっとヤバいぐらいに楽しくて、ずぶずぶとハマってしまいそうで──

　だからこそ、ここでこいつらを強く拒きよ絶ぜつしなきゃいけないんだ。

　そして俺の言葉を額面通りに受け取ったのか、まずイリスが、強いショックと絶望に襲われたような顔になった。

　イリスはうつむき、表情に影かげを落としつつ言う。

「……分かりました、先生。……リオ、メイファ。先生には、先生の都合があるよ。私たちがそれを邪魔しちゃいけない」

「イリス！　で、でもよ！　お前は兄ちゃんと別れるの、それでいいのかよ!?」

「はあ!?　いいわけないでしょ！　でもしょうがないじゃない！　私たちはわがまま言ったらダメなの！　先生に感謝してるなら、先生のことを一番に考えないといけないの！」

　悲鳴のようなイリスの声。グラウンドにぽたぽたと、涙がこぼれ落ちていた。

　リオはそれで絶句してしまう。それから苛立たしげに地じ団だん駄だを踏む。感情の向けどころが分からないという様子。

　一方でメイファは、真っ直ぐに俺を睨みつける。

「……噓。……お兄さんは、そんなことを言う人じゃない。……お兄さんは噓をついてる、絶対！　……ボクはお兄さんのことなら、よく分かってる──分かってるんだよ！　どうしてそんな噓をつくの、お兄さん！　ボクには分からない！　お兄さんの言ってることが分からない！」

　メイファのいつにない絶叫。言葉は矛む盾じゆん。

　俺を睨みつけるメイファもまた、瞳いっぱいに涙をためていた。

　……まあ、鋭いよ。さすがはメイファと言わざるを得ない。

　だが俺は、噓を押し通す。

「はあ？　俺のことを分かってる？　何言ってやがんだガキがよ。お前らに合わせてやってただけだよ」

「……噓だ！　……噓だ噓だ噓だ！　そんなの、お兄さんじゃない！」

「目が曇くもってたみたいだな。残念でした、バーカ」

　なんでこんなことを言っているんだ、俺は。

　こいつらと別れなきゃいけない。何が何でも。それしか頭になくて、出てくる言葉が全部、教え子たちを傷つけるものになってしまう。

　嫌われてしまえば、別れられるから──そんな軽率すぎる考えで、頭がいっぱいになって、それ以上のことが考えられない。

　だがそんなとき、リオが言った。

「……兄ちゃん、噓が下手だよ」

　俺は、目元を服の袖で拭ってから、鼻で笑って答える。

「ハッ、何言ってやがんだリオ。お前までメイファと同じようなこと──」

「だってさ、兄ちゃん──だったら、なんで兄ちゃんは泣いてるんだよ」

「…………」

　そりゃあ、リオ。

　お前らと別れるのも、噓の暴言でお前らを傷つけるのも、悲しくて苦しいからだよ。

　……ああもう。ホント、噓が下手だな俺。

「はぁー……。でもよ、リオ。卒業だってのは本当だぞ。お前らはもう、自分たちの足で、自分たちの力で生きていける。だったらもう、『先生』はいらないだろ」

「んなことねぇよ！　兄ちゃん、オレたちを世界最強の勇者にするって言ったの、あれは噓だったのかよ！　オレたちまだ、世界最強になんて全然なってないだろ！」

「…………」

　まあ、言った。確かに言った。

　でも──

　自分の目の前で、自分を追い抜いていく教え子たちを見ちまったら、俺は良い教師でいられる自信がねぇんだよ。そのことに気付いちまったんだよ。

　教え子たちに嫉妬狂いする醜みにくい俺の姿なんか、こいつらに見せたくない。綺麗に別れられるうちに、別れておきたい。

　それでいつか、噂に聞くなり、伝え聞くなりすればいい。

　俺の知らないどこかで世界最強の存在となった、美少女勇者三姉妹の伝説レジエンドや英雄譚サーガを。

　だから──だからさ。

　分かってくれよ。どうして分かってくれないんだよ。

　──などと思っていたところに、突然だ。

　俺が予想だにしていなかった、唐とう突とつな声が聞こえてきた。

「ずいぶんと話が拗こじれているようですね、ブレット先生」

「こんな夜中に教え子たちとランデブーとは。ブレット先生がどんどんふしだらになっていって、お姉さんは悲しいよ。よよよ……」

　競技場のグラウンドに突とつ如じよ現れたのは、二人の女性教師だった。

　片や俺の元恩師、片や俺の元同どう僚りようだ。

「レオノーラ先生に、アルマ……どうしてここに」

　俺のつぶやきに、レオノーラ先生とアルマは、事も無げに答える。

「同じ宿に泊とまっていたら、こんな夜よ更ふけに、あなたが教え子たちを連れて出ていくのを見かけたものだから。面白そうなので、アルマ先生と一緒に見学にきました」

「あと、ブレット先生が犯罪行為に及ばないよう見張っておかないと、みたいな？」

　俺のプライバシーはどこへ。考えようによってはストーカー案件では？

　が、そんな俺の内心の嘆きが顧かえりみられることはなく、レオノーラ先生は次にはこんなことを言い出した。

「話はだいたい聞いていました。ようは、ブレット先生は生徒たちを卒業させたくて、卒業試験をやりたい。生徒たちのほうはブレット先生にもっと自分たちと一緒にいてほしいと、そういうことですよね？」

「えっと……ま、まあ、そうなるんですかね？」

　なんかおかしい気もするが、でも今の話の流れを要約すると、確かにそうなる。

　現にリオ、イリス、メイファの三人も、こくこくと首を縦に振っていた。

　そしてレオノーラ先生は、人差し指を立てて、こんなことを言ったのだ。

「だったら話は簡単でしょう。ブレット先生は、生徒たちの卒業を賭かけて、生徒たちはブレット先生の私物化──じゃなかった、ブレット先生ともうしばらく一緒にいる権利を賭けて、卒業試験を行えばいいんです。自分の望みは自分の力で勝ち取りましょう。さあ、お互いに勇者らしく、正々堂々と戦いなさい」

　……は？

　何を言われたのか、スッと頭に入ってこなかった。

　えっと、つまり、どういうことだ……？

　要するに──この卒業試験で俺と、リオ、イリス、メイファの三人組とが戦って。

　俺が勝ったら、三人が卒業。

　三人が勝ったら、俺は三人の教師続行ってことか？

　待ってそれ、何かおかしくね？　三人が強くなったところを見せてもらうんだから、三人が俺を負かして、綺麗に卒業ってなる予定だったんだが……。

　しかしレオノーラ先生の提案を聞いたリオたち三人は、さっきまでにない目の輝きでやる気を見せ始め、準備運動を始めていた。

　……あ、うん。あれはガチで俺を潰しに来る構えだ。

　ちなみに我が天使イリスまで、正当な権利をもらいましたとばかりに、やる気満々でストレッチなどをしていた。

　……はぁ。ああ、そうかい。分かったよ。

「……ふ、ふふふふふ……いいぜ、やったろうじゃねぇか」

　俺は不敵に笑ってみせる。

　教え子たちとの戦いに、本気で挑いどむことに決めていた。

　元々の腹積もりでは、卒業試験だから最後は綺麗に負けてやるつもりだったのだが、こうなったら話は別だ。

　あいつらを全力でぶっ潰して、綺麗に卒業させてやる。

　それで全部、丸く収まるんだ。大人げないと言われようが、知ったことか。

　──そんなわけで、レオノーラ先生とアルマの立会いのもと、俺と三人の教え子たちとの、夜のガチバトルが始まることになったのだった。
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　競技場の、夜のグラウンド。

　そこで俺は木剣を片手に、三人の教え子たちと対峙していた。

　恐るべき身体能力を持った、天才剣けん術じゆつアスリート、リオ。

　オールラウンダーで、特に補助魔法を得意とする神かみ子こ、イリス。

　すさまじい魔法センスで、攻撃魔法を自在に操る怪かい物ぶつ、メイファ。

　三人とも本気の佇たたずまいで武器を構え、わずかの隙も見み逃のがさないという様子で俺を見すえていた。

　俺と三人との距離は、二十歩分ほど。

　俺はこいつらを打ち倒さないといけない。

　三人ともナリは小さいが、その小さな体に秘めた力は、もはや本物だ。侮れる相手じゃない。

　だが、いくら天才といったって、まだ鍛え始めてから一年だ。

　それに俺だって、天才などと呼ばれていた時期ぐらいはある。

　加えて修しゆ羅ら場ばをくぐった数で言えば、こいつらの十倍はくだらない。

　そして勇者は、くぐった修羅場の数だけ強くなるとも言われている。

　ゆえに地力では、俺のほうがまだずいぶんと上だ。

「──はあああああっ！」

　俺は普段は抑えている、勇者の闘気を解放した。

　力の波動が、俺を中心にして一気に逬ほとばしり、リオたち三人を薙いでいく。

　三人はびりびりと、俺が放った力に気圧されていた。

「ぐっ……！　これが兄ちゃんの、本気の闘気かよ……！」

「せ、先生の力……強すぎる……！　押し込まれそう……！」

「……うっ……ただのロリコンのお兄さんじゃないとは、分かっていたけど……！」

　少女たちは強風に抗あらがうかのように、必死にその場にとどまっていた。

　だが彼女たちも、負けてばかりではない。

「でもよ……！」

「私たちだって……！」

「……負けるわけには、いかない」

「「「──はああああっ！」」」

　リオ、イリス、メイファの三人もまた、闘気を一斉に解放した。

　少女たちの髪が舞い上がり、その体に思い思いの色のオーラをまとう。

　三人の力が合体して、俺の力を押し返そうとし、波動が拮きつ抗こうして──弾けた。

　力のぶつかり合いが噓だったかのように、場が静まりかえる。

　お互いに闘気のオーラをまとった状態で、静かに向かい合って立っていた。

　俺と教え子たち、両者の間に立つのはレオノーラ先生だ。

　ちなみにアルマはというと、今のやり取りにあてられて腰を抜かしていた。

　へたっと地面に尻餅をついて、驚きに目を見開いている。

「う、噓でしょ……？　勇者学院の先生と生徒とで、こんな次元の戦いになるの……？」

　かたかたと震えているアルマ。

　アルマはまあ、その……勇者としては、ものすごく力のある方でもないからな。

　一方でレオノーラ先生は、落ち着いた様子で俺たちの間に立ち、審判を始める。

「勝敗の決め方は、大会準じゆん拠きよでいいですね。両者正々堂々と戦うように。では──始め！」

　そう言って、レオノーラ先生は横手に退いた。

　そうなれば、俺の正面にいるのは、三人の教え子たちだけだ。

「じゃあ行くぜ──リオ、イリス、メイファ」

　俺は言って、ゆらりと一歩を踏み出す。

「おう、兄ちゃん！　返り討ちにしてやるよ！」

「はい、先生！　胸を借りるつもりで──ううん、胸を撃ち抜くつもりでいきます！」

「……お兄さんと、本気で戦う日が来るとは、思わなかった。……お兄さんに鍛えられた力、試させてもらう」

　リオ、イリス、メイファの三人も思い思いに散って、戦闘開始となった。




　俺は三人に向かって駆ける。

　イリスとメイファは左右に散って、向かってきたのは──やはり、リオだ。

　リオはあの恐るべき敏捷性で、稲いな妻ずまのように左右にステップを踏み、ジグザグの軌き道どうで俺に向かってくる。

　めまぐるしい動き。右からか、それとも左からか。

　ところでだが──俺の狙いは、リオじゃない。

　リオの相手をするのは、一番手間がかかる。敏捷性も打たれ強さもあるし、三人のうちでは最も倒すのが大変なのがリオだ。

　リオの相手をしている間に、イリスの支援魔法で強化が固められ、メイファの攻撃魔法とリオの白兵攻撃とで同時攻撃されたら、さすがにたまったもんじゃない。

　ってわけで──

「──もらったぜ、兄ちゃん！」

　リオの声は、左から来た。

　下段に構えた木剣を、すくいあげるような一撃。狙うは──俺の木剣。

　白兵戦闘の共通技、【ディザーム】だ。武器を打ちすえて、相手の手から弾き飛ばす技。

　俺の意表をついたつもりなんだろうが──まあ、乗ってやるか。

「しまっ……!?」

　──カァンッ！　俺は口から焦りの声を漏もらし、手からは木剣がはね飛ばされた。

　俺の木剣が、高々と宙を舞う。

「っしゃあ！　どうだ、兄ちゃん！」

「くそっ、やられた……！　──なーんてな」

「えっ……おわっ!?」

　俺は攻撃直後のリオの服の袖と胸元とを両手でつかみ、リオを後方へと投げ飛ばす。

　そして、落下してきた木剣を空中でつかんでから、再び前方に向かって駆けた。

　俺が目指すのは──魔法の集中を行っているイリス。

　悪いが、本気で潰させてもらう。

「しまった！　──イリス、逃げろ！」

　背後からリオの声が聞こえてくる。

　俺に投げ飛ばされたリオは、どうやらうまいこと着地したようだが、そこからすぐに俺に追いつくことはできない。

　俺はイリスへと向かっていく。

　木剣を片手に、使う技の構えは、多段連続攻撃の【疾しつ風ぷう剣けん】だ。

　補助・回復に長たけたイリスさえ倒してしまえば、あとの二人との戦いは消しよう耗もう戦せんだ。

　そうなれば地力の差で俺が勝てる。

　あるいは、こっちは回復を織り交ぜながら戦ってもいい。

　いずれにせよ、イリスが向こうのチームの鍵かぎということ。真っ先に倒すべき相手だ。

　オールラウンダーのイリスは、打たれ強さも低くはないが、それでも俺の攻こう撃げき力りよくで【疾風剣】を全弾ヒットさせれば、一手でノックアウトに追い込めるはず……！

　そして、一方のイリス。

　接近する俺を見すえて、精神集中を続けていたが──俺がたどりつく直前で、ニッと口元を綻ばせた。

　ちっ、イリスの魔法発動のほうが早かったか。

　だが多少の補助魔法でリオやメイファを強化したところで、そのぐらいなら──

「いきます──【光の守護ルミナスプロテクシヨン】！」

「はあっ!?」

　イリスが使った魔法に、俺は本気で驚きの声をあげていた。

　イリスが放った魔法の輝きは、イリス自身の体に宿り、強力な防護膜となる。

　こうなっちまったら、【疾風剣】の一発どころじゃ、とてもノックアウトには届かない。

　イリスは俺を受け入れるように、両手を広げてみせる。

「ふふーん、先生なら、私を狙ってくると思ってました。──さあ先生、どうぞ私をお召めし上あがりください」

　どの魔法を使うかは、精神集中の開始段階であらかじめ決めておかなければならない。

　つまり──イリスのやつ、俺の行動を読んできやがった……！

　こうなったらもう、イリスを最初に召し上がっている場合じゃない。

　俺は【疾風剣】をキャンセルし、一度イリスから退いて、ターゲットを変へん更こうする。

　イリスがダメなら、一番打たれ強さの低いメイファから叩くしかない。

　が、そこに──

「……右手から【炎の矢フアイアボルト】……左手から【風の刃ウインドカツター】……さあお兄さん、全部、よけられる？　──行けっ！」

　メイファから俺に向かって、攻撃魔法の雨あられが降り注いだ。

　そりゃそうだよな！　メイファのことをノーマークにしていたんだから、そりゃ攻撃魔法も飛んでくるさ！

「くっ──させるかあああっ！」

　五つの火炎弾と、五つの風刃、トータル十の魔法弾。

　俺は、横っ飛びでそのうち四つほどを回避し、さらに木剣を使った【ディフレクション】で別の四つを弾き飛ばすが、残りの二弾は防御しきれずに、火炎弾一つと風刃一つの命中を受けてしまった。……痛いってぇ。

　もちろん大したダメージじゃない。

　ノックアウトされるかどうか、なんてものでは到底ないのだが……。

「……おー、さすがお兄さん、すごい。八個もよけた。……ならば、もう一度行くまで」

「やらせるか！　その前にメイファ、お前を倒す！」

　俺は地面を蹴る。メイファに向かって。

「……いやん、お兄さん。……ボクを押し倒して、食べてしまいたいだなんて」

「言ってねぇええええっ！」

　ああもう、やりづらいったらないわ！

　アルマもレオノーラ先生も、変な目で見ないで！　違うからな！

　しかも──

「おおっと兄ちゃん、メイファのもとには行かせねぇぜ！　メイファを食べたきゃ、まずオレを食ってからにしな！」

　メイファのもとへと駆ける俺の前に、横からリオが滑り込んで立ちふさがった。

「ちっ、リオか……！　ていうかお前ら、表現！　わざとやってんだろ!?」

「「「えへへへー」」」

　ぺろっと舌を出してみせてくる教え子三人衆。クッソかわええ……。

　──そしてぶっちゃけ、この時点で戦いは詰んでいた。

　俺の負け、確定。

　でも俺にも意地ってものがあって、あの手この手で攻めてみたのだが──

　なんかもう、この三人、鉄てつ壁ぺきすぎて無理だった。

　コンビネーションはバッチリだし、個こ々こも強いしで、まったく手の打ちようがない。

　一方で俺は、三人によって散さん々ざんに打ちのめされ、弄もてあそばれ、あっという間にノックアウトされた。あっけない決着。

　バッチリ耐たい久きゆう力りよくを削けずり切きられた俺は、競技場のグラウンドで大の字になって、ぼんやりと倒れていた。

　そこに──

「へへ～っ、オレたちの勝ち。これで兄ちゃんはオレたちのもん♪」

　仰あお向むけに倒れた俺に、リオが覆いかぶさって、ぎゅーっと抱きついてきて。

「よいしょっと。……先生、今日もお仕事、お疲れさまでした。まだまだ子供な私たちに、これからもいろいろと教えてくださいね」

　イリスは俺の首元に座ると、俺の頭を自分の膝ひざ枕まくらに乗せた上、俺の髪をやさしくなでてきて。

「……お兄さん、ボクたちを置いて、どこかに行こうったって、そうはいかない。……ボクはお兄さんのこと、逃がさないから」

　メイファはいたずらっ子の笑みを浮かべて、俺の横にしゃがみ込み、もう離すまいというように俺の手を握ってくるのだった。

　──戦力的には、勝ててもおかしくはない戦いのはずだった。

　なのに、どうしてこうなったのか。

　どうして俺は、まったくセオリー通りである俺の考えを、イリスが読めないなどと思い込んでしまったのか。

　それは、つまり──

　この戦いに「勝ちたい」という気持ちの強さの差だったのかもしれないなと、夜空の星ほし々ぼしを見上げながら思った俺なのであった。
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　最強新人勇者決定戦があった日から、しばらくの月日がたった。

　サイラスはあの日以降、その横暴を芋いもづる式に暴かれ、失しつ脚きやくしたらしい。

　それによって、俺の暴力教師やら問題教師という汚お名めいもそそがれ、左さ遷せんも不当人事だったと認められた。

　俺は勇者協会からの謝罪とともに、王都の勇者学院への復職が認められた。

　だが──

　その日、俺はボロ小屋ことリット村の勇者学院の校舎の前で、半ば日向ひなたぼっこをしながら、教え子たちの様子を見守っていた。

　麗うららかな午後の日差しの下。

　グラウンドで訓練をする生徒たちを眺ながめつつ、あくびをする。

「ふあああっ……今日も穏おだやかで、いい日和ひよりだな……」

　都会のせかせかとした生活とは無む縁えんの、ゆっくりとした時間が流れる田舎いなか生活。

　穏やかすぎて、おじいちゃんになってしまいそうだ。

　俺は王都勇者学院への復職を自主的に断り、このリット村での教師生活を続けることにしていた。

　リオたちとの勝負に負けてしまったのだからしょうがない──というのも言い訳でしかなく、俺も心の底では、この生活を続けることを望んでいたのだ。

　キラキラと輝かがやく汗あせを散らして訓練をするリオ、イリス、メイファの姿を眺めながら、俺はふと苦笑する。

　だってさ……あいつら、可愛かわいすぎるんだもん。

　俺にがっつりと懐なついてくれているし、正直に言って別れたくない。

　こんなのは教師失格だと、自分でも思うが──

　でもまあ、本来は三年制の勇者学院だ。

　あと二年間ぐらいは面めん倒どうを見てやっても、罰ばちは当たるまい。

　その二年後、俺はあいつらと別れられるのかなぁと思うと、甚はなはだ不安だが……まあそのときはそのとき、また考えよう。

「おーい、兄ちゃ～ん♪」

　リオが手を振ふって、俺を呼んでくる。

　機き嫌げんが良さそうだ。また何か、新しい技を会え得とくしたのかもしれない。

「おう、どうしたリオ。調子良さそうだな」

「うん、兄ちゃん。オレ、【疾しつ風ぷう剣けん】できるようになったよ♪」

　俺はずっこけた。

「はあっ!?　お、おまっ──【疾風剣】は、俺が使える中では最強の剣けん技ぎの一つだぞ!?」

「えへへー。ちゃんとできてるか、見てみてよ兄ちゃん。いっくよー──【疾風剣】！」

「ちょっ、ちょっと待っ──」

　──ガンガンッ、ガガガガガガンッ、ガガガガンッ！

　俺が慌あわてて木ぼつ剣けんを構えたところに、駆かけ込こんできたリオが【疾風剣】を放ってくる。

　どうにか全部受け切ったが、ホント超ちようギリギリ。

【疾風剣】を撃うち終おえたリオは、両手を後ろに組んで、ぴょこんと聞いてくる。

「えへへーっ、どう、兄ちゃん？」

「か、完かん璧ぺきだよ……」

　ぐぅっ。まだ完全に追いつかれたわけではないとはいえ、背後からひたひたと迫せまってくる教え子の足音が怖こわい。

「えへっ、やりぃっ！　これも兄ちゃんのおかげだな♪」

　そう言って、俺に抱だきついてくるリオ。

　子犬のようにすりすりと、俺の胸に顔をこすりつけてくる。

　な、何この可愛い生き物……。癒いやされる……。

　俺は、片かた腕うででリオの背中を抱き寄せ、もう片方の手でリオの頭をなでなでする。

　至福のひととき。

　癒されるけど怖い。可愛いけど恐おそろしい。

　至福と脅きよう威いがごちゃまぜになって襲おそい掛かかってきて、何かとにかくヤバい。

「あーっ！　リオってば、また抜ぬけ駆がけしてる！」

　それに目ざとく気付いたのは、イリスだ。

　パタパタと駆け寄ってきて、俺の前でもじもじし始める。

「せ、先生……私も、抱いてほしいです……」

　頰ほおを染め、上うわ目め遣づかいで恥はずかしげに言ってきた。

　その破は壊かい力りよく、極大魔ま法ほう級きゆう。

　だが脈みやく絡らくがないのと、使った言葉が危険なのが問題だ。

「イリス、言こと葉ば遣づかいには少し気を付けような。今の言い方だと……」

「んん、言葉遣いですか……？　──はわっ!?　……ち、ち、ちちち違ちがいますっ！　『抱いてほしい』っていうのは、そういう大人と大人のくんずほぐれつみたいな意味で言ったんじゃなくて、もっとこう普ふ通つうにぎゅーってしてほしいっていう意味で……！」

「お、おう。分かってるから。分かってるから落ち着け、イリス」

「リオも何ニヤニヤしてんのよぉーっ！」

「にひひっ、イリスもえっちだなーって思って」

「にゃにおーっ！」

「きゃーっ、逃にげろー♪」

　リオが俺から離はなれて逃げ出し、イリスがそれを追いかけ始める。

　追いかけっこが始まったが、足の速さではイリスはリオには敵わない。

　イリスは途と中ちゆうで足を止めて、背中から弓矢を取り出し、手早く構えて【クイックショット】で射た。先せん端たんに布を巻いた木矢が、逃げるリオのお尻しりに命中し、リオは「きゃんっ」と言って跳はね上あがる。イリスがそれを見て笑う。

　涙なみだ目めになったリオが、反はん撃げきとばかりにイリスにつかみかかった。取っ組み合いのキャットファイトが始まるが、二人とも本気ではない。お互たがいじゃれ合うように、もみ合いへし合いを始める。

　……今日も元気だなぁ、あいつら。

　俺が微笑ほほえましい気持ちで二人の様子を見ていると、そこにメイファがやってきた。

「……お兄さんは、今日もモテモテ。……そしてお兄さんは、もうボクたちの魅み力りよくにくびったけ」

「あーっ、前者の意味合いはともかく、後者に関して否定はしないが、張本人の一人に言われると腹立つな」

「……ふぅん、否定しないんだ。……じゃあ、もうボクたちと別れるとか、言わない？」

　メイファの探るような目。その奥おくに少しだけ、怯おびえの色。

　困った俺は、ぼりぼりと自分の頭をかく。

「いや、そりゃお前……俺は教師だから、いつまでもってわけにはいかないだろ」

「……ダメ。……お兄さんは、ずっとボクたちと一いつ緒しよ」

「怖こえぇよ。呪のろいか何かじゃあるまいし」

　自分で言って、そういえばこいつら、この村で最初に会ったときは、呪われた子だとか言われていたのを思い出す。

　そんなのはただの偶ぐう然ぜんの重なりであり、思い込みであり、迷信だったともう断言してもいいと思うが──

　と、そんなことを思っていると、メイファが不意に、こんな言葉を口にした。

「……じゃあ、ボクが今からお兄さんに、その『呪い』をかける」

　そしてメイファは背せ伸のびをし、俺の首回りに腕うでを回してきて──

　ちゅっ。

　俺の唇くちびるに、ためらいがちなキスをしてきた。

　メイファはすぐに唇を離すと、俺に向かって極上の笑顔を見せてくる。

　そのいたずらっ子の笑顔は、少しだけ頰が赤く染まっていて──

「……これで『呪い』はかかった。……お兄さんは、もうボクたちからは逃のがれられない」

　そう言ってメイファは、くるりと背を向けると、リオとイリスがもみ合いをしているほうへと駆けていった。

　呆ぼう然ぜんとするばかりの俺。

　メイファは大した意味もなしに、いつものノリでやったのかもしれないが──

[image: ]

　自分の唇にわずかに残った、少女の唇の柔やわらかな感かん触しよくを惜おしみながら、俺はついに確信してしまった。

　ああ、うん──俺、やっぱりロリコンだわ、と。




　こうして、俺と三人の教え子たちとの、濃のう密みつな一年間が終わった。

　俺と彼かの女じよたちとの付き合いは、メイファの『呪い』のせいか、今後もまだまだ続くことになるのだが──

　それはまた、別のお話である。
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『かんぱーい！』

　六人が持ったグラスやジョッキが、カチーンと打ち合わされる。

　ここは王都の賑にぎやかな大衆酒場。最強新人勇者決定戦があった日の、夜中のことだ。

　俺は先ほど、リオ、イリス、メイファの三人の手でギッタンギッタンに叩たたきのめされて、治ち癒ゆ魔ま法ほうでダメージを回復したあと、宿屋の一階に併へい設せつされたこの酒場に戻もどってきたという状じよう況きようである。

　丸テーブルに並べられた料理を囲んでいるのは、俺、リオ、イリス、メイファのほか、俺をストーキングして審しん判ぱんをしてくれたレオノーラ先生とアルマを含ふくめた計六人だ。

　なお三人の教え子たちのグラスに注つがれているのは、あくまでも果実のジュースであって、お酒ではない。こいつらに酒を飲ませたらとんでもないことになるのは一年前に経験済みだから、俺は断固として許可しなかった。

　リオはすでに十五歳さいで成人していることもあって口をとがらせるのだが、ダメだと言ったらダメだ。家でならともかく、今日は絶対にダメ。

　それはさておき──

「いやぁ、それにしてもメイファちゃんたち、すっごく強くなっててびっくりしたよ。あたしなんてもう勝てる気しないよ。……あーもう、周りが才能ある人たちばっかりだと凹へこむわ～。あたしだってそこまで弱いわけじゃないのにさ」

　そう言って葡ぶ萄どう酒しゆを呷あおるのはアルマだ。グラス一いつ杯ぱい分を一気飲みして、さっそくお代わりを注文している。

　葡萄酒って、そういう飲み方をする酒ではなかった気がするのだが……。

　一方、それを見てニヤリと笑うのはメイファだ。

「……これで、勝負は決まった。……昔の女は、もうしゃしゃり出てこなくていい」

「むっかぁ！　──ちょっとブレット先生、この子、教育がなってなくない!?　この暴言、ちゃんと注意したほうがいいんじゃないかな！」

「あー、俺に振ふらないでくれ。はっきり言ってメイファは制せい御ぎよ不能だ。俺の手に余る」

　俺はやる気なくパタパタと手を振って、アルマに答える。

　アルマは立ち上がって「ぐぬぬ」と呻うめいていたが、やがてしぶしぶ席に座り直した。

　そのやり取りを微笑ほほえましげに見ていたレオノーラ先生が、こんなことを言う。

「ですけど驚おどろきました。アルマ先生とブレット先生が昔付き合っていたというのは分かる気はしますけど、どうして別れたんです？　それもまさか、サイラス先生のせいで？」

　それを聞いた俺は、かくんと肩かたを落とす。メイファの作り話が、ついに実害をもたらしたか……。

　アルマは、「あ、いや、それは……」などとしどろもどろになって、ちらと俺の方を見てくる。いや、普ふ通つうに否定しろよ。

「メイファのやつが勝手に言っているだけですよ。そもそも俺とアルマが男女の仲だった事実はありません」

　俺がそう説明すると、なぜかアルマがだだーっと涙なみだを流し始めた。

「そうなんだよね、その事実、ないんだよね……気付いてすらもらえないんだよね……おかしいなぁ、結構分かりやすくアプローチを仕し掛かけているはずなんだけどなぁ……」

　そんなアルマの肩を、これまたなぜか、リオとイリスが同情するようにうなずきながらポンポンと叩く。

「分かる。その気持ちわかるよ、アルマ姉ちゃん」

「先生って普ふ段だんは鋭するどいのに、そこだけはなぜか、絶望的に察しが悪いんですよね……」

「二人とも、分かってくれる？　ううっ、二人はメイファちゃんと違ちがっていい子だね」

　アルマはリオとイリスの二人を、片かた腕うでずつでひしっと抱だきしめていた。

　リオとイリスの二人は、そんなアルマの頭をいい子いい子するようになでる。

　それら一連の様子を見ていたレオノーラ先生は、

「なるほど、そういう感じですか。ブレットくんも、ずいぶんと人でなしの方向に成長しましたね」

　などと一人で納得していた。よく分からないが、謂いわれなき誹ひ謗ぼう中傷はやめてほしい。

　──とまあ、そんな様子で始まった打ち上げの飲み会だったのだが。

　しばらく時間がたった頃ころには、そんな飲み会の場も、様子がおかしくなってきた。

「そういえばブレット先生！　あたしと二人っきりでデートしてくれるっていう約束、あれはどうなったんれすか!?」

　すごい勢いで葡萄酒を飲み続けたアルマは、やがて眼鏡めがねの奥おくの目が据すわり、ついにはろれつの回らない口調で俺をそう責め立てはじめた。

「え、いや、何の話だよ。そんな約束をした覚えはないんだが」

「あーっ、忘れてるの!?　ひどい！　ひどい男！　食事奢おごってくれるって言ってたじゃないれすか！　次に会ったときって言ってたのに、社会科見学のときにはデートする暇ひまなかったし、あたしはずっと楽しみに待っていたんれすよ！」

　そう言ってバンバンとテーブルを叩くアルマ。

　あー……。そういえば、一年ぐらい前に通話魔法具で話したとき、そんなことを言ったような言わなかったような。

　それはそうと、紛まぎらわしいからデートって言い方はやめてほしいんだが。

「あーもう、わかったよ。じゃあ今日の払はらいは俺が持つから」

「そういうことじゃないれしょお～！」

　バンバンバン！　アルマはテーブルをしきりに叩いてくる。

　いや、忘れていた俺も悪いが、お前も明らかに飲みすぎだろ……。

「……それにブレット先生。──『それ』はどういうことなのれすか」

　アルマはジト目で、じーっと俺を睨にらみつけてくる。

　俺は、アルマが指している「それ」というのが何のことなのかを理解し、バツが悪くなってアルマから視線を逸そらせた。

「いや、これはな……レオノーラ先生が悪いんだよ」

　俺は「それ」──俺の体にへばりついている、三人の子供たちに関して弁明をする。

　今、椅い子すに座った俺の体には、酔よっぱらった三人の教え子たちがしがみついていた。

　俺がちょっと目を離はなした隙すきに、レオノーラ先生が面白がって、この三人に酒を飲ませてしまったのだ。

　酔っぱらうと甘あまえ上戸で、絡からみ上戸で、抱きつき上戸になる三人である。

　今やリオが前から俺に抱きつき、メイファが背後からおんぶするように抱きつき、イリスに至っては俺の腰こしにしがみつくようにして膝ひざの上で潰つぶれていた。

　いい加減に力も強くなってきている教え子たちだ。引きはがすのも面めん倒どうなので、もはやされるがままになっていた俺なのだが。

　ちなみに今は三人とも、すぅすぅと寝ね息いきを立てて眠ねむってしまっている。可愛かわいらしいのはいいのだが、首筋や胸元に子供たちの吐と息いきが吹ふきかかってきて、どうにもむず痒がゆい。

　しかも犯人であるレオノーラ先生は、すまし顔でこんな言い訳をする。

「いや、だって。ブレット先生が必死な様子でお酒を禁止するものだから、どうなるのか気になるじゃないですか。でも納得しました。こうなるのですね」

「『こうなるのですね』じゃないですよ！　責任取ってこいつら何とかしてくださいよ」

「いいじゃないですかモテモテで。──さて、それでは眠くなってきたので、私はそろそろあがりますね。ブレット先生とアルマ先生も、ほどほどに」

　レオノーラ先生はそう言って、席からそそくさと立ち上がる。

　えっ、ちょっと待って。

「ちょっ、ちょっとレオノーラ先生！　俺をこの状態で置いていくんですか!?」

「ええ。若いっていいですね。それじゃあ、おやすみなさい」

「ちょっ、先生！　助けて！　助けてくださいってば！　せめてアルマだけでも一いつ緒しよに連れていってくださいよ！　ねぇってば！　おいクソババア待てっつってんだろ！」

　俺の渾こん身しんの叫さけびもむなしく、レオノーラ先生は自分の分の代金の銀貨をテーブルに置くと、さっさと宿しゆく泊はく部屋のある二階へと上がっていってしまった。

　俺は三人分の重りを構わず、立ち上がって追いかけようとしたのだが──

　その俺の手を、もう一人の女性教師の手がガシッとつかんだ。

　アルマはすっかり目を据わらせた三白眼で、じっと俺を見つめてくる。

「ブレット先生。まだあたしの話は終わっていません。座ってくらさい」

「……はい」

　アルマとの約束を忘れていた身としては、黙だまって彼かの女じよの言う通りにするしかなかった。

　そうして俺はその後、アルマが酔いつぶれるまで彼女に付き合わされ、彼女を含めた四人分の介かい抱ほうをさせられる破目になったのである。
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　はいどーもー、ライトノベル作家のいかぽんです。初めましての方は初めまして、お久しぶりですの方はお久しぶりです。ていうかなんで僕はこのノリであとがきを始めたんでしょう。さっそく後悔してきました。とかいうのはこっちに置いといて（よいしょ）。

　さてさてそんなわけで、『捨すて猫ねこ勇ゆう者しやを育そだてよう　～教きよう師しに転てん職しよくした凄すご腕うでの魔ま王おうハンター、Ｓランクの教おしえ子ごたちにすごく懐なつかれる～』をお届けいたします。

　戦うヒロインのことが三度の飯めしより大好きな作者が、「ロリハーレムを書きたい！」という大変不純な動機で書き始めた本作。読者の皆様におかれましては、いかがだったでしょうか。ちなみにわたくし今、さらっと噓うそをつきました。さすがに三度の飯のほうが好きです。ご飯食べられないのは哀かなしいです。はい、どうでもいいですね。すいません。

　なお本作はですね、ウェブ小説からの書籍化なのですが、ウェブ版からは文章を全面的にブラッシュアップしたことに加えまして、書き下ろしＳＳが一本収録されております。こちらはですね、ウェブ版では話の流れの都合で、エピローグ前にこのシーンを入れるのはよろしくないなぁと思って省かれた部分でございまして、今回書籍用のＳＳという形で書き下ろすことができまして、大変満足なのでございます。軽口を叩たたき合える仲の同僚女性教師（矢印は一方通行）に込められた作者の熱い想いが逬ほとばしっております。

　ところでロリハーレムと言いつつなんですが、この作品のメインヒロインたちは十三歳さい、十四歳、成長して十五歳と、その年齢はロリと呼んでいいのだろうかと作者も首を傾かしげる塩あん梅ばいなのでございます。ペドとロリの違いについて調べたりもするわけです。

　でもよくよく考えますと、主人公のブレット先生が二十三歳、一年経過して二十四歳なので、ああこれはロリコンだな間違いない、とも思うわけであります。こんな熱いロリコン談義をしてどうするんでしょうね。

　で、ですよ。なんとこの作品には、そんな可愛かわいいロリヒロインたちを描いた、美麗なイラストが収録されているのであります！

　ライトノベルなので当たり前？　いやそうなんですけど、僕が文章を書いている段階では、そのようなものはどこにも存在しないわけですよ。

　それがなんと、それがなんと……！　有あり河かわサトル先生の素晴らしい手腕によってキャラクターたちがビジュアル化され、この世に誕生してしまったのであります！

　しかも立派な装丁の本になって、全国の書店様に並んでしまうわけですよ。怖こわいですねー、恐ろしいですねー。ライトノベル怖い。書籍化怖い。ここらで一杯お茶が怖い。

　というわけで、そんな怖～い出版を支えてくれた皆様に、謝辞を捧げたいと思います。

　まずは担当編集の和田様。こちらの失礼や不手際もたくさんある中、いろいろと柔軟に対応してくださってありがとうございます！　いつも大変助かっております！

　次にイラストの有河サトル先生。担当してくださって本当にありがとうございます！　このあとがきを書くタイミングが早すぎまして、現段階ではまだ拝見できておりませんが、出来上がったキャラクターたちの姿を目にするのがとても楽しみです。

　またほかにも、校正担当の方、デザイナーの方、全国に本を届けてくださる配送の方々や、書店で販売に携わってくださっている書店員の方々など、本作の制作と流通に関わってくださったすべての皆様にも感謝を。

　そして本作を購入してくださった読者の皆様、本当にありがとうございます！

　ブレット先生と教え子たちの物語に触れる時間が、皆様の楽しいひと時となれば幸いでございます。

　ではでは本日のあとがき、これにて失礼いたします。またね～。
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